
佐久⼤学

2025年度 シラバス 
（⼈間福祉学部⼈間福祉学科）



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010101 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1A01Z

担当教員 寺⾨ 正顕

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義・演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアを受ける⼈にとっては、ケアを提供する⼈に「安⼼・安全・信頼」などを求めることは当然のことで、だからこそ、ヒューマンケアを⽬指す⼈にはケアを

受ける⼈との良好な⼈間関係の構築が必要となる。そのためには適確で穏やかなコミュニケーションの実践が重要なキーワードになるが、本講座では、ヒュー

マンケアを⽬指す⼈に必要なコミュニケーションの様々な形、ケアの対象に応じた多様なコミュニケーション（⾔語・⾮⾔語的）のあり⽅と活⽤⽅法について

学ぶ。このような学習を通して、⾃⼰と他者との関係、他者相互間の関係等について理解を深める。

到達⽬標

1 ⼈間関係におけるコミュニケーションの意味と構成要素を他者に説明できる。

2 医療・福祉の専⾨職として対⼈コミュニケーションに取り組めることを⽬標にする。

3 多様なコミュニケーションの活⽤⽅法を理解して他者との関係性を発展できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス 
⼈間関係とは：⼈間関係を理解するための基礎的な概念や理論

講義

2
コミュニケーションの基本的スキル 
コミュニケーションの基本的スキルを学び、実際にワークを通して演習する

講義・演習

3
客観的な理解 
コミュニケーションの阻害要因に気づく

講義・演習

4
チームをつなげるコミュニケーション 
構成的グループエンカウンターの演習

講義・演習

5
コミュニケーションゲーム演習１ 
ゲーム形式のワークを通した、グループによるコミュニケーション演習（１）

演習

6
⻘年期の⾃⼰形成 
アイデンティティの形成、⽇本⼈の⽂化的特徴、⾃⼰形成との関連

講義・演習

7
考え⽅に気づく 
原因の帰属、楽観的・悲観的などの⾃⼰の思考特徴に気づく

講義・演習

8
⾃⼰分析 
エゴグラム等の性格検査による⾃⼰の性格や対⼈傾向の分析

講義・演習

9
社会・集団・組織⼼理学からみた⼈間関係 
⼈間関係に影響を及ぼす⼼理的諸要因について

講義

10
ＳＳＴの体験演習 
ＳＳＴ（ソーシャル・スキル・トレーニング）の理論と体験演習

講義・演習

11
アサーションとは 
アサーティブ・コミュニケーションの概要と体験演習

講義・演習

12
⼈間関係トラブルのケースワーク 
⼈間関係におけるトラブル事例をもとに、多⾯的に考えるグループワーク

講義・演習

13
ストレスへの対処 
ストレスのメカニズム、ストレス要因と対処⽅法について

講義

14
コミュニケーションゲーム演習２ 
ゲーム形式のワークを通した、グループによるコミュニケーション演習（２）

演習

15
幸せとは何か 
ポジティブ⼼理学から⾒た幸せ・幸福の要因

講義・演習

実務経験のある教員等による授業科⽬
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佐久⼤学

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準
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その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。

授業外学習時間

授業後に復習をしてください。毎回の振り返りシートを記述する体験の⾔語化が重要です（毎回１時間程度）。ワークや演習での体験が重要になりますので、

皆さんの積極的な参加を求めます。 
図書館等を利⽤し、広くコミュニケーションに関する知識を得てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜資料を配布します。 
参考書 
1. 岡堂哲雄編著「⼈間関係論⼊⾨」⾦⼦書房，2010. 
2. ⽯川ひろの著「保健医療専⾨職のためのヘルス コミュニケーション学⼊⾨」⼤修館書店，2020.

成績評価の⽅法・基準

振り返りシート（リアクションペーパー）（30％） 最終レポート（40％） 授業・演習参加状況（30％）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後教室で質問を受けつけ、その他についてはメールで受けつけます（mterakad⚫ u-seisen.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

毎回、グループによるワークや演習を実施するので、必ず、ネームホルダーを持参してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010103 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1A02Z

担当教員 ⽮嶋 雅⼈, ⾵早 康惠

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

1
（1〜4 ⾵早）⾃然・⾵⼟・⽣活のうちに醸成される「⽇本古来の信仰」（「神道」と称されることが多い）を学び、根幹に「命をはぐくみ、守り、再
⽣させる」希求が存在することを理解する。

2 神道古典・儀礼・伝承・シャーマニズム等、信仰の具体を学び、⼈間の本質と死⽣観への理解の⼀助となし得る。

3 １および２を通じ、「⾃分を再発⾒し」「他者を理解し」「⾃他、双⽅に寄り添う」すべを獲得する。

4 世界各国の諸宗教、新宗教等に関して調査・実⾒をふまえて概説。国際的な知⾒を「現代の⼈間観・死⽣観」に関連づける。

5
（5〜8 ⽮嶋）私たちは常に変化し続けるという意味の「無常」な存在であるという事実を理解し、変化の最後には必ず「死」が待ち受けるという事実
を我が事として得⼼する。

6
避けられない「死」を先⼈たちはどうとらえ、受け⽌め、対処してきたか。哲学的な考察から具体的な葬送儀礼まで、多⾯的な要素から俯瞰して考え

る。

7 釈尊や道元禅師が遺してくれた「⽣死」の問題へのアプローチを、現代に⽣きる⾃分⾃⾝の指針として再構成し、理解を深める

8 「死」が照射する⽇々の「⽣」の充実のため、今ある「いのち」の⽣かし⽅を、利他の視点から学ぶ。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
「無常」のリアルと宗教・信仰の関わり

対⾯ ⽮嶋

2
「いのち」について 
「なぜ⼈を殺してはいけないのか」を軸に考える

対⾯ ⽮嶋

3
死を受け⼊れることについて① 
遺された者の悲嘆・負担とそれに対するケア

対⾯ ⽮嶋

4
死を受け⼊れることについて② 
⾃分の死を受容すること、それに向けての準備

対⾯ ⽮嶋

5
⼈を送るということについて 
時代や社会の変化と葬送儀礼の変遷

対⾯ ⽮嶋

6
釈尊に学ぶ 
「⼀切皆苦」の世界で⼈はどう⽣きるかという問いへの処⽅箋

対⾯ ⽮嶋

7
利他という⽣き⽅ 
「四摂法（布施・愛語・利⾏・同事）」という実践

対⾯ ⽮嶋

8
オリエンテーション 
「信仰」「神道」「宗教」等のキー・ワードに対する印象を聞き取り、以降の授業内容へと

反映させる。「宗教」「信仰」につき概説。

対⾯ ⾵早

9 ⽇本における信仰の源流を学ぶ（以下、すべて世界の宗教と関連させて）。 対⾯ ⾵早

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

曹洞宗の僧侶として約20年間、寺院住職として10年間、地域社会の中で与えられたつとめを担ってきた。無常・無我・縁起等の仏教概念や実践の試みが実社会
の中でどのように⽣きているのか、具体的な事例を中⼼に講義する。（⽮嶋） 
神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の

⽂化・信仰を解説する。（⾵早）

授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ

の現象は、古代から現代まで、中東からアジアの国に⾄るまで時代と国境を越えた⼈間歴史が共通する痕跡で、⼈間社会の本質を知る上で必須不可⽋な学びで

ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神

を理解し、⽇本⼈らしさとは何かを学ぶ。さらに、⽇本⼈の⽣活様式、価値観、倫理観、死⽣観等の形成に⼤きく影響してきた神道、仏教の考えについて理解

する。「⼈の⽣命の現場」に向きあいながら、⼈⽣の中で「ケア」の道を⽬指す学⽣と「⽣命観・死⽣観」に視点を置きながら学びを深める。
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神職資格を有し、神社実務を⾏う。国⽂学研究にもとづく古典・儀礼・信仰研究、国内外における講師⾃⾝によるフィールドワークの成果を活⽤し、⽇本古来の
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授業概要

⼈間社会がつくり出した⽂化を、その価値を共有するためには、何よりも⼀⼈ひとりの精神的価値（宗教、理念など）を束ねることが重要な課題であった。こ
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ある。特に信仰には、⽂化圏で育まれた世界観や倫理感を反映した枠組みを必ず持つが、本講座では、信仰対象の多様性と⽂化の成り⽴ちから⽇本の伝統精神
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佐久⼤学

・「信仰」と「宗教」と 
・⾃然・⾵⼟にもとづく共同体の信仰 
・⽇本の⾵⼟において「神」はどのように理解できるか

10
信仰の具体を学ぶ① 
・ 祭祀の構造と本質 
・「命を守り、はぐくむ」儀礼

対⾯ ⾵早

11
信仰の具体を学ぶ② 
・⼈間の「命のサイクル」と死⽣観 
・神道古典・シャーマニズム・新宗教

対⾯ ⾵早

12

信仰の具体を学ぶ③ 
・祭りの春夏秋冬 
・共同体・⼈⽣の春夏秋冬 
・死と再⽣

対⾯ ⾵早

13

信仰の具体を学ぶ④ 
・宗教の「光と影」 
・信仰の変容と歴史 
・信仰を「より幸福な⽣」へと活かしてゆくために

対⾯ ⾵早

14

信仰の具体を学ぶ⑤ 
・信州（佐久、諏訪等）にみる信仰の形態・個性 
・最先端の「宗教（信仰）」研究（論考紹介） 
・授業の補⾜（受講者の希望にもとづき）

対⾯ ⾵早

15
授業のまとめ 
・国内外の希少映像に学ぶ

対⾯ ⾵早

授業外学習時間

⽮嶋：予習は不要。授業の中で事例を多く紹介するので、復習として「⾃分ならこう考える、こう対応する」という視点を更新していく。 
⾵早：予習は不要。復習については、必要があれば各授業時に説明する。「疑問」を⼤切に。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽮嶋：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配付する。 
⾵早：講師作成の資料を配布。有⽤と考える書籍等は、授業のさいに紹介する（購⼊を義務づけない）。

成績評価の⽅法・基準

⽮嶋：レポート（50％）授業への参加態度等（50％） 

⾵早：レポート（50％）授業への参加態度等（50％）

課題に対するフィードバック

⽮嶋：レポートにはコメントを付して返却する。 
⾵早：毎回記⼊のリアクション・ペーパーを授業時に共有し、解説しつつ共に理解を深めてゆく。希望があれば、レポートはコメントを付して返却する。

オフィスアワー

⽮嶋：授業終了後教室で質問を受け付け、その他についてはメールで受け付ける（kaiouin●gmail.com） 
⾵早：授業終了後に教室にて質問を受ける。必要があれば学⽣と相談のうえ指⽰を⾏う。

その他履修上の留意事項等

⽮嶋：医療や看護・介護の領域は、遠い近いの違いはあってもいずれ訪れる「死」と地続きの側⾯があります。近年ますます隔離され遠ざけられる「死」につい

て、多様な視点から考えるきっかけを得る機会を提供できればと思います。 

⾵早：意⾒・質問⼤歓迎。⽇本古来の信仰を現代の「共⽣の祈り」へ繋ぎ、皆さんの「いきいきと⽣きる」⼒をサポートできればと思います。国際化の現代、世

界三⼤宗教（イスラームなど）・三⼤⺠族宗教（ヒンドゥー教など）についても簡潔にふれます。個性的な神事、ユニークな儀礼についても、講師⾃⾝の調査映

像により紹介します。
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⾵早：毎回記⼊のリアクション・ペーパーを授業時に共有し、解説しつつ共に理解を深めてゆく。希望があれば、レポートはコメントを付して返却する。
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⾵早：授業終了後に教室にて質問を受ける。必要があれば学⽣と相談のうえ指⽰を⾏う。

その他履修上の留意事項等

⽮嶋：医療や看護・介護の領域は、遠い近いの違いはあってもいずれ訪れる「死」と地続きの側⾯があります。近年ますます隔離され遠ざけられる「死」につい
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⽮嶋：レポートにはコメントを付して返却する。 
⾵早：毎回記⼊のリアクション・ペーパーを授業時に共有し、解説しつつ共に理解を深めてゆく。希望があれば、レポートはコメントを付して返却する。

オフィスアワー

⽮嶋：授業終了後教室で質問を受け付け、その他についてはメールで受け付ける（kaiouin●gmail.com） 
⾵早：授業終了後に教室にて質問を受ける。必要があれば学⽣と相談のうえ指⽰を⾏う。
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⽮嶋：医療や看護・介護の領域は、遠い近いの違いはあってもいずれ訪れる「死」と地続きの側⾯があります。近年ますます隔離され遠ざけられる「死」につい

て、多様な視点から考えるきっかけを得る機会を提供できればと思います。 

⾵早：意⾒・質問⼤歓迎。⽇本古来の信仰を現代の「共⽣の祈り」へ繋ぎ、皆さんの「いきいきと⽣きる」⼒をサポートできればと思います。国際化の現代、世

界三⼤宗教（イスラームなど）・三⼤⺠族宗教（ヒンドゥー教など）についても簡潔にふれます。個性的な神事、ユニークな儀礼についても、講師⾃⾝の調査映

像により紹介します。

授業外学習時間

⽮嶋：予習は不要。授業の中で事例を多く紹介するので、復習として「⾃分ならこう考える、こう対応する」という視点を更新していく。 
⾵早：予習は不要。復習については、必要があれば各授業時に説明する。「疑問」を⼤切に。
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オフィスアワー

⽮嶋：授業終了後教室で質問を受け付け、その他についてはメールで受け付ける（kaiouin●gmail.com） 
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像により紹介します。
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⾵早：毎回記⼊のリアクション・ペーパーを授業時に共有し、解説しつつ共に理解を深めてゆく。希望があれば、レポートはコメントを付して返却する。
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⾵早：毎回記⼊のリアクション・ペーパーを授業時に共有し、解説しつつ共に理解を深めてゆく。希望があれば、レポートはコメントを付して返却する。

オフィスアワー

⽮嶋：授業終了後教室で質問を受け付け、その他についてはメールで受け付ける（kaiouin●gmail.com） 
⾵早：授業終了後に教室にて質問を受ける。必要があれば学⽣と相談のうえ指⽰を⾏う。

その他履修上の留意事項等

⽮嶋：医療や看護・介護の領域は、遠い近いの違いはあってもいずれ訪れる「死」と地続きの側⾯があります。近年ますます隔離され遠ざけられる「死」につい
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界三⼤宗教（イスラームなど）・三⼤⺠族宗教（ヒンドゥー教など）についても簡潔にふれます。個性的な神事、ユニークな儀礼についても、講師⾃⾝の調査映

像により紹介します。

授業外学習時間

⽮嶋：予習は不要。授業の中で事例を多く紹介するので、復習として「⾃分ならこう考える、こう対応する」という視点を更新していく。 
⾵早：予習は不要。復習については、必要があれば各授業時に説明する。「疑問」を⼤切に。
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⽮嶋：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配付する。 
⾵早：講師作成の資料を配布。有⽤と考える書籍等は、授業のさいに紹介する（購⼊を義務づけない）。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010105 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1A03Z

担当教員 上⻄ ⼀貴

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルケアの対象となる⼈々は、その⽣成過程での社会的孤⽴や排除、無権利や無救済などに加え、⽣活、社会的地位と権利などの⾯でいわゆる「弱者」

の位置に置かれることが多い。従って、制度、サービスの運⽤⾯で最⼤の「配慮」を必要とするだけでなく、ケアの実践の場⾯においても⼈間の尊厳を踏まえ

た倫理的・道義的配慮と、⼈権の尊重が求められる。ハンセン病、被爆者、⼦どものいじめ・虐待、精神疾患者・認知症者等の⾝体拘束と隔離などの、歴史

的、現代的課題を学ぶことで、ケアの基本⽬標のひとつである基本的⼈権の確保と尊重についての理解を深める。

到達⽬標

1 差別されたり社会的に排除されたケアの対象者に共感できる。

2 ケアと⼈権の結びつきを⾃分の⾔葉で表現できる。

3 ⾃分の⾝近なところにある差別や社会的排除の事例の構造を説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ケアと⼈権の当事者 
【KW：ケア】ケアにおける⼈権侵害のさまざまな主体について理解する。

2
⼈権と尊厳 
【KW：⼈権】⼈権や尊厳について⼀般的な考え⽅を理解する。

3
⼈権問題（1） 
【KW：⽣活保護】⽣活保護バッシングなどを例に、⼈権侵害に関する抑圧構造を理解する。

4
⼈権侵害（2） 
【KW：⾝体拘束】⾝体拘束などを例に、⼈権侵害に対するケアの当事者の葛藤を理解する。

5
⼈権侵害（3） 
【KW：ハンセン病】ハンセン病などを例に、誰もが⼈権侵害の当事者であることを理解す
る。

6
⼈権侵害の根幹（1） 
【KW：⾃⽴】⾃⽴に着⽬して、ケアとの関連の歴史、現在直⾯している課題を理解する。

7
⼈権問題の根幹（2） 
【KW：優⽣思想】優⽣思想に着⽬して、ケアとの関連の歴史、現在直⾯している課題を理解
する。

8
⼈権侵害に対抗するケア 
【KW：承認】⼈権侵害に対抗するケアの意義について理解する。

授業外学習時間

◆予習（8時間） 
各回の最後に提⽰される次回のキーワードについて講義前までに調べておく。授業終了時に提⽰するお題について次回講義までに⾃分なりの考えを整理してく

る。 
◆復習（8時間） 
振り返り票を記⼊する。講義資料を必ず読み返す。必要に応じて参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考書 
授業内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬
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到達⽬標

授業計画
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の位置に置かれることが多い。従って、制度、サービスの運⽤⾯で最⼤の「配慮」を必要とするだけでなく、ケアの実践の場⾯においても⼈間の尊厳を踏まえ

た倫理的・道義的配慮と、⼈権の尊重が求められる。ハンセン病、被爆者、⼦どものいじめ・虐待、精神疾患者・認知症者等の⾝体拘束と隔離などの、歴史

的、現代的課題を学ぶことで、ケアの基本⽬標のひとつである基本的⼈権の確保と尊重についての理解を深める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間
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各回の最後に提⽰される次回のキーワードについて講義前までに調べておく。授業終了時に提⽰するお題について次回講義までに⾃分なりの考えを整理してく

る。 
◆復習（8時間） 
振り返り票を記⼊する。講義資料を必ず読み返す。必要に応じて参考⽂献を読む。
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使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考書 
授業内で提⽰します。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010106 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1A04Z

担当教員 江⼝ 建

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間は、⻑い進化の歴史の中で常に存在の意味や価値を問いかけ、その答えを宗教や理念、⽂化などのあらゆる⾯から⾒つけ出そうとしてきた。その中で個⼈

と世界との関連性に意味を与え、客観的かつ社会的存在としての意識も⾼まっているが、本講座では、その社会的存在としての⼈間の義務や責任、共存のため

の規範や意義について考えることにより、社会的⾏為の意味を理解する。また、⼈間観や世界観について、さまざまな考えがあることについて学ぶ。とりわ

け、現代社会における「いのちの尊厳」への軽視傾向に向きあい、個々を尊重し合う社会環境の創成と⾃らの関わり⽅について視野の拡⼤を考える。

到達⽬標

1
多様な考えに触れることで、偏⾒や固定観念に囚われない新しい物の⾒⽅を獲得し、それに基づいて問題を深く掘り下げて考え、それを⾔葉にするこ

とができる。

2 雑多な情報が氾濫し、善悪の基準が多様化している現代において、倫理観と責任感の意味を理解し、それを他⼈に説明することができる。

3
仮想空間やデジタルツールが浸透している現代社会において、⾃⼰と世界との関係、社会的存在の意義、⽣命の価値について改めて考え、⾃由、権

利、義務、共存といった概念について理解し、それを他⼈に説明することができる。

4
互いに「問いかけ」、真摯に「⽿を傾ける」という対話的姿勢に基づいて、⾃⼰と他者との考え⽅の違いを認めながら、⾃分とは異なる意⾒に対して

寛容の精神をもって応答することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
導⼊ 
授業の⽬的と⼼得： 哲学的・倫理学的に思考するとは？

講義

2
思考実験①：「カルネアデスの⾈板」 
⾃分の⽣存のためなら他⼈を犠牲にすることも許されるか 
——〈⾃分の命〉vs.〈他⼈の命〉

講義

3 論点整理、問いの掘り下げ 講義

4
思考実験②：「密室の爆弾」とトリアージ 
犠牲になる命を選べるか——〈⾃分の命〉vs.〈⼤勢の命〉

講義

5 ディスカッション 講義

6 論点整理、問いの掘り下げ 講義

7
思考実験③：「トロッコ問題」 
何が善悪を決めるのか——〈少数の命〉vs.〈多数の命〉

講義

8 ディスカッション 講義

9 論点整理、問いの掘り下げ 講義

10 多⾓的検証 講義

11
思考実験④：「臓器くじ」 
社会的正義とは何か∕公平な殺⼈は存在するか

講義

12 ディスカッション 講義

13 論点整理、問いの掘り下げ 講義

14
多⾓的検証 
『イキガミ』、『ギフト±』、『罪と罰』、『デスノート』を⼿がかりに

講義

15
まとめ 
講義全体を通したテーマのまとめと振り返り∕哲学レポートの書き⽅を学ぶ

講義

授業外学習時間
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佐久⼤学

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。
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の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる
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※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準
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・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％
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毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。
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テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％
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毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。
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を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 
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※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる
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れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま
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成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
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成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。
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るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 
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※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる
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のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え
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・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％
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毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。
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こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 
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※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる
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れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え
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使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。
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毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％
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クは、随時、授業中に⾏う。
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随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
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※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。

・事前に配付（掲載）するプリントに⼗分に⽬を通して、テーマや問題について正確に理解しておくこと。わからない概念や⽤語があれば、下調べをして授業

に臨むこと（毎回、予習に30分程度の時間を確保すること）。 
・毎回の授業終了時に⽰す課題を、所定の仕⽅で提出すること。また、その⽇の授業内容のまとめ資料を参考に、次週の議論にスムーズに参加できるように頭

の中を整理し、⾃分の考えを深めておくこと（毎回、復習に30分程度の時間を確保すること）。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。参考⽂献は、議論の展開に応じて、そのつど授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・最終レポート 70％ 
・毎回の課題（リフレクションシート）15％ 
・授業中の取り組み、および授業への参加態度 15％

課題に対するフィードバック

毎回または定期的にリフレクションシートを返却し、考えや意⾒を全員で共有する。レポートについては、後⽇、全体講評を掲載する。質問へのフィードバッ

クは、随時、授業中に⾏う。

オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者
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幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
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オフィスアワー

随時、メールで質問・相談を受け付ける。 
philosopooh●gmail.com（送信するときは、●の部分を@に変えてください）。

その他履修上の留意事項等

【教員よりメッセージ】 
現代は価値観が多様化し、容易に「正解」が導き出せない時代です。命の価値も無条件に信じられなくなっているように感じます。そういう時代において、他者

の命といかに向き合うべきか、また、いかなる条件のもとで倫理が成⽴するのかを徹底的に⾒極めることは⼤事です。授業では、「道徳的ジレンマ」と呼ばれる

幾つかの究極的な思考実験を通じて、「命」について⾃問し、⾃⼰と社会との関係を⾒つめながら倫理的な⾏動の可能性を探ります。 

例えば、「⼀⼈の⼤切な命」と「⾒知らぬ千⼈の命」、どちらが⼤事でしょうか？ 私たちが何らかの⾏動を起こすとき、⼤別して⼆つの考え⽅があります。⼀
つは、「他⼈のために⾃分が損をするのは⾺⿅らしい」と考える⽴場です。もう⼀つは、「たとえ⾃分が犠牲になっても、全体の幸福を考えるべきだ」とする⽴

場です。これを、社会⼼理学や数理経済学では、個⼈的合理性と集団的合理性という⽴場で表現します。例えば、満員のエレベーターの中で、「他の⼈が降りて

くれないかな・・・」と無意識のうちに願ったことはないでしょうか。あるいは、友達と旅⾏の計画を⽴て、⾏き先や⽇程の希望が分かれたとき、⾃分の都合を

優先したいと思うのは⾃然な欲求です。 
でも、これが「命」に関わる出来事である場合、その⾏動次第で、あなたの倫理性が問われます。震災に巻き込まれたとき、⾃分ひとりで避難するか、それと

も⽡礫の下に埋まっている⼈々を助けたいと思うか。船が沈没したときに、⾃分が真っ先にボートに乗るのか、それとも⼦どもやお年寄りなど、体⼒のない⼈

を先にボートに乗せるのか。⾃分の命を捨ててまで他⼈を救うのは不合理だと考えるか、それとも、たとえ⾃分の命を犠牲にしてでも、被害は最⼩限にとどめ

るべきだと考えるか。あなたが総理⼤⾂だったら、「⾃分の家族」の命と「国⺠全員」の命、どちらを優先するのか。 
こういったことを、命と向き合う仕事に就く前に、⼀度は本気で考えておきませんか？ 

【履修上の留意点】 
※ 受講⼈数にかかわらず、教員と学⽣が対話しながら授業を進めます。積極的な発⾔を⾼く評価します。 
※ 授業中は、必要に応じて歴史上の優れた哲学者や倫理学者の考え⽅を紹介しますが、知識の伝授を⽬的とはしません。したがって「暗記」を重視しませ
ん。それよりも、各⾃が⾃分なりの「問題意識」を持って、それについてねばり強く「考える」ことを第⼀⽬的としますので、そのつもりで参加してくださる

と嬉しいです。 
※ 簡単に「答えが出る」問題よりも、「答えが出ない」問題を⼀緒に考えてみましょう。価値観が多様化し、未来予測が困難な時代にあっては、⼀⾒「正解」
のように⾒えるものに⾶びつくよりも、他者と対話しながら、多くの「答え」の背後にある多様な「考え⽅」を知り、その根拠を「深掘り」する能⼒が重宝さ

れます。⼿頃な「正しい答え」に⾶びつくよりも、「正しさ」の基準や、「正しい」と思うときの判断の根拠について深く考えるほうが、意義があります。ま

た、「答え」の前に、そもそも「本当の問題」とは何なのかを発⾒する⼒が重要になります。この講義では、容易に⼀つの答えを導けない問題について、「考え

⽅」や「問い⽅」、「論点の⾒つけ⽅」を学びます。教員は、そのための⼿助けをします。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010110 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1B01Z

担当教員 駒村 哲, 束⽥ 吉⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼆国間、あるいは多国間における分断・対⽴と協調の狭間で変動する国際社会の今⽇的課題を理解する。OECD・WHO・ILOなど様々な分野の活動組織につい
て学び、同時に国際経済情勢などがどのように国際的な活動へ影響を与えるか、また、国際的な社会貢献のあり⽅について学ぶ。さらに個⼈、佐久⼤学・佐久

市、JICA等が⾏っている国際的な社会貢献の実際について学び、国際交流に参加し、国際理解を図る。

到達⽬標

1 （駒村）１．戦争と平和について歴史的な事実を再確認し、説明することができる。

2 ２．現代国際社会の諸問題を多⾓的・総合的に捉え、その解決⽅法を指摘できる。

3 （束⽥）１．⽇本と世界とのつながりを⽇々の暮らしを通して具体的に理解できる。

4 ２．多様な⽂化について理解を深める。

5 ３．⽇本の保健・福祉の国際協⼒について理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
国際関係論とは何か 
駒村 哲

2
国⺠国家とは何か 
駒村 哲

3
国際社会とは何か 
駒村 哲

4
第1次世界⼤戦と第2次世界⼤戦について学ぶ 
駒村 哲

5
冷戦とは何か 
駒村 哲

6
持続可能な開発⽬標（SDGs）を基本に海外とのつがなりを考える 
束⽥吉⼦

7
国内外における宗教と⽂化についてジェンダーや社会へ与える課題を考える 
束⽥吉⼦

8
⽇本の看護、および地域保健における国際協⼒と国際貢献について知る（サウジアラビア、ナ

イジェリア、タイ等） 
束⽥吉⼦

授業外学習時間

指定したテキストを事前に読んでおくこと。教員が提⽰する課題について調べておくこと。 
テキスト、講義資料を⽤いて学習したことを整理し、必ず復習すること。 
1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

駒村 
テキスト：国際紛争−理論と歴史 原書第10版、有斐閣 
ナイ，ジュニア，ジョセフ・Ｓ．〈Ｎｙｅ，Ｊｒ．，Ｊｏｓｅｐｈ Ｓ．〉/ウェルチ，デイヴィッド・Ａ．【著】〈Ｗｅｌｃｈ，Ｄａｖｉｄ Ａ．〉/⽥中 明
彦/村⽥ 晃嗣【訳】 

束⽥  
講師が必要に応じて配布 
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佐久⼤学

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。
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参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。

参考⽂献：国際看護学（看護の実践と統合3）⽥村 やよひ (編集) メヂカルフレンド社 
国際化と看護 ⽇本と世界で実践するグローバルな看護をめざして ⼤橋 ⼀友 メディカ出版．他

成績評価の⽅法・基準

教員2名による総合評価とする。 
駒村：筆記試験（80％）、授業参加状況（20％） 
束⽥：筆記試験（80%）、 授業参加状況（20%）

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了時に質問に対応。下記のメールでも対応可能 
E-mail: y-tsukada●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

主体的かつ積極的に取り組むこと。他国の事情を知ることは、同時に⾃国についても学習することであり、視野を広げることができます。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010111 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H2K01P

担当教員 阿部 友⾹

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

1 「家族」に関する基本的概念を理解する。

2 家族をめぐる歴史と現状について理解する。

3 さまざまな家族の在り⽅への想像⼒を⾝につける。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
家族の基本概念 
家族と世帯、家族のサイクル、親族

講義 阿部

2
⼈⼝構造の変動 
⼈⼝と世帯の推移、⾼齢化と少⼦化

講義 阿部

3 近代家族論(1) 映像視聴 阿部

4
近代家族論(2) 
近代家族の成⽴

講義 阿部

5
近代家族論(3) 
⽇本における近代家族の成⽴と発展

講義 阿部

6
労働・ケア・家族 
福祉レジーム論、ケア・ダイアモンド

講義 阿部

7
⾼齢者ケアと家族(1) 
⾼齢化の推移、⾼齢化の国際⽐較、家族介護

講義 阿部

8
⾼齢者ケアと家族(2) 
男性介護者からみるケア、ケアと権⼒

講義 阿部

9 格差と家族（1） 映像視聴 阿部

10 格差と家族（2） 映像視聴 阿部

11
格差と家族（3） 
⼦どもの貧困

講義 阿部

12
結婚と親⼦関係(1) 
結婚の社会的機能、親⼦関係を⽰す際に⽤いられる主要な議論

講義 阿部

13
結婚と親⼦関係(2) 
「伝統的な」家族、明治⺠法における結婚・姓、戦後⺠法における結婚・姓

講義 阿部

14 「家族」の多様性（1） 講義 阿部

15 「家族」の多様性（2） 講義 阿部

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬
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うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

家族社会学における基本的な概念やものの⾒⽅・考え⽅を習得するとともに、現代社会における家族の変化が、社会変動や制度とどう関わってきたかを知る

ことが本講義の第1の⽬的である。 
家族とは、受講⽣の皆さんにとって、⾝近な存在・対象であるかもしれない。だからこそ⾃分たちのもつ家族やそのイメージを⾃明なものとして考えてしま

うことも多いのではないだろうか。こうした「家族の当たり前」を検討・分析する思考を養うことが本講義の第2の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（事前学習：⽬安として1時間）。 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる（事後学習：⽬安として1時間）。
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佐久⼤学

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：特になし。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 50%、期末レポート 50%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：特になし。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010112 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1B03Z

担当教員 稲葉 景

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この授業では現代社会における多⽂化共⽣の重要性と多⽂化理解を深めるための基礎的な知識を学びます。グローバル化が進展する中で他⽂化と交わる場⾯が増

えています。本授業を通じて、異なる⽂化の背景を理解し、相互理解と他者尊重を基盤にしたコミュニケーションを育む⼒を⾝につけます。

到達⽬標

1 ⽂化学の基本的な学知を習得するとともに、現代の⽇本社会における⽂化間の諸問題に関する論理的思考と課題発⾒⼒を養成しする。

2 多⽂化共⽣への理解、他者尊重の態度を⾝につけることを⽬標とする。

3 他⽂化を理解することで、相互理解と他者尊重を基盤にしたコミュニケーションを育む⼒を⾝につける。
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⽂化の「違い」を意識し、この科⽬での到達⽬標の意味を理解する。
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わたしたちにある「壁」：実験「⻘い⽬茶⾊い⽬ ⼩学校編」 
実験「⻘い⽬茶⾊い⽬」を通して、他者を理解するために、⾃⼰意識にある「壁」を認識

し、「⾃分」と「他者」の壁について考える。
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3
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実験やグループワークを通して、わたしたちが無意識に持っている他者への「壁」をこえる

ためには何が必要なのかを考える。
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授業外学習時間

予習として、事前課題を⾏なう。指⽰された資料等を読み、疑問や意⾒をまとめて、GWの準備をする。（2時間） 
復習として、補⾜資料や講義で⾔及された書籍や動画・映画等にあたり、考察を深める。（2時間）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に設定しない。参考書としては、松尾慎『多⽂化共⽣』、エリン・メイヤー『異⽂化理解⼒』、指宿昭⼀『使い捨て外国⼈』等、その他、適宜資
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毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。

課題に対するフィードバック

毎回のリアクションペーパーに対して、次回コメント、補⾜、質問への回答を⾏なう。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。リアクションペーパー上の質問には翌週の講義で回答する。

その他履修上の留意事項等

講義の中で適宜グループワークなどを求めます。積極的な参加を期待しています。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010113 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1B03Z

担当教員 阿部 友⾹

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

「ジェンダー」は、現在、社会学のみならず多くの学術分野で重要な概念として使⽤されている。また、「性∕性別」に関わるさまざまな社会現象・社会問

題について⾔及する際にも⽤いられ、マスメディアでも⽬にする機会が増えてきている。⽇本は公的・社会的な役割分業、家族などの私⼈間関係における性別

役割分業のジェンダー視点での⾒直し、再構築が、先進国の中で特に遅れている。 
本講義では⽇本の現実に触れながら、社会的・⽂化的・歴史的にみるジェンダーの構築と構造について、基本的概念を⽇常的な問いから理解する。また、社

会および個⼈の多様な価値観・⽂化の違いを理解し、ジェンダーをめぐる諸課題を⾃分⾃⾝の⽣活と関連付けて考え、表現する⼒を養う。

到達⽬標

1 ⽣物学的性差とジェンダーについての基礎的知識と考え⽅を習得し、説明できる。

2 ⾃分の⾝の回りの物事・現象とジェンダーの知識を結び付けて考えることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ジェンダーとは何か 講義 阿部

2 ⾃然科学とジェンダー 講義 阿部

3 教育とジェンダー 講義、⼩テスト 阿部

4 スポーツとジェンダー 講義 阿部

5 労働とジェンダー 講義 阿部

6 SRHRとバックラッシュ 講義 阿部

7 暴⼒とジェンダー 講義 阿部

8 まとめ 講義 阿部

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：特になし。 
参考書については授業中に指⽰する。 
レジュメと補⾜資料を印刷して配布する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 50％、⼩テスト 10％、定期試験（筆記試験） 40％

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

「ジェンダー」は、現在、社会学のみならず多くの学術分野で重要な概念として使⽤されている。また、「性∕性別」に関わるさまざまな社会現象・社会問

題について⾔及する際にも⽤いられ、マスメディアでも⽬にする機会が増えてきている。⽇本は公的・社会的な役割分業、家族などの私⼈間関係における性別

役割分業のジェンダー視点での⾒直し、再構築が、先進国の中で特に遅れている。 
本講義では⽇本の現実に触れながら、社会的・⽂化的・歴史的にみるジェンダーの構築と構造について、基本的概念を⽇常的な問いから理解する。また、社
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010114 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1B05Z

担当教員 廣橋 雅⼦, 李 省翰

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

1 ①グローバルな視点からアジアを理解することができる。

2 ②中国・韓国・台湾それぞれの国の⽂化・経済・⽣活に対する具体的な事情を把握することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
授業説明・中国の現代事情（地域と⽂化） 
廣橋雅⼦

2
中国の現代事情（社会と福祉） 
廣橋雅⼦

3
韓国の現代事情（社会と経済） 
李 省翰

4
韓国の現代事情（⽂化と福祉） 
李 省翰

5
韓国と⽇本における新たな社会問題、そして課題 
李 省翰

6
歴史から学ぶ台湾の社会構造 
廣橋雅⼦

7
他⺠族多⽂化共⽣の台湾が⽬指すもの 
廣橋雅⼦

8
【演習】異⽂化の紹介（グループ発表） 
廣橋雅⼦

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬
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グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中、⽇韓バイリンガル及び海外⽣活経験、職務経験など国際的に活動している教員を配置した授業になる。書籍からの情報だけではなく、国際的視野を養う

ことを⽬的とし、⾃⽂化及び多⽂化に対する興味を持てるよう最新の情報を収集できるよう指導する。

授業概要

アジアにおいて経済発展を成し遂げている中国・台湾・韓国に着⽬し、それぞれの社会・⽂化・⽣活について基本的知識を学ぶ授業である。各国の成り⽴ち

や、近代社会の発展過程、そして持続可能なアジア社会を維持するために各国の国⺠が⽬指す⽬標や考え⽅を学ぶ。異なる国の背景を理解することで、学⽣の

⾃国との⽐較が期待され、国際的思考や視野を広げることを⽬的にする授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

配布する資料や⾃ら新聞記事、雑誌、書籍から課題資料に関連する情報を収集し、授業時にディスカッションができる準備をしておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

教員⾃作資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業参加への積極性 20％ 
個⼈課題提出    30％ 
(次の授業で返却します） 
グループワーク発表 50％

課題に対するフィードバック

A-Portal上で提出された課題について、教員がフィードバックする。

アジア事情
更新⽇：2025/02/12 10:53:58



佐久⼤学

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

8回の授業しかないため、授業で学ぶ内容は基本的な情報に限られていることを理解し、授業時間外の⾃学を⼼掛けることを期待する。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010115 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1H1B05Z

担当教員 松岡 幸司

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

東洋と⻄洋の⽂学における世界観から，モノ・コトの⾒⽅を広げる．特に⽂学の原点である古典⽂学は，現代においても⾼い評価を受けるものである．具体的

な作品の分析，また，つくられた時代や⽂化的背景を理解することで，作品の奥深さを考え知ることができる．この科⽬を通じて，⽂学の⾯⽩さを実感し，⽂学

とは何かを理解することが期待される． 

この授業は，オンデマンド配信で開講される． 
授業開始前，つまり履修登録期間に授業に関するオリエンテーションの動画をアップするので，受講を判断する際の参考にしてほしい． 
授業は，受講登録が済んでからの開始となる．具体的な⽇程は授業計画に記してあるが，基本的には2週間に⼀回（回によって異なるが）の授業配信となり，授
業と授業の間にしっかりと課題に取り組んでもらうことになる．

到達⽬標

1
・「作品との対話」と考えれば，読書という⾏為は⼀種のコミュニケーション⾏為でもある．しかもそれは，作品を通しての「⾃⼰理解」にも連動し

ている．このことを理解することが第⼀の⽬標である．

2
・さらに，「⾃⼰理解」を通して，作品という「他者の理解」に取り組む．⾃⼰理解の後の他者理解は，コミュニケーションにおける独りよがりな理
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- 宮沢賢治の童話作品を読む．⾃分の読み⽅を⼤切にしつつ，他の読み⽅を知り，⾃⼰理解と
他者理解の⽅法について考える．

オンデマンド

8 8. 「セロ弾きのゴーシュ」を読む：7⽉4⽇（⾦） 
- 宮沢賢治の童話作品を読む．⾃分の読み⽅を⼤切にしつつ，他の読み⽅を知り，⾃⼰理解と
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佐久⼤学

- 講義全体の内容についてのまとめを⾏い，各⾃の理解度をチェックする． 
【最終レポート出題】

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．
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③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
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    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
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これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
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メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等
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授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
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② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
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これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
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メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．
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メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
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動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
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・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．
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受講について： 
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毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．

授業外学習時間

授業動画の配信，資料の配布，確認課題やレポートの提出は，すべてWeb上で⾏われる． 
このサイトは，⾼等教育コンソーシアム信州のeChesというシステムの中にある． 
初回授業の受講⽅法やeChesの登録⽅法については，学期開始時に掲⽰等で連絡をするので，それを確認するように． 
オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．
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うに！
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eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ
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オンデマンド配信とはいえ，授業コンテンツが公開されてから⼀定の期間内に課題を提出する必要があり，締め切りを過ぎれば提出はできない．その意味では，

対⾯授業と同じようにしっかりと取り組む必要がある． 
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
って⽂章を書き，ちゃんと推敲して提出する． 
・第2回以降は，それまでに返却された課題のコメントに⽬を通し，指摘を活かして取り組む必要がある． 

授業に向けた取り組み 
・授業後にeChes上で指定された事柄について，⾃分なりの考えをまとめておく．  
・指定された作品をよく読み，与えられたテーマに関して⾃分の考えをまとめておく． 

上記の内容についてしっかりと取り組んでもらいたい．少なくとも毎週60〜90分程度は必要と思われる．

テキスト・参考書・参考⽂献

・宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』⾓川⽂庫（ISBN：9784041040027） 

毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準

受講について： 
この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
③ 最終レポート［30%］ 
    学期全体の授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
これらを総合して評価する． 

・毎回の確認課題：Web上で提出された課題については，採点し，毎回コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の確
認課題に取り組む際に参考にするように． 
・⼩レポート：Web上で提出されたレポートについても，採点し，コメントをつけてWeb上で返却する．受講⽣は，そのコメントを必ず確認して，次の⼩レポ
ートや最終レポートに取り組む際に参考にするように． 
・最終レポート：提出されたものは，チェックしてコメントをつけた後にWeb上で返却する．

課題に対するフィードバック

毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！

オフィスアワー

eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
授業後の取り組み 
・毎回の授業をふりかえり，⾃分が学んだことや指定されたテーマについて200〜300字程度の⽂章を書く確認課題に取り組む．その際に，しっかりとメモをと
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毎回の授業はプリント（配布資料）を⽤いて進む．プリントは授業動画がアップされる前にWeb上にアップされるので，授業前に内容を確認しておくように．

成績評価の⽅法・基準
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この授業はオンデマンドで⾏われる．定期的にWeb上で授業動画の配信があるので，それを視聴する形で授業を受けることになる． 
動画では，個⼈ワークの指⽰があり，それに取り組み，毎回の確認課題に取り組むことで出席とみなす． 

① 毎回の確認課題［30%］ 
    毎回の授業で⾃分が学んだことを「ふりかえる」ために200〜300字程度の⽂章を書く． 
② 学期中に2回課される⼩レポート［合わせて40%］ 
    それまでの授業内容を踏まえ，⾃分の理解度を確認し，それを適切な⽂章で伝える． 
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毎回の確認課題および⼩レポートと最終レポートも，コメントをつけて返却する．確認課題と⼩レポートについては，しっかりと確認して次の課題に活かすよ

うに！
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eChes上のフォーラムやメールにて対応する． 
メールを送る場合は，必ず件名を書き，本⽂には佐久⼤学の学⽣であることと，⽒名を必ず記⼊すること．

その他履修上の留意事項等

「読書」という⾏為に決まり（規則）はありません．この授業で伝えたいのは，⾼校までの国語の授業とは違った読み⽅です．みんなと同じように読んだり感

じたりする必要はなく，⾃分のために読み，考える，ということをしてみましょう．そして，読書を通して，⾃分を⾒つめ直し，⼈と接する場⾯で活かしましょ

う． 
⽂系・理系ということは関係ありません．とにかく読んで，⾃由に感じることがスタートです．



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010120 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1R1C01Z

担当教員 中嶋 智⼦, ⽥中 夏⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○ ○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義・演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

1 ボランティア活動の意義を説明できる

2 NPOとその運営⽅法や⾏政との協働のあり⽅について説明できる

3 市⺠活動の事業化とその実践例について説明できる

4 新しいボランティア活動を他者と協働して創発できる

5 ⾃分のボランティア経験（学び）を他者に伝えられる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
コースガイダンス 
※出席必須：授業のすすめかた、本科⽬のDPとの関連について 
担当教員：中嶋・⽥中

2
ボランティア活動の意義 
ミニ討議：ボランティアは無償であるべきか有償がよいのか 
担当教員：中嶋

3
ボランティアの歴史と法的制度 
担当教員：⽥中

4
NPOとその運営 
担当教員：⽥中

5
市⺠活動の事業化と⾏政との連携 
担当教員：⽥中

6
災害とボランティア 
担当教員：中嶋

7
環境問題と市⺠活動 
担当教員：⽥中

8
社会福祉と市⺠活動（こども・障がい者・⾼齢者） 
担当教員：⽥中

9
国際協⼒や国際ボランティア 
担当教員：ゲスト講師・中嶋

10
ボランティア活動の創発；グループワーク 
担当教員：中嶋・⽥中

11
ボランティア活動の創発；グループ発表 
担当教員：中嶋・⽥中

12
ボランティアの実践；個⼈活動（講義はありません） 
担当教員：中嶋

13
ボランティアの実践；個⼈活動（講義はありません） 
担当教員：中嶋

14 ボランティアの実践；個⼈活動（講義はありません） 

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑年、ボランティア活動や住⺠活動に関する実績がある教員が担当します。

授業概要

ボランティア活動や地域⽀援活動の原理・原則、社会的意義などの基本と実際を学ぶ。とくに社会福祉分野（障がい者・⼦ども・⾼齢者など）に限らず、教育・

環境・⽂化・スポーツ・災害など、⾝近な地域でおこなわれている住⺠主体の活動に焦点をあてて学修する。

到達⽬標

授業計画

ボランティア・住⺠活動論
更新⽇：2025/02/27 15:24:59



佐久⼤学

担当教員：中嶋

15
まとめ 
担当教員：中嶋・⽥中

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献
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※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。

授業外学習時間

・授業テーマに該当する章を事前に熟読し受講して下さい。 
・毎授業につき、30分〜１時間程度の予習復習を要します。

テキスト・参考書・参考⽂献

早瀬昇，⽔⾕綾，永井美佳ほか.市⺠活動論［第２版］，⼤阪ボランティア協会(2017)

成績評価の⽅法・基準

課題レポート50％（個⼈） 
ボランティア創発の企画書25％（グループ） 
授業資料のダウンロード（事前閲覧）、授業後のRespon 15％ 
ボランティア・アクションセンターへの届出/報告（ビブス返却）10％

課題に対するフィードバック

提出された課題レポートは返却しませんが、ご希望があれば個別にコメントを返します。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

※授業の補⾜資料は、manabaで配信しますので受講前にダウンロードしてください。 
⼤学⽣のうちに、ぜひボランティア体験しましょう！すでに経験のある⽅は、新たな活動をはじめてみましょう。ボランティア活動で⾃⼰成⻑できることをぜひ

実感してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010121 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1R1C02Z

担当教員 市川 正夫

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

佐久を中⼼とした信州の豊かな⾃然環境と⾵⼟、そして歴史や⽂化、産業、環境問題や社会問題、教育問題、地域の抱える課題など多⾓的な視点から地域特性

を理解する。また、⼭村・農村地域の⾵習や特有の暮らし⽅について理解する。この科⽬を通じて、⻑野県、佐久地域を看護や福祉の対象としてとらえ、理解

を深める体験をする。さらに、⾃らも地域 の⼀員であることを⾃覚し、これからの地域社会をより良くつくり上げていく気持ちを持つ。

到達⽬標

1
私たちが⽣活している地域が、どのように形成されてきたか、そのために先⼈の⽣きざまや努⼒、さらにその背景にある歴史や地理、⽂化等を理解す

る 

2
⾃らも地域の⼀員であることを⾃覚し、これからよりよい地域社会をつくり上げていくための気持ちを醸成させ、さらにどのように考え⾏動していく

かを理解する

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ⻑野県と佐久地⽅の地形 講義 市川正夫

2 ⻑野県と佐久地⽅の気候
プレゼン 
講義

市川正夫

3 信州ローム層と佐久地⽅
プレゼン 
講義

市川正夫

4 ⻑野県と佐久地⽅の農業
プレゼン 
講義

市川正夫

5 ⻑野県と佐久地⽅の⼯業
プレゼン 
講義

市川正夫

6 県歌「信濃の国」にみる⻑野県と佐久地⽅
プレゼン 
講義

市川正夫

7 ⻑野県と佐久地⽅の⽣活⽂化
プレゼン 
講義

市川正夫

8 ⻑野県の北信・中南信・上⽥の地誌
プレゼン 
講義

市川正夫

9 佐久地⽅の北部の地誌
プレゼン 
講義

市川正夫

10 佐久地⽅の南部の地誌
プレゼン 
講義

市川正夫

授業外学習時間

授業内で指⽰する

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト『令和版 やさしい⻑野県の教科書地理』しなのき書房 
   
  （参考：『千曲川のスケッチ』筑摩書房） 

成績評価の⽅法・基準

各回に配布するプリントに質問・感想等を記⼊する(20%)。講義終了後に提出するレポートの評価（70％）と任意であるが⾃分の地域に対する⼀⼈ 
5分ほどのプレゼンテーション（10％）。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

佐久を中⼼とした信州の豊かな⾃然環境と⾵⼟、そして歴史や⽂化、産業、環境問題や社会問題、教育問題、地域の抱える課題など多⾓的な視点から地域特性

を理解する。また、⼭村・農村地域の⾵習や特有の暮らし⽅について理解する。この科⽬を通じて、⻑野県、佐久地域を看護や福祉の対象としてとらえ、理解
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佐久⼤学
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３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 
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３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 

課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
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課題に対するフィードバック

授業に⽤紙を配布して終了時に回収。次の時間に全体に共有する

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

１．社会的事象は情報を有機的に関連させて考えることによって理解が深まる。 
２．より確かな資料によって考えること、出典のはっきりしない不確かなものは疑ってかかることが⼤切です。 
３．授業中に話を聞いたり、資料を⾒た時に疑問を持つこと。それを聞いたり、確かめようとする気持ちを持つこと。 



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1R1C03Z

担当教員

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈のライフスタイルの変化やグローバル化など社会経済情勢の変化に伴い、経済社会における消費活動の在り⽅も変わってきている。特に、消費者問題が多様

化・複雑化し、新たな形態の消費者問題が発⽣している中で、現代社会において⾃⽴した消費者として必要な基礎的知識や⽣活するための知識は重要な学習テ

ーマである。本講義では、消費者問題や消費者教育、消費⽣活情報などを学習し、⼈間⽣活の基礎である⽣産と消費の現代的な仕組みと課題について学ぶ。

到達⽬標

1 ・経済活動のそれぞれの主体がどのようなもので、どのような関係性の中で活動しているかを理解する。

2 ・国全体の経済活動において消費がどのような意味を持つか、また消費活動が全体の経済に与える影響を理解する。

3 ・経済活動の中で消費者の⾏動、⽣産者の⾏動から商品やサービスの価格がどのように決まるかを理解する。

4 ・「デフレ」、「インフレ」などの経済現象を学び、実際の⽣活にどのような影響を及ぼすかを理解する。

5 ・消費の主体である家計がどのように消費⽀出を決め、どのような消費内容かを理解する。

6 ・現在の消費者が物品・サービスを購⼊する際にどのような問題に直⾯しているかを理解する。

7 ・消費者教育のあり⽅、消費⽣活情報の現状について学び、正しい家計や個⼈の消費活動を理解する。

8 ・⼈間⽣活の基礎となる⽣産、消費の理解を通じて、現代社会における豊かな⽣活のあり⽅、将来の⽣活のあり⽅を展望する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
経済活動のそれぞれの主体がどのようなもので、どのような関係性の中で活動しているかを

理解する。 
講義：お⾦の流れを中⼼にそれぞれの主体の役割を明確にし、図表などで解説する。

2
国全体の経済活動において消費がどのような意味を持つか、また消費活動が全体の経済に与

える影響を理解する。 
講義：国全体の消費の内容を明確にする。

3

経済活動の中で消費者の⾏動、⽣産者の⾏動から商品やサービスの価格がどの ように決まる
かを理解する。 
講義、まとめと演習：価格の決め⽅が⼀般的にどのような仕組みになっているかについて説

明する。

4
「デフレ」、「インフレ」などの経済現象を学び、実際の⽣活にどのような影響を及ぼすか

を理解する。 
講義：価格が下がるのがデフレ、上がるのがインフレだが、その仕組みについて説明する。

5
消費の主体である家計がどのように消費⽀出を決め、どのような消費内容かを理解する。 
講義：「家計調査」などを⽤いて、⽀出の実態を明らかにする。

6
現在の消費者が物品・サービスを購⼊する際にどのような問題に直⾯している かを理解す
る。 
講義：消費者問題の現状を国⺠⽣活センターの資料などから説明する。
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佐久⼤学

授業外学習時間

テキスト「池上彰のやさしい経済学」、参考URL「マンガでわかる経済⼊⾨のサイト」及び「国⺠⽣活センターのサイト」の該当箇所の予習が必要です。 
事前学習では該当部分を通読し、理解ができないところをチェックします。この時点ですべてを理解する必要はありません。わからないところを明確にしておく

だけで講義での理解が深まります。 
おおよそ、30分程度の事前学習を⽬途にして下さい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：池上彰著「令和新版 しくみがわかる やさしい経済学１」（⽇本経済新聞出版）  
「令和新版ニュースがわかる やさしい経済学２」（⽇本経済新聞出版） 
参考URL ：「マンガでわかる経済⼊⾨」 https://manabow.com/hayawakari/ 
参考URL ：独⽴⾏政法⼈ 国⺠⽣活センター http://www.kokusen.go.jp/index.html

成績評価の⽅法・基準

レポート 70％、授業参加状況 30％ 
レポートは今回の講義の中で、今回の講座で学んだことの要約、役⽴ったこと、疑問に思ったこと、⾃分の⽣活で実践していきたいことなどを、⽂献や資料の

コピーではなく、⾃分の⾔葉で書くこと。おおよその⽂字数は3，000字以上4，000字未満、フォントはＭＳ明朝、サイズは10.5で⼊⼒して下さい。

課題に対するフィードバック

レポートの内容について、優秀レポートを紹介するとともに、ユニークなレポートも授業で紹介する。

オフィスアワー

授業終了後に、教室で質問を受け付ける。 ⼜は下記メールアドレスに随時受け付ける。 
isamu.hirao●ace.ocn.ne.jp

その他履修上の留意事項等

個⼈の消費⾏動は国全体の経済活動に繋がっています。⾃分の消費⾏動を振り返ることで⾝近なところから経済を考え、豊かな消費⽣活の実践につなげてもらえ
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010123 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1R1C04Z

担当教員 関 良徳

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会における法とは何か、法が社会⽣活でどのような役割を果たしているのかを理解し、国⺠の基本的⼈権の保障や社会的弱者の⼈権保護について学ぶ。

⺠法による家族、契約、物の交換や所有といった⽇常的な事柄に法が関与することを理解し、⽣活者に要求される法規範意識を⾝につける。⾝近な問題につい

て法の視点からとらえることで、解決への道筋を⾃ら考える。

到達⽬標

1 私たちの⾝のまわりの契約や法律的な問題について理解を深め、法律的な考え⽅の基礎を⾝につける。

2 法的な考え⽅にもとづいて具体的な問題を解決できるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
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売買契約について概説し、事例問題に関するディスカッション・演習を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

2
契約（２） 
賃貸借契約について概説し、事例問題の検討を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

3
家族（１） 
家族制度について概説し、事例問題に関するディスカッション・演習を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

4
家族（２） 
育児と介護に関する制度について概説し、事例問題の検討を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

5
知的財産 
知的財産制度について概説し、事例問題について演習を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

6
医療訴訟 
医療訴訟の制度と課題について概説し、事例問題の検討を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

7
労働（１） 
採⽤・退職の制度について概説し、事例問題についてのディスカッション・演習を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

8
労働（２） 
労働に関する諸問題について概説し、事例の検討を⾏う。

講義と問題解決型演習 関

授業外学習時間

授業時間内にミニレポートを課す場合があるので、講義内容の復習を⾏っておくこと。 
1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：毎回レジュメを配布する。テキストは使⽤しない。 
参考⽂献：適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート（50％） 
授業内レポート（30％） 
授業への取組み状況（20％） 
授業内レポート等のフィードバックは授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

授業時間内に課題についての解説を⾏う。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要
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⺠法による家族、契約、物の交換や所有といった⽇常的な事柄に法が関与することを理解し、⽣活者に要求される法規範意識を⾝につける。⾝近な問題につい

て法の視点からとらえることで、解決への道筋を⾃ら考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業時間内にミニレポートを課す場合があるので、講義内容の復習を⾏っておくこと。 
1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：毎回レジュメを配布する。テキストは使⽤しない。 
参考⽂献：適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート（50％） 
授業内レポート（30％） 
授業への取組み状況（20％） 
授業内レポート等のフィードバックは授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

授業時間内に課題についての解説を⾏う。
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て法の視点からとらえることで、解決への道筋を⾃ら考える。
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授業時間内にミニレポートを課す場合があるので、講義内容の復習を⾏っておくこと。 
1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献
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授業への取組み状況（20％） 
授業内レポート等のフィードバックは授業内で説明する。

課題に対するフィードバック
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1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。
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⺠法による家族、契約、物の交換や所有といった⽇常的な事柄に法が関与することを理解し、⽣活者に要求される法規範意識を⾝につける。⾝近な問題につい

て法の視点からとらえることで、解決への道筋を⾃ら考える。
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授業時間内にミニレポートを課す場合があるので、講義内容の復習を⾏っておくこと。 
1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。
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授業計画

授業外学習時間
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参考⽂献：適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準
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課題に対するフィードバック
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契約と社会のルール
更新⽇：2025/02/12 10:29:37
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード

2025010130,
2025010131,
2025010132

科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1I1E01W

担当教員 三池 克明

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

PC研修指導・DTP制作の請負を年数回程度、21年（うち5年は合同会社の業務執⾏社員として）継続している。また⼤学のICT部⾨職員（システム管理、データ
分析担当）を計10年経験している。これらの経験を踏まえ、情報機器を⼗分に活⽤し短時間で仕上げる⽅法を解説する。

授業概要

本科⽬は、⼤学⽣や社会⼈として必要とされる情報収集・活⽤の基礎能⼒と倫理観を⾝につけ、パソコンの基本的な活⽤⽅法を学ぶ。また、ビッグデータ・AI
時代に求められる課題解決に活⽤できるデータサイエンスやAI活⽤の基礎を学び、社会と情報とのかかわりについて学ぶとともに、情報活⽤における倫理につ
いて習得する。

到達⽬標

1 ⼤学⽣や社会⼈として必要とされるパソコンの基本的な操作ができる

2 パソコンなどの情報機器を介してインターネット、オープンデータ、AIサービスを利⽤できる

3 様々なメディアから伝わる情報に対して信頼性・客観性を評価できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
学内ネットワークの使⽤⽅法と⼤学メールの使い⽅ 
PC室の利⽤⽅法、LMSの使⽤⽅法、メール(Microsoft 365)の使⽤⽅法

講義/演習

2
情報のデジタル化とAI 
デジタルとは、AIとは、デジタル社会におけるデータ・AI活⽤、⽣成AIとは

講義/演習

3
情報セキュリティと情報倫理 
情報やデータを守るには、データやAIを活⽤する際の注意点、⽌揚(aufheben)の考え⽅に基づ
くシステムの安全性の⾒極め⽅

講義/演習

4
ワープロソフトで⽂章を⼊⼒ 
⽇本語⼊⼒について、ファイルとフォルダ、Wordで⽂章⼊⼒

講義/演習

5
⽂章の編集と加⼯ 
⽂書の加⼯、印刷・PDF変換などの出⼒について

講義/演習

6
ビジネス⽂書の作成 
ビジネス⽂書の構造、ビジネス⽂書の作成、AIを⽤いた⽂章の作成と添削

講義/演習

7
実践レベルの⽂書作成とデザイン 
複雑な表の作成、⾒やすい表のデザイン

講義/演習

8
表計算ソフトでデータを⼊⼒ 
表計算ソフトとは、Excelでの表デザイン、表計算の基礎

講義/演習

9
表計算処理 
表計算、相対参照と絶対参照、データの並べ替え
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10
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11
オープンデータの活⽤とデータの整理 
オープンデータとは、e-Statの活⽤、データの扱い⽅・読み⽅、Excelとの連携
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12
オープンデータから取得・整理したデータをプレゼンにまとめる 
プレゼンテーションとは、スライド型プレゼンテーションの制作，整理したオープンデータ

を説明するには、AIによるアウトライン作成⽀援
講義/演習
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佐久⼤学
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授業の要所要所でAIを活⽤します。本学のルールを確認して正しく活⽤しましょう。また、とにかく質問する受講⽣ほど良好な成績を修める傾向があります。何
でも良いので声をかけてみましょう。

授業外学習時間

予習：次回の講義資料を確認し、何が分らないか明らかにしておくこと。 
復習：講義資料を⽤いて学習したことを整理し、理解を深め、活⽤できるようにすること。 
なお、1回の授業について、1時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：森本尚之, 奥村晴彦. 「基礎からわかる情報リテラシー 改訂第５版」技術評論社 
参考⽂献：授業中に⽰す

成績評価の⽅法・基準

［30%］授業終了時に提出するコメントシート 
［70％］提出した課題

課題に対するフィードバック

授業内あるいはA-Portal配信等で解説する。

オフィスアワー

⽉・⽔〜⾦の9:00〜17:30（ただし会議、出張等で不在あり）。事前予約は不要です。 
研究室(1号館3F1327研究室)、学⽣総合⽀援センター教務係、6103PC室などにいます。

その他履修上の留意事項等

授業の要所要所でAIを活⽤します。本学のルールを確認して正しく活⽤しましょう。また、とにかく質問する受講⽣ほど良好な成績を修める傾向があります。何
でも良いので声をかけてみましょう。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード
2025010140,
2025010141

科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1I1D01Z

担当教員 ⾅⽥ 悦⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

1 １．レポート・論⽂を書くことの意義を理解する。

2 ２．レポート・論⽂の書き⽅の概要を理解し、適切に書くことができる。

3 ３．レポート・論⽂を書くための情報探索を適切に⾏うことができる。

4 ４．レポート・論⽂を書くために必要な他者の論⽂や⽂献等を要約することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
今後の授業の進め⽅・⽬標についての説明。 
なぜ⼤学⽣がレポート・論⽂を書くのかを考える。

2
⼩論⽂・レポート・論⽂の違いを考える。 
授業での情報のまとめたかたを考える。 
「調べる」ことの意義を考え、その⽅法や注意点を学ぶ。

3 論⽂の基本構造を学ぶ。

4 論⽂を書く⼿順を学ぶ。

5 論⽂の基本要素を学ぶ。

6 要約とはどのようなものであるかを理解しその⽅法を学ぶ。

7 アブストラクトとは何かを学ぶ。

8 論⽂の本体とは何かを学ぶ。

9 アウトラインとは何かを学ぶ。

10 アウトラインをどのように作れば良いかを学ぶ。

11 論証とは何かを学ぶ。

12 パラグラフとは何かを学ぶ。

13
わかりやすい⽂章を書くために注意することを学ぶ。 
表記の仕⽅・間違えやすい⾔葉遣い

14 引⽤の⽅法・参考⽂献の書き⽅を学ぶ。

15 これまでの授業内容をふまえたテストの実施。

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
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参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学⽣として基本となるレポート・論⽂を書くことの意義を認識し、その書き⽅について理解する。レポート・論⽂の作成過程に沿って基本的な知識を獲得

し、書くための技術を養う。他者の論⽂や⽂献を読む⼒を養い、⾃らの意⾒を論理的に表現する⼒を養う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

⼤学での他の授業のレポート・課題・提出物の学習に、表現技法で学んだことを活かす。 
授業以外の⼤学⽣活・読書・映画鑑賞・美術鑑賞等を通じ、「⾒る・聞く・感じる・考える・話す」⼒をつけていく。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『最新版 論⽂の教室 レポートから卒論まで』⼾⽥⼭和久著 ⽇本放送出版協会2022 
参考⽂献：『レポートの組み⽴て⽅』⽊下是雄著 ちくま学芸⽂庫1994 その他授業内で適宜紹介 
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課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。
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授業終了後に教室で質問を受ける。また、随時対応する。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード

2025010145,
2025010146,
2025010147

科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1I1F01T

担当教員 Mark Cox

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

1 １．患者の⽇常⽣活と病状についての説明を英語で読み取り、学習した基本的な英語表現を使って他者に伝達できる。

2 ２．英語を使い、⾃分の意⾒を英語で伝えることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
Unit 1: Infection 
- discussion questions 
- read case study

2
Unit 1: Infection 
- patient discussion 
- read about and study the disease state

3
Unit 1: Infection 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

4

Unit 2: Fractures 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

5

Unit 2: Fractures 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

6

Unit 3: Dementia 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

7

Unit 3: Dementia 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

8
Review and Mid-Term 
- review Units 1-3 
- mid-term examination

9

Unit 4: Allergies 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

10 Unit 4: Allergies 

実務経験のある教員等による授業科⽬
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実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

さまざまなケアの場⾯で使⽤される基本的な英語表現を学ぶ。また、関連する医学・看護・福祉でよく⽤いられる語彙を増やし、発⾳に焦点を当てて学修す

る。いくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉のボキャブラリーを増

やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

11

Unit 5: Food Poisoning 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

12

Unit 5: Food Poisoning 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

13

Unit 6: Burns 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

14

Unit 6: Burns 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

15
Review 
- units 4-6 review and practice

授業外学習時間

Read the patient case studies and try to repeat the information as best you can out loud in English. Make sentences using the vocabulary from the unit. Practice e
xplaining about each medical problem. Review the previous lesson for at least 1 hour once for each session.

テキスト・参考書・参考⽂献

Hospital English: Nursing Case Studies; by Mark A. Cox RPh 
(ISBN-13   :   979-8880202171)

成績評価の⽅法・基準

中間テスト(25%)、期末テスト（25%）、課題（20%）、授業参加（30%）

課題に対するフィードバック

To be announced

オフィスアワー

To be announced

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

Read the patient case studies and try to repeat the information as best you can out loud in English. Make sentences using the vocabulary from the unit. Practice e
xplaining about each medical problem. Review the previous lesson for at least 1 hour once for each session.

テキスト・参考書・参考⽂献

Hospital English: Nursing Case Studies; by Mark A. Cox RPh 
(ISBN-13   :   979-8880202171)

成績評価の⽅法・基準

中間テスト(25%)、期末テスト（25%）、課題（20%）、授業参加（30%）

課題に対するフィードバック

To be announced

オフィスアワー

To be announced

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

Read the patient case studies and try to repeat the information as best you can out loud in English. Make sentences using the vocabulary from the unit. Practice e
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xplaining about each medical problem. Review the previous lesson for at least 1 hour once for each session.

テキスト・参考書・参考⽂献

Hospital English: Nursing Case Studies; by Mark A. Cox RPh 
(ISBN-13   :   979-8880202171)

成績評価の⽅法・基準

中間テスト(25%)、期末テスト（25%）、課題（20%）、授業参加（30%）

課題に対するフィードバック

To be announced

オフィスアワー

To be announced

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

Read the patient case studies and try to repeat the information as best you can out loud in English. Make sentences using the vocabulary from the unit. Practice e
xplaining about each medical problem. Review the previous lesson for at least 1 hour once for each session.

テキスト・参考書・参考⽂献

Hospital English: Nursing Case Studies; by Mark A. Cox RPh 
(ISBN-13   :   979-8880202171)

成績評価の⽅法・基準

中間テスト(25%)、期末テスト（25%）、課題（20%）、授業参加（30%）

課題に対するフィードバック

To be announced

オフィスアワー

To be announced

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード

2025010148,
2025010149,
2025010150

科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1I1F02T

担当教員 Mark Cox

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

1 １．患者の⽇常⽣活と病状についての説明を英語で読み取り、学習した基本的な英語表現を使って他者に伝達できる。

2 ２．英語を使い、⾃分の意⾒を英語で伝えることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
Unit 7: Hypertension 
- discussion questions 
- read case study

2
Unit 7: Hypertension 
- patient discussion 
- read about and study the disease state

3
Unit 7: Hypertension 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

4

Unit 8: Arthritis 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

5

Unit 8: Arthritis 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

6

Unit 9: Diabetes 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

7

Unit 9: Diabetes 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

8
Review and Mid-Term 
- review units 7-9 
- mid-term examination

9

Unit 10: Anorexia 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

10 Unit 10: Anorexia 

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を

つける。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

英語Ⅰに続き、英語Ⅱでもいくつかの健康問題や社会問題について、英語で話す、聞く、書く、読むことを実践する。これにより、英語を学びながら医療、福祉

のボキャブラリーを増やし、ケアに関わる知識やコミュニケーションスキルを⾼める。とりわけ、短い⽂章の英作⽂ができ、メール等による意思伝達できる⼒を
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佐久⼤学

- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

11

Unit 11: Pneumonia 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

12

Unit 11: Pneumonia 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

13

Unit 12: Obesity 
- discussion questions 
- read case study 
- patient discussion

14

Unit 12: Obesity 
- read about and study the disease state 
- discuss the disease as if talking with a patient or client 
- vocabulary exercises and vocabulary in use

15
Review 
- units 10-12 review
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To be announced

オフィスアワー

To be announced
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010151 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1T1F01Z

担当教員 廣橋 雅⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年・2年・3年・4年

単位 ー 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中通訳歴20年以上、通訳講師、台湾華⾔⽂教師資格証あり。楽しく⾯⽩くがモットーなので、少しくらい発⾳ができなくても⼤丈夫です。

授業概要

⼊⾨から初級学習者を対象としている授業である。特に、これまで中国語に触れたことのない学⽣に対し、中国語の聞く、話す、書くを重点に丁寧に指導をす

る。

到達⽬標

1 中国語の発⾳の基礎知識がわかる。

2
基本的な読み⽅（中国語発⾳ローマ字、声調、発⾳規則）や意味を理解し、簡単な語彙で初級学習者に適した会話（⾃⼰紹介、趣味）ができるように

なる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ガイダンス(40分) 中国語の特徴及び発⾳の仕⽅を紹介。 講義・演習

2
単⺟⾳、声調 
4つの声調や⾳に慣れること

講義・演習

3
⼦⾳、⿐⾳ 
歌うように流れをつかめば⾳を脳裏に焼き付けることができます

講義・演習

4
発⾳規則（よく使われる単語・数字） 
いよいよ中国語の単語に触れる瞬間！数字ゲームを取り⼊れて覚えてしまおう。

講義・演習

5
覚えておきたい表現 
・発⾳総復習 ・簡単な単語

講義・演習

6
第1課 あいさつする 
・新しい単語と⽂法の学習 ・⽂字を書いてみる

講義・演習

7
第1課 あいさつする（会話演習）応⽤編 
・⼩テスト（⽳埋め、聞き取り、ピンイン） ・会話演習

講義・演習

8
第2課 名前を尋ねる 
・新しい単語と⽂法の学習 ・⽂字を書いてみる

講義・演習

9
第2課 名前を尋ねる（会話演習）応⽤編 
・⼩テスト（⽳埋め、聞き取り、ピンイン） ・会話演習

講義・演習

10
中国語でゲームをする 
・単語当てゲーム ・中国語「じゃんけんぽん、あっちむいてほい！」

講義・演習

11
第3課 ⾷べたいものを尋ねる 
・新しい単語と⽂法の学習 ・⽂字を書いてみる

講義・演習

12
第3課 ⾷べたいものを尋ねる（会話演習）応⽤編 
・⼩テスト（⽳埋め、聞き取り、ピンイン） 
・会話演習：⾷べ物単語を集めて使ってみよう

講義・演習

13
第4課 近況を尋ねる 
・新しい単語と⽂法の学習 ・⽂字を書いてみる

講義・演習

14
第4課 近況を尋ねる（会話演習）応⽤編 
・⼩テスト（⽳埋め、聞き取り、ピンイン） ・会話演習

講義・演習

15
パソコンで中国語を打ってみよう！ 
・シャドーイングテスト（第1課〜第4課のどれか） 
・第1課〜第4課までの内容をパソコンで⽂字起こし体験

講義・演習
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佐久⼤学

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。
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研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。

授業外学習時間

毎⽇の積み重ねが語学学習ではとても⼤事になります。 
1⽇10分課題をこなすことを強く推奨します。

テキスト・参考書・参考⽂献

「できる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。

オフィスアワー

研究室にて「在室」表⽰があるとき。 
⻑時間の相談及び指導が必要な場合は事前に予約をお願いします。

その他履修上の留意事項等

・漢字練習帳ノートを1冊必ず準備してください。 
・授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・クラスの規模、学⽣のレベルによって授業内容を変更することがあります。 
・授業は楽しく参加してください。
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成績評価の⽅法・基準

⼩テスト[40%]，宿題提出[40%]，シャドーイングテスト[10％]，⾃⼰学習記録[10%]

課題に対するフィードバック

条件：1⼈1冊のノートを準備する。 
毎回の授業で書き取り練習の宿題を与えるので、次の授業で学⽣は宿題として提出し、その場で確認して学⽣に返却する。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010152 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1I3T01Z

担当教員 廣橋 雅⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年・2年・3年・4年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

1 単語の読み⽅（ピンイン）を補助なく読むことができる。

2 基礎的な対話能⼒や書く能⼒を⾝に着けることを⽬標とする。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 第5課（予定を尋ねる-1）⽂法練習 講義・演習

2 第5課（予定を尋ねる-2）会話練習・応⽤練習 講義・演習

3 第6課（場所を尋ねる）⽂法練習 講義・演習

4 第6課（場所を尋ねる）会話練習・応⽤練習 講義・演習

5 復習１・作⽂ 講義・演習

6 映画鑑賞（台湾映画を鑑賞 前編） 講義・演習

7 映画鑑賞（台湾映画を鑑賞 前編） 講義・演習

8 第7課（注⽂する）⽂法練習 講義・演習

9 第7課（注⽂する）会話練習・応⽤練習 講義・演習

10 第8課（値段の交渉をする）⽂法練習 講義・演習

11 第8課（値段の交渉をする）会話練習・応⽤練習 講義・演習

12 中国語で⽂字を打ってみよう 講義・演習

13
総合練習① 
これまで学んだ中国語を使って、簡単な会話⽂を作ってグループで練習をする

講義・演習

14
総合練習② 
これまで学んだ中国語の⽂法やピンインを復習し、期末テストに向けて準備をする

講義・演習

15 ⼩テスト・シャドーイングテスト 講義・演習

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。
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到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽇中同時通訳、通訳訓練講師など国際通訳に必要な語学学習の教育を⻑年になってきた経験がある。⼤学⽣として中国語の特徴や、中国語を話す楽しさを伝え

ることに⻑けている。

授業概要

中国・台湾からの留学⽣・研修⽣との交流で使⽤できる易しい会話を中⼼に授業を展開する。⽣活に密着した中国語会話や中国⽂化と⽇本⽂化の⽐較を取り⼊

れることで学習意欲を持ち続けられる。実践的かつインタラクティブな会話能⼒や書く能⼒を更に⾝に着けることができる授業である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各単元の宿題をしっかりこなすこと。 

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト「出きる・伝わるコミュニケーション中国語」岩井 伸⼦ (著) 胡 興智 (著) ⽩⽔社

成績評価の⽅法・基準

定期試験「40％」⼩テスト「10％」課題提出「30％」 授業態度「20％」 

課題に対するフィードバック

課題には、訂正⽂・コメントをつけたして返却する。
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佐久⼤学

研究室に在席している時間は基本的にオフィスアワーとして構わない。しかし、⻑時間の相談や指導が必要な場合は別途予約をしていただきたい。

その他履修上の留意事項等

※授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・予習、復習は短時間でもよいので、必ずしてください。 
・前期で使⽤していた練習ノートを持参してください。
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※授業内容は必要に応じて変更することがあります。 
・予習、復習は短時間でもよいので、必ずしてください。 
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・前期で使⽤していた練習ノートを持参してください。

研究室に在席している時間は基本的にオフィスアワーとして構わない。しかし、⻑時間の相談や指導が必要な場合は別途予約をしていただきたい。

その他履修上の留意事項等
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010161 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1P2I01Z

担当教員 柿澤 美奈⼦, 征⽮野 ⽂恵, 盛岡 正博, 坂⼾ 千代⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈々の⾏動や健康は、周囲の社会環境の影響を受けていることが研究で明らかにされている。佐久地域では、医療機関と住⺠が協働し、地域医療に取り組んで

きた。それは⼈々の健康を疾病や治療という視点を越えて、⽣活のレベルで捉え、健康増進・リハビリテーションなどを含むトータルな保健システムによる取

り組みである。健康をめぐっての個⼈・社会・⽂化の関わりについて、わが国における事例から説明していく。テーマに沿ってゲストスピーカーを招聘し、講

義を⾏う。

到達⽬標

1 佐久地域における⼈々の健康と暮らしを⽀える医療とケアの歴史について説明できる。

2 佐久地域における⼈々の健康と暮らしを⽀えるケアの現状について説明できる。

3 佐久地域の⼈々の健康と暮らしを⽀えるケアの課題を述べることができる。

4 ⼈々の健康と暮らしに関わる者としての学修課題を述べることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
コース オリエンテーション（ 本科⽬の進め⽅） 
 「現代に⽣きる若⽉俊⼀のことば」を読む

講義 柿澤・征⽮野

2
佐久地域の医療と保健予防活動の歴史① 
 若⽉俊⼀とその活動を知る

講義 盛岡

3
佐久地域の医療と保健予防活動の歴史②  
 佐久地域の医療と保健予防活動を映像から学ぶ

講義 征⽮野

4
佐久地域の保健予防活動の歴史  
 地域保健予防活動の歴史を学ぶ

講義 坂⼾

5
佐久地域の保健予防活動の現状 
 地域保健予防活動の現状と課題について学ぶ

講義 坂⼾

6
佐久地域の福祉活動の歴史と現状  
 ⾼齢者⽀援について学ぶ

講義 征⽮野

7
佐久地域の障がい者⽀援の歴史と現状  
 精神障がい者⽀援について学ぶ

講義 外部講師

8
⼈々の健康と暮らしを⽀えるケアについて語る 
 ⼈々の健康や暮らしを⽀える保健医療福祉職の役割の理解を深める

演習 柿澤・征⽮野

授業外学習時間

本授業は1単位15時間の科⽬であり、30時間の⾃⼰学修が求められている。 
【予習】 
本授業の理解を深めるため、配付資料を計画的に読み進める。 
【復習】 
毎回の授業後に学びを整理する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献 
松島松翠編（2014）. 現代に⽣きる若⽉俊⼀のことば. 家の光協会. 
南⽊佳⼠ （1994）. 信州に上医あり −若⽉俊⼀と佐久病院− . 岩波新書. 
若⽉俊⼀ （1971）. 村で病気とたたかう. 岩波新書. 
若⽉俊⼀ （2007）. 若⽉俊⼀の遺⾔. 家の光協会. 
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佐久⼤学

若⽉俊⼀ （2010）. 信州の⾵の⾊ 地域とともに50年. 旬報社. 
他、授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業内で評価⽅法、提出期限、提出先を⽰す。 
1．提出課題（90％） 
1）⼩課題（60％）；2，3，4，5，6，7回の授業の学びと感想をA-Portalに提出する。各回の評価は10％である。 
2）課題レポート（30％）；授業やディスカッションから、①⼈々の健康と暮らしを⽀える保健医療福祉職の役割、②保健医療福祉に携わる者として、地域の
⼈々とかかわるときの⼼構えや態度で⼤切なこと、について⾃⾝の考えを述べる。（詳細は、授業内で⽰す。）  
2．演習におけるチームに対する貢献度 (10%) 
演習への参加度を⾃⼰評価する。

課題に対するフィードバック

⼩課題については、授業内でフィードバックする。 
課題レポートは、個別に返却する。

オフィスアワー

オフィスアワー 
・原則、授業⽇の授業終了から放課後。 
・質問は、メールでもよい（常時）。 
・オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。 
連絡先 
柿澤美奈⼦（KAKIZAWA，Minako）m-kakizawa●saku.ac.jp 5号館2階524（●を@に置き換えてください。）

その他履修上の留意事項等

1．単位修得について 
本科⽬は、8回の授業科⽬である。⽋席が3回以上あった場合、単位の修得ができない。 

2．遅刻・早退・⽋席について 
授業時間90分のうち60分以上（90分未満）授業に出た場合は遅刻または早退とし、60分未満の場合は授業に出ていても⽋席とする。また、遅刻または早退3
回で1回の⽋席とする。ただし、遅刻・早退は30分未満とする。
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2．遅刻・早退・⽋席について 
授業時間90分のうち60分以上（90分未満）授業に出た場合は遅刻または早退とし、60分未満の場合は授業に出ていても⽋席とする。また、遅刻または早退3
回で1回の⽋席とする。ただし、遅刻・早退は30分未満とする。
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授業内で評価⽅法、提出期限、提出先を⽰す。 
1．提出課題（90％） 
1）⼩課題（60％）；2，3，4，5，6，7回の授業の学びと感想をA-Portalに提出する。各回の評価は10％である。 
2）課題レポート（30％）；授業やディスカッションから、①⼈々の健康と暮らしを⽀える保健医療福祉職の役割、②保健医療福祉に携わる者として、地域の
⼈々とかかわるときの⼼構えや態度で⼤切なこと、について⾃⾝の考えを述べる。（詳細は、授業内で⽰す。）  
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・オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。 
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本科⽬は、8回の授業科⽬である。⽋席が3回以上あった場合、単位の修得ができない。 

2．遅刻・早退・⽋席について 
授業時間90分のうち60分以上（90分未満）授業に出た場合は遅刻または早退とし、60分未満の場合は授業に出ていても⽋席とする。また、遅刻または早退3
回で1回の⽋席とする。ただし、遅刻・早退は30分未満とする。

若⽉俊⼀ （2010）. 信州の⾵の⾊ 地域とともに50年. 旬報社. 
他、授業内で適宜紹介する。
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2）課題レポート（30％）；授業やディスカッションから、①⼈々の健康と暮らしを⽀える保健医療福祉職の役割、②保健医療福祉に携わる者として、地域の
⼈々とかかわるときの⼼構えや態度で⼤切なこと、について⾃⾝の考えを述べる。（詳細は、授業内で⽰す。）  
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演習への参加度を⾃⼰評価する。
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課題レポートは、個別に返却する。

オフィスアワー

オフィスアワー 
・原則、授業⽇の授業終了から放課後。 
・質問は、メールでもよい（常時）。 
・オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。 
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2．遅刻・早退・⽋席について 
授業時間90分のうち60分以上（90分未満）授業に出た場合は遅刻または早退とし、60分未満の場合は授業に出ていても⽋席とする。また、遅刻または早退3
回で1回の⽋席とする。ただし、遅刻・早退は30分未満とする。

若⽉俊⼀ （2010）. 信州の⾵の⾊ 地域とともに50年. 旬報社. 
他、授業内で適宜紹介する。
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2）課題レポート（30％）；授業やディスカッションから、①⼈々の健康と暮らしを⽀える保健医療福祉職の役割、②保健医療福祉に携わる者として、地域の
⼈々とかかわるときの⼼構えや態度で⼤切なこと、について⾃⾝の考えを述べる。（詳細は、授業内で⽰す。）  
2．演習におけるチームに対する貢献度 (10%) 
演習への参加度を⾃⼰評価する。
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課題レポートは、個別に返却する。
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・原則、授業⽇の授業終了から放課後。 
・質問は、メールでもよい（常時）。 
・オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010162 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1P2I02Z

担当教員 盛岡 正博, 廣瀬 健, 村島 隆太郎

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講座では、⽣命の尊厳と⼈間尊重の精神を理解するために、⽣命に関する倫理原則を多⽅⾯での⾓度から具体的な例を検討しながら学修を⾏う。その学びの中

で、社会背景や歴史、または⼈間⽂化のみならず、社会環境によって多様な形で変化して⾏く価値観の違いや考え⽅の相違についても確認する。これらの教育

は、⽣命の価値への理解を深め、医療に携わる専⾨職としての⾏動基盤を築く機会として意義がある。

到達⽬標
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6 死への医学の介⼊① 〜死とは、脳死と臓器移植問題
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授業外学習時間

テーマに従って、講義資料を⽤意するので、事前にテキストを読むか、受講後に復習すること。講義時に⾒聞するニュースなどを資料として⽤いることもある

ので、社会的話題にも関⼼をもつこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：塩野寛・清⽔惠⼦『⽣命倫理への招待』南⼭堂 
参考書や参考論⽂は、講義の中で各講師が紹介する。

成績評価の⽅法・基準

1.授業参加状況 60％ 
講義終了後にリアクション・ペーパーの記述内容を評価する。 
2.レポート課題 40％ 
三⼈の講師から⼀題ずつ課題（テーマ）を出します。 
提出されたレポートやリアクション・ペーパーは、講義終了後に本⼈に返却する。
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レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

レポート内容について全体にフィードバックする必要を認めた事項については、次回の講義で説明する。個⼈的な課題についてはmanabaで説明する。

オフィスアワー

講義終了後に随時、教室で質問等を受ける。 
執務室（5号館1階理事⻑室）の扉が開いている時、随時相談を受けます。（盛岡） 
メールによる相談及び問い合わせも⾏っている。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010164 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1P2N01P

担当教員 ⼋尋 道⼦, 野坂 洋⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している

授業概要

現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が

協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。

到達⽬標

1 医療や福祉の現場、地域で連携が求められる多職種を知る

2 保健・医療・福祉にかかわる多職種の専⾨性や役割について考える

3 チーム学修を通して、多職種が連携することの意味を考える

4 チーム学修を通して、問題解決能⼒を⾼める

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

コース・オリエンテーション 
「多職種」と「他職種」「連携」「協働」「カンファレンス」とは 
職種別チームメンバーの確認 
レポートの作成⽅法を確認

講義 ⼋尋・野坂

2
保健医療福祉にかかわる職種を知ろう -１ 
「社会福祉⼠」「精神保健福祉⼠」とは

講義 野坂・⼋尋

3

保健医療福祉にかかわる職種を知ろう -２ 
ヒューマンケアに関わる様々な職種の定義/役割について理解する 
職種別チーム学修：調べた内容を踏まえ、チームごとに担当する職種について専⾨性の理解

を深める 
《看護師・社会福祉⼠・医師・理学療法⼠・患者・家族が登場するケースの提⽰》

講義・演習 野坂・⼋尋

4
保健医療福祉にかかわる事例を知ろう 
多職種チーム学修：ケース・カンファレンス 病院での事例に関して必要な情報収集を⾏う 
最終レポートについて課題の提⽰

講義・演習 ⼋尋・野坂

5

多職種カンファレンスを体験しよう -１  
多職種チーム学修：ケース・カンファレンス 事例検討を通してそれぞれの専⾨職を理解す
る  
チーム発表の準備

演習 ⼋尋・野坂

6

多職種カンファレンスを体験しよう -２ 
多職種チーム学修：ケース・カンファレンス 事例検討を通してそれぞれの専⾨職を理解す
る 
チーム発表の準備

演習 ⼋尋・野坂

7
多職種カンファレンスの体験を発表しよう -１ 
発表会：これまでの学びをまとめたものの発表を通して多職種連携の学びを伝え合う

演習 野坂・⼋尋

8
多職種カンファレンスの体験を発表しよう -２ 
発表会：これまでの学びをまとめたものの発表を通して多職種連携の学びを伝え合う

演習 ⼋尋・野坂

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している

授業概要

現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が

協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している

授業概要

現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が

協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。

到達⽬標
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実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している
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協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。
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⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している
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協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。
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実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
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協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。
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授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している
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現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が

協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。
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実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
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ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。
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⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している

授業概要

現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が

協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している

授業概要

現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が

協働するためには、⽀援する⼈々について到達すべき⽬標を共通理解し、お互いの専⾨性を活かす役割分担が必要である。その過程を実現するために、まずヒ

ューマンケアに関わる様々な職種の定義、役割と、隣り合う⼜は重なり合うそれらの職種の区分の原理について学び、さらに、他職種の専⾨性の理解を通し

て、⾃分の専⾨性、役割を⾃覚することにつなげる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、病院や福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
⼋尋道⼦：看護師国家資格を有し、先進医療を提供する病院において多職種連携を経験している 
野坂洋⼦：社会福祉⼠国家資格を有し、福祉施設や病院等におけるソーシャルワーク実践での多職種連携を経験している

授業概要

現在、医療や福祉の現場あるいは、地域では、さまざまな専⾨職者がチームを組んで、患者や、その家族の⽀援をすることの重要性が⾼まっている。多職種が
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ように努⼒してください 
毎回の授業で教育⽀援システム A-Portal を使いますので、スマートフォンを持参してください

• 予習が中⼼になります。⾃分が担当する専⾨職種について図書館にある⽂献や信頼性のあるインターネ 
  ットサイト調べ、他者に説明できるようにまとめてください 
• 各専⾨職について調べる際は、⾃分の担当ではない他の職種についての情報（新聞記事やTVニュース、 
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最終レポートの返却はしませんが、レポートの評価は個別に問い合わせが可能です
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010165 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1P2K01T

担当教員 関 良徳

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

1 私たちの⾝のまわりの法律問題について理解を深めると同時に、憲法を中⼼とする法律的な考え⽅の基礎を⾝につける。

2 憲法を中⼼とする法律的な考え⽅にもとづいて具体的な法的問題を解決できるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
⾃⼰決定と法 
法律的な考え⽅の基礎にある「⾃⼰決定権」について学ぶ。

講義と問題解決型演習 関

2
消費⽣活と法（１） 
消費⽣活における契約と約款の問題を事例から学ぶ。

講義と問題解決型演習 関

3
消費⽣活と法（２） 
消費者契約法等にかかわる事例から消費者問題を考える。

講義と問題解決型演習 関

4
事例検討[１] 
⾃⼰決定権に関わる事例の模擬裁判（ディスカッション）を⾏い、問題点を探る。

討論型授業 関

5
家族と法 
家族をめぐる法的問題（夫婦別姓など）について説明する。

講義と問題解決型演習 関

6
⼦どもと法（１） 
児童虐待に対する法的対応について学ぶ。

講義と問題解決型演習 関

7
⼦どもと法（２） 
現在の少年法がかかえる諸問題について概説する。

講義と問題解決型演習 関

8
事例検討[２] 
家族や⼦どもに関する事例を裁判形式のディスカッションで検討する。

討論型授業 関

9
犯罪と法 
犯罪と刑罰に関する法律や今⽇の治安問題について解説する。

講義と問題解決型演習 関

10
裁判員制度 
裁判員制度の意義と問題点について考える。

講義と問題解決型演習 関

11
医療と法（１） 
インフォームド・コンセントと安楽死について考える。

講義と問題解決型演習 関

12
事例検討[３] 
刑事事件を裁判形式のディスカッションで検討し、その仕組みを学ぶ。

討論型授業 関

13
医療と法（２） 
代理出産、臓器移植、医療事故・医療訴訟について解説する。

講義と問題解決型演習 関

14
労働と法（１） 
採⽤と退職・解雇に関わる労働法について検討する。

講義と問題解決型演習 関

15
労働と法（２） 
就業時間、賃⾦、職場環境に関する労働法について概説する。

講義と問題解決型演習 関

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定

とで構成されている。本講義においては、⼈権の部分を中⼼として⾏うものである。よって、⼈権の享有主体、各種⾃由権、社会権、参政権、受益権等につい

て解説していく。個別法の中では、⺠法を中⼼に契約の考え⽅と、親族法における扶養関係他相続について触れる。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

法のしくみと考え⽅について述べた後に、⽇本国憲法を柱とする現代⽇本の法の法体系について概説する。⽇本国憲法は、基本的⼈権の規定と統治組織の規定
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佐久⼤学

授業時間内にミニレポートを課す場合があるので、講義内容の復習を⾏っておくこと。 
事例検討の授業では、予習レポートが課される。 
1回の授業について、2時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：毎回レジュメを配布する。テキストは使⽤しない。 
参考⽂献：適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（50％） 
予習・復習レポート（30％） 
授業への取組み状況（20％） 
課題等のフィードバックは授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

授業時間内に課題についての解説を⾏う。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010166 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1P2I03Z

担当教員 狩野 徹

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

1 看護学部及び⼈間福祉学部の理念や⽬的の根幹を理解する。

2 ヒューマンケアの学びの「おもしろさ」を感じ、関連する基礎的な諸概念を理解し、主体的な学びの動機を強化することをめざす。

3 同時に卒業後、就くであろうケア関連専⾨職の社会的役割をケア専⾨職間等の連携の重要性も意識しながら考える機会とする。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 本講義の⽅法と内容

2 ヒトのライフサイクルの特徴―前提（1）―

3 ヒトのライフサイクルと社会規範・制度―前提（2）―

4 ライフサイクル上のケアをめぐる葛藤と調整—ケアの基本視⾓の設定―

5 個⼈化と「⾃⽴」の⽀配―フレームワーク（1）―

6 ⾃⽴志向と「依存」の解釈変更―フレームワーク（2）―

7 依存と「ケア」と⾃⽴の関係―フレームワーク（3）―

8 ライフサイクルの不安定とジェネレイショナル・ケア―内部依存—

9 ライフサイクルとジェネレイショナル・ケア―内部依存＋外部依存—

10 多様なケア論とその⽣成基盤の構造

11 相互性と権利性―ケアの⼆者関係の分析（1）―

12 変化志向の反映―ケアの⼆者関係の分析（2−1）―

13 インフォームド・コンセント―ケアの⼆者関係の分析（2−2）―

14 「⽣活世界」への依拠―ケアの⼆者関係の分析（3）―

15 多様な⼆者関係の重なりとしてのケア―連携の必然性と課題―

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要
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ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え
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各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルの「依存とケア」の視点から、動物社会との対⽐を踏まえつつ、⼈間社会のケアの特徴をまず理解する。ついでケア⾏為をめぐる受け⼿と与え

⼿の関係性の構造を諸側⾯（⼆者関係、関係性の転換志向、専⾨職間関係など）から検討する。最後に関連する制度及び政策をケアレジーム論とともに概観す

る。初年次学⽣が現代社会におけるケア関連専⾨職の位置づけと役割を考えていく契機となる講義である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の授業に関連して、短いものでいいので、とくにリアクション・ペーパーの提出に時間を割いてほしい（30分程度）。その意味では、復習に期待する。な
お関連する学術⽂献などは講義内で紹介する。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：⻘⽊紀『ケア専⾨職養成教育の研究』明⽯書店 2017年。その他のものについては、必要に応じて授業内で適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

毎回のリアクションペーパーの提出を前提に、中間課題レポートと学期末課題レポートを提出し、評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と

論理的記述性及び内容の独創性などを中⼼に判定する。⽐率は授業参加状況（リアクションペーパの提出）20％、中間課題レポート30％、学期末課題レポート5
0％とする。

課題に対するフィードバック

課題レポートは、簡単な採点とコメントを付して返却する。

ヒューマンケア概論
更新⽇：2025/03/25 22:27:32



佐久⼤学
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010180 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2E2I01Z

担当教員 朴 相俊

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

1 1．学⽣が⾃⼰の⽣活習慣を⾒つめ、健康とのつながりを理解する。

2 2．⼼⾝の健康管理のあり⽅を考え、また、⽀援者としての役割を⾃覚する。

3 3．⼈の多様性を理解し、上⼿な対⼈関係のための知識を深める。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
オリエンテーション（講師紹介、講義の進め⽅、成績評価⽅法）健康とは ＷＨＯの健康の
定義・公衆衛⽣と予防の概念・健康づくりと影響因⼦

2
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
命の⼤切さについて ⾃殺問題・⼼の健康問題

3
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
ゲートキーパーについて① ⾃殺問題とゲートキーパーの役割

4
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
ゲートキーパーについて② ⾃殺する⼈の⼼理とゲートキーパーとしての⼼得

5
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
ゲートキーパーについて③ ⾃殺する⼈の⼼理とゲートキーパーとしての⼼得

6
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⾃殺に関する偏⾒について ⾃殺は合理的な選択なのか

7
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼼⾝のセルフケア① 認知⾏動療法を知る

8
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼼⾝のセルフケア② 認知⾏動療法の実践

9
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼼⾝のセルフケア③ 精神分析の概要

10
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼼⾝のセルフケア④ ストレス科学分野の研究

11
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼼⾝のセルフケア⑤ ⽀援者として⾃⼰管理

12
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼈の多様性の理解① 男⼥の違い

13
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
⼈の多様性の理解② ⼈の5つの⾔語の違い

14
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
コミュニケーションスキル こころに届く⾔葉の伝え⽅

15
⽣活習慣と健康∕Lifestyle and Health management 
まとめ 授業のポイントの振りかえり
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認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

認定⾏動療法⼠の視点と⾃殺対策を⾏ってきた研究者の視点から講義を進めます。

授業概要

⼈間が健康的に暮らし、快適に寿命を全うする上で、暮らしを取り巻く環境と⽣活習慣、⾃律的健康管理の積み重ねは重要な影響因⼦となる。⾃⼰のふり返り

を基に、健康の回復・維持・増進のための基礎的な知識を深め、⼼⾝の健康維持に必要とされる⾷事や運動、思考、⽣活習慣などについて、科学的根拠に基づ

く対策の仕組みの理解と⾏動変容につながる介⼊のあり⽅を理解する。

到達⽬標

授業計画

⽣活習慣と健康
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佐久⼤学

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

特に指定しない。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（30％）  
〇授業終了時のミニレポート （20％）  
ミニレポートについては、⼤学メールによりフィードバックする 
〇課題レポート （50％） 
課題レポートについては、⼤学メールによりフィードバックする

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010187 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2E2I01P

担当教員 沖嶋 直⼦

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

1 ⼈体に必要な栄養素とその消化・吸収・代謝について説明できる。

2 健康の保持増進、疾病の治癒・回復に必要な栄養素の作⽤機序について理解し、その給源の⾷物やその調理それを⽤いた料理が分かる。

3
近年の各世代の栄養にまつわる問題を理解し、その解決⽅法について説明でき、健康な⾷習慣の形成について説明できる。⾃らの健康的な⾷⽣活が実

践できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
栄養とは（⼈間栄養学と看護） 
IV 健康と栄養 1~2、V 医療と栄養 2。保健、医療、福祉における栄養ケアの必要性と現状の
栄養施策、医療におけるNST（栄養サポートチーム）について学ぶ。

座学 沖嶋 直⼦

2
栄養素の種類とはたらき①：糖質、脂質、たんぱく質 
III 栄養素の役割 1〜3。種類と働き、互換性、給源となる主な⾷品について学ぶ。

座学 沖嶋 直⼦

3
栄養素の種類とはたらき②：ビタミン 
III 栄養素の役割 4。種類と働き、給源となる主な⾷品、過不⾜による疾患について学ぶ。⾷物
繊維や⽔についても学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

4
栄養素の種類とはたらき③：ミネラル・その他 
III 栄養素の役割 5。種類と働き、給源となる主な⾷品、過不⾜による疾患について学ぶ。⽔に
ついても学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

5
⾷事と⾷品 
II ⾷品（⾷物）と栄養。栄養素の特徴を基にした⾷品の分類法、機能性を持った⾷品、表⽰、
エネルギー、調理による変化について学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

6
栄養素の消化・吸収 
I ⼈体の構造と機能 3。消化器官のしくみと働き、吸収経路について学ぶとともに、消化器疾
患の⾷事療法のポイントを理解する。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

7
栄養素の代謝・排泄 
I ⼈体の構造と機能 2。各栄養素の代謝・排泄のしくみを知り、第13回で学ぶ内容の基本を学
ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

8
エネルギー代謝 
I ⼈体の構造と機能 2。基礎代謝量、活動時のエネルギー消費量算出を学び、⾷事におけるPF
Cバランスについて理解する。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

9
⾷事摂取基準総論 
第5章。厚⽣労働省が策定している⾷事摂取基準について、その理論と応⽤について学ぶ。
（講義）

座学 沖嶋 直⼦

10
ライフステージと栄養①乳幼児期、学童期、思春期 
VII ライフステージ別栄養管理 2,3。各期の⽣理学的特徴を踏まえた栄養補給について学ぶと
ともに、各期の栄養に関する課題やその予防法を学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

11 ライフステージと栄養②成⼈期、妊娠授乳期、更年期、⾼齢期 座学 沖嶋 直⼦

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習
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ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の⽣命維持に必要な栄養素とその代謝経路について理解し、疾病の予防、健康保持増進、疾病の治癒、回復に寄与する栄養の働きを学ぶ。特に、医療、福

祉の現場で必要な⾷事療法とその原理を理解し、栄養素の給源である⾷べ物や⾷事としての実践⽅法を学ぶ。また、ライフステージごとの栄養的特徴や問題か

ら、現代における、「⼈」「地域」「社会」の⾷⽣活の課題を明らかにし、その解決に向け連携できる職種や活⽤できる地域の資源を⾒つけられるよう、演習

を取りいれた学びとする。「⾷と健康」を学ぶ中で、⾃分⾃⾝の⾷⽣活を振り返り、健康な⾷習慣に向け学んだ知識を実践することで⼼⾝の健康や⾃分らしく

⽣きる⼒が⾝につき、命の⼤切さを深く理解し、擁護する能⼒の養成につなげていきたい。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

VII ライフステージ別栄養管理 1,4,5。各期の⽣理学的特徴を踏まえた栄養補給について学ぶ
とともに、各期の栄養に関する課題やその予防法を学ぶ。（講義）

12
臨床栄養学総論 
V 医療と栄養 4。病院⾷、栄養補給法、経腸栄養、静脈栄養について学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

13
臨床栄養学各論① 
VII ライフステージ別栄養管理 4。糖尿病、脂質異常症、⾼⾎圧症など⽣活習慣病における栄
養療法について学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

14
臨床栄養学各論② 
VII ライフステージ別栄養管理2，4，5。⾷物アレルギーなど⽣活習慣病以外の疾患での栄養
療法について学ぶ。（講義）

座学 沖嶋 直⼦

15
栄養ケア・マネジメント 
V 医療と栄養 3。栄養ケア・マネジメントの意義及び構造、アセスメント⽅法での評価項⽬、
判定基準を学ぶ。

座学 沖嶋 直⼦

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
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オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。

授業外学習時間

毎回の授業後、当⽇学んだ内容について復習し、不明な点等があったら次回講義で質問すること（1時間以上）。予習は不要です。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：『健康と医療福祉のための栄養学』渡邊早苗他編 医⻭薬出版株式会社 
参考⽂献：授業内にて適宜紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（100％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
また、受講票を持って質問を受け付け、これに返答する。

その他履修上の留意事項等

栄養学は医療・福祉の専⾨職として、患者や対象者の栄養評価、チーム医療での介⼊において必要な知識です。栄養評価とそれに基づいた⾷事指導、栄養管理ま

での総合的な視点をもった専⾨職になれるよう、⾼い意識を持って受講されることを期待します。 
栄養学の知識は、学⽣⾃⾝の⽇常の⽣活においても重要な知識となります。学んだことを⽣活で実践し、⾃⾝の健康管理に役⽴てて下さい。その経験が、将来の

職場での実践に繋がります。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010189 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2E2I01T

担当教員 朴 相俊

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義・演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

1 1．健康（⼼と⾝体）と運動に関する知識を養い、運動が健康に与える影響について理解できるようになる

2 2．運動の基本的な知識や理論を説明できるようになる

3 3．対象の特性にあわせた運動プログラムを体験することで、その特性を理解できるようになる

4 4．⾃らの健康づくりのために、楽しく安全な運動習慣を⾝につけるようになる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
オリエンテーション・競技スポーツ体験（バドミントン）

2
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バレーボール）

3
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バスケットボール）

4
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（卓球）

5
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
ニュースポーツ体験（スポンジテニス）

6
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
ニュースポーツ体験（ドッチボール）

7
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
ニュースポーツ体験（マレットゴルフ・ソフトボール）

8
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バドミントン）

9
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バレーボール）

10
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バスケットボール）

11
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（卓球）

12
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
ニュースポーツ体験（スポンジテニス）

13
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バドミントン・バスケットボール）

14
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
競技スポーツ体験（バレーボール・スポンジテニス）

15
運動と健康Ⅰ∕Exercise and HealthⅠ 
⾃由種⽬・まとめ

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。

また、実技・演習を通して運動を⽇常的に楽しく実践し、運動習慣を⾝につける。さらに、年代、体⼒、障がい等の条件に応じて⼈々が安全に楽しく運動を実

践するために、アセスメント⽅法、環境づくり、安全管理の基礎的な知識を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ライフサイクルにおける健康と運動との関連を多⾯的に理解し、健康の保持増進、疾病や障害の予防と回復に貢献するスポーツの実践⽅法の基本を理解する。
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佐久⼤学

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献
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〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。
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オフィスアワー
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質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。
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週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
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原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
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〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。
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オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等
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週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。
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成績評価の⽅法・基準
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オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010190 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2E2I02T

担当教員 朴 相俊

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義・演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

1 1．健康（⼼と⾝体）と運動に関する知識を養い、運動が健康に与える影響について理解できるようになる

2 2．運動の基本的な知識や理論を説明できるようになる

3 3．対象の特性にあわせた運動プログラムを体験することで、その特性を理解できるようになる

4 4．⾃らの健康づくりのために、楽しく安全な運動習慣を⾝につけるようになる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
オリエンテーション・競技スポーツ体験（バドミントン）

2
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バレーボール）

3
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バスケットボール）

4
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（卓球）

5
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
ニュースポーツ体験（スポンジテニス）

6
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
ニュースポーツ体験（ドッチボール）

7
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
ニュースポーツ体験（マレットゴルフ・ソフトボール）

8
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バドミントン）

9
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バレーボール）

10
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バスケットボール）

11
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（卓球）

12
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
ニュースポーツ体験（スポンジテニス）

13
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バドミントン・バスケットボール）

14
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
競技スポーツ体験（バレーボール・スポンジテニス）

15
運動と健康Ⅱ∕Exercise and HealthⅡ 
⾃由種⽬・まとめ

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて

学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼦どもや中⾼年者における健康と運動との関連を多⾯的に理解し、⼼と⾝体の健康と運動の関係や運動の基本的な知識や理論を理解する。また、⾃らの健康づ

くり及び楽しく安全な運動習慣を⾝につけるために、メッツとエクササイズの概念を理解した上で、⽇常⽣活の中で楽しく実践するためのプログラムについて
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佐久⼤学

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。
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〇授業参加状況（70％）  
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オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
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授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。
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原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。
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質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

週23エクササイズ（メッツ・時）の⾝体活動（運動・⽣活活動）を⽣活で実施すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

〇テキスト：指定しない。  
〇参考⽂献：講義の中で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

〇授業参加状況（70％）  
〇課題レポート（30％）

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で質問を受け付ける。 
質問は、メールでもよい（常時）。オフィスアワー以外の⾯談の予約はメールで可能である。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010191 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2E1A01Z

担当教員 宮原 ⾹⾥, 坂江 千寿⼦, 齋藤 順⼦, 森本 彩

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○ ○ ○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

1 ⾜の健康と⼼⾝との関係が説明できる。

2 歩⾏を⽀える⾜部解剖学（構造と機能）が理解できる。

3 ⾜部観察のポイントが理解できる。

4 歩⾏のメカニズムの理解ができる。

5 フットプリント採⼨の⽬的を理解して、正しい採⼨ができる。

6 フットプリントをもとに⾜部トラブル（⾻の変形、⽪膚）について基本的な分析ができる。

7 靴選びの条件と正しい靴の履き⽅が習得できる。

8 ⾜部の観察⽅法、特に⾓質ケア、⾜⽖ケアの基礎を理解し、セルフケアによって⾃⾝および周囲の⼈々の⾜部と⽖のトラブルを予防できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

・⾜育の定義と必要性 
・本学における⾜育活動の紹介：佐久市⾜育推進協議会⾜育サポートセンター、⽂部科学省

私⽴⼤学研究ブランディング事業研究プロジェクト、⾜裏測定装置の開発、⾜の保健室 
・靴選びの条件と正しい靴の履き⽅

講義 宮原⾹⾥

2
・ドイツと⽇本の⾜と靴事情：専⾨職業的発展の歴史‐ドイツ整形外科靴マイスター教育制度‐ 
・⾜と靴に関する基礎知識（⾜部解剖学（構造と機能）：⾻格と関節、筋⾁と腱、筋⾁と靭

帯、⾜のアーチ構造、歩⾏のメカニズム）

講義
ベーレルッツ 
ベーレ操

3
・⽴位（脚軸）の観察および⾜部観察のポイント 
・フットプリント採⼨の⽬的と⽅法

講義
ベーレルッツ 
ベーレ操

4
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ベーレルッツ 
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実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ
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実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ
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分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。
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り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏
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実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

実務経験のある教員等が複数で授業を担当します。（看護師：宮原⾹⾥、坂江千寿⼦、森本彩、ドイツ整形外科靴マイスター：ベーレルッツ、⽇独通訳者・ドイ

ツWMS⼦供靴規格協会認定アドバイザー：ベーレ操）

授業概要

「歩く」という⾏為は⼈間の基本動作であり、⾜部のクッション機能とポンプ機能は⼼⾝の健康に⼤きく影響している。⽇本における⾜と靴の健康に関する取

り組みの現状および本学での⾜育の取り組みを知り、⾜の健康の重要性を認識する。健康寿命を⽬指す佐久市に設置されている本学の役割の⼀つとして⾃⾝及

び周囲の⼈々に必要とされる⾜の健康を守るための基本的な能⼒を⾝につける。「歩く」を⽀える「⾜」の機能、⾜のトラブルと「靴」との関係、姿勢や歩⾏

分析の基礎知識と技術を活⽤して、あらゆる年代の⼈が健やかに歩くことを⽀えるためのケア習慣を⽬指す。

到達⽬標

授業計画

⾜と健康（基本）
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佐久⼤学

藤順⼦、森本彩

授業外学習時間

1.配付資料をもとに学びを整理し復習しておきましょう。 
2.授業1回について1時間程度の復習を要します。 
3.靴の選び⽅・履き⽅は⽇常⽣活においても習慣化できるようにしましょう。 
4.⽖と⾜のケアは、⾃分の⾜の観察と⽖切り、フットケアの動画視聴を事前課題とします。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本フットケア・⾜病医学会学術委員会「⼦どもの⾜・靴改⾰ワーキンググループ」監修 ⼩児靴の⼿引き書2023（400円）を授業内で紹介します。

成績評価の⽅法・基準

1.筆記試験（30％）授業内で5分程度の⼩テストを3回⾏います。実施⽇とテスト範囲は初回のオリエンテーションで事前に伝えますので、皆さんが主体的に授
業に参加することを期待しています。 
2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、授業内で⾏います。

オフィスアワー

質問は授業終了後に教室で受け付けます。授業⽇以外の質問はメールで受け付けます。宮原⾹⾥：k-miyahara●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

演習時の持参品や服装に関しては、初回授業で説明します。フットプリントに基づいた⾜部分析法を学び、⾜を守る靴に関する基礎知識を学ぶことは、在学中に

限らず、卒業後も必ず役⽴つことでしょう。

授業外学習時間

1.配付資料をもとに学びを整理し復習しておきましょう。 
2.授業1回について1時間程度の復習を要します。 
3.靴の選び⽅・履き⽅は⽇常⽣活においても習慣化できるようにしましょう。 
4.⽖と⾜のケアは、⾃分の⾜の観察と⽖切り、フットケアの動画視聴を事前課題とします。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本フットケア・⾜病医学会学術委員会「⼦どもの⾜・靴改⾰ワーキンググループ」監修 ⼩児靴の⼿引き書2023（400円）を授業内で紹介します。

成績評価の⽅法・基準

1.筆記試験（30％）授業内で5分程度の⼩テストを3回⾏います。実施⽇とテスト範囲は初回のオリエンテーションで事前に伝えますので、皆さんが主体的に授
業に参加することを期待しています。 
2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、授業内で⾏います。

オフィスアワー

質問は授業終了後に教室で受け付けます。授業⽇以外の質問はメールで受け付けます。宮原⾹⾥：k-miyahara●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

演習時の持参品や服装に関しては、初回授業で説明します。フットプリントに基づいた⾜部分析法を学び、⾜を守る靴に関する基礎知識を学ぶことは、在学中に

限らず、卒業後も必ず役⽴つことでしょう。

授業外学習時間

1.配付資料をもとに学びを整理し復習しておきましょう。 
2.授業1回について1時間程度の復習を要します。 
3.靴の選び⽅・履き⽅は⽇常⽣活においても習慣化できるようにしましょう。 
4.⽖と⾜のケアは、⾃分の⾜の観察と⽖切り、フットケアの動画視聴を事前課題とします。

テキスト・参考書・参考⽂献
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オフィスアワー
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1.配付資料をもとに学びを整理し復習しておきましょう。 
2.授業1回について1時間程度の復習を要します。 
3.靴の選び⽅・履き⽅は⽇常⽣活においても習慣化できるようにしましょう。 
4.⽖と⾜のケアは、⾃分の⾜の観察と⽖切り、フットケアの動画視聴を事前課題とします。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本フットケア・⾜病医学会学術委員会「⼦どもの⾜・靴改⾰ワーキンググループ」監修 ⼩児靴の⼿引き書2023（400円）を授業内で紹介します。
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1.筆記試験（30％）授業内で5分程度の⼩テストを3回⾏います。実施⽇とテスト範囲は初回のオリエンテーションで事前に伝えますので、皆さんが主体的に授
業に参加することを期待しています。 
2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、授業内で⾏います。

オフィスアワー

質問は授業終了後に教室で受け付けます。授業⽇以外の質問はメールで受け付けます。宮原⾹⾥：k-miyahara●saku.ac.jp
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2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。
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課題に対するフィードバックは、授業内で⾏います。
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質問は授業終了後に教室で受け付けます。授業⽇以外の質問はメールで受け付けます。宮原⾹⾥：k-miyahara●saku.ac.jp
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成績評価の⽅法・基準

1.筆記試験（30％）授業内で5分程度の⼩テストを3回⾏います。実施⽇とテスト範囲は初回のオリエンテーションで事前に伝えますので、皆さんが主体的に授
業に参加することを期待しています。 
2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。
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オフィスアワー

質問は授業終了後に教室で受け付けます。授業⽇以外の質問はメールで受け付けます。宮原⾹⾥：k-miyahara●saku.ac.jp
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演習時の持参品や服装に関しては、初回授業で説明します。フットプリントに基づいた⾜部分析法を学び、⾜を守る靴に関する基礎知識を学ぶことは、在学中に

限らず、卒業後も必ず役⽴つことでしょう。
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1.筆記試験（30％）授業内で5分程度の⼩テストを3回⾏います。実施⽇とテスト範囲は初回のオリエンテーションで事前に伝えますので、皆さんが主体的に授
業に参加することを期待しています。 
2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
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オフィスアワー
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演習時の持参品や服装に関しては、初回授業で説明します。フットプリントに基づいた⾜部分析法を学び、⾜を守る靴に関する基礎知識を学ぶことは、在学中に

限らず、卒業後も必ず役⽴つことでしょう。
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1.配付資料をもとに学びを整理し復習しておきましょう。 
2.授業1回について1時間程度の復習を要します。 
3.靴の選び⽅・履き⽅は⽇常⽣活においても習慣化できるようにしましょう。 
4.⽖と⾜のケアは、⾃分の⾜の観察と⽖切り、フットケアの動画視聴を事前課題とします。
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⽇本フットケア・⾜病医学会学術委員会「⼦どもの⾜・靴改⾰ワーキンググループ」監修 ⼩児靴の⼿引き書2023（400円）を授業内で紹介します。

成績評価の⽅法・基準

1.筆記試験（30％）授業内で5分程度の⼩テストを3回⾏います。実施⽇とテスト範囲は初回のオリエンテーションで事前に伝えますので、皆さんが主体的に授
業に参加することを期待しています。 
2.実技チェック（30％）⾜の⽖切りのチェックを⾏います。 
3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、授業内で⾏います。

オフィスアワー

質問は授業終了後に教室で受け付けます。授業⽇以外の質問はメールで受け付けます。宮原⾹⾥：k-miyahara●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

演習時の持参品や服装に関しては、初回授業で説明します。フットプリントに基づいた⾜部分析法を学び、⾜を守る靴に関する基礎知識を学ぶことは、在学中に

限らず、卒業後も必ず役⽴つことでしょう。

授業外学習時間

1.配付資料をもとに学びを整理し復習しておきましょう。 
2.授業1回について1時間程度の復習を要します。 
3.靴の選び⽅・履き⽅は⽇常⽣活においても習慣化できるようにしましょう。 
4.⽖と⾜のケアは、⾃分の⾜の観察と⽖切り、フットケアの動画視聴を事前課題とします。
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3.課題提出（20％）演習後のふりかえりとして、A-Portalを使⽤し提出状況を評価します。詳細は授業内で説明します。 
4.授業参加状況（20％）授業の取り組みや質問・意⾒交換の機会を設け評価します。期限外提出は減点となります。
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オフィスアワー
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限らず、卒業後も必ず役⽴つことでしょう。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010202 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2A2N01U

担当教員 林 宏⼆

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

1 ⽇本の保健医療制度の枠組みについて説明できる。

2 保健医療従事者の国家資格についてどのような職種があるか説明できる。

3 保健医療提供施設について、根拠法、名称、役割、機能について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
保健医療の動向① 
疾病構造の変化

講義

2
保健医療の動向⓶ 
⼊院医療から在宅医療、病院完結型医療から地域完結型医療へ，保健医療における福祉的課

題

講義

3
保健医療領域に必要な政策・制度およびサービスに関する知識① 
保健医療の政策・制度

講義

4
保健医療領域に必要な政策・制度およびサービスに関する知識⓶ 
保健医療サービスの提供体制

講義

5
保健医療領域における専⾨職の役割① 
医師，⻭科医師，薬剤師，看護職員等，その他の医療関係職種

講義

6
保健医療領域における専⾨職の役割⓶ 
地域共⽣社会及び地域包括ケアシステムにおけるソーシャルワーカーの位置づけ

講義

7
保健医療領域における専⾨職の役割③ 
保健医療領域におけるソーシャルワーカーの役割

講義

8 医療サービスの特性 講義

9 ⽇本の保健医療の特徴 講義

10 ⽇本の保健医療提供制度 講義

11
保健医療制度と福祉制度の関係① 
⾼齢者福祉の歴史

講義

12
保健医療制度と福祉制度の関係⓶ 
⽼⼈福祉法の制定，そして改正の経緯

講義

13
保健医療制度と福祉制度の関係③ 
介護保険制度創設とその枠組み

講義

14
保健医療制度と福祉制度の関係④ 
介護保険法改正の経緯，地域包括ケアシステム，多職種連携

講義

15
社会保障給付費と国⺠医療費 
医療費抑制と健康増進の関係

講義

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる
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保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる
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保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要

保健医療制度は、法律体系でもあり、すぐれて実践的な活動体系でもある。例えば、医療法等をはじめとする医療施設法体系によって、医療機関が規定され、

病院や診療所などの医療実践が⾏われている。医療を実践する医療従事者については、医師法、⻭科医師法、薬剤師法、保健師・助産師・看護師法等の国家資

格が規定されている。保健活動については、保健所や市町村保健センターなどの場があり、社会福祉施設についても、社会福祉各法がある。さらに、介護保険

法によって介護保険施設や事業所が規定され、社会福祉⼠や介護福祉⼠については、個別の制度があり、その⼈々の活動がある。これらの制度の現状と活動実

践に焦点をあて、全体の仕組みについて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、⾝につけた保健、医療、福祉に係る多職種連携の実践を伝えること

ができる

授業概要
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佐久⼤学

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「５最新社会福祉⼠養成講座 保健医療と福祉」中央法規 

成績評価の⽅法・基準

課題レポート20％、定期試験80％を⽬安とし総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

適宜求めるリアクションペーパーに対して応答する。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部「保健医療福祉制度論」の履修者は全15回の講義を履修してください。 
看護学部「保健医療福祉⾏政論Ⅰ」の履修者は第８回以降の計８回の講義を履修してください。
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その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部「保健医療福祉制度論」の履修者は全15回の講義を履修してください。 
看護学部「保健医療福祉⾏政論Ⅰ」の履修者は第８回以降の計８回の講義を履修してください。

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「５最新社会福祉⼠養成講座 保健医療と福祉」中央法規 

成績評価の⽅法・基準

課題レポート20％、定期試験80％を⽬安とし総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

適宜求めるリアクションペーパーに対して応答する。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部「保健医療福祉制度論」の履修者は全15回の講義を履修してください。 
看護学部「保健医療福祉⾏政論Ⅰ」の履修者は第８回以降の計８回の講義を履修してください。

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「５最新社会福祉⼠養成講座 保健医療と福祉」中央法規 

成績評価の⽅法・基準

課題レポート20％、定期試験80％を⽬安とし総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

適宜求めるリアクションペーパーに対して応答する。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部「保健医療福祉制度論」の履修者は全15回の講義を履修してください。 
看護学部「保健医療福祉⾏政論Ⅰ」の履修者は第８回以降の計８回の講義を履修してください。

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「５最新社会福祉⼠養成講座 保健医療と福祉」中央法規 

成績評価の⽅法・基準

課題レポート20％、定期試験80％を⽬安とし総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

適宜求めるリアクションペーパーに対して応答する。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部「保健医療福祉制度論」の履修者は全15回の講義を履修してください。 
看護学部「保健医療福祉⾏政論Ⅰ」の履修者は第８回以降の計８回の講義を履修してください。

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「５最新社会福祉⼠養成講座 保健医療と福祉」中央法規 

成績評価の⽅法・基準

課題レポート20％、定期試験80％を⽬安とし総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

適宜求めるリアクションペーパーに対して応答する。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部「保健医療福祉制度論」の履修者は全15回の講義を履修してください。 
看護学部「保健医療福祉⾏政論Ⅰ」の履修者は第８回以降の計８回の講義を履修してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010205 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2A2J01R

担当教員 上⻄ ⼀貴

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

1 社会福祉⼠と精神保健福祉⼠の役割と意義を具体的に説明できる。

2 SWの基盤となる考え⽅の意義と問題点を説明できる。

3 SWの形成過程を社会背景と関連させて説明できる。

4 SWの倫理と倫理的ジレンマの構造を説明することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
SWの構成 
SWという広範で曖昧な概念を捉えるために、実践、専⾨職、学問の視点を理解する。

2
SWの専⾨性（1）専⾨職の意味 
「専⾨職」を「プロフェッション」「スペシャリスト」「ジェネラリスト」「エキスパー

ト」の側⾯から理解する。

3
SWの専⾨性（2）社会福祉⼠ 
社会福祉⼠及び介護福祉⼠法と⽇本のSW専⾨職の形成過程から、社会福祉⼠のジェネラリス
トとしての専⾨性を理解する。

4
SWの専⾨性（3）精神保健福祉⼠ 
精神保健福祉⼠法と⽇本のメンタルヘルスSW専⾨職の形成過程から、精神保健福祉⼠のスペ
シャリストとしての専⾨性を理解する。

5
SWの概念 
SWの定義の変遷と、SW専⾨職のグローバル定義の構造を理解する。

6
SWの基盤（1）原理と理念 
SW専⾨職の中核をなす諸原理である社会正義、⼈権、集団的責任、多様性の尊重と、これら
に関連する理念である社会的包摂とノーマライゼーションについて理解する。

7
SWの基盤（2）⾃⽴⽀援 
SWの理念である⾃⽴⽀援について、⾃⽴と依存の関係をふまえて理解する。

8
SWの基盤（3）当事者主権 
SWの理念である当事者主権を中⼼に、アドボカシーや尊厳の保持、⾃⼰決定が抱える原理
的・実践的問題を理解する。

9
SWの形成過程（1）2つの源流 
SWの源流とされる慈善組織協会の活動とセツルメント運動、そこから発展したソーシャル・
ケース・ワークについて理解する。

10
SWの形成過程（2）専⾨化 
SWの専⾨職化と理論化が急速に進み、医学モデルが構築されていった経緯と、その社会的背
景、医学モデルにおける援助対象と援助関係の捉え⽅について理解する。

11
SWの形成過程（3）統合化 
SWがシステム理論や⽣態学的視点を取り込み、ライフモデルが構築されていった経緯と、そ
の社会背景、ライフモデルにおける援助対象と援助関係の捉え⽅について理解する。

12 SWの形成過程（4）専⾨職批判 
SWが社会構築主義を取り込み、ストレングスモデルが構築されていった経緯と、その社会背

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の
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到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。
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役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。
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ソーシャルワーク及びソーシャルワーカーについて、その理念と歴史、概要を⼊⾨的に学ぶ。⽇本におけるソーシャルワーカーの専⾨職として、社会福祉⼠の

役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義、精神保健福祉⼠の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念について

理解する。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」を深く理解することを通し、学部の理念である「豊かな⼈間性」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画
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景、ストレングスモデルにおける援助対象と援助関係の捉え⽅について理解する。

13
SWの形成過程（5）集団と地域 
グループワークやコミュニティワークの形成過程を理解する。

14
SWの倫理（1）倫理綱領 
SWの倫理について、⽇本ソーシャルワーカー連盟の倫理綱領、⽇本社会福祉⼠会の倫理綱
領、⽇本精神保健福祉⼠協会の倫理綱領をもとに理解する。

15
SWの倫理（2）倫理的ジレンマ 
SW専⾨職が直⾯する倫理的ジレンマについて、事例をもとに分析し、さまざまなジレンマが
⽣じる実践構造を理解する。

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等
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講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
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事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。
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試験B [60%]：定期試験として実施
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試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。
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個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。
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試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

予習復習を前提としますので、必ず⾏ってください。 
◆予習（各回1時間） 
事前に講義資料に⽬を通す。 
◆復習（各回1時間） 
講義資料を必ず読みかえす。必要に応じて授業資料で提⽰されている参考⽂献を読む。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
◆参考⽂献 
講義内で提⽰します。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。 
k-jonishi●saku.ac.jp 
※メールアドレスの●は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010206 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C2A2K01Z

担当教員 狩野 徹

看護学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 看護 DP2 看護 DP3 看護 DP4 看護 DP5 看護 DP6 看護 DP7 看護

○

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 ⼈間福祉 DP2 ⼈間福祉 DP3 ⼈間福祉 DP4 ⼈間福祉 DP5 ⼈間福祉 DP6 ⼈間福祉 DP7 ⼈間福祉 DP8 ⼈間福祉

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 看護学部, ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

1 ⽣活を規定している要因と構成要素を学び、構造的な理解を深める。

2 ⽣活の動態的（歴史的、⽣活史的）理解を深め、ライフサイクルの視点から⽣活課題を理解する。

3 ⽣活問題を福祉の枠組みの中で理解し、⽣活分析と社会福祉との関連性についての理解を深める。

4 ⽣活把握と⽣活分析の様々な⼿法・研究⽅法を学び、その技法を習得する。

5 福祉的援助（ケア・ワーク、ソーシャルワーク、ケア・マネジメント）の⽬標としての⽣活の基本原理について理解を深める。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 はじめに：ソーシャルケアと⽣活理解

2
⽣活構造の理解-４つの契機・要素をとおして １.労働・消費・休息・⽂化活動をとおした狭義
の⽣活の循環・再⽣産のしくみ

3 ２.家計構造、⽔準からみた⽣活の意味

4 ３．⽣活関係

5
４.⽣活の時間軸と⽣活リズム    ⽣活時間の構成要素、⽣活時間の進⾏（⽣活・家族周
期、ライフ・ステージライフサイクル）⽣活リズム

6 ⽣活の空間論-居住・資源・社会空間

7 サザエさんの⽣活分析

8 ⽣活の主体的側⾯-⽣活価値と⽣活の営み（⽣活経営・管理）

9 ⽣活の⽇常性と⽇々の⽣活⾏動

10 ⽣活の⾮⽇常性（⽣活の危機‐家族崩壊、震災）

11 ⾃分・家族の⽣活分析

12 ⽣活と社会制度・社会サービス

13 ⽣活分析への視点１

14 ⽣活分析への視点２

15 ⽣活の理解・分析とソーシャルケア

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

実務経験のある教員等による授業科⽬
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⼈間存在の基礎である⽣命と⽇々の暮らしの再⽣産の仕組みについて学び、ソーシャルケアの前提としての⽣活理解を深める。具体的には、⽣活の循環・再⽣

産の基本構造、時間・空間および資源的・地理的構成、主体的・客体的（外的・社会的）要素などについて理解を深め、⽣活の今⽇的諸相をとらえることでソ

ーシャルケアの基礎となる⽣活理解の視点と⽣活把握の仕⽅について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特定のテキストは⽤いない。講義時にレジメを配布する。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％
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佐久⼤学

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説。

オフィスアワー

授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010600 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1D01Z

担当教員 島⽥ 千穂, 関⾕ ⿓⼦, 阿部 友⾹

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

1 ①⼤学で学ぶための基本的な学習技術の重要性と必要性に気付く。

2 ②ディベートができ、他⼈と⽣産的な熟議ができる。

3 ③⾃分なりの研究テーマを⽴ててプレゼンテーションができる。

4 ④⽂献等を批判的に読解できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
全体オリエンテーション 
全体のオリエンテーション。⼤学で学ぶとは：学ぶことの意味とアクティブラーニング

演習

2
メンバーをよく知る 
⾃⼰紹介など

演習

3
図書館ガイダンスまたは⽂献検索 
図書館ガイダンスまたは⽂献検索の必要性、意味について考える

演習

4
図書館ガイダンスまたは⽂献検索 
図書館ガイダンスまたは⽂献検索の必要性、意味について考える

演習

5

⽂献の抄読と課題整理・内容の共有 
⽂献（多様な視点から読み解ける内容の具体的出来事に関する記述）の抄読と感想、次回ま

での⽂献検索課題について整理、検索してきた⽂献の内容の共有、課題の整理、次回までの

⽂献検索課題を決める。

演習

6
グループ討議のテーマの絞り込み 
検索してきた⽂献の内容の共有、課題の整理、グループ発表に向けてテーマを絞り込む。

演習

7
研究課題の設定 
グループで絞りこんだテーマに関する研究疑問を学⽣ごとに決め、分担して⽂献収集する。

演習

8
テーマのまとめ⽅の学習 
収集した⽂献の内容を共有し、テーマ全体をどのようにまとめていくかを整理する。不⾜す

ることについて、⽂献を収集する。

演習

9
課題（研究テーマ）の設定 
収集した⽂献の内容を共有し、テーマ全体をどのようにまとめていくかを整理する。不⾜す

ることについて、⽂献を収集する。

演習

10
役割分担にもとづく作業と討議１ 
収集した⽂献の内容を共有し、テーマ全体をどのようにまとめていくかを整理する。不⾜す

ることについて、⽂献を収集する。

演習

11
プレゼンテーションのストーリー性の学習 
プレゼンテーションの準備をする。プレゼンテーションのストーリー（起承転結）を決め

る。ストーリーに⽋ける部分があれば、追加で⽂献を収集する。

演習

12
役割分担にもとづく作業と討議３ 
プレゼンテーションの準備をする。⽂献収集と並⾏して⾏う。

演習

13
役割分担にもとづく作業と討議４ 
プレゼンテーションの準備をする。⽂献収集と並⾏して⾏う。

演習

14
プレゼンテーションの準備 
プレゼンテーションの準備をする。⽂献収集と並⾏して⾏う。

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
ことを⽬的に、⼩グループで保健・医療・福祉に関する疑問を⽴て、グループ内でのプレゼンテーションやディスカッションを通じて意⾒をまとめ、全体でプ

レゼンテーションを⾏う。このような学習を通して、学習活動に必要となる基本的な学習技術の習得や専⾨教育における学習⽬標を設定するための動機づけにつ

ながることが期待できる。各グループに分かれて進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学で主体的に学ぶ姿勢、および学修の基本技術(聴く、話す、読む、書く、調べる)を⾝につける。⼊⾨演習では、⾼等学校から⼤学教育への円滑な接続を図る
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佐久⼤学

15 学年全体でのプレゼンテーション 
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意⾒発表20％、 授業内提出物20％、 プレゼンテーション20％、 最終レポート40％ 
出されたレポートにはコメントを⼊れて個別返却します。

課題に対するフィードバック

発表、提出物、レポートに対して個別にコメントしてフィードバックを⾏う。
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授業内で指⽰する。

その他履修上の留意事項等

各グループで課題を設定し、その課題について⼩グループで各課題について調べる。調べた情報をほかの⼈に伝え、グループ課題に関する意⾒をまとめる。プ
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010601 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1D02Z

担当教員 関⾕ ⿓⼦, 阿部 友⾹

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 実習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本実習の⽬的は、地域の⽣活⽂化に関⼼を寄せながら、地域のくらしに触れ、住⺠と継続的な交流をすることで多様な価値観を理解することである。また、学

修者⾃らも、地域の⽣活者であることを⾃覚し、地域が抱える社会問題や個⼈の⽣活経験への関⼼や意識を⾼める。⻑野県にある公⺠館の数は、⽇本⼀多くそ
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佐久⼤学

7 グループ別活動 
実習する地域（地区）の⾒学 
・地域（地区）オリエンテーション 
・地域の現状について⾏政の担当職員よりオリエンテーションを受ける。 
・実習する地域の周辺を歩いて⾒聞する。 
・地域特有の⾃然環境・社会⽂化・歴史の把握を⾏う。 
【主な実習場所】佐久市内の公⺠館（中央公⺠館、野沢公⺠館、中込公⺠館など）

8

グループ別実習 
まちなか実習（延べ８⽇間以上） 
・定期的に公⺠館活動に参画し、住⺠と積極的に交流する。 
・個⼈の⽣活⽂化様式や価値観を理解する。 
・地域が抱える社会的課題についての情報を得る。 
・事前情報やまちなか実習で得られた情報から、地域の特徴、課題、ニーズを検討し、地域

の抱える課題と今後の展望を明らかにする。

9

グループ別実習 
まちなか実習（延べ８⽇間以上） 
・定期的に公⺠館活動に参画し、住⺠と積極的に交流する。 
・個⼈の⽣活⽂化様式や価値観を理解する。 
・地域が抱える社会的課題についての情報を得る。 
・事前情報やまちなか実習で得られた情報から、地域の特徴、課題、ニーズを検討し、地域

の抱える課題と今後の展望を明らかにする。

10

グループ別実習 
まちなか実習（延べ８⽇間以上） 
・定期的に公⺠館活動に参画し、住⺠と積極的に交流する。 
・個⼈の⽣活⽂化様式や価値観を理解する。 
・地域が抱える社会的課題についての情報を得る。 
・事前情報やまちなか実習で得られた情報から、地域の特徴、課題、ニーズを検討し、地域

の抱える課題と今後の展望を明らかにする。

11

グループ別実習 
まちなか実習（延べ８⽇間以上） 
・定期的に公⺠館活動に参画し、住⺠と積極的に交流する。 
・個⼈の⽣活⽂化様式や価値観を理解する。 
・地域が抱える社会的課題についての情報を得る。 
・事前情報やまちなか実習で得られた情報から、地域の特徴、課題、ニーズを検討し、地域

の抱える課題と今後の展望を明らかにする。

12

グループ別実習 
まちなか実習（延べ８⽇間以上） 
・定期的に公⺠館活動に参画し、住⺠と積極的に交流する。 
・個⼈の⽣活⽂化様式や価値観を理解する。 
・地域が抱える社会的課題についての情報を得る。 
・事前情報やまちなか実習で得られた情報から、地域の特徴、課題、ニーズを検討し、地域

の抱える課題と今後の展望を明らかにする。

13

グループ別実習 
まちなか実習（延べ８⽇間以上） 
・定期的に公⺠館活動に参画し、住⺠と積極的に交流する。 
・個⼈の⽣活⽂化様式や価値観を理解する。 
・地域が抱える社会的課題についての情報を得る。 
・事前情報やまちなか実習で得られた情報から、地域の特徴、課題、ニーズを検討し、地域

の抱える課題と今後の展望を明らかにする。

14

グループ別活動 
まちなか実習のまとめ  
・実習全体を通して得られたことを整理し、学びをまとめる。 
・プレゼンテーションの準備。

15
全体 
全グループのプレゼンテーション（活動発表）

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック
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プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
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実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
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成績評価の⽅法・基準
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課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
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プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。
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授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

授業外学習時間

公⺠館活動へ参加したのち、フィールドレポートとして振り返り（省察）を⾏うこと。 
計3〜4回、manabaで提出してもらう予定。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 授業中、その都度指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

実習への積極的な参加（事前学習を含む） 50％ 
課題                  30％ 
プレゼンテーション           20％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック



佐久⼤学

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、あくまで標準的な内容を⽰したものです。実習受け⼊れ先の都合などにより、変更することがあります。その都度、担当者から指⽰します。

オフィスアワー

授業中に各担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等
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備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本実習の⽬的は、地域の⽣活⽂化に関⼼を寄せながら、地域のひとと触れあい、社会的⼟壌をつくる多様な価値観を理解することである。互酬性（互恵性）の

規範、社会的つがなりは、地域固有なものといえる。フィールドワークや農村⺠泊等での⽣活体験を通じて、個⼈の⽣活体験や価値観を直接⾒聞きしながら、

地域が抱える複雑な社会的課題を再発⾒する。さらには、実習経験をもとに、よりよい地域社会のありかたについて問い続ける姿勢と、実践⼒を養う実習であ

る。 

＊CBL(Community-Based Learning)とは、学修者が地域の社会活動に⼊り込み、住⺠と相互的な関係性を構築しながら、⾃らの実体験を省察する学習活動のこ
と

到達⽬標

1 (1) 対象地域について、地域（地区）の特性、概要がわかる。

2 (2) 地域でのくらし⽅や多様な⽣活⽂化を理解し、尊重することができる。

3 (3) 地域の社会的つながりや社会課題について、⾃らの関⼼を深めることができる。

4 (4) 実習を通して⾃⼰課題を設定し、それに対する⾃⼰省察・⾃⼰評価ができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

全体 
コースガイダンス 
・実習⽅法の説明 
・実習期間中の礼儀、マナー、⽂化的尊重等についての⼼構え

2

グループ別活動 
実習予定の地域（⻑野県⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など）にグループ別に分かれ、以

下の「事前課題」に取り組む。 
 
①対象地域について、地域の特性、概要を調べる。 
②対象地域の主たる産業や市⺠活動について調べる。 
③⾃⼰の実習課題を明確にする。

3
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

4
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

5
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

6
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

7
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

8
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

9
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

10
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

11
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

12
実習 
⼩諸市、⼩海町、川上村、⻘⽊村など、地域ごとのフィールドスタディと宿泊

13 実習 
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参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。
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・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。
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各地区担当者から指⽰する。
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・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
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課題・提出物については、その都度コメントして返却します。
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各地区担当者から指⽰する。
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・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。
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テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。
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プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。
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フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック
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各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。
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テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
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・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック
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・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック
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・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。
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テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
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課題・提出物については、その都度コメントして返却します。
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オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。
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課題・提出物については、その都度コメントして返却します。
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各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。
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実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。
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・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。

授業外学習時間

実習先の地域について、事前課題をグループで分担して調べる。 
実習中のフィールドノートをもとに、実習で体験したことを丁寧に振り返る（省察する）。 
実習中を含め5〜6回、manabaなどで提出してもらう。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。1回⽬のコースガイダンス時に、詳細な冊⼦を配布する。 
参考⽂献 佐藤郁哉『フィールドワーク 増訂版』新曜社（2006年）ほか、その都度提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

事前学習・実習での学びと振り返り（提出物含む）50％ 
フィールドノート               20％ 
プレゼンテーション・報告会（提出物含む）   30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

各地区担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

・上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回のコースガイダンスで説明します。 
・履修希望者が多数の場合は、選抜をする場合があります。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010620 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J01Z

担当教員 野坂 洋⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

1 ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性について説明できる。

2 今後の⽇本のケアのあり⽅に関して、⾃ら問題意識や考えをもって発⾔ができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 オリエンテーション・ヒューマンケア総論? 野坂・脇⼭

2 ヒューマンケア総論② 上⻄

3 ヒューマンケア総論③ 脇⼭

4 親密圏における他者―イエ・労働・⾮親族 阿部

5 フェミニズム/ジェンダーの視点から考える貧困とケア ⽊下

6 被害者と加害者の対話実践−修復的司法とは− 佐藤（園）

7 ⽇本におけるエンドオブライフケアの現状と福祉職の役割 島⽥

8 ⼆者関係と多者関係のケア 上⻄

9 ⾃治体内分権について 関⾕

10 ⻄欧社会福祉思想の源流：キリスト教思想と⽂化の影響 髙松

11 ソーシャルワーカーの専⾨職性とは 根本

12 罪を犯した⼈へのケア 林

13 薬物依存症がある⼈のおかれている現状について 福島

14 個と集団を架橋する専⾨性：ソーシャルワークにおける価値と倫理 脇⼭

15 まとめ 野坂

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、
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テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間のライフサイクルをつなぎ、現代社会の持続性に不可⽋な役割を果たしているケアについて、ヒューマンケアに関連する多様な専⾨性の視点から学び、考

察を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・予習として各回の授業内容をシラバスにて確認し、関連事項について⾃分なりに調べてみること。（60分） 
・復習として、各回の授業にて学んだことや考察をまとめておき、最終課題レポートに活⽤できるようにしておくこと。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知する。

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況と最終課題レポートにて評価する。レポートの評価基準は、与えられた課題の理解と論理的記述性および独創性などを中⼼に判定する。⽐率は、

授業参加状況30％、最終課題レポート70％とする。

課題に対するフィードバック

課題を課した担当教員がコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業時に別途説明する。

その他履修上の留意事項等
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010621 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J02Z

担当教員 江連 崇

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

1 社会福祉制度の変遷をその時代ごとの社会経済的背景を踏まえて説明できる。

2 実践者による先駆的な取り組み、思想的背景を説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
1イントロダクション 
授業概要、授業計画、授業評価の説明。 
歴史を学ぶこととは

2
2近代以前の救済制度 
古代社会の救済制度 
近世社会の救済制度

3
3「近代」とは 
近代社会の誕⽣と⽣活の変化

4
4第⼆次世界⼤戦前の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦前の慈善・社会事業（１）近代国家の形成

5
5第⼆次世界⼤戦前の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦前の事前・社会事業（２）下層社会の形成と慈善事業

6
6第⼆次世界⼤戦前の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦前の社会福祉（３）⼤正デモクラシーと社会事業

7
7第⼆次世界⼤戦前の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦前の社会福祉（４）世界恐慌と救護法

8
8第⼆次世界⼤戦前の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦前の社会福祉（５）戦時下の暮らしと厚⽣事業

9
9第⼆次世界⼤戦後の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦後の社会福祉（１）戦後直後の⽣活と福祉六法の成⽴

10
10第⼆次世界⼤戦後の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦後の社会福祉（２）戦後地域社会の変化（農村）

11
11第⼆次世界⼤戦後の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦後の社会福祉（３）戦後地域社会の変化（都市）

12
12第⼆次世界⼤戦後の社会福祉 
第⼆次世界⼤戦後の社会福祉（４）「コミュニティ」の誕⽣

13
13社会福祉思想 
社会福祉思想の軌跡（１）⼈権思想

14
14社会福祉思想 
社会福祉思想の軌跡（２）福祉国家と脱国家化

15
15総括 
「まとめレポート」

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の

社会福祉の展開過程を、制度・政策、施設や地域での実践、社会福祉の実践に関わった⼈々の事例によって具体的に理解するとともに、⼈々のニーズとそれに

対する援助の変化を捉え、政策・実践・技術・思想の総合的な理解を⾏なう。また、今⽇の社会福祉を巡る問題や課題を捉え、社会福祉を前進させる⼒と援助実

践の歴史的な意味や価値を深め、今後の展望を考える。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内で提⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会福祉の歩みを、社会や⽣活の変化と関連させて学び、慈善・救済から今⽇の社会福祉に⾄る歩みを通して社会福祉の本質を理解する。近現代⽇本の
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授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは基本的に⽤いない。 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

授業内での提出物  50% 
「まとめレポート」 50％ 
まとめレポートについては、授業内で解説を⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

メールにおいて質問等を受け付ける。初回授業において教員のメールアドレスを周知する。

その他履修上の留意事項等

配慮が必要な場合は初回授業時に申し出てください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010622 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J01Q

担当教員 ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

イギリスでは資本主義が他国に先駆けて成⽴したために、社会保障制度も早期に成⽴し、⻑い年⽉をかけて順次発展してきた。その経緯を辿ると、なぜ貧困救

済が必要になったのか、なぜ公的年⾦や失業保険が創設されたのか、その理由と背景を理解できるようになる。イギリス社会保障の発展過程をたどることによ

り、私達にとっての社会保障の意義を明確にする。

到達⽬標

1 ①イギリスにおける社会保障の成⽴経緯と発展過程を歴史・経済・社会的背景とあわせて説明できる。

2
②資本主義社会で暮らす私たちにとって社会保障はどのような意味を持ち、なぜ必要なのか、イギリスにおける「貧困の発⾒」と貧困研究の蓄積をふ

まえたうえで説明できる。

3 ③イギリスのEU離脱やトランプ現象の背景と理由について考え、世界史の今を理解できるようになる。

4 ④社会保障に関する基本的概念、専⾨⽤語を正しく使えるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 イントロダクション 講義

2 絶対主義（初期資本主義）とエリザベス救貧法（1601年）の成⽴と変遷 講義

3 19世紀産業⾰命と「新救貧法」（1834年）の登場 講義

4 「新救貧法」の4原則と市⺠への影響 講義

5 19世紀末⼤不況期の「貧困の発⾒」ーC・ブースのロンドン調査（1887年） 講義

6 19世紀末⼤不況期の「貧困の発⾒」ーB・S・ラウントリーのヨーク調査（1901年） 講義

7 20世紀初頭の⾃由党政権の誕⽣と「社会保険の時代」の到来 講義

8 「国⺠保険法」（1911年）の成⽴とその限界 講義

9 第2次世界⼤戦下における『ベヴァリッジ・レポート』（1942年）の公刊 講義

10 『ベヴァリッジ・レポート』の内容と評価 講義

11 戦後福祉国家の誕⽣（1948年）とベヴァリッジ体制 講義

12 1960年代の「貧困の再発⾒」（P・タウンゼント＆B・エーベルスミス） 講義

13 社会保障の発展（選別主義から普遍主義へ、移⺠のシティズンシップ） 講義

14 M・サッチャーによる福祉の⾒直しと労働党の「第三の道」（アクティベーション） 講義

15 ⾃⽴⽀援・就労⽀援の⾒直しと反グローバリゼーション、ブレグジット 講義
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010623 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J02Q

担当教員 上⻄ ⼀貴

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会における多様な課題の中で、社会福祉は重要な責務を担っている。⼀⽅、社会福祉の現状は様々な分野に分かれており、複雑である。しかし、そもそ

も社会福祉とは何か、どのように捉えて⾏けば良いのかという根本的な問いに⽴ち返って、社会福祉のあり⽅を学ぶ。ここでは、社会福祉の基底にある問題を

⽣活問題として位置づけ、社会福祉が対象とする課題を明らかにし、社会福祉が果たす役割と意味について理解を深める。

到達⽬標

1 社会福祉が国の制度として成⽴した流れを理解している。

2 今⽇の社会で社会福祉が、なぜ必要不可⽋であるかについて説明できる。

3 社会福祉の分野や⽅法について述べることができる。

4 社会福祉援助の⽅法と求められる価値、態度について述べることができる。

5 ケア重視の社会が進んでいく中で、社会福祉にはどんな役割が期待されているか、⾃分の考えを述べることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 社会福祉とはなにか：歴史

2 社会福祉の哲学・思想と⽣存権

3 社会福祉の価値・理念と共⽣社会

4 社会福祉の対象となるのは何か：対象の捉え⽅とその変遷

5 社会福祉における援助者と「対象者」

6

社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題１ 
現代社会と福祉政策： 
①資源の種類と把握、開発 
②福祉ニーズの種類と把握 
③福祉政策の基本的視点 
④相談⽀援の⽬的と社会資源

7

社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題２ 
貧困者の⽣活課題： 
①⽣活保護制度の動向と課題 
②⽣活保護制度運⽤の⾒直し 
③⼦どもの貧困対策

8

社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題３ 
⾼齢者福祉の政策課題： 
①介護保険制度の⾒直し 
②⾼齢者虐待問題への対応 
③後期⾼齢者医療制度 
④認知症対策

9

社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題４ 
障害者の政策課題： 
①地域共⽣社会とはなにか 
②発達障害者、難病患者に対する⽀援と課題 
③障害者虐待問題への対応

10

社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題５ 
児童関連の政策課題： 
①こども⼤綱、こども基本法のねらい 
②児童虐待問題への対応 
③少⼦化対策の課題

11 社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題６ 
地域包括ケアシステムと共⽣社会、多⽂化共⽣： 

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会における多様な課題の中で、社会福祉は重要な責務を担っている。⼀⽅、社会福祉の現状は様々な分野に分かれており、複雑である。しかし、そもそ

も社会福祉とは何か、どのように捉えて⾏けば良いのかという根本的な問いに⽴ち返って、社会福祉のあり⽅を学ぶ。ここでは、社会福祉の基底にある問題を

⽣活問題として位置づけ、社会福祉が対象とする課題を明らかにし、社会福祉が果たす役割と意味について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会における多様な課題の中で、社会福祉は重要な責務を担っている。⼀⽅、社会福祉の現状は様々な分野に分かれており、複雑である。しかし、そもそ

も社会福祉とは何か、どのように捉えて⾏けば良いのかという根本的な問いに⽴ち返って、社会福祉のあり⽅を学ぶ。ここでは、社会福祉の基底にある問題を

⽣活問題として位置づけ、社会福祉が対象とする課題を明らかにし、社会福祉が果たす役割と意味について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会における多様な課題の中で、社会福祉は重要な責務を担っている。⼀⽅、社会福祉の現状は様々な分野に分かれており、複雑である。しかし、そもそ

も社会福祉とは何か、どのように捉えて⾏けば良いのかという根本的な問いに⽴ち返って、社会福祉のあり⽅を学ぶ。ここでは、社会福祉の基底にある問題を

⽣活問題として位置づけ、社会福祉が対象とする課題を明らかにし、社会福祉が果たす役割と意味について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会における多様な課題の中で、社会福祉は重要な責務を担っている。⼀⽅、社会福祉の現状は様々な分野に分かれており、複雑である。しかし、そもそ

も社会福祉とは何か、どのように捉えて⾏けば良いのかという根本的な問いに⽴ち返って、社会福祉のあり⽅を学ぶ。ここでは、社会福祉の基底にある問題を

⽣活問題として位置づけ、社会福祉が対象とする課題を明らかにし、社会福祉が果たす役割と意味について理解を深める。
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授業計画
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現代社会における多様な課題の中で、社会福祉は重要な責務を担っている。⼀⽅、社会福祉の現状は様々な分野に分かれており、複雑である。しかし、そもそ

も社会福祉とは何か、どのように捉えて⾏けば良いのかという根本的な問いに⽴ち返って、社会福祉のあり⽅を学ぶ。ここでは、社会福祉の基底にある問題を
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授業概要
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佐久⼤学

①地域共⽣社会の実現から地域包括ケアシステムの構築へ 
②共⽣社会に向けたソーシャルワーク

12

社会福祉の分野・仕組みと今⽇的課題7 
福祉政策と関連領域： 
①住宅政策（公営住宅法・住⽣活基本法・住宅セーティネット法） 
②労働政策（ワーク・ライフ・バランス、就労⽀援、雇⽤保険・最低賃⾦制度、育児・休業

法） 
③教育政策

13 ケア領域の広がりと社会福祉

14 ケアリング・ソサイティと社会福祉の未来

15 ふり返りとまとめ

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
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② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

① ⼈権思想が芽⽣えた啓蒙期の思想を辿ってみる。 
② 現代の⽣存権・憲法24条と関連する条項を読んでみる。 
③ 新聞、テレビのニュース等で報道された具体例をみて、社会福祉の課題をメモしてみる 
④ 現代社会ではなぜ社会福祉や社会保障が不可⽋なの考えてみる。 
⑤ 看護、介護、社会福祉は、なぜ互いを必要不可⽋としているか整理してみる。 
（22.5時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
ミネルヴァ書房編集部編『社会福祉⼩六法2025［令和７年版］』ミネルヴァ書房. 
◆参考書 
授業内で提⽰する。

成績評価の⽅法・基準

次の2つの試験により成績を付与する。 
試験A [40%]：課題として実施 
試験B [60%]：定期試験として実施

課題に対するフィードバック

試験Aについては授業内で解説します。 
試験Bについては要望があれば個別に点数をお知らせします。

オフィスアワー

個別に対応します。お声がけいただくかE-mailで連絡してください。k-jonishi(at)saku.ac.jp 
※メールアドレスの (at) は @ に置き換えて下さい。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010624 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J03Q

担当教員 林 宏⼆

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

1 法の仕組みについて理解する。

2 権利擁護の意義と⽀える仕組みについて理解する。

3 権利擁護活動と意思決定⽀援について理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス、ソーシャルワークと法との関わり 
権利擁護に必要な法制度

講義

2
社会福祉援助（ソーシャルワーク）と法の関わり① 
憲法の概要と基本的⼈権及び公共の福祉

講義

3
社会福祉援助（ソーシャルワーク）と法の関わり② 
⺠法及び⾏政法

講義

4
法の基礎 
法と規範、法の体系、種類、機能、法律の基礎知識、法の解釈、裁判制度・判例を学ぶ意義

講義

5
権利擁護の意義と⽀える仕組み① 
権利擁護の意義、福祉サービスの適切な利⽤

講義

6
権利擁護の意義と⽀援制度② 
苦情解決の仕組み、虐待・暴⼒防⽌関係法の概要、障害者差別解消法の概要

講義

7
権利擁護活動と意思決定⽀援① 
意思決定⽀援とは、意思決定⽀援ガイドライン

講義

8
権利擁護活動と意思決定⽀援② 
インフォームド・コンセント、秘密・プライバシー・個⼈情報、権利擁護活動と社会

講義

9
権利擁護にかかわる組織、団体、専⾨職① 
権利擁護にかかわる組織、団体

講義

10
権利擁護に関わる組織、団体、専⾨職② 
権利擁護にかかわる専⾨職

講義

11
成年後⾒制度① 
成年後⾒制度の概要、後⾒の概要

講義

12
成年後⾒制度② 
保佐の概要、補助の概要、任意後⾒の概要

講義

13
成年後⾒制度③ 
成年後⾒制度の最近の動向

講義

14
成年後⾒制度③ 
成年後⾒制度利⽤⽀援事業、⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業

講義

15 全体の振り返り 講義

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学習として、テキストの該当する項⽬を熟読して、疑問に思ったことを調べておくこと。（30分） 
・事後学習では、講義内容を⾃分なりにまとめておくこと。

実務経験のある教員等による授業科⽬

矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わったことをとおして、クライエントの⼈権尊重、権利擁護等の実態を伝えることができ

る。

授業概要

社会福祉法制において、憲法では、その中核である「個⼈の尊重」を踏まえて基本的⼈権を、⺠法では、紛争解決のために必要となる法原理を基本的に学ぶ。

そして、社会福祉法や社会福祉六法等をもとに各福祉制度の利⽤者の⽣活がどのように⽀援されているかについて概括する。また、成年後⾒制度では、判断能

⼒が不⼗分な⼈々の⽣活全般の⽀援⽅法を理解する。社会福祉専⾨職として権利擁護活動を実践するために何が必要なのかについて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間
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テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新社会福祉⼠講座精神保健福祉⼠養成講座 権利擁護を⽀える法制度』（中央法規） 
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その他履修上の留意事項等

⼩六法を座右の書として、関連する法律が出てきたら、条⽂を確認する習慣を⾝につけてください。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010625 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J04Q

担当教員 福島 忍

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

1 地域包括ケアシステムの考え⽅や包括的な相談⽀援体制について説明できる。

2 地域共⽣社会について説明できる。

3 多職種連携の⽬的や⽅法について説明できる。

4 地域福祉の概念を構成する要素や代表的な地域福祉の理論の内容について説明できる。

5 欧⽶の地域福祉の源流および我が国の地域福祉の源流の内容について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
地域社会の概念と地域社会の変化 
地域社会の概念、地域社会の理論、地域社会での付き合いと世帯の⼩規模化、過疎地域と中

⼭間地域の現状、⾒えない貧困、外国⼈住⺠の増加について学ぶ。

講義

2
多様化・複雑化した地域⽣活課題の現状とニーズ 
システムとしての地域社会と地域⽣活課題、多様化・複雑化する地域⽣活課題について学

ぶ。

講義

3
地域福祉と社会的孤⽴ 
社会的孤⽴の概念、セルフネグレクト、社会的孤⽴の影響と社会的排除について学ぶ。

講義

4
地域包括ケアシステム 
地域包括ケアシステムの考え⽅、地域包括ケアシステム確⽴の経緯、地域包括的ケアシステ

ムの展開について学ぶ。

講義

5
⽣活困窮者⾃⽴⽀援の考え⽅ 
⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度の誕⽣、同制度の事業、⾃⽴相談⽀援機関の役割と⽀援過程につい

て学ぶ。

講義

6
包括的⽀援体制とは 
包括的⽀援体制の意味や経緯について学ぶ。

講義

7
地域共⽣社会の実現に向けた各種施策 
地域共⽣社会の概念や包括的⽀援体制構築に向けた施策の今後の⽅向について学ぶ。

講義

8
重層的⽀援体制整備事業 
重層的⽀援体制整備事業の内容について学ぶ。

講義

9
多職種協働を促進する仕組みと他職種連携 
多職種連携の実際を学ぶ。

講義

10
地域福祉に関する現状 
視覚教材より、現在起こっている地域福祉に関する現状と課題について学ぶ。

講義

11
地域福祉の概念と理論 
地域福祉の概念と理論化をめぐる変遷、地域福祉をめぐる新たな展開について学ぶ。

講義

12
地域福祉の歴史① 
欧⽶における地域福祉の源流、⽇本の戦前における地域福祉の源流、戦後復興期における地

域福祉、コミュニティケアの移⼊と地域福祉の展開について学ぶ。

講義

13
地域福祉の歴史② 
地域福祉の実態化と発展、社会福祉基礎構造改⾰と地域福祉の推進、地域共⽣社会の構築に

向けた地域福祉の政策化について学ぶ。

講義

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を
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ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験もとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

本授業では、社会福祉⼠を含む社会福祉専⾨職がもつべき価値と倫理を基盤として、地域福祉に関する基本的な考え⽅・捉え⽅・実践で活⽤する知識や技法を

体系的に学習する。具体的には、地域福祉の基本的な考え⽅、地域福祉の主体と対象、包括的⽀援体制の考え⽅と、包括的⽀援体制を構築するうえでの基本に

ある地域共⽣社会の考え⽅、重層的⽀援体制について理解し、それらの実現に向けたソーシャルワーカーの役割を理解する。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

14 地域福祉の推進主体① 
社会福祉協議会の機能と役割について学ぶ。

講義

15
地域福祉の推進主体② 
⺠⽣・児童委員のあゆみ、制度、活動の現状について学ぶ。

講義

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟『地域福祉と包括的⽀援体制』中央法規出版 
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

定期試験90％、授業への参加態度等（⼩レポート含む）10％

課題に対するフィードバック

・提出された⼩レポートの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟『地域福祉と包括的⽀援体制』中央法規出版 
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

定期試験90％、授業への参加態度等（⼩レポート含む）10％

課題に対するフィードバック

・提出された⼩レポートの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟『地域福祉と包括的⽀援体制』中央法規出版 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010626 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J03Z

担当教員 福島 忍

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

訪問介護・施設介護に従事していた経験を踏まえて、ケアのあり⽅について授業を⾏う。

授業概要

ケアという概念とその実践について、その歴史的背景を踏まえた意義や重要性を理解する。ケアとは、対象者の⼈⽣の⼀部に関わることである。対象者がどの

ように⽣きたいと思っているのかを理解し、実践（ケアワーク）を⾏うという捉え⽅が基本となる。そのためには、対象者とその周囲の環境、その⼈の過去・

現在・未来、これらを関連付けた実践が必要となる。ケアという概念が社会においてどのように捉えられてきたのか、また、今⽇の社会におけるケアを取り巻

く諸問題を踏まえて、⼈間とは、⽣活とは、その中でのケアとは何かを問い、ヒューマンケアを探求していくための基礎的視点を獲得し、ケアについての理解

を深めることを⽬指す。

到達⽬標

1 ケアワークの概念と⽬的について説明できる。

2 ケアワークの展開過程を理解し、対象者の状況にあった⽀援について提案できる。

3 ケアワークの今⽇的状況について理解し、ケアを取り巻く課題について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
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ガイダンス，ケア概念についての考え⽅．

講義 
ディスカッション

2
ケアワークの歴史的展開 
ケアワーカー（介護福祉⼠）の誕⽣と社会的意義．⾼齢者ケアの変遷．

講義 
ディスカッション

3
ケアワークの基盤１ 
ケアワークの⽬的，意義，事例

講義 
ディスカッション

4
ケアワークの基盤２ 
ケアワーク実践の対象と対象理解．

講義 
ディスカッション

5
ケアワークにおけるニーズ 
ケアワークの視点，ICFによる情報の分析．

講義 
ディスカッション

6
ケアワークの実践内容と⽅法 
法制度上の実践内容，多職種連携，チームケア他．

講義 
ディスカッション

7
ケアワークの展開過程の理解１ 
ケアマネジメントとケアワークとの関係，ケアプラン．

講義 
ディスカッション

8
ケアワークの展開過程の理解２ 
⽣活を⽀援するケアと社会資源．

講義 
ディスカッション

9
ケアワークと⽣活環境１ 
施設から地域へのケア実践の移⾏．地域包括ケアシステム

講義 
ディスカッション

10
ケアワークと⽣活環境２，ケア実践の管理１ 
ケア（福祉施設）をとおした地域づくり． 
リスクマネジメント．

講義 
ディスカッション

11
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セーフティマネジメント．

講義 
ディスカッション

12
デジタル社会とケア実践 
ケア現場における介護ロボットの推進． 
ゲストスピーカーによる講演．

講義 
ディスカッション

13
ケアラー（家族介護者等） 
ケアラーのケアする権利、ケアしない権利．

講義 
ディスカッション

14
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ケア実践と⼈権擁護のための⽀援．
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15
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オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

授業外学習時間

授業前：授業計画の内容についてインターネットで調べ、興味・関⼼を⾼めておく（30分程度）。 
授業後：授業内で配布した資料や授業内容を復習し、理解を深める（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。授業時に資料を配布する。 
参考⽂献：適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010627 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J04Z

担当教員 髙松 誠, 島⽥ 千穂, 野坂 洋⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 1 授業の⽅法 実習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

1 ①ケアの現場を体験しケアへの⼊所者や利⽤者への⽀援の重要性を知る。

2 ②施設等の具体的な役割や機能についての知識を得る。

3 ③⼊所者や利⽤者のケアニーズとその充⾜状況について理解する。

4 ④ケア専⾨職の専⾨技術や役割について理解し⾃⾝の実践につなげていくことができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス・グループ分け 
本⾒学実習の⽬的及び実施⽅法について説明後、グループ分けを⾏い、各担当教員と事前学

修等についての話し合いを⾏い、役割分担を決定する。

髙松誠

2
事前学修発表打ち合わせ 
⾒学実習に向けての事前学修発表の打ち合わせをおよび準備のための話し合いを⾏う。グルー

プ内の役割分担を確認する。

担当者全員

3
訪問施設等についての学習発表 
事前学修発表を⾏い、各グループごとに担当した種別・施設についての報告を⾏う。受講者は

発表を通じて、⾒学実習先の情報収集を⾏う。

担当者全員

4
⾒学実習① ⾼齢 
⾒学実習①として、⾼齢分野にかかわる施設の⾒学実習を実施する。

担当者全員

5
⾒学学習② 障害 
⾒学実習②として、障害分野にかかわる施設の⾒学実習を実施する。

担当者全員

6
⾒学実習③ 児童 
⾒学実習③として、児童分野にかかわる施設の⾒学実習を実施する。

担当者全員

7
⾒学実習④ 地域 
⾒学実習④として、社会福祉協議会等の地域にかかわる機関の⾒学実習を実施する。

関連施設での通所者との対

話
担当者全員

8
事後学修座談会 
4回の⾒学実習を終えて、各グループごとに、各グループ担当教員とともに、座談会形式で、
⾒学実習の振り返りを⾏う。

グループワーク 座談会 各グループ担当教員

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は、スクールソーシャルワーカー、医療ソーシャルワーカー、⾼齢者関連施設等での実践経験があり、地域の関連施設とのかかわりを有している。

授業概要

本実習は、ソーシャルワーク実習の導⼊部にあたる実習である。内容は、福祉施設・機関等の「現場」の⾒学、体験実習である。10⼈から15⼈程度のグループ
に分かれて、2⽇間、午前と午後の4種・箇所を訪問して、施設・機関等の役割、処遇状況などの概要の講義をうけ、⼊所者、利⽤者との交流体験をする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト： 
・ミネルヴァ書房編集部編（2025）『社会福祉⼩六法2024[令和7年版] 』ミネルヴァ書房 
・授業（事前事後学修）∕実習で使⽤する資料を事前配布

成績評価の⽅法・基準

・事前学修の発表内容：２０％ 実習への参加と参加態度：４０％ 事後の振り返りでの気づき：２０％ レポートの内容：２０％ 上記の評価のために、事
前事後学修への参加、実習ノートの記⼊及び提出、事後レポートの提出が求められる。レポートは希望に応じて、個別にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

①訪問施設等の事前学習（概要、体験課題等の整理）②事前学修のための各⾃の論点整理と発表後の振り返り ③事後学修のための準備 ④レポート及び実習
ノートの記⼊・作成 
・事前学修について：⾒学実習先の概要や地域との関連等について調べてくる。このために概ね、予習にかける時間は２−３時間程度になると思われる。 

実務経験のある教員等による授業科⽬
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佐久⼤学
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010628 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2J05Z

担当教員 島⽥ 千穂, 林 宏⼆, 髙松 誠, 脇⼭ 園恵

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 実習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

1 ①「現場」でのケアワークの展開について具体的に説明ができる。

2 ②対⼈援助におけるコミュニケーションの基本を⾝につける。

3 ③⽇常的な⽣活維持、⾃⽴に関わる対⼈援助では、ケアワークが基本であることが説明できる。

4 ④「現場」における多職種連携の必要性と重要性が理解できる。

5 ⑤具体的援助⾏動を通じて、利⽤者がこれまで⽣きてきた⽣活史を踏まえ、⽣活者である利⽤者という視点を習得することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
導⼊ 
ケアワークをなぜ学ぶか、実習施設等介護施設と⼊居者の状況、感染対策の基本、個⼈情報

の管理（担当：島⽥）

2
介護・⽣活⽀援の基本技術１ 
移動の介助、関わる時のリスク（担当：永野）

3
介護・⽣活⽀援の基本技術２ 
認知症がある⼈とのコミュニケーション（担当：島⽥）

4
介護・⽣活⽀援の基本技術３ 
⽇常⽣活を豊かにするコミュニケーションとアクティビティケア（担当：脇⼭）

5
実習計画書、⾃⼰紹介シートの作成１ 
想定される利⽤者へのケア計画（教員全員）

6
実習計画書、⾃⼰紹介シートの作成２ 
想定される利⽤者の⽣活を想定しながらアクティビティケアの具体的内容を考える（教員全

員）

7
施設実習1⽇⽬ 
施設オリエンテーション・実習・実習後記録・振り返り

8
施設実習1⽇⽬ 
実習・実習後記録・振り返り

9
実習の振り返り、実習計画の⾒直し１ 
実習の経験を振り返り、グループで計画の改善案を考える（教員全員）

10
施設実習2⽇⽬ 
実習・実習後記録・振り返り

11
施設実習2⽇⽬ 
実習・実習後記録・振り返り

12
実習の振り返り、実習計画の⾒直し２ 
実習の経験を振り返り、計画の改善案を考える（教員全員）

13
施設実習3⽇⽬ 
実習・実習後記録・振り返り

実務経験のある教員等による授業科⽬
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脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要
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べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間
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を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。
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髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
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ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。
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べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。
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脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活
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髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
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べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画
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島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。
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到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
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脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。 
髙松誠：：⼩中学校のスクールソーシャルワーカーとしての対⼈援助の経験を活かし、ケアワークにおける対⼈援助技術の指導を⾏う。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター相談員、居宅介護⽀援事業所の管理者・介護⽀援専⾨員、訪問介護事業所の管理者としてのケア実践経験を活かし、⽇常⽣活

を豊かにするアクティビティケアについて講義・演習を担当する。

授業概要

ソーシャルケア（福祉的ケア）とヘルスケア（看護的ケア）の共通の基礎となるケアワーク論とその技術にかかわる基礎である⽣活援助学の学修の上に、⾼齢

者⼜は障害のある⼈を対象にしたケアの現場で基礎実習を⾏う。実習に先⽴ち、介護の基本技術演習と、実習現場での学びについての学習と実習において達成す

べき課題について具体的な内容を想定した演習を⾏う。また、事後には⼩グループに分かれてまとめを⾏う。 
介護の基本技術の演習については、担当教員全員がグループに⼊るが、短期⼤学福祉学科教員と実習施設からのゲストスピーカーが中⼼になって⾏う。実習期間

中は1⽇⽬と3⽇⽬に実習施設等を訪問し、実習⽣の指導を⾏うと同時に、実習指導者と打ち合わせを⾏う。

到達⽬標

授業計画

ケアワーク演習・実習
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佐久⼤学

14 施設実習3⽇⽬ 
実習・実習後記録・振り返り

15
まとめ 
実習での⾃分の経験を振り返り、他の学⽣の経験を共有しながら整理する（教員全員）

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。

授業外学習時間

講義・演習で学習した内容については必ず復習し、学⽣同⼠で確認し合うこと。最低60分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習計画書（30％）、実習記録（30％）、実習計画⾒直しへの取り組み⽅（20%）、最終レポートの内容（20%） 
ただし、単位取得には３⽇間の実習と最終レポート提出が必須です。

課題に対するフィードバック

実習計画書、実習記録に対して個別にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

随時質問はメールで受け付けます。対⾯指導を希望する場合は、まずは教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

援助職としての基本的な技術・態度を学ぶ科⽬です。実習受け⼊れ施設の職員様や利⽤者様から学ぶ機会をいただけることに感謝して、失礼のないようしっかり

と準備して臨みましょう。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2K01Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬
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戦後のケインズ主義的「⼤きな政府」理論は、財政問題とインフレによって頓挫し、1980年代以降、フリードマン流新⾃由主義的「⼩さな政府」理論にとって
代わられた。新⾃由主義とグローバリゼーションの30年が経ったが、近年「⼩さな政府」を批判した上で、財政⽀出の拡⼤を求める経済理論が抬頭するように
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代わられた。新⾃由主義とグローバリゼーションの30年が経ったが、近年「⼩さな政府」を批判した上で、財政⽀出の拡⼤を求める経済理論が抬頭するように
なった。イギリスのＥＵ離脱やトランプ現象（アメリカ・ファースト）もその流れの中にある。格差と貧困が広がるなかで、ミクロ経済学からマクロ経済学へ

のシフトが⾒られる。経済学の今を知ることにより、私たちの⾝の回りで起きている諸現象を理解する。

到達⽬標

授業計画

経済学
更新⽇：2025/03/31 10:21:58



佐久⼤学

アジア通貨危機の時の2つの国の対応、リーマンショック時のアイスランド危機とギリシャ危
機

13
社会保障と経済学⑤格差の捉え⽅･･･ジニ係数 
ローレンツ曲線、ジニ係数、アトキンソン指標、アマルティア・セン指標

14
社会保障と経済学⑥成⻑率・増加率の求め⽅ 
経済学部卒業⽣の約半数が経済成⻑率の計算ができない現実、応⽤の可能性

15
社会保障と経済学⑦消費者物価指数（CPI） 
物価とは、貨幣の価値、物価上昇（インフレーション）、物価下落（デフレーション）、⽣

活保護基準と年⾦給付⽔準に与える影響、庶⺠のインフレ対応とデフレ対応

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
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授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。 
授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とその内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感想等に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。 
時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010631 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2K01Q

担当教員 寺⾨ 正顕

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

1 ⼈の⼼の基本的な仕組みと機能を理解し、環境との相互 作⽤の中で⽣じる⼼理的反応を理解する。

2 ⼈の成⻑・発達段階の各期に特有な⼼理的課題を理解する。

3 ⽇常⽣活と⼼の健康との関係について理解する。

4 ⼼理学の理論を基礎としたアセスメントの⽅法と⽀援に ついて理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス：感覚・知覚 
錯覚を通して、知覚の情報処理過程や感覚モダリティなど、⾒ること・感じることについて

考える。

講義

2
個⼈差１：パーソナリティ・性格 
性格検査の⾃⼰分析とともに、様々な性格理論や測定⽅法を理解する。

講義

3
認知１：記憶のメカニズム 
覚えるとはどういうことか、うまく記憶するための⽅法を、記憶の実験を通して理解する。

講義

4
学習・⾏動 
条件づけについての理解から、褒めること、叱ることの注意点を理解する。

講義

5
感情・動機づけ・欲求 
感情のメカニズムを理解し、欲求・動機づけの理解を通して、やる気を出すにはどうすれば

よいか、を考える。

講義

6
⼈の⼼の発達過程：⽣涯発達と⼼の発達の基盤 
様々な発達理論と、遺伝的影響について、また各発達段階における発達課題を理解する。

講義

7
⼈と環境１：対⼈関係 
第⼀印象の重要性や⼈の魅⼒の要因、考え⽅や好みの変容の影響する⼼のメカニズムを理解

する。

講義

8
⼈と環境２：集団・組織 
多くの⼈の中で、私たちはどんな影響を受けているのか、を理解する。

講義

9
認知２：思考と認知バイアス 
 我々の思考は、客観的ではなく認知的なバイアス（偏り）の影響を受けていることを、い
くつかの実験的体験を通して理解する。

講義

10
個⼈差２：知能 
知能検査の歴史から、知能指数の統計的な考え⽅に触れ、かしこさ・知能とは何かを考え

る。

講義

11
⼼の⽣物学的基礎 
⼼の働きと密接に関連する脳の構造や神経機能を理解する。

講義

12
⽇常⽣活と⼼の健康：⼼の不適応と健康⽣成論 
ストレスに関する理論と、様々な⼼理的要因の解説をもとに、いかにしてストレスと付き合

っていくか、⾃⼰分析とともに対処⽅法を考える。

講義

13
⼼理学の理論を基礎としたアセスメントと⽀援の基本１ 
様々な⼼の問題と、その⼼理アセスメントの⽅法について理解する。

講義

14
⼼理学の理論を基礎としたアセスメントと⽀援の基本２ 
⼼理的⽀援の基本的技法を学ぶとともに、各種の⼼理療法におけるアセスメントと介⼊技法

の概要について理解する。

講義

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学的理論と技法の基礎を学習し、⼈の成⻑と発達、⼈と社会のかかわり、⽇常のストレスと⼼の健康などを理解するひとつの視座を獲得することを⽬指す。

⼈の⼼理と⾏動を機能という観点からいくつかに分類し、それぞれの領域から主要なトピックを選択して概説する。授業中にグループワークを⾏うことがあ

る。

到達⽬標

授業計画

⼼理学
更新⽇：2025/03/31 10:23:58



佐久⼤学

15 ⼼理学の視点：⼼理学の歴史と⼼を探求する⽅法の発展 
最後に、⼼理学の歴史を辿りながら、⼼を探求する⽅法の発展を理解する。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010632 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2K02Q

担当教員 関⾕ ⿓⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

1
講義を通して、現在社会の全体像の⼀端を理解する。⼀⾒無関係な現象でも様々な関連性を持っていること、それらを社会学的な視点から検討し、論

理的に説明できることを理解する。

2 また、現在の都市や地域社会、農村の特徴や置かれた状況について理解する。
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授業内容 授業形態 授業担当者

1 現代社会を捉える視点① 社会学とは

2 現代社会を捉える視点② 現代社会の特徴

3 現代社会を捉える視点③ グローバル化

4 家族① ⾼齢化・少⼦化

5 家族② ⽇本の家族・近代家族

6 家族③ 現代家族の捉え⽅

7 ジェンダーとLGBTQ

8 「働くこと」の現在① ⽇本の労働問題

9 「働くこと」の現在② 労働と⼥性

10 地域社会① 村落と都市

11 地域社会② 過疎地域・中⼭間地域
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14 環境問題② ⾃然エネルギー

15 環境問題③ ゴミと脱プラスチック

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp
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る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準
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提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬
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現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣
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ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
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提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック
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質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
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実務経験のある教員等による授業科⽬
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現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。
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質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
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ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック
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質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
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ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック
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質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
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あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標
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授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ

ている。また実際それが⾒えないと思い込んでいる。しかし、⼈間と社会の関係は、様々な領域で複雑に絡み合っている。⽣活において⾒えなくなっている、

あるいは⾒えないと思っている、社会との関係性を、社会学という視点を学ぶことによって可視化するのが、この講義の⽬的である。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 使⽤しない。レジュメを配布する。 
参考⽂献 筒井淳也・前⽥泰樹『社会学⼊⾨−社会とのかかわり⽅』有斐閣

成績評価の⽅法・基準

授業参加状況             30％ 
提出物・⼩レポート          30％ 
期末レポート             40％ 
提出物については、主なものを次の回の授業で紹介してコメントします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問、相談はまずメールで受け付け、必要ならば研究室に来てもらいます。 
関⾕メールアドレス r-sekiya@saku.ac.jp

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

現代社会に⽣きる私たちの⽇々の⽣活は、複雑な構造をもっており、社会がどうなっているのか、そもそも社会というのは何なのか、全体像が⾒えにくくなっ
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毎回、授業の内容に関してコメントシートを提出してもらう。manabaを使⽤する場合あり（計14〜15回程度を予定）。また、適宜⼩リポートを課す場合があ
る。

テキスト・参考書・参考⽂献
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010633 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2K03Q

担当教員 村島 隆太郎

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

1 1.⼈のライフステージにおける⼼⾝の変化と健康問題について説明する。

2 2.⼈の⾝体構造と⼼⾝機能について説明する。

3 3.健康・疾病の捉え⽅について説明する。

4 4.疾病と障害の成り⽴ち及び回復過程について説明する。

5 5.公衆衛⽣の観点から、⼈々の健康に影響を及ぼす要因や健康課題を解決するための対策を説明する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
はじめに、ライフステージにおける⼼⾝の変化と健康課題 
授業のガイダンス、ライフステージにおける⼼⾝の変化と健康課題を学習

2
健康および疾病の捉え⽅ 
健康および疾病の捉え⽅を学習

3
⾝体構造と⼼⾝機能 
⾝体構造と⼼⾝機能を学習

4
疾病と障害の成り⽴ちおよび回復過程 
疾病と障害の成り⽴ちおよび回復過程を学習

5
リハビリテーションの概要と範囲 
リハビリテーションの概要と範囲を学習

6
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（感染症、神経疾患、認知

症、⾼次脳機能障害） 
感染症、神経疾患、認知症、⾼次脳機能障害を学習

7
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（脳⾎管疾患、⼼疾患） 
脳⾎管疾患、⼼疾患を学習

8
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（内分泌・代謝疾患、呼吸器

疾患） 
内分泌疾患・代謝疾患、呼吸器疾患を学習

9
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（腎・泌尿器疾患、消化器・

肝胆膵疾患） 
腎・泌尿器疾患、消化器・肝胆膵疾患を学習

10
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（⾻・関節の疾患、⾎液・免

疫・アレルギー疾患） 
⾻・関節の疾患、⾎液・免疫・アレルギー疾患を学習

11
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（眼科疾患、視覚障害、⽿⿐

咽喉疾患、聴覚障害、平衡機能障害） 
眼科疾患、視覚障害、⽿⿐咽喉疾患、聴覚障害、平衡機能障害を学習

12
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（⼝腔疾患、婦⼈科・産科） 
⼝腔疾患、婦⼈科・産科疾患を学習

13
疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（精神疾患、精神障害、発達

障害、⼩児疾患、肢体不⾃由、知的障害） 
精神疾患、精神障害、発達障害を学習

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要

ヒトの医学⽣物学の基本概念を理解するために、⽣体組織、臓器の構造と機能、総合的調節機構、外界刺激への適応機序などについて学び、それらの正常の発

現を異常のそれと対⽐するよう講義する。ヒトの⽣体の各臓器、脳神経、呼吸器、循環器、消化器、内分泌器、感覚器、泌尿器、⽣殖器、⽀持運動器など組

織・臓器単位での基本を理解する。その中から特に脳神経や循環器を選びヒトの病態の発⽣、進展、予後との関連についての基本的概念を理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要
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実務経験のある教員等による授業科⽬

医師として総合病院に43年勤務。医療機関での実務経験をもとに、医学概論について講義する。

授業概要
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医学概論
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佐久⼤学

14 疾病と障害およびその予防・治療・予後・リハビリテーション（⾼齢者に多い疾患、⽣活習

慣病（総論）、内部障害、悪性腫瘍と緩和ケア） 
⾼齢者に多い疾患を学習

15
公衆衛⽣、まとめ 
公衆衛⽣の概要、健康増進と保健医療対策を学習
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⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

1 データの型に沿って適切な統計的⽅法を選択できる

2 記述統計（分布の代表値・散布度、相関と回帰、クロス集計）の意味を説明できる

3 標準正規分布表を使いこなせる

4 推測統計（検定、推定）の意味を説明できる

5 検定・推定の⼿順を理解し、使いこなせる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

統計的⽅法（統計学）とは何か 
・社会⽣活に役⽴っている様々な統計 
・社会福祉実践における統計学の有⽤性 
・統計は記述統計と推測統計から成る 
・データには型がある

講義

2
⺟集団と標本 / １変数を整理する（1） 
・⺟集団と標本の関係・標本抽出法（無作為抽出） 
・度数分布表、度数分布図、分布の代表値（平均値、中央値、最頻値）

講義

3
１変数を整理する（2） 
・分布の散布度（分散、標準偏差、四分位数、変動係数、偏差値）

講義

4
２変数の関係をみる（1） 
・量的データ間の関連性をみる（散布図、相関係数、回帰係数）

講義

5
２変数の関係をみる（2） 
・質的データ間の関連性をみる（順位相関、クロス集計、関連係数）

講義

6
正規分布とは 
・正規分布の性質 ・標準正規分布 ・標準化得点（z）と偏差値

講義

7
検定の⽅法 
・検定の考え⽅  ・中⼼極限定理  
・⺟平均の検定（⺟分散が既知の場合、未知の場合）

講義

8
平均値の差の検定（対応がない場合） 
・⼤標本の場合 ・⼩標本の場合（t検定、Welch検定）

講義

9
平均値の差の検定（対応がある場合） 
・paired t 検定

講義

10
ノンパラメトリック検定法 
χ２検定

講義

11
推定の⽅法 
・推定の考え⽅ ・⺟平均の区間推定

講義

12
模擬データを⽤いたExcelによる演習（1） 
・データファイルの作成と計算式の⼊⼒ 
・量的データの集計（平均、標準偏差）

演習

13
模擬データを⽤いたExcelによる演習（2） 
・質的データの集計（度数分布、相対度数）

演習

14
模擬データを⽤いたExcelによる演習（3） 
・2変数間の関係性を調べる（クロス集計、相関係数）

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この講義では、社会調査などで得られたデータを要約・記述したり分析したりする際に必要となる、基礎的な統計学的⼿法を学ぶ。授業では、講義が中⼼であ

るが、Excel等を使って統計量を算出するなどの作業も⾏い、統計学的知識をより深く理解できるようにする。

到達⽬標

授業計画

基礎統計法
更新⽇：2025/03/31 10:21:59



佐久⼤学

15 模擬データを⽤いたExcelによる演習（4） 
・χ２検定 ・平均値の差の検定 ・相関係数の検定

演習
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010640 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L01Z

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

1 ①⼦どもの成⻑・発達との対⽐で「⽼い」の意味と仕組みが理解できている。

2 ②ライフサイクルの視点から⾼齢期に⾄る⽣活変化と⾼齢期⽣活の特徴を理解できている。

3 ③⽣活ニーズの視点から⽇本における⾼齢者福祉の仕組みとその変遷の特徴が説明できる。

4 ④⾼齢者福祉サービスの⽅法および供給の多元的状況が説明できる。

5 ⑤⾼齢者福祉を⽀える多様なヒューマン・パワーの意義について理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 「⽼い」の現象学１ ⽼いとはなにか /講義

2 「⽼い」の現象学２ ⽼ いと⽼年期 /講義

3 「⽼い」の⽣活学１ ⽼いと家族⽣活 /講義

4 「⽼い」の⽣活学２ ⽼いが福祉ニーズを⽣み出すプロセスと仕組み /講義

5 「⽼い」の社会問題論 ⼈⼝、産業・労働、⽣活 /講義

6 ⾼齢者の福祉１ その意味と今⽇的意義 /講義

7 ⾼齢者の福祉２ 基本理念・制度の原則 /講義

8 ⾼齢者の福祉３ 分野と体系 /講義

9 ⾼齢者の福祉４ ⽅法 /講義

10 ⾼齢者の福祉５「施設」と「在宅」 /講義

11 今⽇の⾼齢者福祉１ 介護保険制度と「⽼⼈福祉法」 /講義

12 今⽇の⾼齢者福祉２ コミュニティケア・地域包括ケア /講義

13 今⽇の⾼齢者福祉３ 家族・地域・ボランテイア /講義

14 今⽇の⾼齢者福祉４ ⾼齢者福祉を担う⼈々とネットワーク /講義

15 ⽇本の⾼齢者福祉の特徴と性格 /講義

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、⾼齢者ケアの経験と、⾼齢者を介護する家族への対応についての経験がある。

授業概要

本講義のねらいは、学習のスタートとして⾼齢者福祉の基礎的理解の涵養を図るところにある。今後、⻑きに渡り、超⾼齢化社会としての課題へ向き合う我が

国にとって⾼齢者福祉をめぐる議論は、より複雑化の様相を⽰し、先⾏きの⾒通しも定まらぬ状況にある。しかし、そんな今だからこそ、⾜元を⾒直すこと、

つまり、積年の成果を確認することから、新たな展望を⽬指すことが求められる。まずは、⾼齢者福祉の発展過程を巡り、また要となる制度の基本的な理解を

養 い、更には、現代的課題となるテーマを概観することによって、本講義の⽬的を達成したい。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、web メディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として 1 時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：最新社会福祉⼠養成講座 ⾼齢者福祉 第2版 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出40％、最終レポート 60％

課題に対するフィードバック

個別、または授業内でフィードバックする。

⾼齢者福祉論Ⅰ
更新⽇：2025/03/31 10:22:57



佐久⼤学

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等

家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。

オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等
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家族の中にいる⾼齢者および地域⽣活の中で出会う⾼齢者とともに現在から、将来を⾒据えて⾼齢者福祉の課題を考えてみましょう。
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講義内で周知する
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オフィスアワー

講義内で周知する

その他履修上の留意事項等
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010641 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L01Z

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

1 ・⾼齢者の⾝体機能、認知機能の変化のプロセスを理解した上で、⽀援者としての持つべき態度を学ぶ。

2 ・それまでの⼈⽣を経て今があるという視点に⽴ち、現在、そして将来に向けた⽀援に必要な⾼齢者に対する⾒⽅を学ぶ。

3 ・⾼齢者の⽣活を⽀える介護保険制度や⾼齢者福祉制度の仕組みを理解する。

4 ・⾼齢者施設・在宅サービスを理解する

5
・⾼齢者福祉に関する専⾨職や関係機関の理解と相互の関連性や連携、その中で展開されるケアマネジメントや介護の展開過程などを総合的、体系的

に理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
⾼齢者像の理解 
⾼齢者の⾝体機能、認知機能の変化と⽀援の必要性、社会における⾼齢者への差別（エイジ

ズム）の意味

講義

2
⾼齢者の⽣活の理解 
⾼齢者の⽣活の実態、⽣活の場など⾼齢者の⽣活の多様性

講義

3
⾼齢者へのケアマネジメント 
ニーズのアセスメントとケアマネジメント、⾼齢者のための⽀援サービス

講義・演習

4
⾼齢者と家族 
⾼齢者世帯の実態、家族介護観の変遷、地域による介護観の相違

講義

5
認知症の⾼齢者への⽀援⽅法 
⽀援場⾯における多層的関係性の理解、認知症の⼈へのケア技法（パーソンセンタードケア、

バリデーション、ユマニチュード）

講義・演習

6
⾼齢者⽀援における多職種連携 
⾼齢者⽀援における多職種連携、特に医療と介護との連携を中⼼に

講義・演習

7
⾼齢者⽀援における尊厳 
⾝体拘束禁⽌の理由、⽀援を受ける⼈の尊厳と意思表明⽀援

講義・演習

8
認知症ケアの具体的事例 
国内外の先進的な認知症ケア事例の紹介（介護施設、病院、地域の事例）

講義・演習

9
⾼齢者に対する⽀援の制度 
⽼⼈福祉法，⾼齢者虐待防⽌法等

講義・演習

10
介護保険制度１ 
全体像・⽬的と理念

講義・演習

11
介護保険制度２ 
制度改正の動向

講義・演習

12
介護保険制度３ 
介護保険制度におけるサービス体系

講義・演習

13
介護保険制度４ 
地域包括⽀援センターの役割と実際

講義・演習
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島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

島⽥千穂：所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、要介護⾼齢者、認知症の⾼齢者へのケアの実践経験を踏まえて⾼齢者福祉領域の実践に関する講義・

演習を担当する

授業概要

本講義では、制度的理解を基盤として、現在の⾼齢者福祉の状況を巡る施策、サービス事業者、利⽤者それぞれの現状と課題を理解することをねらいとする。

そのために、介護保険法に基づく諸制度・機関（介護保険サービス、地域⽀援事業、地域包括⽀援センター等）や関連制度（⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業、⾼齢者虐

待防⽌法等）に関する知識の講義を中⼼に、事例や報道記事等も⽤いながら理解を深めていく。 
⽀援する/されるという関係性の理解を通じ、制度の活⽤に基づく福祉職としての援助のあり⽅を考える機会を提供する。事例を提⽰し、⽀援者と被⽀援者とい
う⼀対⼀の関係性をとりまく多層的システムの認識を⾼める演習も含めて⾏う。

到達⽬標

授業計画
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講義・演習

15
まとめ 
全体の振り返り

講義

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。
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成績評価の⽅法・基準
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随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。
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報道される出来事について、社会福祉の課題と関連付けて理解できるよう、情報収集しておくこと。授業前に必ず30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業内で資料を配布する

成績評価の⽅法・基準
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課題に対して、授業内でフィードバックします。
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随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。
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課題に対して、授業内でフィードバックします。
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随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。
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随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。
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成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。
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成績評価の⽅法・基準

授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー
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授業の参加状況（リアクションペーパーの提出）40％、レポート60％

課題に対するフィードバック

課題に対して、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。
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課題に対して、授業内でフィードバックします。
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随時メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まず教員宛にメールで⽇程調整をお願いします。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010642 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L01Q

担当教員 ⾼島 恭⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

1 ・障害の概念と特性を踏まえ、障害者とその家族の⽣活とこれを取り巻く社会環境について理解し、説明できる。

2 ・障害者福祉の歴史と障害観の変遷、制度の発展過程について理解し、説明できる。

3 ・障害者に対する法制度と⽀援の仕組みについて理解し、説明できる。

4 ・障害による⽣活課題を踏まえ、社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠としての適切な⽀援のあり⽅を理解し、記述できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
障害者の⽣活実態と障害者を取り巻く社会環境、福祉・介護需要について考える。（第4章） 
・オリエンテーション 
・障害者の⽣活実態、障害者を取り巻く社会環境

2
「障害」に関する多様な⾒⽅とその背景について学ぶ。障害を構造的に理解すること、国際

⽣活機能分類（ICF）、障害者の定義と特性について学ぶ。（第1章） 
・国際⽣活機能分類

3
障害者福祉の理念、障害者観の変遷について学ぶ。（第2章） 
・障害者福祉に関わる理念（ノーマライゼーション、リハビリテーション、⾃⽴⽣活、エンパ

ワメント、ソーシャルインクルージョン）

4
障害者福祉制度の発展過程について学ぶ。（第3章） 
・障害者観の変遷 
・障害者処遇の変遷、障害者福祉制度の発展過程

5
障害者の権利条約と障害者基本法について学ぶ。（第3章） 
・障害者権利条約の概要 
・障害者基本法の概要

6

⾝体障害と⾝体障害者福祉法、知的障害と知的障害者福祉法について学ぶ。（第5章第1・2・
3節） 
・⾝体障害者福祉法による「⾝体障害者」の定義 
・⾝体障害、難病等の特性と⽀援内容 
・⾝体障害者福祉法の概要 
・知的障害、発達障害の特性と⽀援内容 
・知的障害者福祉法の概要

7
精神障害と精神保健及び精神障害者福祉に関する法律について学ぶ。（第5章第4節） 
・精神障害の特性と⽀援内容 
・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の概要

8

児童福祉法、発達障害と発達障害者⽀援法について学ぶ。（第5章第5・6節） 
・児童福祉法における障害児⽀援の概要 
・医療的ケアを必要とする⼦どもたちの⽀援 
・発達⽀援、家族⽀援、地域⽀援 
・発達障害者⽀援法の概要

9 障害者虐待防⽌法、障害者差別解消法、バリアフリー法について学ぶ。（第5章第8・9・10
節） 
・障害者虐待防⽌法の概要、障害者虐待の現状 
・障害者差別解消法の概要 

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者福祉の総論として位置づけ「障害」および「障害者」の本質とその福祉に関する基本的な知識を学ぶとともに、現在や将来の障害者福祉について科学的

に考え、積極的に取り組む姿勢を培うことを通して、学部の理念である「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。障害と障害者に

対する理解、障害者の⽣活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移⾏や就労の実態を含む。）、障害者の法的定義、障害者福祉制度の発展過

程、障害者施策の体系及び相談援助活動において必要となる障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介護に係る他の法制度等、基本的な事項の理解と修得を⽬指す。

障害概念と定義、障害者の実態、障害者施策の概念等を通じて、社会の中での障害者の⽣活の⽀援の枠組み、⽀援における地域での連携、協働について理解す

る。

到達⽬標

授業計画

障害の福祉学Ⅰ
更新⽇：2025/03/31 10:22:59



佐久⼤学

・合理的配慮の考え⽅、進め⽅ 
・バリアフリー法の概要

10
障害者総合⽀援法の概要、障害福祉サービス及び相談⽀援について学ぶ。（第5章第7節） 
・障害者総合⽀援法の概要 
・障害福祉サービス及び相談⽀援

11
障害者総合⽀援法の障害⽀援区分及び⽀給決定について学ぶ。（第5章第7節） 
・障害⽀援区分及び⽀給決定と相談⽀援

12

障害者総合⽀援法の⾃⽴⽀援医療、補装具、地域⽣活⽀援事業、障害福祉計画について学

ぶ。（第5章第7節） 
・⾃⽴⽀援医療、補装具 
・地域⽣活⽀援事業 
・障害福祉計画と障害者権利条約

13

障害者雇⽤促進法、障害者優先調達推進法について学ぶ。（第5章第11・12節） 
・障害者雇⽤促進法の概要 
・障害者優先調達推進法の概要 
・障害者の就労⽀援

14

障害者と家族等の⽀援における関係機関の役割、関連する専⾨職等の役割について学ぶ。

（第6章） 
・障害者と家族等の⽀援における関係機関の役割 
・関連する専⾨職等の役割

15

障害領域における社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠の役割、障害者と家族等に対する⽀援の実

際（多職種連携を含む）について学ぶ。全体を振り返り、「障害」と⽀援について理解を深

める。（第7章） 
・障害領域における社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠の役割 
・障害者と家族等に対する⽀援の実際（多職種連携を含む） 
・まとめ

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
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期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。

授業外学習時間

予習：教科書の授業の該当箇所を予め読んで授業に臨むこと。毎回45分は確保すること。 
復習：ノートや資料を読み返し、授業の要点を確認すること。授業で学んだこと、考えたことをまとめ、提出すること。毎回45分は確保すること。 
その他、「障害者福祉」に関連するボランティア活動に参加をしたり、「障がい」をテーマとするTV番組や映画、新聞記事を読むなどして、関⼼を⾼めるこ
と。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座8 障害者福祉』中央法規出版．

成績評価の⽅法・基準

毎回の確認リフレクション・⼩テストの評価を59％、期末試験の評価⽐率を41％とする。 
期末試験では到達⽬標についてその程度を評価する。

課題に対するフィードバック

確認リフレクションの内容について、授業内で取り上げ、解説等を⾏う。

オフィスアワー

メールにてご連絡ください。（takashima-kyoko●spu.ac.jp）

その他履修上の留意事項等

「障害者福祉」はどこか私たちとは違う「あの⼈たち」のものでしょうか。授業では法律を扱うことが多くなるかもしれませんが、社会モデル、⼈権モデルを

基礎に、障害の福祉を⼀緒に考えていきたいと思います。 
授業内で、学⽣間のディスカッションとその発表を随時取り⼊れます。しっかり参加してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010643 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L01M

担当教員 林 宏⼆, 佐藤 園美

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、そのなかで精神保健福祉法第２６条通報業務に携わった経験を活かし、精神保健に関する理念、制度について

具体的に講義する。 
佐藤（園）：障害者の社会復帰施設で６年間勤務し、地域⽣活⽀援を⾏った経験を活かして、精神障害リハビリテーションについて講義する。

授業概要

近年、障害者福祉は国際的にも国内的にも⼤きな変化が⽣じてきている。本講義では、国際的な障害者の⾃⽴⽣活運動の歴史や障害者福祉の基本的な理念を学

び、障害者権利条約や国際⽣活機能分類（ICF)に照らし合わせて障害の概念の定義が変化してきていることを理解することを⽬的とする。その上で、⽇本国内
における障害者福祉の法制度・施策（障害者総合⽀援法）、サービス体系、障害者施設・障害者福祉サービスの種類、就労⽀援サービス等を取り扱う。また、精

神障害者は疾患と障害を併せ持つという特徴がある。精神障害者の「リカバリー（回復）」の概念を学ぶことで、精神障害についての理解を深める。

到達⽬標

1 障害者福祉に関わる基本的な理念を列記し、その歴史的背景、概要を説明することができる。

2 「合理的配慮」の考え⽅を説明することができる。

3 障害者福祉制度を⽤いて、障害を減じる⽀援を組み⽴てることができる。

4 精神障害者にとってのリカバリーとは何か説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 「障害」と「リハビリテーション」の概念及び定義について 講義 林

2 精神障害リハビリテーションとソーシャルワーク 講義 林

3 精神障害リハビリテーションにおける精神保健福祉⼠の役割 講義 林

4 精神障害リハビリテーションの理念、歴史 講義 林

5 精神障害リハビリテーションの定義、基本原則 講義 林

6
精神障害リハビリテーションの構成および展開 
⼩テスト

講義 林

7 精神障害リハビリテーションのプロセス 講義 林

8 精神障害に対する医学的リハビリテーション 講義 林

9 精神障害に対する職業的リハビリテーション 講義 林

10 精神障害に対する社会的リハビリテーション 講義 林

11
精神障害に対する教育的リハビリテーション 
リアクションペーパー作成

講義 林

12
家族⽀援プログラム 
⼩テスト，リアクションペーパーに対する回答

講義 林

13 リハビリテーションに⽤いられるその他の⼿法・プログラム 講義 佐藤（園）

14 精神障害当事者や家族を主体としたリハビリテーション 講義 佐藤（園）

15
依存症へのリハビリテーション 
グループディスカッション

講義 佐藤’（園）

授業外学習時間

予習として、90分，「障害の福祉学Ⅰ」の教科書の中の関連する個所を読み、事前に学んでいるはずの知識を確認して授業に臨むこと。また、回によっては事
前配布資料があるので、読んで持ってくること。復習として、90分，毎回の授業での重要項⽬についての説明と⾃分なりの考察または感想を⼩レポートとして
提出することがある。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『精神障害リハビリテーション論』中央法規 2021年２⽉

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、そのなかで精神保健福祉法第２６条通報業務に携わった経験を活かし、精神保健に関する理念、制度について

具体的に講義する。 
佐藤（園）：障害者の社会復帰施設で６年間勤務し、地域⽣活⽀援を⾏った経験を活かして、精神障害リハビリテーションについて講義する。

授業概要

近年、障害者福祉は国際的にも国内的にも⼤きな変化が⽣じてきている。本講義では、国際的な障害者の⾃⽴⽣活運動の歴史や障害者福祉の基本的な理念を学

び、障害者権利条約や国際⽣活機能分類（ICF)に照らし合わせて障害の概念の定義が変化してきていることを理解することを⽬的とする。その上で、⽇本国内
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010644 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L02S

担当教員 髙松 誠

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

1 ②社会福祉専⾨職として求められる⼦どもへの⽀援についてのヒューマンケアの視点から知識を習得する。

2 ③児童福祉における法制度や⽀援体制について知り、それらを活⽤するための⽅法論を理解する。

3 ④児童福祉における実践をソーシャルワーク実践との関連で理解し、考察を展開することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーション（⼦ども家庭福祉とは） 
⼦どもの権利思想の広がりと⼦ども家庭福祉の概念規定、社会的養育の視点について学修す

る。特に児童の権利に関する条約の概要に注⽬し、それらに通底する⼦ども観について理解

を深める。

2

⼦ども家庭福祉の歴史 
⼦どもの権利擁護の歴史の視点から、児童福祉が「⼦ども家庭福祉」の概念へと⾄るまでの

変遷について学修する。児童憲章及び児童権利宣⾔などについて⾔及し、児童の権利・最善

の利益についての理解を深める。

3
⼦ども家庭福祉の実施体制① 
⼦ども家庭福祉における法制度理解の重要性について理解を深め、現⾏の諸制度がどのよう

な法的枠組みと実施体制の中で実施されているのかについて学修する。

4

⼦ども家庭福祉の実施体制② 
⼦ども家庭福祉における施設運営・財源・専⾨職について学修する。⼦ども家庭福祉におけ

る財政⾯・施設運営についての知⾒を深めておくことの重要性を指摘しながら、専⾨職の概

要や⼦育て⽀援制度への参画についても学びを深める。

5
⼦ども家庭福祉とソーシャルワーク実践 
⼦ども家庭福祉におけるソーシャルワークの意義、具体的な⽀援のプロセスについて学び、

以降の講義で取り上げていく事例を理解するための導⼊的な学修を⾏う。

6
⼦ども・⼦育て⽀援 
我が国における⼦ども・⼦育て⽀援体制について学修する。その際に地域の実情に合わせた

⼦ども・⼦育て⽀援に着⽬し、いわゆる「児童健全育成」の概念についての理解も深める。

7

⺟⼦保健 
⺟⼦保健と⼦ども家庭福祉との関連について学び、⼦育て世代包括⽀援センター等の新たな

取り組みについても理解を深める。また、⺟⼦保健に関する近年の動向として、⽣育基本法

の概要についても指摘を⾏う。

8
保育 
近年の保育を取り巻く制度の概要、保育を必要とする乳幼児への⽀援体制について学修す

る。また、⼦育て家庭が抱える課題とそれに対応するソーシャルワーク実践にも注⽬する。

9

要保護児童等と在宅⽀援∕児童虐待 
在宅⽀援の対象児童の問題における課題について理解を深め、現代社会における⼦ども・家

庭・地域の課題としての児童虐待の問題について、基本的な知識を習得することを⽬指す。要

保護児童対策地域協議会や児童相談所の機能について学ぶ。

10 社会的養護（社会的養育） 
社会的養護（社会的養育）の概要と動向について学修する。家庭養護と施設養護を⽀える専

⾨職、地域の⽀援者にも注⽬し、社会全体が、問題を抱えた⼦どもを⽀援していく体制につ

いての理解を深める。

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

・スクールソーシャルワーカー及び児童関連施設の⽀援員等の実務経験からは実践現場での⼦どもとのかかわりを、中⾼の教育現場での経験からはソーシャル

ワーク的な視点からの⼦どもの⽀援について⾔及する。

授業概要

社会福祉の基礎分野としての位置づけから児童・家庭福祉とは何かを考えさせ、児童・家庭福祉への視点を学習させることをねらいとする。現代社会における

児童・家庭福祉の社会的背景、児童・家庭福祉ニーズの把握⽅法、児童の権利、⼦どもの貧困、⼦ども虐待、⼀⼈親家庭、家庭内暴⼒（DV）、⼦育て⽀援、児
童・家庭福祉の法律とサービス体系、児童・家庭福祉に対する相談⽀援活動等について学ぶ。
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その他履修上の留意事項等

・試験とともに、レポートの提出を課する。講義の後半に課題及び提出期限を提⽰する。 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010645 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L02Z

担当教員 髙松 誠

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

1 ①児童福祉サービスにおける各関係機関の名称と役割について理解し、その特⾊を説明することができる。

2 ②臨床的な視点から、児童福祉の各種サービスにおける実践内容を具体的に理解し、実習へと繋ぐことができる。

3 ③講義を通じて、地域における児童福祉サービスにも関⼼を⽰し、⾃ら探求していくための⽅法論を⾝につける。

4 ④⼦どもの貧困の現状と⼦どもに与える影響、必要な対策について説明することができる。

5 ⑤イギリスのにおける施設養育の理論と実践について説明することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

各種児童福祉施設の理解 
児童養護の概念規定について確認したのち、テキスト及び配布資料に沿って、各種児童福祉

関連サービスの特⾊と役割について学習する。学習を通じて、対象とする児童への⽀援の場

を理解することを⽬指す。

2

児童福祉施設への臨床的視点? 
要保護児童の問題について取り上げ、児童相談所におけるサービスの流れについて最初に、具

体的な内容を確認する。その後、児童相談所の虐待対応事例、サインズオブセーフティアプ

ローチなど、近年の実践的な事例についても紹介し、児童相談所における実践の理解を⽬指

す。

3

児童福祉施設への臨床的視点② 
児童養護問題、いわゆるホスピタリズムの問題等紹介し、我が国における施設養護の進展を

初めに概説する。その後、児童養護施設における児童指導員の臨床事例を紹介しソーシャル

ワークの技法を具体的に現場においてどのように活⽤していくのかを理解することを⽬指す。

4

児童福祉施設への臨床的視点③ 
不登校、情緒障害などの問題を学校と福祉サービスの関連から学習する。特に児童⾃⽴⽀援

施設、児童⼼理治療施設における実践に着⽬する。また、学校と社会福祉施設をつなぐ役割

を担う、スクールソーシャルワーカーの実践例を紹介し、⼦どもを⽀援する援助技術を理解

する。

5

NPOによる⼦ども⽀援サービス 
初めに、⾮⾏少年に対する児童福祉サービスについて、更⽣保護の制度を確認したのち、⺠

間のNPOによる⼦ども⽀援について事例をもとに紹介する。特に⺟⼦⽀援、DV被害者への⽀
援、性的搾

6

地域の児童福祉サービスへの理解 
⻑野県及び佐久地域の児童福祉関連施設及びNPO等の所在と役割についての理解を深める。
その上で、地域で実践されている取り組みについて学び、⼦どもの福祉が必要とされる場に

⽴たされた時にどのような地域資源の活⽤が可能かを想定できる基礎的技術を習得する。

7

臨床課題と向き合うための視点 
第1回から第6回までの学習内容を踏まえた上で、児童福祉サービスにおけるデータを、⾮
⾏、虐待、社会的養護等のテーマから提⽰し、データを読み取り、実践にどう⽣かしていく

かを社会福祉⼠の倫理綱領、臨床の声等を参照しながら考える場としていく。臨床の場につ

いて⾮難ではなく科学的批判的にとらえつつ⾃⾝の実践に⽣かしていく思考を探求する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要
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実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

私⽴中⾼教員、スクールソーシャルワーカーとして勤務（⾼松） 
コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に7年間勤務（尾島）

授業概要

①児童福祉の領域で福祉サービスの対象とされた児童やその家族の問題、社会との関係等について学ぶ。児童に関する様々な課題、例えば要保護児童問題、⾮

⾏、不登校、情緒障害など具体的な臨床課題を取り上げ、事例を通してそれらの課題解決のための援助技術を学ぶ。児童相談所や各種の児童福祉施設で取り組ま

れている様々な事例、また地域における様々な組織やNPOの取り組み等をもとにして、臨床現場における⼀般的な援助の形態、実際の援助⼿法、児童福祉に関
する問題理解の仕⽅、必要とされる社会資源の活⽤等についても⾔及する。②⼦どもの貧困の現状を理解し、貧困が⼦どもに与える影響や貧困と他の要因との

関連について学ぶ。⼦どもの貧困を解決するための対策について、児童福祉、学校福祉の視点から考える。また、イギリスにおける施設養育の理論と実践をも

とに、新たな施設養護について学ぶ。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

8 ⼦どもの貧困の現状 
各貧困調査から⼦どもの貧困の実態をとらえ、各国との⽐較を含めたわが国の⼦どもの貧困

の現状について理解する。

9
貧困が⼦どもに与える影響 
リッジ(2010)の研究をもとに、貧困家庭の⼦どもの主観的な経験を通して、貧困が⼦どもの家
族、学校、友⼈、将来に対してどのような影響を与えているのかを理解する。

10
⼦ども虐待と貧困 
⼦ども虐待と貧困についての議論をもとに、家族の貧困が⼦育てに及ぼす影響について理解

し、貧困に焦点を当てた⼦ども虐待防⽌について学ぶ。

11
⼦どもの貧困対策と教育⽀援 
⼦どもの貧困対策の⼿段としての教育⽀援について、⽇本における取り組みの現状を整理

し、より有効な貧困対策として機能するための⽅策について学ぶ。

12
乳幼児期の貧困とソーシャルワーク 
乳幼児期の貧困が⼦どもに与える影響を理解した上で、これを解決しうる具体的な⽅法論と

してのソーシャルワークについて学ぶ。

13
イギリスにおける施設養育の特徴 
施設養育の歴史を概観し、新たな施設養育が求められる背景について理解する。

14
施設養育の具体的内容① 
施設養育における、「安全と安⼼」「養育」「健康」についての理論的概念を理解した上

で、事例を通して必要な⽀援を学ぶ。

15
施設養育の具体的内容② 
「達成と楽しみ」「アクティビティ」「尊重と責任」についての理論的概念を理解した上

で、事例を通して必要な⽀援を学ぶ。

授業外学習時間

・予習について：授業の最後に次回の授業内容を説明し、関連する教科書の箇所を事前に読んでくる。概ね、予習にかける時間は1時間程度になると思われる。 
・復習について：講義の内容を定着化するために、講義の内容をノート等で記録したことを再確認するとともに、可能ならば、学修・活動経験を記録・蓄積

し、⾃らの成⻑を確認するためのノートを独⾃に作成し、それを携帯することを希望する（学修ポートフォリオ）。ノート（含ワープロ等）の再読や、⾃修内

容のノートへの記載も含めて、1時間30分強程度の復習時間が必要であると思われる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⼆本柳覚（2023）『図解でわかる障害児・難病児サービス』中央法規  参考書：厚⽣労働省（2017）「新しい養育ビジョン」（必要に応じて、受
講⽣が厚⽣労働省HPよりダウンロード）。その他、適宜、プリント等を配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート・演習での参加状況（髙松）５０％ 
②レポート・⼩テスト（尾島）  ５０％ 
上記①と②から総合的に成績を算出する。レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

次回の授業や授業実施時間内で対応する

オフィスアワー

・授業終了後に教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

・⼩テストへの取り組みおよび課題の提出を重視する。 
・レポートは講義の最終回に内容について具体的に提⽰する。 
・授業中のスマートフォンの使⽤や授業に関係のない私語は⾏わないように留意する。

授業外学習時間
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②レポート・⼩テスト（尾島）  ５０％ 
上記①と②から総合的に成績を算出する。レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

次回の授業や授業実施時間内で対応する

オフィスアワー

・授業終了後に教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

・⼩テストへの取り組みおよび課題の提出を重視する。 
・レポートは講義の最終回に内容について具体的に提⽰する。 
・授業中のスマートフォンの使⽤や授業に関係のない私語は⾏わないように留意する。

授業外学習時間

・予習について：授業の最後に次回の授業内容を説明し、関連する教科書の箇所を事前に読んでくる。概ね、予習にかける時間は1時間程度になると思われる。 
・復習について：講義の内容を定着化するために、講義の内容をノート等で記録したことを再確認するとともに、可能ならば、学修・活動経験を記録・蓄積

し、⾃らの成⻑を確認するためのノートを独⾃に作成し、それを携帯することを希望する（学修ポートフォリオ）。ノート（含ワープロ等）の再読や、⾃修内

容のノートへの記載も含めて、1時間30分強程度の復習時間が必要であると思われる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⼆本柳覚（2023）『図解でわかる障害児・難病児サービス』中央法規  参考書：厚⽣労働省（2017）「新しい養育ビジョン」（必要に応じて、受
講⽣が厚⽣労働省HPよりダウンロード）。その他、適宜、プリント等を配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート・演習での参加状況（髙松）５０％ 
②レポート・⼩テスト（尾島）  ５０％ 
上記①と②から総合的に成績を算出する。レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

次回の授業や授業実施時間内で対応する

オフィスアワー

・授業終了後に教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

・⼩テストへの取り組みおよび課題の提出を重視する。 
・レポートは講義の最終回に内容について具体的に提⽰する。 
・授業中のスマートフォンの使⽤や授業に関係のない私語は⾏わないように留意する。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L03Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

1 ジェンダーの視点から社会福祉をとらえなおす意義を理解する。

2 ジェンダー問題が社会福祉の政策課題とされる⼀⽅で、⼥性が福祉の受け⽫とされている状況を説明できる。

3 偏⾒に囚われない物の⾒⽅、考え⽅を⾝につける。

4 ⼥性福祉に関する諸問題を多⾓的にとらえることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

社会福祉とジェンダー 
ジェンダーの視点から社会福祉を捉え直す意義を考える。 
社会福祉の領域は福祉労働者としてそれを担う⼈、家庭で担う⼈、さらには対象者も⼥性が

多くを占めており、ジェンダーの視点による分析や検討が必要であることを理解する。

2

⼈権と平等 
⼈権と平等について理解するために、世界⼈権宣⾔、国際⼈権規約をとりあげ、「差別とは何

か」を考える。次いで、主要な⼈権課題を理解し、⼈権意識を養うことの重要性を説明でき

るようになる。

3

ジェンダー平等をめぐる歴史 
性差別に関する⼈々の⾃覚を歴史的に概観する。 
19世紀末から20世紀前半に起こったフェミニズム運動を出発点として、現在までの変遷を理
解する。時代の特徴と今後の展望や課題を明らかにする。

4
セクシュアリティの多様性 
セクシャリティは近代特有の概念であり、性についての構成要素（⽣物学的性、社会的性役

割、性⾃認、性的指向）を⼿がかりに捉えて、その多様性について考える。

5
⼥であること、男であること 
「⼥であること」「男であること」を考えるきっかけとして、「⼥であることの損・得」

「男であることの損・得」を取りあげて議論し、現代のジェンダー構造と課題を考える。

6
⼥性福祉が取り組むべき課題 
これまで5回の講義を踏まえて、⼥性福祉が取り組むべき課題を明らかにする。

7

家族をめぐる現代の状況 
「家族とは何か」「⼈はなぜ家族をつくるのか」を考えるために、家族を把握する基礎概念

を整理して、家族を客観的に捉える。戦前の家族と戦後の家族を家族制度や家族機能⾯から

⽐較するとともに、戦後の家族をめぐる動きを説明できるようになる。

8
家族問題の諸相  
⽇本社会の家族に関する変化（構造、意識など）を理解して、現代の家族問題とその背景に

ついて理解する。多様な家族が認められる社会での家族⽀援のあり⽅を考える。

9
結婚観の変化と⼥性にとっての結婚 
かつての⽇本は皆婚規範が⾮常に強い社会であったが、その考え⽅は⼤きく変化している。

結婚観の変化に関する各種データを収集して、⽇本における結婚観の変化要因を探る。

10

育児の役割と⼦育て政策 
⼦育ては誰が担うのか、担ってきたのか、を各種データから探っていく。現在は⺟親の⼦育

てだけではなく、⽗親の⼦育てにも関⼼が持たれており、⽗親⽀援の事例もみられる。⼦育

て⽀援政策の展開と現状、課題を考える。

11 教育をめぐる課題 
ジェンダー問題の解決のために教育の果たす役割は極めて⼤きい。⼩中⾼校におけるジェン

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬
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れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。
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授業計画
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れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。
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授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬
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はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。
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れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

はじめに社会福祉において⼥性がどのような役割を担ってきたのか、歴史的変遷について学ぶ。次に社会福祉が⼥性の仕事として、主として⼥性によって担わ

れていること、また担うだけではなく対象者も⼥性が多くを占めていることに気付き、今⽇的な社会福祉の課題はジェンダーと密接に関わっていることを理解す

る。報道記事や配付資料などから、社会福祉をジェンダーの視点で再検討し、社会福祉への理解を深めていく。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

ダー問題を議論し、課題をまとめる。

12
⼥性労働と労働政策 
戦後の⼥性労働の変遷を調べ、その特徴を明らかにする。それと同時に国の⼥性に対する労

働政策の内容と進展を理解する。

13
⾼齢社会の福祉政策 
⽇本の⾼齢化の進展と特徴を把握し、特に⾼齢⼥性が抱える問題点を社会的背景、歴史的背

景から考える。また、⾼齢者のひとり暮らしの問題と対応についても取り上げる。

14

介護問題と介護保険制度 
介護問題は介護の負担・継続不安などの介護そのものだけではなく、介護者の就労困難・所

得減少、家族の⼈間関係の調整などの様々な問題を含んでいることに気付く。介護を社会全

体で⽀えることを⽬指して創設された介護保険制度についても概観する。

15
まとめ 
ディスカッションを通して⼥性福祉への理解を深める。

授業外学習時間

予習：指⽰された資料等を読んだり、⾃主的に課題を調べて疑問や意⾒をまとめる。 
復習：講義内容を整理し、専⾨書やWeb検索などで考察を深める。  
１回の授業について、２時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書等は授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

課題提出 30％  
⼩テスト・最終テスト 60％  
授業参加への積極性 10％

課題に対するフィードバック

・レポートや課題には、コメントを付して返却する。また、授業の冒頭で提出された課題の全般的な状況を解説し、受講⽣全体で共有する。 
・⼩テスト実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室て?質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

講義への主体的な参加を希望します。 
⽇常にあるジェンダーバイアスに敏感になりましょう！

授業外学習時間

予習：指⽰された資料等を読んだり、⾃主的に課題を調べて疑問や意⾒をまとめる。 
復習：講義内容を整理し、専⾨書やWeb検索などで考察を深める。  
１回の授業について、２時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書等は授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

課題提出 30％  
⼩テスト・最終テスト 60％  
授業参加への積極性 10％

課題に対するフィードバック

・レポートや課題には、コメントを付して返却する。また、授業の冒頭で提出された課題の全般的な状況を解説し、受講⽣全体で共有する。 
・⼩テスト実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室て?質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

講義への主体的な参加を希望します。 
⽇常にあるジェンダーバイアスに敏感になりましょう！

授業外学習時間

予習：指⽰された資料等を読んだり、⾃主的に課題を調べて疑問や意⾒をまとめる。 
復習：講義内容を整理し、専⾨書やWeb検索などで考察を深める。  
１回の授業について、２時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書等は授業中に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

課題提出 30％  
⼩テスト・最終テスト 60％  
授業参加への積極性 10％

課題に対するフィードバック

・レポートや課題には、コメントを付して返却する。また、授業の冒頭で提出された課題の全般的な状況を解説し、受講⽣全体で共有する。 
・⼩テスト実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室て?質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

講義への主体的な参加を希望します。 
⽇常にあるジェンダーバイアスに敏感になりましょう！

授業外学習時間

予習：指⽰された資料等を読んだり、⾃主的に課題を調べて疑問や意⾒をまとめる。 
復習：講義内容を整理し、専⾨書やWeb検索などで考察を深める。  
１回の授業について、２時間程度予習復習を⾏うこと。

テキスト・参考書・参考⽂献
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010647 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2L03S

担当教員 脇⼭ 園恵

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 1年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関、並びに⽣活困窮者を含む⾼齢者とその家族を⽀援対象とする在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所などで相談援助業務を10年
以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。

到達⽬標

1 【知識・理解】以下の知識体系を⾝につけ、多⾓的・総合的に理解することができる。

2 ①貧困の原因を正しく理解できる。

3 ②⽣活保護法の原理・原則を理解・説明できる。

4 【思考・判断】

5 ①⽣活保護法の⽬的に即して、利⽤者の⽴場を理解した制度理解ができる。

6 ②学修を通して、セーフティネットの中のソーシャルワーク機能の役割を強く認識できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ガイダンス、及び貧困・⽣活困窮状態にある⼈の⽣活状態と社会環境 講義

2 貧困とは何か 講義

3 公的扶助の概念、⽬的、役割 講義

4 公的扶助の歴史（イギリスその１） 講義

5 公的扶助の歴史的展開（⽇本） 講義

6 ⽣活保護の⽬的と基本原理 講義

7 ⽣活保護の原則 講義

8 保護の種類と最低⽣活費及び算定⽅式 講義

9 ⽣活保護の動向 講義

10 保護の財政及び保護施設の種類とその内容 講義

11 ⽣活保護の権利と義務、及び不服申⽴ 講義

12 ホームレス対策 講義

13 ⽣活困窮者⾃⽴⽀援と低所得者対策 講義

14 貧困に対する⽀援機関と専⾨職及び連携 講義

15 諸外国の公的扶助制度 講義

授業外学習時間

・事前学修では、本シラバスに記載した授業計画に即して、各回に関連したテキストを予め読み、疑問点と分からないところをまとめておくこと（対応するテ

キストの⾴は、当該授業の前の授業においてお知らせします）。（30分） 
・事後学修では、毎回配布する講義資料（PP資料）と講義内容を基に、必ず問題点や課題について⾃分の考えを整理しておくこと。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

福祉臨床シリーズ編集委員会編・伊藤秀⼀責任編集『貧困に対する⽀援』弘⽂堂

成績評価の⽅法・基準

【知識・理解】80％ 
・貧困の歴史や原因を理解していること。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関、並びに⽣活困窮者を含む⾼齢者とその家族を⽀援対象とする在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所などで相談援助業務を10年
以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。

到達⽬標

授業計画
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講義します。
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講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・事前学修では、本シラバスに記載した授業計画に即して、各回に関連したテキストを予め読み、疑問点と分からないところをまとめておくこと（対応するテ

キストの⾴は、当該授業の前の授業においてお知らせします）。（30分） 
・事後学修では、毎回配布する講義資料（PP資料）と講義内容を基に、必ず問題点や課題について⾃分の考えを整理しておくこと。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

福祉臨床シリーズ編集委員会編・伊藤秀⼀責任編集『貧困に対する⽀援』弘⽂堂

成績評価の⽅法・基準

【知識・理解】80％ 
・貧困の歴史や原因を理解していること。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関、並びに⽣活困窮者を含む⾼齢者とその家族を⽀援対象とする在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所などで相談援助業務を10年
以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。
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以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく
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⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関、並びに⽣活困窮者を含む⾼齢者とその家族を⽀援対象とする在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所などで相談援助業務を10年
以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。
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以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく
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授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。
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キストの⾴は、当該授業の前の授業においてお知らせします）。（30分） 
・事後学修では、毎回配布する講義資料（PP資料）と講義内容を基に、必ず問題点や課題について⾃分の考えを整理しておくこと。（30分）
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・貧困の歴史や原因を理解していること。 

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関、並びに⽣活困窮者を含む⾼齢者とその家族を⽀援対象とする在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所などで相談援助業務を10年
以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。
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「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の
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・貧困の歴史や原因を理解していること。 
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以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的

な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃や社会的排除など、広く⼈間⽣活の

「⾃⽴」を脅かす現象である。その貧困の防⽌と貧困者の救済の仕組みは、現代社会の最後のセーフティネットである。社会福祉全体における公的扶助制度の

位置と機能について理解する。特に、わが国の⽣活保護制度に関する⽬的、基本原理、原則、保護基準の理解を深める。
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講義します。
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以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。
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貧困は社会福祉のもっとも古い、根源的なテーマである。今⽇の先進諸国においても、貧困はその姿を変えて拡⼤・再⽣産されている。現代の貧困は、経済的
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佐久⼤学
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リアクションペーパーと⼩テストに関しては、A-Portalからコメントを返しますので、再度それを読んで、理解の修正・補完をしてください。
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随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010650 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M01Q

担当教員 阿部 友⾹

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

住⺠や福祉のニーズを捉え、社会福祉などの政策・計画の⽴案を⽬指すには、⼀定の技法で⽣活や暮らしの実態を正確に調査し、的確に把握することが不可⽋

である。そのための⽅法が社会調査であり、住⺠の⽣活実態や価値が多様化、個別化する中で、その重要性は⼀層増している。 
本講義では広い範囲で応⽤されている社会調査を概観し、その意義と諸類型に関する基礎事項を学ぶことを通して、データを正しく⽤いて社会調査を実践す

るスキルを⾝につけることを⽬的とする。

到達⽬標

1 社会調査の基本的な知識を学び、社会調査の⼀連のプロセスを理解する。

2 社会調査の倫理や課題について理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 社会調査とは何か 講義 阿部

2
社会調査の歴史(1) 
欧⽶の社会調査史

講義 阿部

3
社会調査の歴史(2) 
⽇本の社会調査史

講義 阿部

4
量的調査と質的調査 
データの性質・分析⼿法の違い、サンプリングの基礎

講義、ワーク 阿部

5
量的調査 
国勢調査・官庁統計・学術調査・マーケティングリサーチ

講義、ワーク 阿部

6
⼆次分析 
⼀次資料と⼆次資料。e-Statの活⽤。

講義、ワーク 阿部

7
ドキュメント分析(1) 
テキスト

講義、ワーク 阿部

8
ドキュメント分析(2) 
ビジュアル・イメージ

講義、ワーク 阿部

9
ドキュメント分析(3) 
⾳声記録、歴史資料

講義 阿部

10 ⾯接法の特徴 講義、ワーク 阿部

11
フィールド調査(1) 
観察法、インフォーマントを探す

講義、ワーク 阿部

12
フィールド調査(2) 
参与観察のデータ記述

講義、ワーク 阿部

13 問いを⽴てる∕仮説を構築する 講義、ワーク 阿部

14 社会調査の課題と調査倫理 講義 阿部

15
まとめ 
授業内容の振り返り

講義 阿部

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道で社会調査が⽤いられているものに⽬を通しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房

成績評価の⽅法・基準
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佐久⼤学

リアクションペーパー 20%、ワークシートの提出 40%、期末試験 40%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー
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⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

社会調査は、暮らしや福祉ニーズの把握、住⺠の意識など福祉政策の論拠を、実証的に裏付けるための重要な⽅法である。本実習では、ヒューマンケアにかか

わる調査法などの講義で学んだ理論的知識や考え⽅を、実際に地域の場において受講⽣が体験しながら、プロセスを実地修得し、その結果を地域政策や計画の

⽴案などにどう活かしていくべきかを考える。調査の⼀連のプロセスを経験することで、専⾨職の資質形成に関わるもう⼀つの福祉実習である事を体験的に確

認してもらう。

到達⽬標

1 ヒューマンケア調査論などの講義で学んだ理論的知識や考え⽅を、実際に体験し、プロセスを実地に修得すること。

2 実践的に課題をクリアしてゆくための応⽤⼒を修得し、データの分析や報告⽂の作成⼒を養うこと。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
事前学習 
実習テーマと進め⽅の説明

2
事前学習 
事前学習課題の発表

3
事前学習 
調査計画づくり①

4
実習 
観察調査①（佐久市内）

5
実習 
観察調査②（佐久市内）

6
実習 
観察調査③（佐久市内）

7
まとめ 
観察調査結果のまとめと報告

8
事前学習 
調査計画づくり②

9
事前学習 
調査計画づくり②

10
実習 
インタビュー調査①（佐久市内）

11
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インタビュー調査②（佐久市内）

12
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インタビュー調査③（佐久市内）

13
まとめ 
インタビュー調査のまとめ

14
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インタビュー調査の報告

15
まとめ 
活動成果のまとめと発表、課題と反省

授業外学習時間

事前学習課題について、分担して調べる。（1回） 
調査計画を作成する。（3回） 
調査を⾏ったあと、調査結果を整理する。（2回）

テキスト・参考書・参考⽂献
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佐久⼤学

テキスト 使⽤しない。 
参考⽂献 ⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著『新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房

成績評価の⽅法・基準

事前学習・調査への参加度  50％ 
プレゼンテーション・報告  20％ 
実習ノート・提出物     30％ 
課題・提出物については、その都度コメントして返却します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

担当者から指⽰する。

その他履修上の留意事項等

上記の授業計画は、実習全体を標準的に⽰したものです。実際の進め⽅は、第1回で説明します。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010652 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M02Z

担当教員 中嶋 智⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

医療情報システムの部⾨管理経験があります

授業概要

ヒューマンケアの基本となるコミュニケーションを、ヒトと機械の情報の観点から理解する科⽬である。近年、個⼈や組織が最適な健康管理・診療・介護・福

祉を受けられるように、“ヘルスケア情報ネットワークの社会基盤づくり“が急速にすすめられている。ヒューマンケアに携わる専⾨職が、⽣活情報や健康情報を
ICTシステムでどのように扱い、多職種と連携しているかについて現状を理解する。また、深刻な社会問題となっている情報格差（デジタル・デバイド）や、情
報バリアフリーの考え⽅などを踏まえて、ヒトと機械との関係の今後のあり⽅について問いつづけられる情報スキルや倫理観を学修する。

到達⽬標

1 情報とデータの違いを説明できる

2 補助・代替コミュニケーションの⼿段の⼀例を説明できる

3 ヘルスケア分野の情報システムを介した多職種連携について説明できる

4 個⼈情報やプライバシー情報を扱う専⾨職の責務を⾃覚している

5 ケアの分野において、ひとと機械の関係を問い続けられる
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授業内容 授業形態 授業担当者

1 コースガイダンス

2
情報とは何か 
情報の定義と理解

3
情報とシステム 
社会のなかのシステム

4
ひとの感覚と情報との関係 
⼈間の五感、ユニバーサルデザイン

5
補助・ 代替コミュニケーション(AAC) 
点字のしくみ、点字体験

6
補助・ 代替コミュニケーション(AAC) 
視覚障碍について当事者から学ぶ（ゲストスピーカーを予定）

7
ヒューマンケアとIOT  
医療や福祉におけるIOT 活⽤

8
ヒューマンケアとIOT  
ケアロボットの操作の実際

9
インターネット情報とヘルスリテラシー 
web検索と信頼情報

10
社会システムと情報格差 
グループ演習：点字絵本の作成

11
社会システムと情報格差 
グループ演習：点字絵本の作成

12
デジタル医療と介護の現状と課題  
遠隔医療と遠隔介護

13 多職種連携における情報の共有化

14
社会システムと情報格差 
グループ演習：点字絵本の完成

15
ヒューマンケアと情報倫理 
個⼈情報保護法とプライバシー
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参考書：⻄垣 通：⽣命と機械をつなぐ知 -基礎情報学⼊⾨ 藝術学舎(2022)

成績評価の⽅法・基準
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レポートは返却しませんが、希望に応じて個別でフィードバックします。

オフィスアワー

授業後または、下記のメールにて個別に⽇程調整します。 
中嶋智⼦ t-nakajima●saku.ac.jp （●を＠に変えてください）

その他履修上の留意事項等

⾝近な情報からIOTなどの最先端の情報技術まで幅広い視点から【情報】について考えます。 
医療や福祉における情報化の将来について、履修者間で積極的に意⾒交換してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M03Z

担当教員 朴 相俊

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

我々の⾝近にある問題や医療・ケア現場における問題の中には、それを科学的に解決するためにデータを集め、そのデータを⼈間の直感ではなく、数学的⼿法

を⽤いて判断しなくてはならないことが多い。本科⽬ではこの⼿法である統計分析を学ぶにあたり、パソコンを適宜活⽤しながら、社会福祉におけるデータの

解析法について学ぶ。統計分析の基本概念を難解な数式を使わずに、統計パッケージ（SPSS）を活⽤することで⾝に付けていく。また各⾃でアンケート調査を
⾏い、回答のデータ化、分析、判断の過程を経ることで、統計分析の意義・必要性を実感する。

到達⽬標

1 統計分析の基本概念を難解な数式を使わずに、Microsoft Excelを活⽤することで⾝に付けていく。

2 各⾃でアンケート調査を⾏い、回答のデータ化、分析、判断の過程を経ることで、統計分析の意義・必要性を実感する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
データ分析法∕Data analysis method 
オリエンテーション：講師紹介、講義の進め⽅、成績評価⽅法、その他 
統計解析の基礎：医療・看護における統計学の役割や活⽤⽅法などについて学ぶ

2
データ分析法∕Data analysis method 
「疫学的研究デザインと統計」「データの種類」「代表値、散布度、分布など」 
統計量の算出と表現：各種データの基本的な解析⽅法について学ぶ

3
データ分析法∕Data analysis method 
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「研究について（科学的とは/量的研究・質的研究）」「研究計画⽴案」「調査票の作成例」
「データの加⼯/分析/評価⽅法/その他」
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⾏い、回答のデータ化、分析、判断の過程を経ることで、統計分析の意義・必要性を実感する。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M04Z

担当教員 阿部 友⾹

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

1 質的研究法と量的研究法の特徴および強みの違いを理解する。

2 質的研究法と量的研究法による社会調査のプロセスと基本的な技法について理解する。

3 問いを⽴て、社会調査の適切な⼿法を選択し、実施できるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
はじめに：社会調査の意義と⽬的 
ヒューマンケア調査論の講義内容を復習する。

講義 阿部

2
調査対象の選定（1） 
社会調査のプロセス。⺟集団と標本。

講義 阿部

3
調査対象の選定（2） 
サンプリングの⽬的と⽅法

講義、ワーク 阿部

4
調査の計画と設計 
調査テーマを決める。先⾏研究の収集。

講義、ワーク 阿部

5
リサーチ・クエスチョンの設定と仮説構築 
適切なRQとは。仮説と変数の関係。

講義、ワーク 阿部

6
調査票の作り⽅（1） 
質問⽂の作り⽅を学ぶ。

講義、ワーク 阿部

7
調査票の作り⽅（2） 
コーディングとは。調査票の作成。

講義、ワーク 阿部

8
観察法（1） 
フィールドに⼊る際の注意点。観察するときの視点。メモの取り⽅。

講義、ワーク 阿部

9
質問紙調査の実施と回収 
量的調査のさまざまな実施⽅法。エディティングとは。

講義、ワーク 阿部

10
量的調査データの整理・分析 
度数分布表、クロス表の作成。

講義、ワーク 阿部

11
観察法（2） 
観察の練習。清書版フィールドノートの作成。

講義、ワーク 阿部

12
⾯接法（1） 
⾯接法の特徴。インタビュー調査の設計と練習。

講義、ワーク 阿部

13
⾯接法（2） 
より良いインタビューにするための⼯夫と実践。トランスクリプトの作成。

講義、ワーク 阿部

14
⾯接法（3） 
インタビューデータの整理と分析。レポートの作成。

講義、ワーク 阿部

15
社会調査の課題と調査倫理 
社会調査の実施や倫理に関する課題について議論する。

講義、ワーク 阿部

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）
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実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
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できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。
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次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）
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授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）
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⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
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⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）
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できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習：⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈を対象にしたケアの研究法のうち、⾯接や観察によって得られたデータを意味論的に解析する質的調査の理論と⽅法について学ぶ。 
将来、社会福祉領域で働く専⾨職が、援助技術の振り返り、新たな援助技術の開発、根拠のある援助技術構築などに社会調査を活かす際、適切な⼿法を選択

できるようになるために、質的調査だけでなく量的調査についても取り上げていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

次回の授業内課題について、図書館やWebサイトを活⽤して調べるなどして、アイディアを整理しておく。（事前学習：⽬安として1時間） 
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佐久⼤学

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。

テキスト：使⽤しない。レジュメと補⾜資料を配布する。 
参考書：⼤⾕・⽊下・後藤・⼩松編著、2023『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、佐藤郁哉、2002『フィールドワークの技法』, 新曜社

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー 5%、授業内での提出物 75%、期末レポート 20%

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

授業内で提⽰する。

その他履修上の留意事項等

「ヒューマンケア調査論」を履修済みであることが望ましい（未履修でも受講可能）。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010655 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M01S

担当教員 脇⼭ 園恵

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

1 ソーシャルワークの対象について、ミクロ・メゾ・マクロレベルの観点から説明できる。

2
ソーシャルワークにおける専⾨職の概念と範囲について、医師や看護師といった他の対⼈援助専⾨職との違いを踏まえ、ソーシャルワークの独⾃性の

観点から説明できる。

3 ソーシャルワークにおける権利擁護の意義について、具体的な場⾯に即して説明できる。

4 具体的な場⾯におけるソーシャルワークにかかわる専⾨職を列挙し、多職種連携の意義を説明できる。

5
総合的かつ包括的な援助におけるソーシャルワークの専⾨的機能について、具体的な場⾯に即して、ミクロ・メゾ・マクロレベルにわたる多⾯的な働

きかけの具体から説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

＜１回⽬＞オリエンテーション 
〇講義形式（学⽣諸君⾃らが考察できるように、教科書以外に映像資料や事例などを教材に

⽤いて解説）です。基本的にはパワーポイントを使⽤します。 
〇学⽣諸君が授業に主体的に取り組めるよう、?学⽣諸君によるミニレクチャ―（6回⽬〜15
回⽬の授業）?授業中の「Think Pair Share」を取り⼊れます。?のミニレクチャ―は、チーム
ごとに社会不正義だと思う出来事を具体的にあげ（新聞記事などを情報源に事実を確認でき

る形で提⽰）、その出来事の背景にあると考えられることを発表します。?発表時間：10分程
度

講義

2 ソーシャルワークの枠組み・構成要素とソーシャルワーカーのコンピテンシー 講義

3 現在のソーシャルワーカーに求められている専⾨性とソーシャルワーク実践領域 講義

4 ソーシャルワークにおける対象の違いによるミクロ・メゾ・マクロレベルの実践 講義

5
?多職種連携の意義、専⾨職の成⽴要件、職能団体の役割 
②社会福祉が担う多様な職域とソーシャルワークにかかわる専⾨職 
③諸外国におけるソーシャルワーク専⾨職の動向

講義

6 ソーシャルワーカーの倫理綱領からソーシャルワーク専⾨職の役割を学ぶ? 講義

7 ソーシャルワーカーの倫理綱領からソーシャルワーク専⾨職の役割を学ぶ② 講義

8 相談援助における権利擁護の意義とソーシャルワークを学ぶ 講義

9 「多問題家族への⽀援」「権利擁護機能」に関する事例を通して専⾨的機能を学ぶ 講義

10 起こりうる社会不正義を知り、権利擁護が必要となる様々な場⾯を学ぶ 講義

11 「総合的かつ包括的な援助」の動向と背景、その中でのソーシャルワークの専⾨的機能 講義

12 「個と地域の⼀体的⽀援機能」「予防機能」に関する事例を通して専⾨的機能を学ぶ 講義

13 「新しいニーズへの対応機能」「総合的⽀援機能」に関する事例を通して専⾨的機能を学ぶ 講義

14 「社会資源開発機能」に関する事例を通して専⾨的機能を学ぶ 講義

15
授業全体を振り返り、ソーシャルワーカーの倫理綱領、総合的かつ包括的な援助と多職種連

携について、理解を整理する。
講義

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

ソーシャルワークが必要とされる社会状況とソーシャルワーカーに求められる役割を⼊⾨的に学ぶ。「ソーシャルワーク専⾨職のグローバル定義」への理解を

深め、社会福祉⼠や精神保健福祉⼠によって⾏われる相談援助の理念や、相談援助における権利擁護の意義と範囲、相談援助に係る専⾨職の概念と範囲及び専

⾨職倫理と倫理的ジレンマについて理解する。これらの理解をもとに、⼈々の多様性を尊重し⼈権擁護と社会正義を進めるための、総合的かつ包括的な援助と

多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について理解する。社会の課題に関⼼を持ち積極的に向き合う姿勢を養うことを通して、学部の理念である
「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験をもとにソーシャルワークの
基本的な技術とソーシャルワーカーに求められる役割をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要
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佐久⼤学
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≪参考書≫ 
●得津愼⼦（2017）『ソーシャルワーク―ジェネラリストソーシャルワークの相談援助―』ふくろう出版〔2，300円＋税〕→図書館にあります。

成績評価の⽅法・基準

?課題40％、②ミニレクチャ―への取り組み10％、③期末試験50％

課題に対するフィードバック

課題には採点とコメントを付して返却します。

オフィスアワー
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010656 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M02Q

担当教員 野坂 洋⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

1 ・ソーシャルワークにおける「⼈と環境の交互作⽤」の考え⽅を説明できる。

2 ・対象レベル(ミクロ・メゾ・マクロ)に合わせたソーシャルワークについて具体的に説明できる。

3 ・ソーシャルワークにおけるケアマネジメントの意義と⽅法について説明できる。

4 ・ソーシャルワークにおける基本的な展開過程について具体的に説明できる。

5 ・ソーシャルワークに必要な知識と技術について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者
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システム理論① 
システム理論の考え⽅とその歴史的発展について学ぶ。 
[準備]システム理論について⾃分でも調べてみる。

3
システム理論② 
システム理論のソーシャルワークへの応⽤について学ぶ 
[準備]前回授業で学んだシステム理論の内容を復習しておく。

4
⼈と環境の交互作⽤① 
ソーシャルワークにおける⼈と環境の交互作⽤という捉え⽅について学ぶ。 
[準備]⼈と環境の交互作⽤とは何かを⾃分でも調べてみる。

5
⼈と環境の交互作⽤② 
ソーシャルワークにおける⼈と環境のありようについて整理する記録技法を学ぶ。 
[準備]前回授業で学んだ⼈と環境の交互作⽤について復習しておく。

6

⼈と環境の交互作⽤③ 
前回の授業にてみた視覚教材のその後の展開を視聴し、記録技法を学びつつ、⼈と環境の交

互作⽤の変化について学ぶ。 
[準備]前回授業で学んだ⼈と環境の交互作⽤と、視覚教材の内容について復習しておく。

7
ソーシャルワークのプロセスを学ぶ① 
ソーシャルワークのプロセスと、各段階の特徴について理解する。 
[準備]ソーシャルワークのプロセスについて⾃分でも調べてみる。

8
ソーシャルワークのプロセスを学ぶ② 
⺟⼦⽣活⽀援施設の事例を通してアセスメント⽅法を学ぶ。 
[準備]アセスメントと⺟⼦⽣活⽀援施設について⾃分でも調べてみる。

9
ソーシャルワークのプロセスを学ぶ③ 
児童相談所の事例を通してアセスメント⽅法を学ぶ。 
[準備]児童相談所について⾃分でも調べてみる。

10
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⼈の多⾯的な理解とは何かを学び、アセスメントに活かせるようにする。 
[準備]⼈の多⾯的な理解とは何かを⾃分でも調べてみる。

11 ソーシャルワークのプロセスを学ぶ⑤ 
バイオ・サイコ・ソーシャルの視点を⽤いたアセスメントについて学ぶ。 
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指
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す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標
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実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、理論等を実践に即した具体例を⽤いて伝える科⽬とする。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、⼈と環境の交互作⽤、相談援助の対象、相談援助における援助関係、相談援助のための⾯接技術について学び、相談援助における⼈と環境と

の交互作⽤に関する理論について理解する。またその中で、⼈間関係とコミュニケーションへの理解を深め、対話を重視し、⾃律的に考える⼒を培うことをね

らいとする。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

[準備]バイオ・サイコ・ソーシャルの視点について⾃分でも調べてみる。

12
ソーシャルワークのプロセスを学ぶ⑥ 
プランニングについて理解を深める。 
[準備]ソーシャルワークのプロセスにおけるプランニングについて⾃分でも調べてみる。

13

ソーシャルワークのプロセスを学ぶ⑦ 
⽀援の実施とモニタリングについて理解を深める。 
[準備]ソーシャルワークのプロセスにおける⽀援の実施とモニタリングについて⾃分でも調べ
てみる。

14

ソーシャルワークのプロセスを学ぶ⑧ 
⽀援の終結と事後評価、アフターケアについて理解を深める。 
[準備]ソーシャルワーク実践におけるアフターケアの具体的な内容について⾃分でも調べてみ
る。

15
まとめ 
これまでの授業全体を振り返る。 
[準備]これまでの授業内容のすべてを振り返っておく。

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
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成績評価の⽅法・基準
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提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。
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テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
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（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
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定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。
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提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。
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お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。
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授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。
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提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。
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オフィスアワー
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時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
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提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。
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提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。
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参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。
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時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
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（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

時間外学習として各回の［準備］内容についてと、受講した授業内容の振り返りに毎回90分取り組む。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（2021）『12 ソーシャルワークの理論と⽅法［共通科⽬］』中央法規（⾚⾊のテキスト） 
参考⽂献：ソーシャルワーク論Ⅰにて使⽤したテキスト(⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 
（2021）『11ソーシャルワークの基盤と専⾨職』中央法規）を必要に応じて使⽤。

成績評価の⽅法・基準

定期試験[ 70  %]，出席状況[  30 %] 
提出された課題については、必要に応じて授業開始時にフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

毎回提出するリアクションコメントへのフィードバックは、次回授業時に⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010657 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M03Q

担当教員 根本 貴⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

1 １ ソーシャルワークの様々な実践モデルとアプローチについて説明できる。

2 ２ 集団を活⽤した⽀援の意義と基本的展開過程を説明できる。

3 ３ コミュニティワークの概念とその展開について説明できる。

4 ４ ソーシャルワークにおけるスーパービジョンとコンサルテーションについて説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 科⽬の到達⽬標、進め⽅、授業外学習などについて確認し、予備知識
と期待を整理する 。

2 ソーシャルワーク実践モデル(医学モデル・⽣活モデル・ストレングスモデル)を理解する。

3 ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する①(⼼理社会的アプローチ)

4 ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する②(機能的アプローチ)

5
ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する③(問題解決アプローチ) 
⼩テスト実施

6 ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する④(課題中⼼アプローチ)

7 ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する⑤(危機介⼊アプローチ)

8 ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する⑥(⾏動変容アプローチ)

9
ソーシャルワークのアプローチ⽅法について理解する⑦(エンパワメントアプローチ，ナ ラテ
ィブアプローチ，解決指向アプローチ)

10
集団を活⽤した⽀援を理解する①(意義と⽬的) 
⼩テスト実施

11 集団を活⽤した⽀援を理解する②(原則と展開過程)

12 基本的なコミュニティワークの展開を理解する①(意義と⽬的)

13 基本的なコミュニティワークの展開を理解する②(展開過程)

14
スーパービジョンおよびコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解する。 
リアクションペーパー作成

15
授業全体を振り返り、ソーシャルワークにおける各種理論や⽅法に関わる知識・技術につい

て整理する。 
⼩テスト実施，リアクションペーパーに沿ったフィードバック

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワークの理論と⽅法〔共通科⽬〕』中央法規、２０
２１年２⽉

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワークの理論と⽅法〔共通科⽬〕』中央法規、２０
２１年２⽉

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワークの理論と⽅法〔共通科⽬〕』中央法規、２０
２１年２⽉

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間
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理論とアプローチ⽅法について講義する。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう
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深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう
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深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワークの理論と⽅法〔共通科⽬〕』中央法規、２０
２１年２⽉

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。
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実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワークの理論と⽅法〔共通科⽬〕』中央法規、２０
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ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。

到達⽬標
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授業外学習時間

予習として９０分、指定テキストとレジュメ集をよく読んでおくこと。復習として９０分、ポイント集に沿って学んだ内容を確認すること。
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深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。
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ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を
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理論とアプローチ⽅法について講義する。

授業概要
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す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を
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理論とアプローチ⽅法について講義する。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。
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⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉⼠養成講座 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワークの理論と⽅法〔共通科⽬〕』中央法規、２０
２１年２⽉

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

ソーシャルワーカーとして急性期病院と地域包括⽀援センターに11年間勤務。主に傷病者や⾼齢者が抱える諸問題に対応した経験を踏まえ、ソーシャルワーク
理論とアプローチ⽅法について講義する。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。
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ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、スーパービジョンとコンサルテーションの意義・⽬的・⽅法について理解を

深める。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を⾼めることをねらいとする。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010658 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M02S

担当教員 島⽥ 千穂, 髙松 誠, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 根本 貴⼦, 林 宏⼆, 上⻄ ⼀貴, ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

主担当者は、県教育委員会のスクールソーシャルワーカー、私⽴中⾼教員の経験あり

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、⾃⼰覚知、基本的なコミュニケーション技術の習得、基本的な⾯接技

術の習得を⽬指す。

到達⽬標

1 ①演習において、⾃⼰を開⽰し、ワークに積極的に参加することができる。

2 ②演習において、他者の異なる意⾒や価値観を受け⼊れ、⾃⼰を振り返ることができる。

3 ③⾃⼰覚知の重要性を説明できる。

4 ④コミュニケーションの種類と特質を説明できる。

5 ⑤基本的な⾯接技法を列挙し、それぞれを説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーションと⾃⼰理解 
ソーシャルワーク演習の授業を開始するためのオリエンテーションとして①ソーシャルワー

ク演習の位置づけ、②ソーシャルワーク演習を学修していく意義、③演習を進めていくため

の出発点として「⾃⼰理解」についての説明を⾏う。

髙松誠

2
価値について知る 
価値観について知る。ワークを通し、⾃分や他者の価値観を知り、その違いに気づく。

アイスブレイク 
グループワーク

3
異なる価値観の調整を体験する（⾃⼰や他者の価値観を知る） 
異なる価値観に⾃分はどのように対処するのか、⾃⼰覚知の重要性を理解する。

アイスブレイク 
グループワーク

4
価値のジレンマ 
事例とグループディスカッションを通し、専⾨職としての価値のジレンマを学び、グループ

での成果をプレゼンテーションする。

アイスブレイク 
グループワーク

5
コミュニケーションの概要を理解する 
ワークを通し、準⾔語的・⾮⾔語的コミュニケーションの特質を学ぶ。⾔語外のコミュニケ

ーションにアンテナを張る意識と態度を学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク

6

基本的なコミュニケーション技術の習得 
「⼈を理解する」ためのワークを通し、内容と感情への関⼼・反応を理解し、基本的なコミ

ュニケーション技術を習得する。内容の反射と感情の反射について、体験的に学ぶ。適切な

質問の⽤い⽅を体験的に学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク

7
リフレイミング・情緒的な⽀持 
リフレイミング、情緒的な⽀持の⽰し⽅について体験的に学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク

8
ソーシャルワークの展開過程（ケース発⾒・アセスメント） 
事例を通し、ソーシャルワークの展開過程を記録とともに体験的に「ケース発⾒からアセス

メントまで」について学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク

9
ソーシャルワークの展開過程（プランニング） 
事例を通し、ソーシャルワークの展開過程を記録とともに体験的に「プランニング」につい

て学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク

10
ソーシャルワークの展開過程（⽀援の実施） 
事例を通し、ソーシャルワークの展開過程を記録とともに体験的に「⽀援の実施」について

学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク

11 ソーシャルワークの展開過程（モニタリングからアフターケアまで） 
事例を通し、ソーシャルワークの展開過程「モニタリングからアフターケアまで」について

記録とともに体験的に学ぶ。

アイスブレイク 
グループワーク
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実務経験のある教員等による授業科⽬

主担当者は、県教育委員会のスクールソーシャルワーカー、私⽴中⾼教員の経験あり

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、⾃⼰覚知、基本的なコミュニケーション技術の習得、基本的な⾯接技

術の習得を⽬指す。
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は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具
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佐久⼤学

12
グループワークの種類 
グループワークの種類を学び、展開過程を体験する。

アイスブレイク 
グループワーク

13
グループワークでの役割 
グループワークでの役割体験を整理し、個⼈プレゼンテーションを⾏う。

アイスブレイク 
グループワーク

14
事例検討（ソーシャルワークにおける関係性の視点） 
事例を通し、ソーシャルワークにおける関係性を理解する。

アイスブレイク 
グループワーク

15

授業全体の振り返り 
授業全体を振り返り、対⼈援助専⾨職として必要な⾃⼰覚知、基本的なコミュニケーション

技術、基本的な⾯接技術、援助の展開過程、対象者の理解と向かい⽅を整理する。受講⽣⾃

⾝による振り返りとまとめを⾏う。

アイスブレイク 
グループワーク

授業外学習時間

・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇

ごと毎回1時間30分程度）。 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを要約し蓄積していく（1時間30分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト：社会福祉⼠養成講座編集委員会編（2021）『ソーシャルワーク演習（共通科⽬）』中央法規

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参画（リアクションペーパーを含む）40％ 
レポート60％ レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

授業終了後に各グループ担当教員が対応する

オフィスアワー

初回演習でアナウンスします。

その他履修上の留意事項等

・毎回のレポートのフィードバックは授業内で⾏う。 
・演習では、⾃分の考えや感じたことを他者と共有し、⾃分⾃⾝を振り返りつつ、互いを受け⼊れ、協⼒することが⼤切です。積極的に参加して下さい。

授業外学習時間

・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇

ごと毎回1時間30分程度）。 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを要約し蓄積していく（1時間30分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト：社会福祉⼠養成講座編集委員会編（2021）『ソーシャルワーク演習（共通科⽬）』中央法規

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参画（リアクションペーパーを含む）40％ 
レポート60％ レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

授業終了後に各グループ担当教員が対応する

オフィスアワー

初回演習でアナウンスします。

その他履修上の留意事項等

・毎回のレポートのフィードバックは授業内で⾏う。 
・演習では、⾃分の考えや感じたことを他者と共有し、⾃分⾃⾝を振り返りつつ、互いを受け⼊れ、協⼒することが⼤切です。積極的に参加して下さい。

授業外学習時間

・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇

ごと毎回1時間30分程度）。 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを要約し蓄積していく（1時間30分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト：社会福祉⼠養成講座編集委員会編（2021）『ソーシャルワーク演習（共通科⽬）』中央法規

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参画（リアクションペーパーを含む）40％ 
レポート60％ レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

授業終了後に各グループ担当教員が対応する

オフィスアワー

初回演習でアナウンスします。

その他履修上の留意事項等

・毎回のレポートのフィードバックは授業内で⾏う。 
・演習では、⾃分の考えや感じたことを他者と共有し、⾃分⾃⾝を振り返りつつ、互いを受け⼊れ、協⼒することが⼤切です。積極的に参加して下さい。

授業外学習時間

・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇

ごと毎回1時間30分程度）。 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを要約し蓄積していく（1時間30分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト：社会福祉⼠養成講座編集委員会編（2021）『ソーシャルワーク演習（共通科⽬）』中央法規

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参画（リアクションペーパーを含む）40％ 
レポート60％ レポートについては希望に応じて個別でフィードバックを⾏うと同時に、レポートの総評をコメントする場を持つ。

課題に対するフィードバック

授業終了後に各グループ担当教員が対応する

オフィスアワー

初回演習でアナウンスします。

その他履修上の留意事項等

・毎回のレポートのフィードバックは授業内で⾏う。 
・演習では、⾃分の考えや感じたことを他者と共有し、⾃分⾃⾝を振り返りつつ、互いを受け⼊れ、協⼒することが⼤切です。積極的に参加して下さい。

授業外学習時間

・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇

ごと毎回1時間30分程度）。 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを要約し蓄積していく（1時間30分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献
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・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇
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授業終了後に各グループ担当教員が対応する

オフィスアワー

初回演習でアナウンスします。

その他履修上の留意事項等

・毎回のレポートのフィードバックは授業内で⾏う。 
・演習では、⾃分の考えや感じたことを他者と共有し、⾃分⾃⾝を振り返りつつ、互いを受け⼊れ、協⼒することが⼤切です。積極的に参加して下さい。
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・予習として、⽇頃より新聞等で、常に社会でおきている問題に関⼼を寄せ、その原因・理由について⾃分の考えをノートなどにまとめておくこと（３−４⽇

ごと毎回1時間30分程度）。 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを要約し蓄積していく（1時間30分程度）。
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課題に対するフィードバック

授業終了後に各グループ担当教員が対応する
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初回演習でアナウンスします。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010659 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2M03S

担当教員 島⽥ 千穂, 髙松 誠, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 根本 貴⼦, 林 宏⼆, 上⻄ ⼀貴, ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。 
授業では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通し

て、具体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨

的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、具体的な相談援助事例等を題材とし、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程（インテーク、アセスメント、プランニング、⽀援の実施、モニ

タリング、効果測定、終結とアフターケア、など）を想定した実技指導を⾏い、ソーシャルワークの過程についての知識と技術を実践的に習得することをねらい

とする。

到達⽬標

1 ①具体的な相談援助場⾯において、基本的な⾯接技法を⽤いることができる。

2 ②相談援助の各過程において、留意することをふまえた⾔動を臨機応変にとることができる。

3 ③集団に対する相談援助の各過程において、留意すべきことをふまえた⾔動を臨機応変にとることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
科⽬の到達⽬標、進め⽅、演習を進めるにあたってのルールなどを確認する。

2
基本的な⾯接技術の概要を確認し、相談援助における⾯接の⽬的と特性について事例を通し

て体験的に学ぶ。

3
⾯接の基本姿勢を確認し、相談援助における傾聴・共感・⽀持の⽰し⽅について事例を通し

て体験的に学ぶ。

4
基本的な応答技法を確認し、相談援助における各種の応答技法とその役割について事例を通

して体験的に学ぶ。

5
インテークの場⾯を想定し、相談援助における初期の関係構築について、事例を通して体験

的に学ぶ

6
アセスメントの場⾯を想定し、相談援助における初期の情報収集と分析について、事例を通

して体験的に学ぶ。

7
プランニングの場⾯を想定し、相談援助における⽀援計画の⽴て⽅について、事例を通して

体験的に学ぶ。

8
⽀援の実施の場⾯を想定し、相談援助における⽀援計画の実⾏について、事例を通して体験

的に学ぶ。

9
モニタリング、終結、評価の場⾯を想定し、計画実⾏後のモニタリングと効果測 定、援助関
係の適切な終結とアフターケアについて、事例を通して体験的に学ぶ。

10
集団に対する相談援助を想定し、グループワークの展開過程の前半（準備期、開始期）につ

いて、事例を通して体験的に学ぶ。

11
集団に対する相談援助を想定し、グループワークの展開過程の後半（作業期、終結期）につ

いて、事例を通して体験的に学ぶ。

12
議論を促進する際のコミュニケーションについて、専⾨的な場⾯における議論の進め⽅を事

例を通して体験的に学ぶ。

13
ブレインストーミングと情報整理について学び、専⾨的な場⾯におけるアイディアの出し⽅

とまとめ⽅を事例を通して体験的に学ぶ。

14
プレゼンテーションの際のコミュニケーションについて、専⾨的な場⾯における発表の仕⽅

を体験的に学ぶ。

15
授業全体を振り返り、ソーシャルワークの過程についての知識と技術を整理する。受講⽣⾃

⾝による振り返りとまとめを⾏う。

授業外学習時間
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この科⽬では、具体的な相談援助事例等を題材とし、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程（インテーク、アセスメント、プランニング、⽀援の実施、モニ

タリング、効果測定、終結とアフターケア、など）を想定した実技指導を⾏い、ソーシャルワークの過程についての知識と技術を実践的に習得することをねらい
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て、具体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨

的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、具体的な相談援助事例等を題材とし、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程（インテーク、アセスメント、プランニング、⽀援の実施、モニ

タリング、効果測定、終結とアフターケア、など）を想定した実技指導を⾏い、ソーシャルワークの過程についての知識と技術を実践的に習得することをねらい

とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。 
授業では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通し
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・予習として、教科書の該当箇所を読んでくること。60分程度 
・復習として、毎回の授業での重要項⽬についての説明と、演習を通しての⾃分⾃⾝の気づきを⼩レポートとして提出すること。60分程度
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初回演習時に案内します。

その他履修上の留意事項等
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010660 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N01Z

担当教員 ⼋尋 道⼦, 武⽥ 貴美⼦, 黒澤 佳代

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

1 看護の⽬的と対象について説明できる

2 看護職の役割と具体的な実践について説明できる

3 看護におけるケアリングについて事例を⽤いて説明できる

4 ケアの前提となる考え⽅について学び、⾃分の⾔葉で表現できる

5 ケア提供者の役割について、社会福祉学分野と⽐較しながら⾃分の⾔葉で説明できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
コース・オリエンテーション 
ケアとは何かを考える いくつかのケア論について知る

講義 ⼋尋

2
ケアの本質 
ビデオ学修により、看護におけるケアについて学ぶ

講義 ⼋尋

3
看護の⽬的と対象（１） 
看護とは何かを考える 看護の対象を知る 
ナイチンゲールおよびヘンダーソンの看護理論、WHO「健康の定義」について学ぶ

講義 ⼋尋

4
看護の⽬的と対象（２） 
「⼈間」「環境」「健康」について考える

講義 ⼋尋

5
看護の⽬的と対象（３） 
看護師の果たすべき4つの基本的責任について学ぶ 
「健康の保持増進」「疾病の予防」「健康の回復」「苦痛の緩和と尊厳ある死の推奨」

講義 ⼋尋

6 探究：利他について 演習 武⽥・⼋尋・黒澤

7
専⾨職のチームワーク 
アドボカシー、意思決定⽀援、多職種連携について学ぶ

講義 ⼋尋

8
対象と関係を築く 
“看護師は何をしているのか”を視点に、対象と関係を築くことについて考える

講義 武⽥

9
対象のニーズをとらえる 
“看護師は何をしているのか”を視点に、対象のニーズをとらえることについて考える

講義 武⽥

10
看護とケアリング（１） 
看護におけるケアリングについて理解する 
ケアリングとは  看護におけるケアリングの理論

講義 武⽥

11
看護とケアリング（２） 
看護におけるケアリングについて理解する 
ケーススタディ

演習 ⼋尋

12
看護とケアリング（３） 
看護におけるケアリングについて理解する 
ケーススタディ

演習 ⼋尋・武⽥・黒澤

13
ケア提供者としての役割とは（１） 
看護職の⾏うケアの意義を踏まえ、福祉と看護におけるケア提供者の役割の共通点と相違点

①

演習 ⼋尋・武⽥・黒澤

14 ケア提供者として役割とは（２） 
看護職の⾏うケアの意義を踏まえ、福祉と看護におけるケア提供者の役割の共通点と相違点

演習 ⼋尋・武⽥・黒澤

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と

いわれる「看護学」の基本的な定義、理論を学び、専⾨職として看護師の⾏うケアの意義や援助について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は看護師国家資格を有し、病院での実務経験を活かして、看護学領域に関する理論と実践をつなぐ授業を展開する。

授業概要

看護は、個⼈・家族・地域を対象とした健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を⽬指して⽀援することを主な⽬的としている。実践の科学と
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ケア提供者としての役割とは（３） 
コースサマリー 
専⾨職の⾏うケアの意義を踏まえ、ケア提供者としての役割について整理する
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授業内容に関連した事前課題に取り組んだうえで講義・演習に参加し、授業後は講義・演習で学んだことを⾃分の⾔葉でまとめてください。毎回30分は確保す
ること

テキスト・参考書・参考⽂献

授業のたびに資料を配付します

成績評価の⽅法・基準

1. 課題レポート 40％   （800字程度の個⼈レポートを課します） 
2. 最終レポート 40％ （1400〜1600字程度の個⼈レポートを課します） 
3. 毎回のリアクション （教育⽀援システム A-Portal への⼊⼒）（20％） 
（初回のコース・オリエンテーションで説明します）

課題に対するフィードバック

メールでご連絡をいただければ、フィードバックを⾏います 
各レポートの結果は、個別に問い合わせが可能です 
毎回のリアクションのフィードバックは、次の授業でお伝えします
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⼋尋：⽊曜⽇18時〜19時（まずはメールをください）m-yahiro●saku.ac.jp 研究室は、5号館2階 R205 
武⽥：随時、メールで質問に対応します。k-takeda●saku.ac.jp   研究室は、5号館3階 R310 
黒澤：随時、メールで質問に対応します。k-kurosawa●saku.ac.jp   研究室は、5号館2階 助⼿室
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（初回のコース・オリエンテーションで説明します）

課題に対するフィードバック

メールでご連絡をいただければ、フィードバックを⾏います 
各レポートの結果は、個別に問い合わせが可能です 
毎回のリアクションのフィードバックは、次の授業でお伝えします

オフィスアワー

授業終了後 
⼋尋：⽊曜⽇18時〜19時（まずはメールをください）m-yahiro●saku.ac.jp 研究室は、5号館2階 R205 
武⽥：随時、メールで質問に対応します。k-takeda●saku.ac.jp   研究室は、5号館3階 R310 
黒澤：随時、メールで質問に対応します。k-kurosawa●saku.ac.jp   研究室は、5号館2階 助⼿室

その他履修上の留意事項等

メールで問い合わせると次の授業までにフィードバックを受けることができます 
ただし疑問や不明な点は履修⽣全員で共有すると有効ですので、なるべくその⽇の授業のなかで解決しましょう 
教育⽀援システムA-Portalを使いますので、毎回の授業にスマートフォンを持参してください

授業外学習時間

授業内容に関連した事前課題に取り組んだうえで講義・演習に参加し、授業後は講義・演習で学んだことを⾃分の⾔葉でまとめてください。毎回30分は確保す
ること

テキスト・参考書・参考⽂献

授業のたびに資料を配付します
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010661 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N02Z

担当教員 塩村 公⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

1 福祉臨床の意味を説明することができる．

2 ソーシャルワークの価値・視点・主要な基礎理論について説明できる．

3 援助プロセスを理解し，多様な⽣活課題について各種援助技術の適⽤を考え，その根拠を説明することができる．

4 ソーシャルワークの価値・視点と⾃⾝の価値・視点を⽐較検討し，⾔語化することができる．

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーション・臨床福祉が意味すること 
ソーシャルワーク全体の中のクリニカル・ソーシャルワーク 
テキスト：序章「⽣の営みの困難」， 
1章「⽣の営みの困難援助の専⾨職」

調べ学習

2

クリニカル・ソーシャルワークの歴史 
ソーシャルワークの発達史 
（Discussion: 福祉臨床をどのように理解したか） 
テキスト：2章「福祉援助の臨床という視点」， 
3章「福祉援助の臨床：その基本技能は⾯接」

調べ学習

3

クリニカル・ソーシャルワークの価値と理論 
クリニカル・ソーシャルワークにおける 
⼤・中・⼩・理論 
テキスト：4章「援助関係の考察」， 
5章「⾯接の技術のスキルとしてのコミュニケーション」

調べ学習

4
⽀援の基礎となる各種理論（視点1） 
社会構成主義，システム論

調べ学習

5
⽀援の基礎となる各種理論（視点2） 
バイオ・サイコ・ソーシャル

確認クイズ(1~4)

6
⽀援の基礎となる各種理論（介⼊1） 
危機介⼊

調べ学習

7
⽀援の基礎となる各種理論（介⼊2） 
認知⾏動療法

調べ学習

8
⽀援の基礎となる各種理論（介⼊3） 
ストレングス・オープンダイアローグ・ナラテイブアプローチ

調べ学習

9
⽀援の基礎となる各種理論（介⼊4） 
家族介⼊

確認クイズ 
(5~8)

10
⽀援の基礎となる各種理論（介⼊5） 
集団介⼊ 
テキスト：8章「援助⽅法としての集団場⾯および集団関係の活⽤」

調べ学習

11
⽀援のプロセス1 
援助の⼊り⼝とインテーク・アセスメント 
テキスト：6章「援助の始まり：援助課題の確認」

調べ学習，個⼈⾯接ロール

プレイ

実務経験のある教員等による授業科⽬
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授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ

ーシャルワーク実践について具体的に講義します．

授業概要

ソーシャルワークの援助技術の理解を深めるため、コミュニケーション、アセスメントとプランニング、効果測定と評価について、それぞれの技術や技法を具体

的に学び、実践する⼒を⾝につけていく。また、さまざまあるソーシャルワークのモデルについても、それぞれの特質を学び、利⽤者の多様な⽣活課題につい

て多⾯的にアプローチできるよう、理解を深めていくこととする。ソーシャルワークにおける終末期に関する⽀援、すなわち意思表明⽀援（アドバンスケアプ

ランニング）から、臨死期におけるソーシャルワークの役割を、事例を通じて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

Asian American Mental Health Services， N. Y. (U. S. A.) におけるコミュニテイワーカー＆ケースワーカー；京都国際社会福祉センターにおける主事＆相談員；
東北福祉⼤学⼦ども家庭相談室相談員；宮城野⼼理臨床センターにおける⼼理カウンセラー；⽇本社会福祉⼠会認定スーパーバイザーなどの経験をもとに，ソ
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佐久⼤学
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まとめ 
授業全体のまとめ 
テキスト：終章「⽣の困難を超えて」

集団⾯接ロールプレイ (相
互フィードバック・評価)
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課題に対するフィードバック
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010662 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N03Z

担当教員 吉⽥ 孝昭

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。

?⼤中⼩様々な企業の組織開発、社員教育・リーダーシップ開発教育を担当し、ごく普通の会社員 から経営幹部までの発達課題「職業⼈であり続けること」「退
職計画」に接して２５年余。 
?関東〜九州までの各⼤学の公務員試験講座講師として、関⾨突破を⽀援して１５年余。           
?「キャリア開発論」を創始しまた、キャリアカウンセラーとして１０年余。

授業概要

発達⼼理学とは、⽣命の誕⽣から死までの⼈間の⼼理的・⾏動的変化のプロセスを明らかにしようとする⼼理学の領域である。この授業では、まず乳幼児期・

児童期の⾝体的発達や社会的発達を取り上げ、次に⻘年期を⼦どもから⼤⼈になるプロセスとして位置づけながら授業を⾏っていく。⼈はどのように様々な能⼒

を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標

1 メモやレポートを書き（思考の外化・対象化・豊富化）、専⾨⽤語の便利さを体験できる

2 得意にしたい発達期・領域を選び、専⾨⽤語（例：発達）を⽤いてほぼ、説明できる

3 ⼼理学の限界を変えた理論の例として、J.ピアジェの発⽣的認識論（概要）を学修し、図⽰できる

4
⾃⼰経営⼒・教育⼒を⾼める「検査の結果も参考に⾃⼰の現状（持ち味、強み弱み＝経歴キャリア）を整理し、開発キャリア（例：有能な〜になりた

い（活躍する未来））を構想し、⼈⽣線で描いてみる

5
授業も⽣活の場であり、基本的⽣活習慣、社会⼈基礎⼒、多⽅興味の喚起他、⼈間⼒を⾼めるチャレンジを試みる（例：⽇々体調を整え、全回出席を

⽬指す‥成績評価アドバイスも参照のこと）

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

第1回「真理は我らを⾃由にする」 
１．ガイダンス： 
・発達研究の特徴：⼼理学は、動物や⼈間（多くが⼤⼈時代）の特徴（⼼理と⾏動）を知識

化してきました。この授業ではさらに、⽣涯の各時代（発達期）を⽣き抜く⽣態（⼼理と⾏

動の変化）とその源泉（遺伝情報、進化）を考えます。各⾃の前進な学修を期待します（①〜

③） 
?成功的学習の⼼理と技術を体験し、⼤学⽣としての⾃⼰信頼を⾼める 
?⾃⼰のキャリア開発を促進させる 
③(他者への再認識）様々なキャリアの持ち主であり、願いや可能性を秘めた存在である  
      
・「授業計画、到達⽬標、成績評価」他を解説し、「⼩レポート」の例を配布します。 
２．⻘年期の発達課題：その１ 
「何か⾃分⾃⾝のものを持った⼈に成る」 
⼈⽣の節⽬は向こうからやって来てしまう 
（作業課題1）「⾃⼰の現場を持つ」 
?多⽅興味の喚起‥何かつかめるかも！欲⽬を持つ  
?「⼤学⽣としての現場」はどこか？ 
（作課2）機会の損失を防ぐ  
問題の発⽣と機会の損失とを区別し、「⽬標の体系化」で、⾝近で達成可能な⽬標を構成す

る 
（作課１×２）「思考の外化、豊富化」の例 
?⽇々のあいさつ⾏動を実践 ②気軽にメモする 
（作課3）「職業キャリアへどう移⾏するか」 
①今からならまだ間に合う、準備は⽇ごろの「あいさつ⾏動」から＋2年⽣は「1⽇⼆題」を 
②試験は、公務員、私企業とも類似し、⻘年期⼤学⽣にふさわしい内容・⽅法です 
注）⻘年期の発達課題は、以後も解説します

講義と質疑

2

第２回 発達⼼理学の歴史：始まりはルソー 
?ルソーから ②児童⼼理学の誕⽣からピアジェ（発⽣的認識論）による⼼理学的⼈間研究の
科学化をへて「発達・学習・社会化の⼼理学」へ ③さらに脳科学・社会福祉学・発達障害
学等の登場により「⽣涯発達の科学」へ ④知能検査と歴史

講義と質疑

実務経験のある教員等による授業科⽬
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児童期の⾝体的発達や社会的発達を取り上げ、次に⻘年期を⼦どもから⼤⼈になるプロセスとして位置づけながら授業を⾏っていく。⼈はどのように様々な能⼒

を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。
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を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。
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?⼤中⼩様々な企業の組織開発、社員教育・リーダーシップ開発教育を担当し、ごく普通の会社員 から経営幹部までの発達課題「職業⼈であり続けること」「退
職計画」に接して２５年余。 
?関東〜九州までの各⼤学の公務員試験講座講師として、関⾨突破を⽀援して１５年余。           
?「キャリア開発論」を創始しまた、キャリアカウンセラーとして１０年余。

授業概要

発達⼼理学とは、⽣命の誕⽣から死までの⼈間の⼼理的・⾏動的変化のプロセスを明らかにしようとする⼼理学の領域である。この授業では、まず乳幼児期・
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発達⼼理学とは、⽣命の誕⽣から死までの⼈間の⼼理的・⾏動的変化のプロセスを明らかにしようとする⼼理学の領域である。この授業では、まず乳幼児期・

児童期の⾝体的発達や社会的発達を取り上げ、次に⻘年期を⼦どもから⼤⼈になるプロセスとして位置づけながら授業を⾏っていく。⼈はどのように様々な能⼒

を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。

?⼤中⼩様々な企業の組織開発、社員教育・リーダーシップ開発教育を担当し、ごく普通の会社員 から経営幹部までの発達課題「職業⼈であり続けること」「退
職計画」に接して２５年余。 
?関東〜九州までの各⼤学の公務員試験講座講師として、関⾨突破を⽀援して１５年余。           
?「キャリア開発論」を創始しまた、キャリアカウンセラーとして１０年余。
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を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。
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職計画」に接して２５年余。 
?関東〜九州までの各⼤学の公務員試験講座講師として、関⾨突破を⽀援して１５年余。           
?「キャリア開発論」を創始しまた、キャリアカウンセラーとして１０年余。
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を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。
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発達⼼理学とは、⽣命の誕⽣から死までの⼈間の⼼理的・⾏動的変化のプロセスを明らかにしようとする⼼理学の領域である。この授業では、まず乳幼児期・
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を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。
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を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標
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児童期の⾝体的発達や社会的発達を取り上げ、次に⻘年期を⼦どもから⼤⼈になるプロセスとして位置づけながら授業を⾏っていく。⼈はどのように様々な能⼒

を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標
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とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。
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職計画」に接して２５年余。 
?関東〜九州までの各⼤学の公務員試験講座講師として、関⾨突破を⽀援して１５年余。           
?「キャリア開発論」を創始しまた、キャリアカウンセラーとして１０年余。
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発達⼼理学とは、⽣命の誕⽣から死までの⼈間の⼼理的・⾏動的変化のプロセスを明らかにしようとする⼼理学の領域である。この授業では、まず乳幼児期・

児童期の⾝体的発達や社会的発達を取り上げ、次に⻘年期を⼦どもから⼤⼈になるプロセスとして位置づけながら授業を⾏っていく。⼈はどのように様々な能⼒

を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。

?⼤中⼩様々な企業の組織開発、社員教育・リーダーシップ開発教育を担当し、ごく普通の会社員 から経営幹部までの発達課題「職業⼈であり続けること」「退
職計画」に接して２５年余。 
?関東〜九州までの各⼤学の公務員試験講座講師として、関⾨突破を⽀援して１５年余。           
?「キャリア開発論」を創始しまた、キャリアカウンセラーとして１０年余。
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児童期の⾝体的発達や社会的発達を取り上げ、次に⻘年期を⼦どもから⼤⼈になるプロセスとして位置づけながら授業を⾏っていく。⼈はどのように様々な能⼒

を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。
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到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。
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を獲得していくのか、その発達の様相とメカニズムを学ぶことで、⼦どもや⼈間に対する⼼理学的知識と理解を深めることを⽬的とする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

とくに、⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達、発達課題に関して、以下の経験を資料としてさまざまに紹介します。⼈⽣を⽣き抜く⽣情報として活⽤してください。
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佐久⼤学

3 第３回 あけぼのの⼈間：眠りから⽬覚めへ 
①第２回続き ②⽣理的早産、原始反射 ③進化論と発達原理

講義と質疑

4
第４回 発達期と発達課題 レポートの構成  
?発達期・段階 ②発達標準・発達課題（保育所保育指針・学習指導要領、国試、社会⼈基礎
⼒、社是・社訓）③レポートの構成

講義と実習

5
第５回 発⽣的認識論：理論の価値 
?発⽣的認識論 ?J.ピアジェによる段階説 ③エリクソンの⼈⽣段階論 ④理論の価値

講義

6
第６回 ⽬的―⼿段関係：応答的環境の効⽤   
?⽬と⼿の協応動作と予測 ②⽬的ー⼿段関係（モノの永続性、社会的微笑、愛着⾏動）

講義 
質疑：レポート内容

7
第７回 ことばの誕⽣：意思表⽰ 
?欲求・意思表⽰ ②思考と⾔語、内⾔ ③あそびの発達と効⽤ ④仕事・職業・余暇

講義と質疑

8
第８回 ⾔語と⼈間：⼼の理論   レポートの作成 
?⼀次⾔語と⼆次⾔語 ９歳の壁 ②メタ認知と⼼の理論 ③レポートは「箇条書き」から

講義 
実習：レポート作成

9
第９回 他⼈は鏡か：⾃⼰分析 検査実習 
?⾃⼰認知と他者認知 ⾃⼰分析三⾯鏡‥ ?⼼理検査実習

講義 
実習：検査

10
第10回 キャリア開発の⼼理と技術  
?検査の結果と解釈‥結果の⾒⽅、全体傾向 
?「社会⼈基礎⼒、⼈事院関係の評定項⽬R-CAP」等の活⽤

講義と質疑 
実習：チェックリスト

11

第11回 職業的発達：⼈材観 
?性別を超えた⼤競争時代をどう⽣き抜くか  
・職業・職務・仕事、社員・フリーランス 
・採⽤試験の⽬的と⽅法 
②⼈材観４⾯鏡、25歳級・中堅社員の理想像 
③わからなくなったらどうするか 
・正解から妥当解の世界へ 新⼊社員教育

講義と質疑 
実習：インタビューシート

作成

12

第12回 組織と個⼈：リーダーシップ開発 
?組織と個⼈、ヘッドシップとリーダーシップ  
②教育訓練から階層別・職種別研修へ  
③各種のカウンセラー養成 感受性訓練

講義と質疑 
レポート課題

13
第13回 新家族周期 レポート作成   
?職業キャリアと新家族周期のバランス（ジェンダー・ダイバーシティ、通婚圏） 
②レポート作成状況の確認と質疑・相談

講義と質疑 
討議とふりかえり

14

第14回 今⽇の⽼年期〜ライフキャリアと信念・態度  
?昭和・平成をどう⽣き抜いてきたか 
・親世代…志那事変〜⼤東亜戦争、復員、⺠主主義、熱光源の転換、三種の神器 
・児童期…焼け跡、鐘のなる丘、ご成婚 
・⻘年期…都会化、東京オリンピック、新幹線、団地、集団就職・親の出稼ぎ 
?中⼼的価値の変遷と信念・態度形成

講義と質疑 
レポート課題

15
第15回 ⽼年期の特徴 レポート対策  
?⻘年の夢はいつまで続くか 英知としての認知発達、⾃⼰実現に向かう⼈格発達 
②最終レポート対策（提出⽅法）

講義と質疑 
レポート相談

授業外学習時間

授業では、プリント教材や補⾜資料類で基礎基本の知識・視野をほぼ学修できます。授業中はメモを取り、授業に集中します→予習10分、復習20分程度でしよ
う。授業外では、とくに中⾼年者に、その⽅々の思いやライフキャリア、職業キャリアのあれこれを伺ってみることが⼤切です（インタビューシート）

テキスト・参考書・参考⽂献

?（テキスト）なし 
②（配付物）2回⽬は、授業開始時に本⽇使⽤分のプリント教材を配付し、以降は開始時に補⾜資料類を配付、終了時に次回使⽤予定のプリント教材（事前学習
⽤）を配付します。 
③（参考⽂献・資料）「⼈間はどこまで動物か」「類⼈猿の知恵試験」「発達・学習・社会化」「⼼に届く聴き⽅の本」あるいは「SPI検査‥Webテスト」「公
務員試験⾯接シート」「健康からリーダーシップ開発まで、各種の研修シート」「北アルプス南部遭難対策」「〇〇震災時の現地アンケート⽤紙」等、現物を

幅広く紹介しコピーも配付します。

成績評価の⽅法・基準

①⼩レポートを２〜３回提出します ②⼼理検査を受検しない場合は減点（−20％） 
〇筆記試験（客観テストでA4⽤紙1枚、メモ類持込み可）は、時間にゆとりがあれば体験し、「試験の歴史、種類、⽬的その他」を解説します。 
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う。授業外では、とくに中⾼年者に、その⽅々の思いやライフキャリア、職業キャリアのあれこれを伺ってみることが⼤切です（インタビューシート）

テキスト・参考書・参考⽂献

?（テキスト）なし 
②（配付物）2回⽬は、授業開始時に本⽇使⽤分のプリント教材を配付し、以降は開始時に補⾜資料類を配付、終了時に次回使⽤予定のプリント教材（事前学習
⽤）を配付します。 
③（参考⽂献・資料）「⼈間はどこまで動物か」「類⼈猿の知恵試験」「発達・学習・社会化」「⼼に届く聴き⽅の本」あるいは「SPI検査‥Webテスト」「公
務員試験⾯接シート」「健康からリーダーシップ開発まで、各種の研修シート」「北アルプス南部遭難対策」「〇〇震災時の現地アンケート⽤紙」等、現物を

幅広く紹介しコピーも配付します。

成績評価の⽅法・基準

①⼩レポートを２〜３回提出します ②⼼理検査を受検しない場合は減点（−20％） 
〇筆記試験（客観テストでA4⽤紙1枚、メモ類持込み可）は、時間にゆとりがあれば体験し、「試験の歴史、種類、⽬的その他」を解説します。 
なお、出席を重視します。体調を整え毎回出席し、授業で学ぶ⽅が⼿軽で簡単、理解も深まります。休むと、後⽇時間をみつけて⾃⼰責任で学習しなければなら

ず、（今の時代は）個⼈では確かな情報源にたどり着けない恐れもあります。

課題に対するフィードバック

?⼩レポートテスト、⼼理検査のいずれも、授業時に解説します。 
②⼼理検査類の結果解釈：少⼈数の場合、希望者には⼿短にアドバイスします。

オフィスアワー

授業後に対応します
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①⼩レポートを２〜３回提出します ②⼼理検査を受検しない場合は減点（−20％） 
〇筆記試験（客観テストでA4⽤紙1枚、メモ類持込み可）は、時間にゆとりがあれば体験し、「試験の歴史、種類、⽬的その他」を解説します。 
なお、出席を重視します。体調を整え毎回出席し、授業で学ぶ⽅が⼿軽で簡単、理解も深まります。休むと、後⽇時間をみつけて⾃⼰責任で学習しなければなら

ず、（今の時代は）個⼈では確かな情報源にたどり着けない恐れもあります。

課題に対するフィードバック

?⼩レポートテスト、⼼理検査のいずれも、授業時に解説します。 
②⼼理検査類の結果解釈：少⼈数の場合、希望者には⼿短にアドバイスします。

オフィスアワー

授業後に対応します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業では、プリント教材や補⾜資料類で基礎基本の知識・視野をほぼ学修できます。授業中はメモを取り、授業に集中します→予習10分、復習20分程度でしよ
う。授業外では、とくに中⾼年者に、その⽅々の思いやライフキャリア、職業キャリアのあれこれを伺ってみることが⼤切です（インタビューシート）
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務員試験⾯接シート」「健康からリーダーシップ開発まで、各種の研修シート」「北アルプス南部遭難対策」「〇〇震災時の現地アンケート⽤紙」等、現物を
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010663 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N01Q

担当教員 ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会保障制度は年⾦保険、健康保険、労働保険、介護保険という4つの社会保険制度と⽣活保護、児童⼿当等の公的扶助・社会⼿当制度から成り⽴ってい
る。現在、OECD加盟諸国では住宅保障や雇⽤創出策も含めて、その全体を「社会⽀出」と呼んでいる。本講では、⽇本におけるそれぞれの制度の作られ⽅や特
徴を学び、他国の制度との⽐較対照を通じて、⽇本の現⾏制度の問題点や改⾰の⽅向性を明らかにする。

到達⽬標

1 ①⽇本の社会保障に関する基本的概念・専⾨⽤語を正しく使えるようになる。

2 ②⽇本の社会保障制度の全体像を体系的に理解し、その特徴を説明できる。

3 ③⽇本の社会保障制度の役割と意義、問題点を説明できる。

4 ④社会保障・社会福祉のあり⽅は、社会のあり⽅と⾃分⾃⾝も含む⼈間の⽣き⽅を⼤きく左右するものであることを理解できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 イントロダクション 講義

2
戦前⽇本における社会保障（１） 
「恤救規則」（1874年）のみの50年

講義

3
戦前⽇本における社会保障（２） 
社会保障の特権性・階層性 
昭和恐慌と「救護法」（1932年）

講義

4 戦後⽇本における社会保障（１） 講義

5 戦後⽇本における社会保障（２） 講義

6
社会保障各論（１） 
⽇本の医療保障制度の歴史と仕組み

講義

7
社会保障各論（２） 
⽇本の健康保険制度の特徴と課題

講義

8
社会保障各論（３） 
労働保険制度（雇⽤保険と労災補償制度）

講義

9
社会保障各論（４） 
⽇本の公的扶助制度の特徴と課題

講義

10
社会保障各論（５） 
低所得者援助制度（⽣活福祉資⾦貸付制度と就学援助制度）

講義

11
社会保障各論（６） 
⽇本の公的年⾦制度の歴史と仕組み

講義

12
社会保障各論（７） 
⽇本の公的年⾦制度の特徴と課題

講義

13
社会保障各論（８） 
⽇本の介護保障制度の歴史と仕組み

講義

14
社会保障各論（９） 
)⽇本の介護保険制度の特徴と課題

講義

15
社会保障各論（１０） 
⽇本の社会保障財政（主要6カ国との⽐較）

講義

授業外学習時間

■ 予習 （2時間） 
・講義資料を事前に読んでください。 
・⽇頃から社会保障や社会福祉関連のニュースに関⼼を持ち、チェックしておいてください。 

■ 復習 （2時間） 
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佐久⼤学
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・椋野美智⼦・⽥中耕太郎（2024）『はじめての社会保障[第21版] 福祉を学ぶ⼈へ』有斐閣 
・⼭下慎⼀（2024）『社会保障のどこが問題か―「勤労の義務」という呪縛』筑摩書房 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010664 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N01S

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

1 ①社会福祉の分野や領域を貫く福祉サービスという⾒⽅の特徴を述べることができる。

2 ②福祉サービスが「⼈に届くまで」の流れを説明できる。

3 ③福祉サービスの提供体（公的・⺠間・⾮営利）の特質について述べることができる。

4 ④福祉サービスにおける公的管理と公的責任の重要性について説明できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 社会福祉のシステムと福祉サービス

2 福祉の運営・管理と福祉サービス

3 社会福祉実践の基礎としての福祉サービス

4 福祉サービスの具体的展開

5 福祉サービスの提供過程を規定する要素

6 福祉サービスの⼀般的特性

7 福祉サービスシステムの種類と構造

8 福祉サービス労働の特徴と性格 ―対⼈援助サービスとしての―

9 福祉サービス運営の基本的原理と基本的枠組み

10 公的サービスシステムと運営・管理１

11 公的サービスシステムと運営・管理2

12 ⺠間サービスシステムの運営・管理Ⅰ

13 ⺠間サービスシステムの運営・管理２

14 福祉サービス情報の管理

15 福祉サービスの権利と利⽤⽀援システム

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト:最新社会福祉⼠養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 中央法規出版 
参考書については授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーやワークシートの提出 30％、⼩テスト（2〜3回） 30％、最終レポート 40％

課題に対するフィードバック

学⽣へのフィードバック：manaba上に掲⽰⼜は授業内で解説

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、管理職としての経験がある。

授業概要

社会福祉は、①その外形的枠組みとしての法制度・政策と、②無形の労働実践としての「処遇」から成り⽴っている。それら⼆つを媒介する福祉の構成要素、

具体的には政策・制度として形成された福祉が『⼈々に届くまで』の形・仕組みについて学ぶ。より具体的には、③施策・制度（規範として表明された＝条

⽂、規則、要綱などの形で）を、福祉実践に変換するシステムと機能として狭義の福祉サービスを位置づけ、その原理、あり⽅と枠組みについて学ぶ。とりわ

け、ここでは、福祉ニーズの特性とその時代的な変化によってもたらされた福祉のプロバイダー（提供体・者）の多様化が⽣み出した福祉の原理や原則の妥当

性について検証するとともに、分野別、領域別に学んだ社会福祉を「サービス論」の視点から、包括的に捉えなおすことによって、その普遍的な性格と特徴に

ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく。（事前学習。⽬安として1時間）授業内で配布した資料をよく復習しておく。また、授業内で指
⽰する参考資料などを読んでくる。（事後学習。⽬安として1時間）

テキスト・参考書・参考⽂献
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010666 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N05Z

担当教員 岡⽥ 真平

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

⻑野県東御市（旧北御牧村）を活動拠点に、25年以上にわたって、特に⾝体活動・運動の分野を切り⼝とした健康づくりの研究と実践に関わってきました。⼦
どもから⾼齢者・障がい者まで、幅広い住⺠の⽅々を対象とした地域保健の⼀端を担う役割を果たしながら、現在は、地元での役割だけでなく⻑野県や全国組

織で関連諸分野の役員等も務めています。

授業概要

⻑野県は平均寿命が⾼く、健康⾯で注⽬されている地域の⼀つです。⼀⽅で、⾞社会がもたらす不活動の蔓延など、今後⼼配される健康課題が多いことも指摘さ

れています。⻑野県の地域保健関係者が住⺠と共に取り組んできた地域保健の試⾏錯誤を紹介しながら、①地域住⺠・地域社会の特性を学びつつ、それらと健康

との関係を考えます、②ライフステージ（世代）別の健康課題と、それぞれに有効なアプローチの実際を学びます、③健康に導くための社会的環境の整備につい

て考えます。

到達⽬標

1 １．地域保健や周辺領域に関わる際に拠り所となる制度や仕組みを説明できる。

2 ２．ライフステージや対象に応じた地域保健からのアプローチを選択できる。

3 ３．⻑寿・健康で全国的に注⽬される⻑野県、東信地域の地域保健の特徴を説明できる。

4 ４．⾃分が関わる地域に⽬を向け、地域保健の視点から問題意識を持って討議できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス・地域保健の全体像をつかむ 
授業の進め⽅と科⽬概要を説明する。

2
地域保健活動の事例紹介〜講師の活動〜 
実務経験から地域保健活動事例を紹介する。

3
地域保健分野における⻑野県の特徴 
地域保健先進地である⻑野県の特徴を解説する。

4
国の変遷や状況を知り、今後の動向を考える 
国の地域保健の経過・実状・⽅向性を解説する。

5
縁が深い地域の保健活動を調べてみる 
出⾝地もしくは居住地の保健活動を探求する。

6
⺟⼦保健と⼦育て⽀援 
⺟⼦保健と⼦育て⽀援分野を学ぶ。

7
⻘少年期の保健（地域と学校） 
地域・学校での⻘少年期の保健を学ぶ。

8
成⼈期の保健（地域と職域） 
地域・職域での成⼈期の保健を学ぶ。

9
⾼齢期の保健と地域包括ケア 
⾼齢期の保健と地域包括ケアを学ぶ。

10
障がい児・者の保健と共⽣社会づくり 
障がい児・者の保健と共⽣社会づくりを学ぶ。

11
地域における精神保健の重要性 
地域における精神保健の重要性を学ぶ。

12
地域保健における環境の重要性 
地域保健における環境の重要性を学ぶ。

13
ある地域の健康課題を掘り下げる 
縁の深い地域(第５回)の健康課題を掘り下げる。

14
ある地域の保健活動を検証する 
縁の深い地域(第５回)の保健活動を検証する。

15
魅⼒ある地域保健活動を組み⽴てる 
縁の深い地域(第５回)に、魅⼒ある地域保健活動の組み⽴てを提案する。
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佐久⼤学
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リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。

授業外学習時間

必要な際に、次回授業のために必要な事前準備・学習（1時間以内）を指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト１：野中浩⼀編著「学⽣のための現代公衆衛⽣（改訂8版）」南⼭堂，2022年 
テキスト２：岡⽥真平他編「地域ぐるみのケアと予防の歩み」厚⽣科学研究所，2019年

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（毎回）30％、授業内のワークシート（2回程度）30％、期末試験40％ 
※前者2点は、個々にフィードバックするか、必要に応じて授業で取り上げます。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーおよびワークシートに関しては、内容や必要性に応じて、コメントを付して個々に返却するか、もしくは授業で取り上げて解説を⾏いま

す。

オフィスアワー

原則、授業終了後に教室で、もしくはリアクションペーパーやメール（okap●pedam.org）で質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

保健分野に限定せず、地域に関わることに関⼼が強い学⽣さんの履修・積極的な参加を歓迎します。また、履修⼈数等の状況や履修者の希望に応じて、地域保健

現場に⾜を運ぶ機会を授業時間内に設ける可能性があります（授業内で相談・調整します）。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010667 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N01M

担当教員 岡村 毅

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では精神疾患に関する基礎知識を学びます。とはいえ、精神医学は幅広く、深いので、2024年度の授業の経験も踏まえて、まずは学部学⽣が楽しく全体
を学べるように⼯夫するつもりです。具体的には、動画を多⽤する、共に考える時間を作る、なるべく楽しく進める（楽しいことばかりではない世界なので）と

いったことです。 
通年で授業を受けることで、精神疾患の全体が分かり、ソーシャルワーカーになる場合には必要な知識が⾝につきます。また⽣きていくうえで、精神疾患はいろ

いろなところに顔を出しますので、ソーシャルワーカーにならない⼈にとっても、この授業によって⾃分の⼈⽣においても役に⽴つ知識も得られると思います。

到達⽬標

1 ①主な精神疾患の症状、経過、治療⽅法などをざっくりと理解する。

2 ②精神保健福祉法などについて理解し、精神保健福祉⼠として今後学び続けるための基礎的な知識と態度を⾝に着ける。

3 ③⾃分で考える強さと、⾏動する勇気を⾝につける。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

講師は東京から⾏きますので、基本的に第1第3週の午前に2コマずつ⾏います。開始は4⽉16
⽇です。 
本講義は通年で⾏います。前期は疾患について学び、後期は社会における様々な実践について

学びます。 
 
前期 
4⽉16⽇（２）精神医学序論：様々な疾患を⼀気に解説 
5⽉7⽇（２） 感情障害（うつ病、躁うつ病）：感情をコントロールする 
5⽉21⽇（２）統合失調症：正常と異常は分けることができるか 
6⽉4⽇（２）認知症：⽣きることは⽼いること 
6⽉18⽇（２）依存症：孤独の病 
7⽉2⽇（２）解離性障害等：⾃分が⾃分でありつづけるには 
7⽉16⽇（２）発達障害：⼈と違って何が悪い？ 
7⽉30⽇（１）前期のまとめ

岡村毅

授業外学習時間

授業内に指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
最新 精神保健福祉⼠養成講座１「精神医学と精神医療」 ⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集  中央法規出版

成績評価の⽅法・基準

期末にレポートを課します。レポートは800字の⼩論⽂で、正確な知識を持っているかどうかを判定します。レポートの課題は授業中に指⽰します。

課題に対するフィードバック

授業内に提⽰します。

オフィスアワー

授業内に提⽰します。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では精神疾患に関する基礎知識を学びます。とはいえ、精神医学は幅広く、深いので、2024年度の授業の経験も踏まえて、まずは学部学⽣が楽しく全体
を学べるように⼯夫するつもりです。具体的には、動画を多⽤する、共に考える時間を作る、なるべく楽しく進める（楽しいことばかりではない世界なので）と

いったことです。 
通年で授業を受けることで、精神疾患の全体が分かり、ソーシャルワーカーになる場合には必要な知識が⾝につきます。また⽣きていくうえで、精神疾患はいろ

いろなところに顔を出しますので、ソーシャルワーカーにならない⼈にとっても、この授業によって⾃分の⼈⽣においても役に⽴つ知識も得られると思います。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業内に指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
最新 精神保健福祉⼠養成講座１「精神医学と精神医療」 ⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集  中央法規出版
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を学べるように⼯夫するつもりです。具体的には、動画を多⽤する、共に考える時間を作る、なるべく楽しく進める（楽しいことばかりではない世界なので）と

いったことです。 
通年で授業を受けることで、精神疾患の全体が分かり、ソーシャルワーカーになる場合には必要な知識が⾝につきます。また⽣きていくうえで、精神疾患はいろ
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授業計画

授業外学習時間

授業内に指⽰します。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
最新 精神保健福祉⼠養成講座１「精神医学と精神医療」 ⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集  中央法規出版
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課題に対するフィードバック

授業内に提⽰します。
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その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では精神疾患に関する基礎知識を学びます。とはいえ、精神医学は幅広く、深いので、2024年度の授業の経験も踏まえて、まずは学部学⽣が楽しく全体
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010668 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N02M

担当教員 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

・精神保健福祉⼠として、総合相談センターの精神障がい者コーディネーター（１０年）やグループホームのサービス管理責任者（３年）、相談⽀援専⾨員

（５年）として精神障害を持つ⽅に対する相談⽀援業務の経験から学んだことを伝える。

授業概要

1982年に国連が採択した「障害者に関する世界⾏動計画」において、「リハビリテーションとは、⾝体的、精神的、社会的に最も適した機能⽔準の達成を可能
にすることによって、各個⼈が⾃らの⼈⽣を変⾰していくための⼿段を提供していくことをめざし、かつ時間を限定したプロセスである」と定義されている。

このように、リハビリテーションは、⼈間としての尊厳を考える意味としての全⼈間的復権を⽬指すものである。 
本講義では、この定義が意味するように、リハビリテーションの対象となる障害者をサービスを選ぶ主体と捉えたうえで、障害の概念、障害者福祉の基本理

念、障害者の⽣活を障害別に理解したうえで、障害者がどのような介護を必要としているかを学習し、さらにチームアプローチをはじめとした地域でのサポー

ト体制や家族⽀援についても学ぶ。

到達⽬標

1 ・リハビリテーションの理念についてその歴史的⽂脈の中から理解し、説明できる

2
・ＷＨＯが提案したＩＣＦ；国際⽣活機能分類（国際障害分類改定版）に基づいて、リハビリテーションの対象である障害および障害者について理解

し、その構造について説明できる

3
・リハビリテーションにおける各領域（医学的リハビリテーション、職業的リハビリテーション・社会的リハビリテーション・教育的リハビリテーシ

ョン）のアプローチの⽅法について理解し、それぞれに説明ができる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション：科⽬の到達⽬標、進め⽅等を確認する 
リハビリテーションの理念・概念の変遷について

2
リハビリテーションの⽬的および諸分野と広がりについて考える 
・医学的リハビリテーション ・職業的リハビリテーション 
・社会的リハビリテーション ・教育的リハビリテーション

3 リハビリテーションの対象とは何かについて考える。

4
リハビリテーションの対象とは何かについて考える。 
病気・疾病・障害・健康のそれぞれの関係について理解する

5
リハビリテーションの対象とは何かについて考える。 
・ICD(疾病分類)・ICIDH（障害分類）・ICF（⽣活機能分類）の流れの中で「障害」がどのよ
うに位置づけられてきたかを理解する。

6
リハビリテーションの対象とは何かについて考える。 
ICFモデルの構成要素である「健康状態」「⼼⾝機能と⾝体構造」「活動」「参加」「環境因
⼦」「個⼈因⼦」と構成要素間の相互関係について理解する。

7

リハビリテーションのプロセスについて考える 
・対象の同定  
・測定・評価 
・プログラムの選定 
・プログラムの実施、 
・再評価

8
医学的リハビリテーションプログラムの内容と実施機関 
医師を中⼼とした医療専⾨職による⼼⾝機能の回復などを医療機関で実施

9
職業的リハビリテーションプログラムの内容と実施機関 
就業カウンセラー、ジョブコーチ等による就労⽀援

10
社会的リハビリテーションプログラムの内容と実施機関 
社会福祉施設の職員やソーシャルワーカーなどによる社会への参加⽀援など

11
教育的リハビリテーションプログラムの内容と実施機関 
特別⽀援学校などにおける⼈格と⼼⾝の発達⽀援など

12
精神障害リハビリテーション、知的障害リハビリテーションについて 
当事者プログラム、ピアサポート、家族による家族⽀援の⾯から学ぶ
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N06Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈々が⾃らの健康とその決定要因をコントロールし、改善することができるようにするプロセスであるヘルスプロモーション(WHO：オタワ憲章，1986年)につ
いて学ぶ。まず、概念や基盤となる理論について理解し、そして個⼈や集団の健康と⽣活の質(Quality of Life)を⾼めるための理論や健康教育の技法、環境づくり
の⽅法などを学ぶ。佐久⼤学の学⽣や近隣の⼈々など、特定のコミュニティへのヘルスプロモーションの計画・実施・評価を試みる。

到達⽬標

1 １）ヘルスプロモーションとは何かを説明することができる

2 ２）健康⽇本21の基本的な枠組みを説明することができる

3 ３）ヘルスプロモーションにおけるアクションリサーチの役割を説明することができる

4 ４）健康課題解決のための参加型ワークショップの技法を習得する

5 ５）市町村の健康づくり計画を読み解き、課題を整理することができる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ヘルスプロモーションとその背景 
・プライマリヘルスケア  ・アルマアタ宣⾔  ・オタワ憲章

2
ヘルスプロモーションの枠組み 
・健康教育と環境改善 ・ヘルスプロモーションに関わる専⾨家の役割 
・ヘルスプロモーションの活動⽅法

3
健康づくり対策とヘルスプロモーション 
・ヘルスプロモーションと各国の健康政策  
・⽇本の健康づくり対策とヘルスプロモーション

4
健康⽇本21（第⼆次）（１） 
・国⺠の健康増進に関する基本的な⽅向 ・健康増進の⽬標

5
健康⽇本21（第⼆次）（２） 
・⽣活習慣の改善に向けた取り組み ・健康⽇本21（第⼆次）の評価と課題

6
健康⽇本21（第三次）の概要 
・基本的な⽅向 ・⽬標の設定と考え⽅

7
市町村の健康⽇本21計画の現状（演習）（１） 
・具体的な市町村を選び健康づくり計画の実態と課題の整理 
・グループに分かれての学習と討論

8
市町村の健康⽇本21計画の現状（演習）（２） 
・グループごとに市町村の健康づくり計画の概要と課題をまとめ発表 
・各グループの発表に対しての質疑応答

9
健康なまちづくりとアクションリサーチ（第1章） 
・ヘルスプロモーションにおけるアクションリサーチの役割 
・住⺠主体を促すアクションリサーチ

10
住⺠とともに進めるアクションリサーチの展開（第２章） 
・住⺠参加型活動の展開 ・住⺠参加型ワークショップの展開⽅法

11
参加型ワークショップの体験（演習） 
・⾝の回りの⾼齢者の⽣活における健康課題についてグループごとに討論 
・健康課題の整理と解決策の検討

12
アクションリサーチによる実践活動の評価（第４章） 
・アクションリサーチにおける評価の特徴 ・プロセス評価の進め⽅

13
⾏政による「住⺠主体」を促すまちづくり（第５章） 
・住⺠主体を促す⾏政による環境づくり ・住⺠主体を創り出す⼤学との連携

14 アクションリサーチで取り組む健康なまちづくり（１）（第６章） 
・農村地区における実践事例の紹介
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到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈々が⾃らの健康とその決定要因をコントロールし、改善することができるようにするプロセスであるヘルスプロモーション(WHO：オタワ憲章，1986年)につ
いて学ぶ。まず、概念や基盤となる理論について理解し、そして個⼈や集団の健康と⽣活の質(Quality of Life)を⾼めるための理論や健康教育の技法、環境づくり
の⽅法などを学ぶ。佐久⼤学の学⽣や近隣の⼈々など、特定のコミュニティへのヘルスプロモーションの計画・実施・評価を試みる。

到達⽬標

授業計画

ヘルス・プロモーション論
更新⽇：2025/03/31 10:22:09
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アクションリサーチで取り組む健康なまちづくり（２）（第６章） 
・都市近郊における実践事例の紹介

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健

康⽣活を⽀援するための組織・団体や仕組み、法律にはどのようなものがあるのか、それらがどの程度機能しているのかなどについて改めて考えてみて下さ

い。

授業外学習時間

1回の授業について１時間程度の予習・復習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト： 芳賀博 編著『アクションリサーチの戦略‐住⺠主体の健康なまちづくり』、ワールドプランニング  
その他、授業中に適宜資料を配布する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験（70％） 
リアクションペーパー提出と記載内容（20％） 演習への参加姿勢（10 ％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの記載内容については、次回の授業時にコメントを返す

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

個⼈が健康的な⽣活習慣を⾝に付け、実践できるようになるためには、個⼈を取り巻く環境（とくに社会環境）の改善が重要な役割を果たしています。⼈々の健
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N07Z

担当教員 脇⼭ 園恵

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関、並びに⽣活困窮者を含む⾼齢者とその家族を⽀援対象とする在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所などで相談援助業務を10年
以上⾏ってきました。これらの実務経験をもとに社会福祉の根源的な対象である貧困と⽣活困窮の現象理解、⽀援内容・⽅法についてできるだけわかりやすく

講義します。

授業概要

わが国では、貧困は姿を変えて再⽣産され、新たな広がりを⾒せている。今⽇の貧困は、経済的な貧しさを意味するだけでなく、機会の不平等、標準的な⽣活

スタイルからの逸脱、⼈間関係の希薄・粗雑化、精神の荒廃、世代間連鎖など、広く⼈間⽣活の「⾃⽴」や「尊厳」を脅かす現象である。わが国の貧困者の救

済の仕組みである公的扶助の中核をなす⽣活保護制度は、最後のセーフティネットである。本講義では、⽣活保護制度の社会保障制度や社会福祉⾏政における

役割と機能、「⾃⽴⽀援」の在り⽅や福祉事務所における運⽤の実際を学び、さらには、低所得者に対する⽀援の内容や法制度化された「⽣活困窮者⾃⽴⽀援

事業」の理解を深め、諸外国の公的扶助制度との⽐較を通して貧困者・⽣活困窮者の⽀援の在り⽅を考えていく。

到達⽬標

1 ①⽣活保護ケースワーカーと査察指導員の役割等を説明することができる。

2 ②貧困世帯や⽣活困窮者への適切な⽀援⽅法を考えることができる。

3 ③わが国の公的扶助制度と諸外国の公的扶助制度の違いを理解できる。

4 ④⽣活保護の運⽤実態に対して批判的な検討ができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

【オリエンテーション、貧困観の貧困】 
シラバスに基づき、講義概要、進め⽅や成績評価の⽅法について説明します。そして、公的扶

助論Ⅰで学んだ内容について理解度の確認をします。また、私たちのなかにある貧しい貧困観

を正します。

講義

2
【ワーキングプアと⽣活保護】 
過度な能⼒（稼働能⼒）の活⽤が⽣む、ホームレスやネットカフェ難⺠などのワーキングプ

アの存在が意味することを考えます。

講義

3

【補⾜性の原理①･･･資産保有及び扶養義務】 
①⾃動⾞や不動産（家、⽥畑）保有の可否について私たちの⽣活における必要性から考えま

す。 
②扶養義務とスティグマの関係について、要件か優先かを考えます。

講義

4
【⽣活保護の権利と私たちの⽣活との関係】 
⽣活保護の権利はどのように確⽴されたのか。また、⼈間裁判と呼ばれる朝⽇訴訟が現在に

与えている影響について学びます。

講義

5
【ケースワーカーの専⾨性って何？】 
⽣活保護を実施する福祉事務所はどのような職場で、そこで働くケースワーカーにはどのよ

うな専⾨性が求められるのかを学びます。

講義

6
【⽣活保護「適正化」とは】 
⽣活保護をめぐる「適正化」政策の変遷について理解し、それに社会はどう抗ってきたのか

を学びます。

講義

7

【⽣活保護をめぐる裁判①･･･中島訴訟と教育を受ける権利】 
①教育扶助が果たすべき⼦どもへの⾃⽴助⻑、 
②⾼等教育を受ける権利の公平性 
とは何かについて考えます。

講義

8

【⽣活保護をめぐる裁判②･･･加藤訴訟と保護費の使途⾃由権】 
①⽣活保護を利⽤する⼈たちの⽣活費の節約と貯蓄、 
②最低⽣活を保障する視点に不可⽋なもの 
とは何かについて考えます。

講義

9 【最低⽣活保障の⽔準とは？】 
?昨今幾度となく実施される保護基準の切り下げによる私たちの⽣活への影響、 
?現⾦給付から現物給付への転換（健康で⽂化的な最低⽣活の保障に反するのではないか）、 
?諸外国の公的扶助制度との相違点について考えます。

講義
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【不正受給の問題と課題】 
①不正受給が起きる構造、 
?不正受給と不正⽀給の違いは何か、 
③⽣活保護の利⽤者が増加することで社会保障の財政は破綻するか 
について考えます。

講義

11
【⽣活困窮者⾃⽴⽀援法創設の背景と⽣活困窮者⾃⽴⽀援事業の概要】 
⽣活困窮者⾃⽴⽀援法が創設された背景と⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度の概要を講義から確認

し、⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度を理念とその理念の具現化の観点から考察します。
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【⽣活困窮者⾃⽴⽀援法の⼆⾯性とは何か】 
⽣活困窮者⾃⽴⽀援法の⼆⾯性（積極的な側⾯と消極的な側⾯）について、その実際から具

体的に考察します。
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【地域社会と⽣活困窮の普遍性と多様性】 
地域社会と⽣活困窮の普遍性と多様性について、その実際（都市と地⽅の違いなど）から具

体的に考察します。
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【コロナ禍以降の⽣活福祉資⾦貸付と⽣活保護の関係】 
コロナ禍以降に変化した⽣活福祉資⾦貸付・住居確保給付⾦の運⽤実態を題材に、⽣活困窮

者⽀援の在り⽅を⽣活保護との関係から考察します。
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【⽣活困窮者⾃⽴⽀援法と⽣活保護法を中⼼とした他法との連携】 
11回〜14回⽬までの学習をもとに、⽣活困窮者⾃⽴⽀援法と⽣活保護法を中⼼とした他法と
の連携について考察します。

講義

授業外学習時間

第１回⽬のオリエンテーションで配布する授業計画表に⽰した、各回授業に関連したテキスト（『貧困の福祉学Ⅰ』で使⽤したテキスト）の該当⾴は、予め読

み込んでおくこと。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しません。 
参考⽂献：「貧困の福祉学Ⅰ」のテキストを踏まえて、適宜紹介します。

成績評価の⽅法・基準

1.知識・理解：⽣活保護制度の⽬的、基本原理・原則を理解した上で、貧困世帯や⽣活困窮状態にある⼈たちに対する⽀援⽅法を考えることができること。期末
レポート 70％  
2.思考・判断：貧困状態及び⽣活保護を利⽤している⼈たちをどのように援助していくべきか批判的に検討することができること。レポート（2回実施）10×2＝
20％ 
3.態度・志向性：講義への参画及び講義内容をどのように理解したかのコメント。 リアクションペーパー 10％

課題に対するフィードバック

・レポートに関しては採点するとともに、必要な「批判的検討の視点」についてA-Portalからコメントします。 
・リアクションペーパーに対しては、教員コメントをA-Portal⼜はメールから伝えるとともに、特徴的なものは次回講義で全体に紹介します。

オフィスアワー

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

※各授業の考察の題材は、学⽣が⽤意する場合と教員が⽤意する場合があります。授業時に指⽰します。 
※題材は事前に⽰しますので、各⾃⾃分の考えをまとめて授業に臨み、各回の授業ではグループあるいは受講者全員で意⾒交換をします。 
※遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。
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20％ 
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その他履修上の留意事項等
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成績評価の⽅法・基準

1.知識・理解：⽣活保護制度の⽬的、基本原理・原則を理解した上で、貧困世帯や⽣活困窮状態にある⼈たちに対する⽀援⽅法を考えることができること。期末
レポート 70％  
2.思考・判断：貧困状態及び⽣活保護を利⽤している⼈たちをどのように援助していくべきか批判的に検討することができること。レポート（2回実施）10×2＝
20％ 
3.態度・志向性：講義への参画及び講義内容をどのように理解したかのコメント。 リアクションペーパー 10％

課題に対するフィードバック

・レポートに関しては採点するとともに、必要な「批判的検討の視点」についてA-Portalからコメントします。 
・リアクションペーパーに対しては、教員コメントをA-Portal⼜はメールから伝えるとともに、特徴的なものは次回講義で全体に紹介します。

オフィスアワー

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

※各授業の考察の題材は、学⽣が⽤意する場合と教員が⽤意する場合があります。授業時に指⽰します。 
※題材は事前に⽰しますので、各⾃⾃分の考えをまとめて授業に臨み、各回の授業ではグループあるいは受講者全員で意⾒交換をします。 
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テキスト：使⽤しません。 
参考⽂献：「貧困の福祉学Ⅰ」のテキストを踏まえて、適宜紹介します。

成績評価の⽅法・基準

1.知識・理解：⽣活保護制度の⽬的、基本原理・原則を理解した上で、貧困世帯や⽣活困窮状態にある⼈たちに対する⽀援⽅法を考えることができること。期末
レポート 70％  
2.思考・判断：貧困状態及び⽣活保護を利⽤している⼈たちをどのように援助していくべきか批判的に検討することができること。レポート（2回実施）10×2＝
20％ 
3.態度・志向性：講義への参画及び講義内容をどのように理解したかのコメント。 リアクションペーパー 10％

課題に対するフィードバック

・レポートに関しては採点するとともに、必要な「批判的検討の視点」についてA-Portalからコメントします。 
・リアクションペーパーに対しては、教員コメントをA-Portal⼜はメールから伝えるとともに、特徴的なものは次回講義で全体に紹介します。

オフィスアワー

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

※各授業の考察の題材は、学⽣が⽤意する場合と教員が⽤意する場合があります。授業時に指⽰します。 
※題材は事前に⽰しますので、各⾃⾃分の考えをまとめて授業に臨み、各回の授業ではグループあるいは受講者全員で意⾒交換をします。 
※遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010671 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N02Q

担当教員 佐藤 園美

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

1 １）刑事司法制度を理解し、基本となる法律⽤語を説明できる。

2 ２）刑事司法の対象となる⼈の特徴、とりわけその福祉ニーズを理解し、その⼈がより良い⽣活を送るための⽀援を考えることができる。

3 ３）福祉ニーズのある刑事司法の対象者のためにソーシャルワーカーが法律・医療など他の専⾨職とどのように協働するかを考えることができる。

4 4）犯罪被害者のニーズと⽀援の基本について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
刑事司法と福祉 
本授業の⽬的と内容の説明 
「なぜ犯罪者に福祉が必要なのか」について考える

講義 
演習

2
社会と犯罪 
⽇本の犯罪の現状を犯罪統計に基づいて理解する 
犯罪原因論、刑罰の定義、ダイバージョンについて理解する

講義

3
刑事司法と少年司法 
刑事司法と少年司法の流れを理解する

講義

4
施設内処遇（刑事施設） 
刑事施設の定義、歴史と現状、処遇の実際を理解する

講義

5
施設内処遇（少年院等） 
少年院と少年鑑別所の役割、矯正教育の現状と課題を理解する

講義

6
更⽣保護制度の概要① 
制度の概要、保護観察について理解する

講義

7
更⽣保護制度の概要② 
更⽣緊急保護、恩赦等、犯罪予防活動について理解する

講義

8
更⽣保護制度の実際 
保護観察官の実践を通して、福祉⽀援との連携・協働を理解する 
特別講師：保護観察官（保護司）

講義 
演習

9
医療観察制度の概要 
医療観察制度の概要と審判・処遇の流れを理解する

講義

10
医療観察制度の実際 
社会復帰調整官の実践を通して、医療観察法の実際について理解する 
特別講師：社会復帰調整官

講義 
演習

11
⾼齢者による犯罪と福祉 
⾼齢者犯罪について学び、地域⽣活定着⽀援センターの役割と業務を理解する

講義

12
依存症を抱える⼈と刑事司法 
依存症とその回復の意味、刑事司法における依存症への対応について⾐理解する

講義 
演習

13
犯罪被害者等⽀援① 
犯罪被害者の困難、犯罪被害者⽀援の制度を理解する 
加害者性の理解、援助者の⽴場性

講義

14
犯罪被害者等⽀援の実際 
犯罪被害者⽀援の現状について、犯罪被害の声や⽀援者の実践を通して理解する

講義 
演習

15 コミュニティと刑事司法 
ソーシャルワーカーが刑事司法とどう向き合うべきか考える 

講義 
演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい

ての理解を深め、司法分野における福祉専⾨職（ソーシャルワーカー）の役割について考えます。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾮⾏や罪を犯した⼈が、地域社会で再犯することなく⾃⽴と更⽣を図るための⽀援制度が更⽣保護制度です。本講義では、⽇本の⾮⾏・犯罪の実態を知り、少年

司法制度及び更⽣保護制度を中⼼に、司法における福祉的⽀援の概要について学びます。さらに医療観察制度、犯罪被害者⽀援について知り、その対象者につい
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授業計画
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授業概要
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到達⽬標
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到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

授業のまとめ

授業外学習時間

授業の復習（リアクションペーパーに書いた質問事項を調べる）60分と次回授業の予習（授業の最後に説明する）60分。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『刑事司法と福祉 第２版』、中央法規、2025年1⽉1⽇ 
参考書：授業中に紹介する
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試験（⼩テスト）40％、特別講師レポート30％、課題レポート30％

課題に対するフィードバック

⼩テストは学⽣の回答後解説を⾏う 
レポートについては授業でフィードバック（コメント）する

オフィスアワー

授業終了後に教室または研究室で質問を受け付ける。 
また、メール（s-sato●saku.ac.jp)では随時質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

この授業では、司法福祉に関する新しい知識の習得と共に、学⽣⾃⾝がどう感じ、考えたかを⼤切にします。 
この科⽬は社会福祉⼠・精神保健福祉⼠国家試験共通科⽬「刑事司法と福祉」に該当します。
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また、メール（s-sato●saku.ac.jp)では随時質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

この授業では、司法福祉に関する新しい知識の習得と共に、学⽣⾃⾝がどう感じ、考えたかを⼤切にします。 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N08Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

1
我が国における医療・介護・福祉・⼦育て⽀援等の社会保障制度に関する政治及び⾏財政の基本的な仕組みを理解し、具体的な制度改⾰の事例を通じ

てその理解を深め、今後の少⼦⾼齢社会に対応した施策の⽅向について考える⼒を養う。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
我が国の社会保障制度、福祉制度の基本的な構造 
我が国の社会保障制度（年⾦、医療、介護、福祉、雇⽤等）に関する基本的な法律、制度を

概括的に理解する。

2

我が国の国と地⽅における政治と⾏政の仕組み 
我が国の政治制度の基本的な仕組み（議院内閣制等）、社会保障に関係する⾏政組織の構造

（厚⽣労働省、内閣官房、内閣府、財務省等）、政治と⾏政の関係について理解を深める。

我が国の地⽅の政治制度（⾸⻑と地⽅議会）、⾏政組織（社会保障に関係する健康福祉部

局、福祉事務所等）について理解を深める。地⽅⾃治及び国と地⽅の関係について理解を深

める。

3
医療と福祉の関係団体 
医療や福祉など社会保障制度に影響を与える様々な関係団体を知るとともに、その役割につ

いて理解を深める。

4
国の財政と社会保障の財政 
我が国の財政の現状と課題を理解するとともに、社会保障の給付費と財源に関する現状と課

題を理解する。国の予算と社会保障との関係について理解を深める。

5

我が国の経済と社会保障 
我が国経済の現状と課題を理解するとともに、所得再分配における社会保障の役割、経済成

⻑に寄与する社会保障の役割、国⺠連帯の社会的な基盤としての社会保障の役割について理

解を深める。

6
社会保障制度各論(1)医療・保健・医療保険 
医療提供制度、保健と公衆衛⽣、医療保険制度等について理解を深める。

7
社会保障制度各論(2)介護・福祉・⼦育て⽀援 
介護保険制度、地域福祉・地域共⽣社会と包括的⽀援体制、障害保健福祉制度、⽣活保護制

度、⽣活困窮者⽀援制度、孤独孤⽴対策、⼦育て⽀援制度等について理解を深める。

8
社会保障制度各論(3)年⾦制度と労働保険 
年⾦制度、労働保険制度（雇⽤保険、労災保険）について理解を深める。

9
実際の⽴法の仕組み 
我が国の法律の制定過程、政令・省令等の法令の制定及び通知について学ぶとともに、地⽅

⾃治体における条例と規則について学ぶ。

10
具体的な制度改⾰事例(1)介護保険制度の創設 
具体的な制度はどのような経過や利害調整を通じて創設されるのか、改⾰を⽀えるものは何

かを2000年にスタートした介護保険制度の創設を事例に考える。

11
具体的な制度改⾰事例(2)社会保障と税⼀体改⾰ 
2010年代に実施された社会保障と税⼀体改⾰を事例に考える。

12 我が国の社会保障の課題(1)地域包括ケアと地域共⽣社会 
少⼦⾼齢化に対応して誰もが安⼼してその⼈らしい暮らしを続けていくことのできる「地域

包括ケアと地域共⽣社会」をどのように作っていくのかを考える。
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⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその

課題や限界についても学び、市⺠社会と⾏財政とのかかわりについても理解を、深めるとで複眼的な視座で⾏政のあり⽅を考える⼒を養う。講義を通して得た知

識やアカデミックな視座を、現実をとらえる際の⼿段としていかして欲しい。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

厚⽣労働省等での38年間の勤務経験を活かして、⾏政の構造や政策⽴案の仕組みについて講義する。

授業概要

本講義では、⾏政組織の仕組みや官僚制の構造について体系的に学修したうえで、わたしたちの⽣活を取り巻く公的な制度や政策が誰の⼿によってどのような

⼿続きでつくられているのかを、理論と具体例から考える。⼜、福祉の制度や具体的サービスが、どのような財政資源とその組み⽴てによって担保されている

のかをわかりやすく学ぶ。実社会において⾏政が果たす役割や意義について考えるとともに、組織の病理や財源・財政の課題についても光をあてることでその
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我が国の社会保障の課題(2)⼦ども・⼦育て⽀援 
全世代型社会保障構築会議報告書を踏まえて作成された「こども未来戦略」、新たな「⼦ど

も・⼦育て⽀援制度（児童⼿当の⼤幅拡充、妊婦のための⽀援給付、妊婦等包括相談⽀援事

業、こども誰でも通園制度、共働き・共育ての推進、こども⾦庫の創設等）」について考え

る。

14
我が国の社会保障の課題(3)医療・福祉のデジタル化 
急速な進展が⾒込まれる医療・介護のデジタル化をどのように現場で活かしていくかを考え

る。

15
我が国の社会保障の課題(4)アジア諸国の少⼦⾼齢化と⽇本 
少⼦⾼齢化に先⾏する我が国の知識や経験を今後急速に少⼦⾼齢化するアジア諸国などでど

のように活かしてもらえるのかを考える。
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成績評価の⽅法・基準
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オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。
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その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業中に使⽤するスライドや参考⽂献等を読み返して、我が国の課題について30分ほど⾃分なりに考えること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。参考書・参考⽂献は授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート60％、授業参加状況40％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業終了後に、質問を受けつける。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010673 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N09Z

担当教員 ⼆神 真理⼦, 諏訪 達彦, 島⽥ 千穂, 森本 彩

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

1 障害や加齢による変化が、⽇常⽣活に与える影響について多様な視点から説明できる。

2 障害や加齢により⽣じる⽇常⽣活上の問題と⽣活者のニード、ケアの必要性について説明できる。

3 ケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護の視点で説明できる。

4 ケアを必要とする⼈のニードと具体的な⽣活⽀援⽅法を理解できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 看護の専⾨職による⽣活⽀援とは 講義 ⼆神

2 障害に伴う⽇常⽣活の変化と援助 講義 ⼆神

3 加齢に伴う⽇常⽣活の変化と援助１ 講義 諏訪

4 加齢に伴う⽇常⽣活の変化と援助２ 講義 諏訪

5 認知症と援助 講義 諏訪

6 ⽣活の援助⽅法①：住居の環境整備・移動の援助 講義 ⼆神

7 ⽣活の援助⽅法①：ベッド周りの環境整備・移動の援助 演習 ⼆神・森本

8 ⽣活の援助⽅法②：⾷事摂取に関する援助 講義 ⼆神

9 ⽣活の援助⽅法②：⾷事介助 演習 ⼆神・森本

10 ⽣活の援助⽅法③：⾐⽣活の援助 講義 森本・⼆神

11 ⽣活の援助⽅法③：寝⾐交換 演習 森本・⼆神

12 ⽣活構造と⽣活課題 講義 永野

13 ⽣活構造と⽣活課題 演習 永野

14 ⽣活環境と⽀援の必要性 演習 永野

15 福祉の専⾨職による⽣活⽀援とは 講義 永野

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈の⽣活を⽀えるうえでは、その⼈の⽣活はどのように成り⽴っているのか、なぜ⽣活に問題を抱えることになったのかを理解することが必要である。そのた

め、障害や加齢に伴いケアが必要となることが、⼈の⽇常⽣活に与える影響について、⼈の⽣活構造、⽣活様式、⽣活環境など多様な視点から捉え理解する。

そして、障害や加齢に伴いケアを必要とする⼈たちの⽣活⽀援の内容と⽅法について、ソーシャルワーク、ケアワーク、看護といった⽀援の専⾨性の違いと⽣活

⽀援のニードとの関係性から把握する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

【事前学習】：⾃分の24時間の⽇常⽣活について、意識をしてください。また、⾼齢者や障害者と関わるチャンスがあれば、⽣活で困っていることや希望して
いることを聞いてみて下さい。関わる機会がない場合は、テレビや新聞、インターネットなどを利⽤しイメージをしてみましょう。また、毎回の授業に関連した

⽂献などを検索して事前に読むことで、授業内容が理解しやすくなります。1時間程度の時間が必要です。 
【事後学修】：授業で配付した資料や⽂献を使って、毎回1時間程度の復習をしてください。

テキスト・参考書・参考⽂献

【テキスト】 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座１ 医学概論. 中央法規出版株式会社 
【参考書】以下の書籍をお持ちの⼈はご持参ください。 
⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟（編）（2021）. 最新社会福祉⼠養成講座・精神保健福祉⼠養成講座２ ⼼理学と⼼理的⽀援. 中央法規出版株
式会社

成績評価の⽅法・基準

１．筆記試験（80％） 
２．毎回のリアクションペーパー提出（20％）

⽣活援助学
更新⽇：2025/03/31 10:22:11



佐久⼤学

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。

課題に対するフィードバック

提出物へのフィードバックは、授業時に⾏います。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けます。 
随時、メールでも質問を受け付けます。

その他履修上の留意事項等

・この科⽬では、クリッカーを⽤いて課題に取り組んだり、⼩グループでのディスカッション・発表を⾏うなど、学⽣・教員間の双⽅向による授業を⾏ってい

ます。 
・⽣活の援助⽅法の演習時は、5号館2階基礎看護学実習室で⾏います。動きやすい服装で、室内履きシューズに履き替えて参加してください。詳しい説明は、
授業時に説明します。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010674 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N02S

担当教員 ⽥中 尚

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神医療機関・保健福祉機関でのソーシャルワーク実践、⾃治体・社会福祉協議会等での計画策定および地域福祉施設・機関、教育機関等でのソーシャルワー

ク・スーパーバイザーとしての実務経験をもとに、ミクロ・メゾ・マクロレベルに実践に基づくソーシャルワークについて講義を⾏う。

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨的実践⼒の向上を⽬指した授業を⾏う。そのために、ソーシャルワークにおいて求められる各種の理論及び⽅法に関する基

礎的な知識の習得を⽬指す。この科⽬では、ソーシャルワーク・相談援助の実際（権利擁護活動を含む。）と、その実践過程における事例の検討、分析等を⾏

い、ソーシャルワーク実践の意義や⽅法について理解する。また、ソーシャルワークにおける社会資源の活⽤・調整・開発、ネットワーキング（多職種・多機

関との連携を含む。）、集団を活⽤した相談援助、記録、事例分析について学ぶ。個別に⾒える課題を社会的要件や構造との関連でとらえ、ソーシャルワーク

として進めていく際の倫理、知識、技術を総合的に学び、さらに学び続けていくための「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

1 ・社会資源の活⽤の意義を踏まえて、地域における社会資源の活⽤・調整・開発やソーシャルアクションについて他者に説明できる。

2 ・ネットワークづくりのための⼿法を挙げて、それらを他者に説明できる。

3 ・さまざまな課題を有する⼈びとの⽀援を検討するために、総合的かつ包括的な⽀援の必要性と⽅法について他者に説明できる。

4 ・個別の事例の具体的な解決⽅策や事例の背景にある共通性、⼀般性を⾒出しながら状況の分析と⽅法を他者に説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
授業のガイダンス 
科⽬の到達⽬標、進め⽅、授業外学習などについて確認し、予備知識と授業への期待、ニー

ズについて理解する。

講義 ⽥中尚

2
社会資源の活⽤・調整・開発①（意義、⽬的、⽅法の理解） 
ソーシャルワーク実践の展開における社会資源の意義、⽬的について理解を⾏い、それらを

活⽤することや創り出すうえでの課題について理解をする。

講義 ⽥中尚

3
社会資源の活⽤・調整・開発②（ニーズ把握、提⾔、計画策定、実施・評価の理解） 
ソーシャルワーク実践の展開における社会資源（サービス・⽀援）の前提となる福祉ニーズ

とその把握の⽅法、開拓⽅法について理解をする。

講義 ⽥中尚

4
社会資源の活⽤・調整・開発③（ソーシャルアクションの意義・⽬的・⽅法の理解） 
ソーシャルワーク実践の展開における社会資源の開発に焦点を当て、ソーシャルアクション

の⼿法と課題について理解をする。

講義 ⽥中尚

5
ネットワーク形成の意義・⽬的・⽅法の理解 
ソーシャルワーク実践の展開におけるネットワークの形成の意義、⽬的、⽅法について、具

体的な事例を通して理解をする。

講義 ⽥中尚

6
コーディネート機能の意義・⽬的・⽅法の理解 
ソーシャルワーク実践の展開におけるコーディネート機能の実際を検討しながら、その⽬的

及び⽅法、実践上の課題について理解をする。

講義 ⽥中尚

7

ソーシャルワークにおける総合的かつ包括的な⽀援の実際①（総合的かつ包括的な⽀援の理

解） 
ソーシャルワーク実践における総合的かつ包括的な⽀援とは何かについて、実践事例を通し

てその必要性、意義、⽅法、実践上の課題について理解をする。

講義 ⽥中尚

8
ソーシャルワークにおける総合的かつ包括的な⽀援の実際②（家族⽀援の理解） 
ソーシャルワーク実践における総合的かつ包括的な⽀援に関する実践事例を通して、ソーシ

ャルワークが⽬指す価値、それらの実現に必要となる知識、⽅法について理解をする。

講義 ⽥中尚

9
ソーシャルワークにおける総合的かつ包括的な⽀援の実際③（地域⽀援の理解） 
ソーシャルワーク実践における総合的かつ包括的な⽀援に関する実践事例を通して、多職

種・多機関との連携の意義について理解をする。

講義 ⽥中尚

10
ソーシャルワークにおける総合的かつ包括的な⽀援の実際④（⾮常時や災害時⽀援の理解） 
ソーシャルワーク実践における総合的かつ包括的な⽀援に関する実践事例を通して、ソーシ

ャルワークの機能について理解をする。

講義 ⽥中尚

11 事例分析・事例検討・事例研究の意義、⽬的の理解 講義 ⽥中尚
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関との連携を含む。）、集団を活⽤した相談援助、記録、事例分析について学ぶ。個別に⾒える課題を社会的要件や構造との関連でとらえ、ソーシャルワーク

として進めていく際の倫理、知識、技術を総合的に学び、さらに学び続けていくための「豊かな⼈間性」と「問題解決能⼒」を修得することをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

ソーシャルワーク論Ⅴ
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佐久⼤学

ソーシャルワーク実践における事例分析・事例検討・事例研究の意義、⽬的、⽅法について

理解を深め、実施していくうえでの課題、留意事項などについて理解をする。

12
事例分析・事例検討・事例研究の実際① 
ソーシャルワーク実践の事例分析・事例検討・事例研究（児童・家庭領域）を⾏う。

講義 ⽥中尚

13
事例分析・事例検討・事例研究の実際② 
ソーシャルワーク実践の事例分析・事例検討・事例研究（障害・⾼齢領域）を⾏う。

講義 ⽥中尚

14
事例分析・事例検討・事例研究の実際③ 
ソーシャルワーク実践の事例分析・事例検討・事例研究（⽣活困窮領域）を⾏う。

講義 ⽥中尚

15

授業全体のふりかえり：社会資源の活⽤、ネットワーク形成、コーディネート機能、総合的

かつ包括的な⽀援の実際など） 
授業全体のふりかりを通して、社会資源の活⽤、ネットワークづくり、ソーシャルアクショ

ン、総合的・包括的な⽀援の意義と課題について理解する。

講義 ⽥中尚

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間
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テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。

授業外学習時間

授業外のボラティア活動や社会福祉施設・機関での実習体験などと関連づけて授業での学びを深められるように授業を⾏うことを予定している。60分程度

テキスト・参考書・参考⽂献

参考⽂献：社会福祉学習双書  社会福祉援助技術論Ⅱ ソーシャルワークの理論と⽅法  社会福祉法⼈全国社会福祉協議会発⾏

成績評価の⽅法・基準

定期試験（筆記）100％として、60％以上の得点によって合格とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問等については適宜、メールで対応する。h-tanaka●tfu-mail.tfu.ac.jp

その他履修上の留意事項等

これまでの⼤学での学習（社会福祉、ソーシャルワークに関する学習、実習経験など）を統合するような授業として位置づけて授業を実施する。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010675 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N03S

担当教員 島⽥ 千穂, 髙松 誠, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 根本 貴⼦, 林 宏⼆

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

1 実践事例において各種実践アプローチがどのように活⽤されるのかを学び、実践への理論の適⽤を理解する。

2 他者の異なる意⾒や価値観を受け⼊れ、建設的な議論をすることができる。

3 分担してグループを運営し、意⾒をまとめ、わかりやすく発表することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーションと３つの実践モデル 
・科⽬の到達⽬標、進め⽅、演習を進めるにあたってのルールなどを確認する。 
・同⼀の事例について、医学（治療）モデル・⽣活モデル・ストレングスモデルから検討

し、実践モデルと⽀援の視点・⽅法の関係を体験的に学ぶ。

講義

2
事例（多問題を抱える家族）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ? 
現状を全体的に把握するためのアセスメントと、希望を持てる未来像の下に全体を変化させ

ることの具体を体験的に学ぶ（家族システムと家族療法アプローチ）。

演習

3
事例（多問題を抱える家族）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ② 
アセスメントと倫理的判断過程を踏まえた⽀援着⼿の優先順位付を体験的に学ぶ。

演習

4
事例（多問題を抱える家族）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ? 
動画視聴（課題中⼼アプローチ）

演習

5
グループ発表の準備 
課題中⼼アプローチを活⽤してケアプランを作成する。

演習

6
事例（多機関・多職種による⽀援）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ④ 
事例の基本情報から課題を整理して⽀援に有効な実践アプローチ等を⾒⽴ててみる。

演習

7

事例（多機関・多職種による⽀援）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ⑤ 
専⾨職としてのあり⽅を維持するためのスーパービジョンの活⽤と⾃⼰覚知の意義について

体験的に学ぶ（クライエント中⼼の視点、ナラティブアプローチ、エコロジカルアプローチほ

か）。

演習

8

事例（多機関・多職種による⽀援）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ⑥ 
・専⾨職の視点や役割の違いを理解して多職種で連携・協働する⽅法を体験的に学ぶ（社会

福祉固有の視点、リフレクション、解決志向アプローチほか）。 
・⽀援に有効な社会資源の活⽤について体験的に学ぶ（セルフモニタリングツール、リカバ

リー、エンパワメントアプローチほか）。

演習

9
グループ発表の準備 
第６回⽬〜第９回⽬までの授業を振り返り、事例で実践アプローチ等の活⽤を体験して学ん

だことをグループで共有する。

演習

10
事例（⼈と環境に着⽬した⽀援）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ⑦ 
ストレングスモデルを⼟台とした課題解決アプローチについて、事例を⽤いて学ぶ。

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を
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事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、解決志向アプローチなどの活⽤について演習を担当する。 
野坂洋⼦：児童相談所や急性期病院においての実務経験を活かし、ストレングスモデル等を⽤いたソーシャルワーク実践の演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、課題中⼼アプローチなどの活⽤について演習を

担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレーイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助

技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。 
この科⽬では、様々な実践モデルを⽤い、社会的排除や虐待（児童・⾼齢者）、家庭内暴⼒（DV）、低所得者、ホームレス、その他の危機状態にある相談援助
事例（権利擁護活動を含む。）などの、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む。）を活⽤し、総合的かつ包括的な援助について

実践的に習得する。

到達⽬標

授業計画

ソーシャルワーク演習Ⅲ
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佐久⼤学

11 事例（⼈と環境に着⽬した⽀援）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ⑧ 
⾏動変容アプローチと認知⾏動療法についての基本的な知識を踏まえた上で、事例を⽤いて

学ぶ。

演習

12
事例（⼈と環境に着⽬した⽀援）検討による実践アプローチ等の活⽤を学ぶ⑨ 
DVの事例を⽤いて、クライエントの理解と⽀援者が抱き得る⼼情について体験的に学ぶ。

演習

13
グループ発表の準備 
第１０回⽬〜第１２回⽬までの授業について振り返り、学んだことについて共有する。

演習

14
グループ発表? 
グループで共有した内容を発表する（各セクションの課題を１つ選んで発表）。

演習

15
グループ発表?とまとめ 
・グループで共有した内容を発表する（各セクションの課題を１つ選んで発表）。 
・全体の振り返り

演習

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等
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授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。

授業外学習時間

・次回授業で扱う事例について読んで理解しておく(30分)。 
・授業で扱った実践アプローチなどを⾃分のノートに整理し理解の定着を図る(60分)。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。必要に応じて参考資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

・授業中に⾏う課題への取り組み状況（５０％）  
・グループ活動の成果物（５０％）

課題に対するフィードバック

取り組み課題に対する解説は授業中に⾏う。

オフィスアワー

初回授業で⽰す。

その他履修上の留意事項等

分担してグループを運営しますので、⽋席しないようにしてください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010676 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N04S

担当教員 島⽥ 千穂, 髙松 誠, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 根本 貴⼦, 林 宏⼆

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

1 個⼈から地域へと関⼼を広げ、活⽤の可能性のある社会資源を挙げることができる。

2 ネットワークを作るプロセスを考え、説明することができる。

3 体験を他者と共有し、学びを整理し、課題を明確にして説明することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
科⽬の到達⽬標、進め⽅、演習を進めるにあたってのルールなどを確認する。

演習

2
地域福祉の計画の策定について、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

3
グループで⾝近な地域を設定し、社会資源マップを作成する。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

4
地域におけるサービス提供とチームアプローチについて、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークで学ぶ。

演習

5
地域におけるネットワーキングについて、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

6
地域における権利擁護活動について、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

7
社会資源の把握、活⽤、調整、開発について、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

8
住⺠参加と組織化活動について、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

9
ソーシャルアクションについて、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

10
地域住⺠に対するアウトリーチとニーズ把握について、事例を通して体験的に学ぶ。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

11
ソーシャルワーク実習の振り返りからグループで事例を作成する。グループメンバーの 相談
援助実習での体験を持ち寄り、作成する事例のテーマを決める。 
個⼈ワークとグループワークをとおして学ぶ。

演習

12
テーマに基づき、グループで事例を作成する。個⼈情報の保護を含め倫理綱領に かなった活
動を⾏う。 
グループワークをとおして学ぶ。

演習

13
他のグループが作成した事例に対し⽀援計画を⽴てるために、グループ間で相互 にアセスメ
ントを⾏う。 
グループワークをとおして学ぶ。

演習

14 アセスメントをもとに、他のグループが作成した事例の⽀援計画をグループで提案 し発表す 演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標
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相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

林：矯正施設で社会福祉⼠として５年間勤務し、受刑者の社会復帰に携わった。その時に⾝につけたクライエントが抱える課題へのアプローチの⽅法、また地

域組織化の⽅法、社会資源の活⽤⽅法等を講義のなかで伝授する。 
根本貴⼦：医療ソーシャルワーカーの実務経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。 
脇⼭園恵：在宅介護⽀援センター・相談員、居宅介護⽀援事業所・介護⽀援専⾨員としての実践経験を活かし、社会資源などの活⽤について演習を担当する。

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得する。授業で

は、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。また、個別指導並びに集団指導を通して、具

体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中⼼とする演習形態により授業を進める。習得した相談援助に係る知識と技術を、専⾨的援助技

術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活⽤し、地域住⺠に対するア

ウトリーチとニーズ把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活⽤・調整・開発、サービスの評価について実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

ソーシャルワーク演習Ⅳ
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佐久⼤学

る。 
グループワークをとおして学ぶ。

15
授業全体を振り返り、地域への理解を深め、地域福祉を進めるためのソーシャル ワークを整
理する。受講⽣⾃⾝による振り返りとまとめを⾏う。  
グループワークをとおして学ぶ。

演習

授業外学習時間

他の授業で学んだ地域福祉，コミュニティソーシャルワーク関連の知識を予習（90分）・復習（90分）しておくこと。演習で取り上げる事例を事前に読んでお
くこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 社会福祉⼠養成講座 ソーシャルワーク演習〔社会専⾨〕』中央法規，2021年2⽉

成績評価の⽅法・基準

個⼈ワークの取り組み状況20％，グループワークの取り組み状況20％，演習課題の達成状況30％，本演習の振り返り状況30％ 
最後の回で，皆様から頂いた質問，ご意⾒等についてお答えします。

課題に対するフィードバック

課題の達成状況を振り返り，そこで質問，疑問等に答える。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。また、メールでは随時質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

ソーシャルワーク実習の場⾯を基にプロセスレコードを作成しますので，実習記録をよく整理しておいてください。 
本演習では，地域アセスメントをし，それに基づいて地域福祉に関する計画を⽴案します。アクションリサーチに興味を持つようにしてください。

授業外学習時間

他の授業で学んだ地域福祉，コミュニティソーシャルワーク関連の知識を予習（90分）・復習（90分）しておくこと。演習で取り上げる事例を事前に読んでお
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⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 社会福祉⼠養成講座 ソーシャルワーク演習〔社会専⾨〕』中央法規，2021年2⽉

成績評価の⽅法・基準

個⼈ワークの取り組み状況20％，グループワークの取り組み状況20％，演習課題の達成状況30％，本演習の振り返り状況30％ 
最後の回で，皆様から頂いた質問，ご意⾒等についてお答えします。

課題に対するフィードバック

課題の達成状況を振り返り，そこで質問，疑問等に答える。

オフィスアワー

授業終了後に質問を教室または研究室で質問を受け付ける。また、メールでは随時質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

ソーシャルワーク実習の場⾯を基にプロセスレコードを作成しますので，実習記録をよく整理しておいてください。 
本演習では，地域アセスメントをし，それに基づいて地域福祉に関する計画を⽴案します。アクションリサーチに興味を持つようにしてください。

授業外学習時間
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施設養護と家庭養護に関する法令・通知等の概要についての紹介を⾏う。「児童福祉施設の設
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（パーマネンシー）視点について学修する。児童への⽀援の具体的な⽅法の習得を⽬指す。

授業外学習時間

・予習：各講義の最後に次回までの予習として、読んでおくべき教科書の箇所を⽰す。概ね、予習にかける時間は1時間程度になると思われる。 
・復習：講義の内容を定着化するために、講義の内容をノート等で記録したことを再確認するとともに、可能ならば、学修・活動経験を記録・蓄積し、⾃らの

成⻑を確認するためのノートを独⾃に作成し、それを携帯することを希望する（学修ポートフォリオ）。ノート（含ワープロ等）の再読や、⾃修内容のノート

への記載も含めて、1時間30分強程度の復習時間が必要であると思われる。

テキスト・参考書・参考⽂献

⽇本社会福祉⼠会【編】（2023）『学校‐家庭‐地域をつなぐ⼦ども家庭⽀援アセスメントガイドブック』中央法規出版
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課題に対するフィードバック

Active Portal上で⾏う

オフィスアワー

・授業終了後に教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

・グループワークへの参加とレポートの提出を課する。講義の中で課題及び提出期限を提⽰する。 
・授業中のスマートフォンの使⽤や授業に関係のない私語は⾏わないように留意する。

授業外学習時間

・予習：各講義の最後に次回までの予習として、読んでおくべき教科書の箇所を⽰す。概ね、予習にかける時間は1時間程度になると思われる。 
・復習：講義の内容を定着化するために、講義の内容をノート等で記録したことを再確認するとともに、可能ならば、学修・活動経験を記録・蓄積し、⾃らの

成⻑を確認するためのノートを独⾃に作成し、それを携帯することを希望する（学修ポートフォリオ）。ノート（含ワープロ等）の再読や、⾃修内容のノート

への記載も含めて、1時間30分強程度の復習時間が必要であると思われる。

テキスト・参考書・参考⽂献
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010681 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O02Z

担当教員 ⽣井 裕⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

公認⼼理師・臨床⼼理⼠の資格を有し、公的相談機関及び教育機関における14年間の実務経験に基づき、臨床⼼理学についての講義を⾏う。

授業概要

臨床⼼理学は「⼈間⾏動の適応調整や⼈格成⻑を促し、さらには不適応、障害、苦悩の成り⽴ちを研究し、問題を予測し、問題を軽減、解消することを⽬指す

学問」である。⼼理学の中では、応⽤⼼理学の⼀分野であり、この講義は、臨床⼼理学の⼊⾨コースである。臨床⼼理学の対象（誰のどんな問題が対象になる

のか）、アセスメント（どのように問題を捉えるのか）、そして介⼊（どう援助するのか）を学んでゆく。対象と介⼊に関しては、動画視聴や技法のワークを

通じて、様々な対象と⽅法を効率的に学ぶ。また、臨床⼼理学の研究や実践の現状についても適宜紹介する。

到達⽬標

1 臨床⼼理学の基礎的知識と技術について、対象・アセスメント・介⼊という観点から説明ができる。

2 臨床⼼理学の理論を、⾃分の⾝近な現象と関連づけることができる。

3 授業で⾏われるグループワークや発表に、積極的に参加できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス 
授業の概要及び進め⽅、到達⽬標を理解する。

2
臨床⼼理学とは何か 
臨床⼼理学の成⽴や定義、構造について学ぶ。

3
臨床⼼理学はどのように役⽴つか 
臨床⼼理学の実践やプロセス、⼼理的アセスメントや介⼊に当たってのケース・フォーミュ

レーションについて理解する。

4
公認⼼理師とは何か 
公認⼼理師の仕事内容、⽀援の領域や対象者、必要とされる能⼒について理解する。

5
臨床⼼理学の成り⽴ち 
臨床⼼理学の歴史について学ぶ。

6
臨床⼼理学と研究 
臨床⼼理学と研究の関係や、研究の必要性について理解する。

7
⽣物ー⼼理ー社会モデル 
臨床⼼理学実践における⽣物―⼼理ー社会モデルの考え⽅を学び、チームアプローチについ
て理解を深める。

8
⼈間性アプローチ：クライエント中⼼療法 
クライエント中⼼療法の理論や実践について学び、動画視聴を通じて理解を深める。

9
精神⼒動的アプローチ：精神分析学 
精神分析学の理論や各学派の特徴、実践について学び、ワークを通じて理解を深める。

10
⾏動主義：⾏動療法 
⾏動療法の理論や原理、実践について学び、ワークを通じて理解を深める。

11
認知モデル：認知⾏動療法 
認知⾏動療法の理論や技法、実践について学び、ワークを通じて理解を深める。

12
システム論：家族療法・カップルセラピー 
家族療法の理論や実践について学び、動画視聴やグループワークを通じて理解を深める。

13
コミュニティアプローチ：コミュニティ⼼理学 
コミュニティ⼼理学の理論や実践について学び、コミュニティや地域で求められる⼼理援助

の特徴について理解を深める。

14
社会構成主義：ナラティブアプローチ 
社会構成主義やナラティブアプローチの理論や実践について学び、理解を深める。

15
まとめ 
授業全体を振り返り、学んだ内容について確認する。期末レポートに取り組む。

実務経験のある教員等による授業科⽬

公認⼼理師・臨床⼼理⼠の資格を有し、公的相談機関及び教育機関における14年間の実務経験に基づき、臨床⼼理学についての講義を⾏う。

授業概要

臨床⼼理学は「⼈間⾏動の適応調整や⼈格成⻑を促し、さらには不適応、障害、苦悩の成り⽴ちを研究し、問題を予測し、問題を軽減、解消することを⽬指す

学問」である。⼼理学の中では、応⽤⼼理学の⼀分野であり、この講義は、臨床⼼理学の⼊⾨コースである。臨床⼼理学の対象（誰のどんな問題が対象になる

のか）、アセスメント（どのように問題を捉えるのか）、そして介⼊（どう援助するのか）を学んでゆく。対象と介⼊に関しては、動画視聴や技法のワークを

通じて、様々な対象と⽅法を効率的に学ぶ。また、臨床⼼理学の研究や実践の現状についても適宜紹介する。
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授業概要
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学問」である。⼼理学の中では、応⽤⼼理学の⼀分野であり、この講義は、臨床⼼理学の⼊⾨コースである。臨床⼼理学の対象（誰のどんな問題が対象になる

のか）、アセスメント（どのように問題を捉えるのか）、そして介⼊（どう援助するのか）を学んでゆく。対象と介⼊に関しては、動画視聴や技法のワークを
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授業概要
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のか）、アセスメント（どのように問題を捉えるのか）、そして介⼊（どう援助するのか）を学んでゆく。対象と介⼊に関しては、動画視聴や技法のワークを
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のか）、アセスメント（どのように問題を捉えるのか）、そして介⼊（どう援助するのか）を学んでゆく。対象と介⼊に関しては、動画視聴や技法のワークを

通じて、様々な対象と⽅法を効率的に学ぶ。また、臨床⼼理学の研究や実践の現状についても適宜紹介する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

公認⼼理師・臨床⼼理⼠の資格を有し、公的相談機関及び教育機関における14年間の実務経験に基づき、臨床⼼理学についての講義を⾏う。
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学問」である。⼼理学の中では、応⽤⼼理学の⼀分野であり、この講義は、臨床⼼理学の⼊⾨コースである。臨床⼼理学の対象（誰のどんな問題が対象になる
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のか）、アセスメント（どのように問題を捉えるのか）、そして介⼊（どう援助するのか）を学んでゆく。対象と介⼊に関しては、動画視聴や技法のワークを

通じて、様々な対象と⽅法を効率的に学ぶ。また、臨床⼼理学の研究や実践の現状についても適宜紹介する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

公認⼼理師・臨床⼼理⼠の資格を有し、公的相談機関及び教育機関における14年間の実務経験に基づき、臨床⼼理学についての講義を⾏う。

授業概要

臨床⼼理学は「⼈間⾏動の適応調整や⼈格成⻑を促し、さらには不適応、障害、苦悩の成り⽴ちを研究し、問題を予測し、問題を軽減、解消することを⽬指す

学問」である。⼼理学の中では、応⽤⼼理学の⼀分野であり、この講義は、臨床⼼理学の⼊⾨コースである。臨床⼼理学の対象（誰のどんな問題が対象になる
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佐久⼤学

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年
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課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。

授業外学習時間

毎回の授業で次の授業の資料を配布するので、授業までに予習をすること（20分程度）。 
授業後には授業内容の振り返りと定着を⽬的として、リアクションペーパーと⼩課題の提出が求められる。課題に取り組み、期限までに提出すること（30〜40
分程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定しないが、授業時に資料を配布する。 
参考書：下⼭晴彦・佐藤隆夫・本郷⼀夫（編）臨床⼼理学概論（公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ３） ミネルヴァ書房、2020年

成績評価の⽅法・基準

期末レポート（50％）、リアクションペーパーと⼩課題（50％）により評価する。 
提出された課題については、次の授業でフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

授業終了後、教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業内で⾏うワークに、積極的に参加できることが望ましい。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010682 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O03Z

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

1 ・⾼齢期における⼼理の特徴について、特に⾝体機能や認知機能の低下に影響を受ける⼼理の状態について理解する。

2 ・死にゆく過程で⽣じる⼼理的変化について理解する。

3 ・介護される⾼齢者の⼼理の理解を通じて、援助者⾃⾝が受ける⼼理的な影響をコントロールする態度について学ぶ。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
⼼⾝の低下に伴う⾼齢期の⼼理状態の特徴 
⼼⾝共に衰える過程である⾼齢期に、これまでできたことができなくなっていく状況を受け

⼊れ、対応することの⼼理を理解する。

2
⽣涯発達⼼理学の視点から⾼齢期を捉える 
⾼齢期はそれまでの⼈⽣の延⻑線上にあることを理解し、発達理論における⾼齢期の位置づ

けを理解する。

3
要介護⾼齢者の⽣きる意欲を維持する⼼理的⽀援 
衰える過程にあっても、⽣きる意欲を維持し続けられる事例を紹介し、⽀援に⽣かすにはど

うしたらよいかを議論する。

4
認知症の⼈の⾏動から気持ちを理解する１ 
介護施設でよくみられる、⽀援者を困らせる認知症の⼈の⾏動を挙げ、その理由として考えら

れる⼼理状態を推測する。

5
認知症の⼈の⾏動から気持ちを理解する２ 
地域でよくみられる、家族や隣⼈を困らせる認知症の⼈の⾏動を挙げ、その理由として考えら

れる⼼理状態を推測する。

6
認知症の⼈の⾏動から気持ちを理解する３ 
⾏動⼼理症状（BPSD）と⾔われる⾔動から、その理由として考えられる⼼理状態を推測す
る。

7
⾝体拘束が⾼齢者の⼼理に及ぼす影響 
⾝体拘束が⾼齢者の⼼理に及ぼす影響について、理解する。合わせて、⾝体拘束をせざるを

得ない⽀援者側の⼼理的状況も理解した上で、解決⽅法を考える。

8
⾼齢者の⼼理を家族との関係性から理解する 
⾼齢者の⼼理を、家族や⾝近な⼈との⼆者関係、三者関係から理解し、⾼齢者本⼈と家族へ

の⼼理的サポートについて考える。

9
⽀援者⾃⾝の⼼理を俯瞰的に理解する 
専⾨職として⽀援に関わる時の⾃分⾃⾝の⼼理を、⽀援を受ける⾼齢者の⼼理と重ね合わせ

て理解する。

10
⼼理的葛藤を含む事例を⽤いた認知症や要介護状態の⼈の⼼理を読み解く 
認知症や要介護状態の⼈の⼼理を、⽀援者との関係に関わる葛藤を含む事例を⽤いて、議論

を通じて理解する。

11
家族内の⼼理的葛藤を含む事例について考える 
認知症や要介護状態の⼈の⼼理を、家族との関係に関わる葛藤を含む事例を⽤いて、議論を

通じて理解し、ケア計画を考える。

12
⽀援者として職場で⼼理的葛藤を⽣じさせる状況の事例について考える 
認知症や要介護状態の⼈の⼼理を、⽀援者との関係に関わる葛藤を含む事例を⽤いて、議論

を通じて理解し、ケア計画を考える。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
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認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

認知機能の変化や感情、⼈格の変化、対⼈関係や⼼の健康などの⼼理学的問題を幅広く理解します。特に認知症の問題に重点を置き、ケアのあり⽅を具体的に理

解します。⾼齢期と死の問題に関しては、⼼理とケアのあり⽅について具体的に考えていきます。授業ではアクティブラーニングのTBL を取り⼊れて理解を深
めていきます。理論そのものの理解にとどまらず、事例と重ねて理解できるよう理論を説明することによって、実践で活⽤できる形で理論を理解できることをめ

ざす。

到達⽬標

授業計画

⽼年⼼理学
更新⽇：2025/03/31 10:22:22



佐久⼤学

13 施設における観察データから認知症の⼈の気持ちを推測する 
介護施設における⽀援者と認知症⾼齢者との関わりの場⾯から観察したデータを使って、認

知症の⼈の気持ちを理解し、ケア計画を考える。

14
死にゆく過程における⾼齢者、看取る家族の⼼理 
看取る場⾯における看取られる⾼齢者の⼼理、看取る家族の⼼理を理解し、グリーフケアに

ついて検討する。

15
死にゆく過程に関わる⽀援者の⼼理 
看取る場⾯における看取りに関わる⽀援者の⼼理を理解し、グリーフケアについて検討す

る。

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパーの提出（４０％）、レポートの提出（６０％）

課題に対するフィードバック

授業内で課題に対してフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業の準備と復習に、それぞれ30分ずつ合計1時間は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない
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実務経験のある教員等による授業科⽬

嗜癖問題を抱えいている⼈の家族相談室に2年半勤務。コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に8年間勤務。

授業概要

⼦育て⽀援家庭に着⽬し、⽀援を必要としている⼈たちと家族の問題とは何か。なぜ家族を⽀援しなければならないのか。そして、社会的及び⽣活問題を抱え

ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。

到達⽬標

1 ①現在における家族問題について国内外の諸問題を説明できる。

2 ②⽣涯発達理論に基づいて、⼈間のそれぞれの発達段階に抱えやすい家族の問題について説明できる。

3 ③⼦育て⽀援における法律やサービスについて説明できる。

4 ④⼦育て家庭への⽀援⽅法について熟考することができる。
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や家族の移り変わりや⼦ども観を⾒ていき、現在の家族を理解する。
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在の家族を理解する。
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現代の家族が抱える問題について 
前回の諸外国の家族の事情を踏まえて、⽇本における家族の事情及び家族問題に焦点をあ

て、家族⽀援の必要性について理解を深める。
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5

⽣涯発達とライフサイクル① 
⼈間は成⻑するにつれて親⼦から始まり、その関係性はライフステージごとに⼤きな変化が

⾒られる。⼈間が親から⾃⽴するためにはどうしたらよいのか、乳幼児時期の発達の理解を

深める。
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⽣涯発達とライフサイクル② 
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保育所には様々な事情を抱えた家庭が利⽤する。保育所における家族⽀援について 
事例を通して学習する。

講義

11
家族⽀援の現場について−⼦育て⽀援事業ー 
⼦どもや⼦育てに関する⽀援機関にはどのような機関があるかを学び、事例を通して、⼦ど
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ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

嗜癖問題を抱えいている⼈の家族相談室に2年半勤務。コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に8年間勤務。
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ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。
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実務経験のある教員等による授業科⽬
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⼦育て⽀援家庭に着⽬し、⽀援を必要としている⼈たちと家族の問題とは何か。なぜ家族を⽀援しなければならないのか。そして、社会的及び⽣活問題を抱え

ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。
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⼦育て⽀援家庭に着⽬し、⽀援を必要としている⼈たちと家族の問題とは何か。なぜ家族を⽀援しなければならないのか。そして、社会的及び⽣活問題を抱え

ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。
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ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
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授業概要
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学修を進めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬
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授業概要
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嗜癖問題を抱えいている⼈の家族相談室に2年半勤務。コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に8年間勤務。
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ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

嗜癖問題を抱えいている⼈の家族相談室に2年半勤務。コンサルタント（臨床⼼理⼠）として地域⼦育て⽀援拠点事業に8年間勤務。

授業概要

⼦育て⽀援家庭に着⽬し、⽀援を必要としている⼈たちと家族の問題とは何か。なぜ家族を⽀援しなければならないのか。そして、社会的及び⽣活問題を抱え

ている家族を⽀える制度や⽀援⽅法についても 
学修を進めていく。

到達⽬標

授業計画

家族臨床学
更新⽇：2025/03/31 10:22:23



佐久⼤学

12 ⼦育て家庭を⽀える⽅法−⼦ども広場における⽀援− 
⼦育て⽀援家庭を⽀えている⼦ども広場に着⽬し、 
どのような⽀援を⾏っているのかを事例を通して学ぶ。

講義

13
⼦育て家庭を⽀える⽅法−家庭訪問による⽀援ー 
⼦育て⽀援の⽅法として家庭訪問事業がある。 
家庭訪問事業とはどのようなものか、どのような効果があるのかを事例を通して学ぶ。

講義

14
⼦育て⽀援活動演習 
⼦育て⽀援の場で親⼦を⽀援するための活動を学内の 
保育実習室を使い、実践する。

演習

15

まとめ 
これまで学んできた①現代における家族問題、②家族のライフサイクル、③家族⽀援を⾏っ

ている⾏政や関連機関のしくみ、④家族⽀援の⽅法を踏まえて、家族の⽀援とは何かをディ

スカッション形式で検討する。

講義

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準

①レポート 50％、②授業時の提出課題 30％、③授業参加状況 20％ 
上記①〜③を総合的に⾒て、成績を算出する。

課題に対するフィードバック

授業時の提出課題については、コメントをつけて返却または授業内に解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受ける。 
研究室の在室表⽰がある時。 
事前予約も可（m-ojima@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。

授業外学習時間

予習について：次回⾏う教科書の章や節を読んでくる。家族に関する新聞記事やネットニュー 
スをチェックする。（予習にかける時間は1時間程度） 
復習について：講義の内容を定着するために、授業中に配布した資料やノート等記録したこと 
を再読する。（復習にかける時間は1時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：適宜プリントなどを配布する。

成績評価の⽅法・基準
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その他履修上の留意事項等

授業の進捗状況により、授業内容や⽅法が⼀部変更される場合がある。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010684 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O05Z

担当教員 芳賀 博

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

1 ⽼年学とは何か？について具体的に説明できる

2 加齢に伴う⾝体、⼼理、社会的側⾯の特徴を説明できる

3 ⾼齢者に対する福祉政策・制度について理解し、説明できる

4 ⾼齢者・⾼齢社会の課題を理解し、その解決策について提案することができる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
序章 ⽼年学とは何か 
・⽼化とは何か  ・暦年齢による⾼齢者の定義の限界 
・学際性を追求する

2
第2章 ⾼齢者の医療・健康・予防（１） 
・⽼化と寿命   ・⽼化と寿命 
・⾼齢期に問題となりやすい傷病 ①

3
第2章 ⾼齢者の医療・健康・予防（２） 
・⾼齢期に問題となりやすい傷病 ② 
・⾼齢者のケアとリハビリテーション

4
第2章 ⾼齢者の医療・健康・予防（３） 
・⾼齢期のヘルスプロモーション ・介護予防 
・ミニレポート① 課題の提⽰

5
第3章 ⽼化・⾼齢者と⼼理（１） 
・⽼年⼼理学の基本的視点 
・感覚・知覚の加齢変化と⽇常⽣活への影響

6

第3章 ⽼化・⾼齢者と⼼理（２） 
・記憶の加齢変化と⾼齢者の特徴 
・知能の加齢変化と⾼齢者の特徴 
・⾼齢者の感情と孤独

7

第3章 ⽼化・⾼齢者と⼼理（３） 
・⼈格・適応の加齢変化と⾼齢者の特徴 
・⾼齢者のコミュニケーション 
・ミニレポート② 課題の提⽰

8
第4章 ⽼化・⾼齢者と社会（１） 
・⼈⼝の⾼齢化 
・⾼齢期の社会関係

9

第4章 ⽼化・⾼齢者と社会（２）  
・⾼齢期の就業と就業からの引退 
・⾼齢期における格差 
・エイジズム

10
第4章 ⽼化・⾼齢者と社会（３） 
・社会参加、社会貢献 
・介護問題

11
第５章 ⾼齢者と家族を⽀える福祉学（１） 
・⽼年学分野における福祉の政策・制度

12 第５章 ⾼齢者と家族を⽀える福祉学（２） 
・⽼年学分野における福祉の実践・⽅法 

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈が⽼いるということはどういうことか、⼜、⽼化はどのように定義し測るのか。⼜、⽼化は⾷⽣活や運動だけでなく、⼈と⼈との関係やその中で⽣じるスト

レスが⼤きな要因と指摘されているが、そうしたストレスを⽣みだす社会のあり⽅や、⽼化への対応策まで含めて、⼈間の⽼化とそのプロセスを、⽣理的、⼼

理的、社会的側⾯からとらえ、加齢現象の特徴と課題について理解を深め、⾼齢者⽀援の⽅法についての基本的な考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

授業計画

⽼年学
更新⽇：2025/03/31 10:22:12



佐久⼤学

・ミニレポート③ 課題の提⽰

13
第6章 ⽼年学とその関連分野 
・死⽣学 
・教育⽼年学

14
第１章 ⽼年学研究の進め⽅ 
・実証研究のプロセス ・量的研究 
・質的研究

15
全体の総括 
・講義の振り返りとまとめ

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。

授業外学習時間

1回の授業についてテキストに沿って1時間程度の予習を⾏うこと

テキスト・参考書・参考⽂献

杉澤秀博、⻑⽥久雄、渡辺修⼀郎、中⾕陽明 編著 『⽼年学を学ぶ』 桜美林⼤学出版会 
発売元；論創社

成績評価の⽅法・基準

授業の進⾏に伴うミニレポート（1200⽂字程度）の提出 × 3回（75％） 
授業への参加姿勢：リアクションペーパーの記載の有無とその内容（25％） 記載内容については必要に応じて適宜コメントを返す。

課題に対するフィードバック

ミニレポートの実施後は、次の授業にて解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける

その他履修上の留意事項等

⽼年学は、いくつかの異なる学問分野にまたがって成り⽴っています。したがって、テキスト『⽼年学を学ぶ』では、聞きなれない専⾨⽤語が出てくることもあ

るかもしれません。わからない⽤語が出てきた場合には、その意味をネット等で検索するなどして理解を深めてください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O06Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者権利条約の締約国はこの条約に基づく義務の進歩に関する包括的な報告を国連に提出することとなっている。この科⽬では、障害者権利条約、障害者権

利条約に基づく各国の「締約国報告(政府報告)」とNGOなどから提出されるパラレルレポート、⾻格提⾔を学ぶ。世界の障害者にかかわる政策、実態、運動、
最新のデータなどを学ぶことを通し、障害者権利条約が⽬指す社会はどのようなものか、各国はどのようにしてその社会に近づこうとしているのか、⽇本ある

いは地域社会はどのようにしてそこに近づきうるのかを考える。

到達⽬標

1 ・障害学の視座と障害の⼈権モデルを理解し、説明できる。

2 ・国際的な視野から⽇本の障害福祉について、⾃分の考えを述べることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
「障害学」の歴史を学ぶ 
オリエンテーション 「障害学」の背景、歴史、概要を学ぶ

2
「障害学」の論⽂から学ぶ（1） 
「障害学」に関連し、⽇本の論⽂を読み、理解する（1）

3
「障害学」の論⽂から学ぶ（2） 
「障害学」に関連し、⽇本の論⽂を読み、理解する（2）

4
「障害学」の論⽂から学ぶ（3） 
「障害学」に関連し、イギリスの論⽂を読み、理解する（1）

5
「障害学」の論⽂から学ぶ（4） 
「障害学」に関連し、イギリスの論⽂を読み、理解する（2）

6
「⼈権モデル」の論⽂から学ぶ（1） 
「⼈権モデル」に関連する論⽂を読み、「⼈権モデル」の考え⽅を理解する（1）

7
「⼈権モデル」の論⽂から学ぶ（2） 
「⼈権モデル」に関連する論⽂を読み、「⼈権モデル」の考え⽅を理解する（2）

8
「⼀般的意⾒ 第1号」を学ぶ（1） 
障害者権利委員会「⼀般的意⾒ 第1号（第12条：法の前における平等な承認）」を読み、障
害者権利条約における「法の前の平等」を理解する（1）

9
「⼀般的意⾒ 第1号」を学ぶ（2） 
障害者権利委員会「⼀般的意⾒ 第1号（第12条：法の前における平等な承認）」を読み、障
害者権利条約における「法の前の平等」を理解する（2）

10
「⼀般的意⾒ 第5号」を学ぶ（1） 
障害者権利委員会「⼀般的意⾒ 第5号（第19条：⾃⽴した⽣活及び地域社会への包容）」を
読み、障害者権利条約における「⾃⽴⽣活」を理解する（1）

11
「⼀般的意⾒ 第5号」を学ぶ（2） 
障害者権利委員会「⼀般的意⾒ 第5号（第19条：⾃⽴した⽣活及び地域社会への包容）」を
読み、障害者権利条約における「⾃⽴⽣活」を理解する（2）

12
⽇本からの「締約国報告」を学ぶ 
⽇本の「締約国報告」および市⺠団体からの報告書を読み、「⾃⽴⽣活」を考える

13
⽇本への「総括所⾒」を学ぶ 
国連障害者権利委員会から⽇本への「総括所⾒」を読み、内容を検討する

14
各国への「総括所⾒（第19条）」を学ぶ 
国連障害者権利委員会から他国への「総括所⾒（第19条）」を読み、内容を検討する

15
障害者権利条約が⽬指す社会 
障害者権利条約が⽬指す社会を考える

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

障害者権利条約の締約国はこの条約に基づく義務の進歩に関する包括的な報告を国連に提出することとなっている。この科⽬では、障害者権利条約、障害者権

利条約に基づく各国の「締約国報告(政府報告)」とNGOなどから提出されるパラレルレポート、⾻格提⾔を学ぶ。世界の障害者にかかわる政策、実態、運動、
最新のデータなどを学ぶことを通し、障害者権利条約が⽬指す社会はどのようなものか、各国はどのようにしてその社会に近づこうとしているのか、⽇本ある

いは地域社会はどのようにしてそこに近づきうるのかを考える。

到達⽬標
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実務経験のある教員等による授業科⽬
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到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬
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佐久⼤学

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。
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テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。

配布資料を予め読み、発表担当箇所の準備をして授業に臨むこと。 
1コマ当たりの準備学習に必要な時間は90分とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

授業における発表、発⾔など、授業参加の評価を50％、期末レポートの評価を50％とする。期末レポートでは到達⽬標についてその達成状況を評価し、授業参
加の評価（⽬標到達のための取組みのプロセス）と合わせて全体の評価とする

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰する。

オフィスアワー

随時、メール（takashima-kyoko●spu.ac.jp）で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業では、事前準備やディスカッションなど積極的な参加を求めます。障害福祉の未来を⼀緒に考えてみましょう。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010686 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O07Z

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

1 認知症の⼈が、できる限り最期まで、⾃分らしさを守りながら暮らし続けられる⽀援とはどのようなものか、説明できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
認知症の基礎知識１ 
認知症の⼈が社会でどのように認知されてきたか、認知症ケアは時代によってどう変化して

きたか、歴史的に概観する。

2
認知症の基礎知識２ 
認知症ケアの理念とパーソンセンタードケアについて学ぶ。

3
認知症の⼈の⾏動・⼼理症状の特徴とケア１ 
認知症という病の影響で起きる脳や⾝体の不調から⽣じる様々な症状（⾏動・⼼理症状：BP
SD）について理解する。

4
認知症の⼈の⾏動・⼼理症状の特徴とケア２ 
ケア従事者として、どのようにBPSDを捉え、対応するか、認知症ケアのあり⽅を考える。

5
認知症の⼈とのコミュニケーションの取り⽅ 
認知症の⼈が⽰す態度や⾏動の具体的な事例に対して、ケア従事者としてどのように捉え、

どう対応したらよいのか、演習を交えて具体的な対応⽅法について理解する。

6
認知症の⼈へのサポート体制 
地域で暮らす認知症の⼈の症状の変化やそれに伴う⽣活の変化に対し、多職種で⽀える体制

について、演習を含めて実施し、理解する。

7
認知症の⼈へのアセスメントの⽅法と対応１ 
認知症の⼈へのケアを検討する上で必要なアセスメントの視点と⽅法について、演習も交え

て学ぶ。

8
認知症の⼈へのアセスメントの⽅法と対応２ 
認知症の⼈が、⾷事、排泄、睡眠などの⽣活場⾯の困りごとを通じて、専⾨職としてアセス

メントし、ケアプランにつなげる⽅法を、演習を含めて実施し、理解する。

9
認知症の⼈が⽣活する場の特徴と制度 
認知症の⼈が⽣活する多様な場の特徴と制度を理解する。

10
認知症の⼈を⽀える家族の介護負担と⽀援 
認知症の⼈を⽀える家族の介護負担の特徴を調査データから理解し、その⽀援⽅法を考え

る。

11
認知症ケアの倫理 
認知症の⼈をケアする⼈（家族介護者、専⾨職）に求められる倫理的な課題について、演習

を交えて理解する。

12
認知症の⼈の⾝体拘束や治療の選択に伴う倫理的課題 
⾝体拘束や治療の選択など葛藤を引き起こす場⾯を含む具体的な事例を取り上げて、認知症

の⼈にとってより良い解決⽅法についてディスカッションする。

13
認知症の⼈のエンドオブライフケア１ 
認知症の⼈のエンドオブライフを⽀えるケアチームについて、看護の視点から理解する。

14
認知症の⼈のエンドオブライフケア２ 
認知症の⼈のエンドオブライフを⽀えるケアチームについて、福祉の視点から理解する。

15 認知症ケアの今後の課題 

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について

学ぶ。認知症の病気の⾯ではなく、本⼈の⽣活の⾯から認知症ケアを考え、その⼈らしい⽣活を継続していく⽀援を考える。
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認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅

は広く理解されるようになってきた。講義では、パーソンセンタードケア（その⼈を中⼼としたケア）を基本に、認知症を抱えた⼈のケアと⽣活⽀援について
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所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。
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認知症介護におけるパーソンセンタードケアは、イギリスの⼼理学者トム・キットウッドが提唱した認知症ケアの基本的な考え⽅である。⽇本でもこの考え⽅
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到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬
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佐久⼤学

若年性認知症の⼈へのケアや超⾼齢社会における認知症ケアの今後の課題について理解す

る。

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
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認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準

期末レポート提出（60％）、授業のリアクションペーパー（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。

その他履修上の留意事項等
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その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

認知症ケアに関する社会的課題は、マスコミで取り上げられます。報道の中で認知症ケアがどのように取り上げられているのか、授業の前後30分ずつ合計1時間
は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

参考書：⽇本認知症ケア学会（編）「認知症ケアの実際Ⅰ」「認知症ケアの実際Ⅱ」ワールドプランニング社

成績評価の⽅法・基準
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リアクションペーパーの内容について、個別に、または授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

メールで質問してください。対⾯指導を希望する場合は、まずメールで連絡してください。
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課題に対するフィードバック
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課題に対するフィードバック
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O08Z

担当教員 福島 忍

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

介護⼠として、⾼齢者福祉施設に約2年間勤務した実務経験をもとに、社会福祉施設でのリスクマネジメントの取り組みについて講義する。

授業概要

社会福祉の利⽤者を⽀援する現場では、利⽤者の転倒など様々なリスクが存在している。本講義では、主に社会福祉施設におけるリスクへの対応としてのリス

クマネジメントについて学ぶ。具体的には、リスクマネジメントの概念やその取り組みの必要性、どうして事故が発⽣するのか、リスクマネジメントを⾏う体

制づくりやその⽅法、対象者の特性をとらえたリスクマネジメントの⽅法などについて理解を深める。

到達⽬標

1 リスクマネジメントの概念について説明できる。

2 社会福祉の現場において、リスクマネジメントの取り組みが必要な背景について説明できる。

3 社会福祉の現場におけるリスクマネジメントの取り組みについて説明できる。

4 リスクマネジメントを実施するプロセスについて説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
リスクマネジメントに関する基本的な知識 
リスクマネジメントの定義、社会福祉法⼈経営におけるリスクの全体像、リスク処理の分

類、事故発⽣のメカニズムについて学ぶ。

2
福祉サービスにおけるリスクマネジメント 
組織⾵⼟の改善、組織づくり、法令により求められる体制、権利擁護の制度、リスクマネジ

ャーの設置と育成について学ぶ。

3
リスクマネジメント体制の構築と運⽤         
リスクマネジメント体制構築に向けた考え⽅、リスクマネジメント委員会の役割、リスクマ

ネジャーの役割について学ぶ。

4
サービスの可視化 
業務の標準化、記録類の整備と記述⽅法の統⼀について学ぶ。

5
利⽤者のアセスメントの重要性と個別援助（⽀援）計画の作成 
アセスメントと個別介護計画、事故予防、評価や再アセスメントについて学ぶ。

6
未然防⽌と再発防⽌の対策 
障害者（児）、⾼齢者、⼦どもの事故や５S活動（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）、緊急
時・事故発⽣時対応訓練について学ぶ。

7
リスクマネジメントプロセス 
事故発⽣時の適切な対応、事故発⽣後の対応とその意義について学ぶ。

8
授業のまとめ 
授業の内容を振り返り、グループワークを⾏う。

授業外学習時間

授業前：授業計画の内容についてインターネット等で調べ、興味・関⼼を⾼めておく（30分程度）。 
授業後：授業内で配布した資料や授業内容を復習し、理解を深める（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定せず、配布資料を使⽤する。 
参考⽂献を適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

介護⼠として、⾼齢者福祉施設に約2年間勤務した実務経験をもとに、社会福祉施設でのリスクマネジメントの取り組みについて講義する。

授業概要

社会福祉の利⽤者を⽀援する現場では、利⽤者の転倒など様々なリスクが存在している。本講義では、主に社会福祉施設におけるリスクへの対応としてのリス

クマネジメントについて学ぶ。具体的には、リスクマネジメントの概念やその取り組みの必要性、どうして事故が発⽣するのか、リスクマネジメントを⾏う体

制づくりやその⽅法、対象者の特性をとらえたリスクマネジメントの⽅法などについて理解を深める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：授業計画の内容についてインターネット等で調べ、興味・関⼼を⾼めておく（30分程度）。 
授業後：授業内で配布した資料や授業内容を復習し、理解を深める（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定せず、配布資料を使⽤する。 
参考⽂献を適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
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社会福祉の利⽤者を⽀援する現場では、利⽤者の転倒など様々なリスクが存在している。本講義では、主に社会福祉施設におけるリスクへの対応としてのリス

クマネジメントについて学ぶ。具体的には、リスクマネジメントの概念やその取り組みの必要性、どうして事故が発⽣するのか、リスクマネジメントを⾏う体

制づくりやその⽅法、対象者の特性をとらえたリスクマネジメントの⽅法などについて理解を深める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：授業計画の内容についてインターネット等で調べ、興味・関⼼を⾼めておく（30分程度）。 
授業後：授業内で配布した資料や授業内容を復習し、理解を深める（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定せず、配布資料を使⽤する。 
参考⽂献を適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

介護⼠として、⾼齢者福祉施設に約2年間勤務した実務経験をもとに、社会福祉施設でのリスクマネジメントの取り組みについて講義する。

授業概要

社会福祉の利⽤者を⽀援する現場では、利⽤者の転倒など様々なリスクが存在している。本講義では、主に社会福祉施設におけるリスクへの対応としてのリス

クマネジメントについて学ぶ。具体的には、リスクマネジメントの概念やその取り組みの必要性、どうして事故が発⽣するのか、リスクマネジメントを⾏う体

制づくりやその⽅法、対象者の特性をとらえたリスクマネジメントの⽅法などについて理解を深める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：授業計画の内容についてインターネット等で調べ、興味・関⼼を⾼めておく（30分程度）。 
授業後：授業内で配布した資料や授業内容を復習し、理解を深める（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは特に指定せず、配布資料を使⽤する。 
参考⽂献を適宜紹介する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

リスクマネジメント論
更新⽇：2025/03/31 10:22:25



佐久⼤学

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010688 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O01S

担当教員 根本 貴⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、ケースマネジメントとケアマネジメント、スーパービジョン、相談援助と個

⼈情報の保護の意義と留意点、相談援助における情報通信技術（IT）の活⽤について学ぶ。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を
⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

1
ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種援助技術に関する基本的な知識の習得を

⽬指し、以下を到達⽬標とする。

2
・ソーシャルワーカーとして多様化・複雑化する課題に対応するため、より実践的かつ効果的なソーシャルワークの様々な理論と⽅法について説明で

きる。

3 ・⽀援を必要とする⼈との援助関係の形成やニーズの掘り起こしを⾏うために必要な知識と技術について説明できる。

4 ・アウトリーチの意義と留意点を説明できる。

5 ・ソーシャルワークに必要な関連技法の意義と⽬的について説明できる。

6 ・ソーシャルワークにおけるカンファレンスの意義と⽬的について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーション 
・科⽬の到達⽬標、進め⽅、授業外学習などについて確認し、予備知識と期待を理解する。 
・これまでのソーシャルワーク演習、ソーシャルワーク論、ソーシャルワーク実習での学び

との関連性を理解する。

2
援助関係の形成⽅法①：⾃⼰覚知と他者理解 
援助関係形成の意義と概念について理解する。 
事例検討①
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に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、ケースマネジメントとケアマネジメント、スーパービジョン、相談援助と個

⼈情報の保護の意義と留意点、相談援助における情報通信技術（IT）の活⽤について学ぶ。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を
⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、ケースマネジメントとケアマネジメント、スーパービジョン、相談援助と個

⼈情報の保護の意義と留意点、相談援助における情報通信技術（IT）の活⽤について学ぶ。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を
⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーカーに求められる専⾨⼒の向上を中⼼に取り組み、ソーシャルワークにおいて求められる各種理論及び⽅法に関する基礎的な知識の習得を⽬指

す。この科⽬では、相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。ソーシャルワークの対象をどのような視点からとらえ、課題とされる状況にどのよう

に取り組むのかには多様な考え⽅がある。そこで、様々な実践モデルとアプローチ、ケースマネジメントとケアマネジメント、スーパービジョン、相談援助と個

⼈情報の保護の意義と留意点、相談援助における情報通信技術（IT）の活⽤について学ぶ。実践に対する理論的な思考を養うことを通して、「問題解決能⼒」を
⾼めることをねらいとする。

到達⽬標

授業計画

ソーシャルワーク論Ⅳ
更新⽇：2025/03/31 10:23:15



佐久⼤学

ソーシャルワーク領域におけるカンファレンスの取り扱いについて理解する。

13
カンファレンスの運営と展開①：同⼀機関内におけるケース 
多様な場⾯におけるカンファレンスの実施⽅法について理解する①

14
カンファレンスの運営と展開②：複数機関にまたがるケース 
多様な場⾯におけるカンファレンスの実施⽅法について理解する②

15
授業全体を振り返り、ソーシャルワーク実践に必要な知識・技術を再確認する。 
これまでの学びを踏まえ、ソーシャルワーカーとして実践するにあたって必要なソーシャル

ワークの理論と⽅法を整理し、「問題解決能⼒」を⾼めための視点を確認する。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

(テキスト) 
・最新 社会福祉⼠養成講座6 ソーシャルワークの理論と⽅法［社会専⾨］

成績評価の⽅法・基準

到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
・毎回のリアクションペーパー評価：30％ 
・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
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・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。
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到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
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・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

(テキスト) 
・最新 社会福祉⼠養成講座6 ソーシャルワークの理論と⽅法［社会専⾨］

成績評価の⽅法・基準

到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
・毎回のリアクションペーパー評価：30％ 
・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

(テキスト) 
・最新 社会福祉⼠養成講座6 ソーシャルワークの理論と⽅法［社会専⾨］

成績評価の⽅法・基準

到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
・毎回のリアクションペーパー評価：30％ 
・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

(テキスト) 
・最新 社会福祉⼠養成講座6 ソーシャルワークの理論と⽅法［社会専⾨］

成績評価の⽅法・基準

到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
・毎回のリアクションペーパー評価：30％ 
・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
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(テキスト) 
・最新 社会福祉⼠養成講座6 ソーシャルワークの理論と⽅法［社会専⾨］

成績評価の⽅法・基準

到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
・毎回のリアクションペーパー評価：30％ 
・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。

課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。

オフィスアワー

初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。

授業外学習時間

各回の内容に該当するテキストの読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分
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・最新 社会福祉⼠養成講座6 ソーシャルワークの理論と⽅法［社会専⾨］

成績評価の⽅法・基準

到達⽬標の達成状況を把握するため以下の評価を⾏う。 
・毎回のリアクションペーパー評価：30％ 
・講義内レポート(2回)：30％ 
・定期試験評価：40％ 
それぞれの評価やコメントについては、manabaにて個別に周知する。
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各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。
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課題に対するフィードバック

各回のリアクションペーパーに関する返答は、次回講義時に⾏います。 
その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。
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これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
各⾃、主体的に講義に参加するようにしてください。
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その他質問事項については、適宜受け付けて対応します。
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初回授業時に周知する。

その他履修上の留意事項等

これまでのSW論・SW演習・SW実習等で得られた学びを踏まえ、社会福祉⼠国家資格取得に向け、⾃らの学びを体系的に整理する重要な時期での履修となりま
す。 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010689 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2O01M

担当教員 江間 由紀夫

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

1 精神保健福祉⼠によるソーシャルワークの援助課程を説明できる

2 精神障害および精神保健福祉の課題のある⼈、およびその家族について理解し、⽀援⽅法を考えることができる

3 精神医療、精神障害者福祉に関する他職種の役割を理解し、多職種・多機関連携の⽅法と精神保健福祉⼠の役割を説明できる

4 精神保健福祉⼠が所属する機関や組織の役割や活動、運営管理の概念を説明できる

5 個別⽀援からソーシャルアクションへの実践過程を考えることができる

6 精神保健福祉分野以外の精神保健福祉⼠の実践を説明できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーション:精神保健ソーシャルワーク とは 
授業の進め⽅や学習の⽅法の説明を⾏います。ま た精神保健福祉分野におけるソーシャルワ
ークの 概要について説明します。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合った
りします。

講義 江間

2

ソーシャルワークの基礎を復習1:直接援助技術 
ソーシャルワークの援助技術のうち、直接援助技 術(個別援助技術、集団援助技術、ケアマネ
ジメ ント等)に関する基礎的な部分の復習を⾏い、精 神保健福祉⼠による実践について学びま
す。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

3
精神保健福祉⼠とソーシャルワークの展開1:直 接援助技術事例 
精神保健福祉⼠による直接援助技術の展開過程 について、事例を通して学びます。 オンライ
ンを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

4

ソーシャルワークの基礎を復習2:間接援助技術 
ソーシャルワークの援助技術のうち、間接援助技 術(コミュニティワーク、ソーシャルアドミ
ニス トレーション等)に関する基礎的な部分の復習を ⾏い、精神保健福祉⼠による実践につい
て学びま す。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

5

精神保健福祉⼠とソーシャルワークの展開2:間 接援助技術事例 
精神保健福祉⼠による間接援助技術として、地域 とのコンフリクトや社会的排除への対応に
ついて 事例を通して学びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったり
します

講義 江間

6
精神保健福祉分野のソーシャルワークの基本的視 点 
精神保健福祉分野の現状や課題を取り上げ、精神 保健福祉⼠によるソーシャルワークの視点
につい て学びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

7

精神障害者家族の課題と⽀援 
精神に障害のある⼈の家族(親、きょうだい、⼦ どもなど)が置かれている状況と直⾯してい
る課 題に対する⽀援⽅法について学びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を
出し合ったりします。
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精神保健福祉⼠と当事者活動 
⾃助グループやピアスタッフ、ピアサポートなど の当事者の⽅々による活動と精神保健福祉
⼠の関 わりについて学びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったり
します。

講義 江間

9 精神保健福祉⼠と危機介⼊ 講義 江間

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。
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包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者
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グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

精神保健ソーシャルワーク論
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佐久⼤学

精神保健福祉⼠が関わる危機介⼊について事例 
(依存症、⾝体疾患、⽣活困窮等)を通して学び ます。 オンラインを⽤いて理解度を測った
 り、意⾒を出し合ったりします。

10
精神保健福祉⼠と地域⽀援1:地域移⾏と⽣活⽀ 援 
精神科病院等から地域⽣活へとの移⾏を⽀援する 過程と地域における⽣活⽀援のあり⽅につ
いて学 びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

11
精神保健福祉⼠と地域⽀援事例分析1:地域移⾏ 事例 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010690 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P01Z

担当教員 根本 貴⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

1 保健医療領域における専⾨職の役割と連携について説明できる。

2 保健医療領域におけるソーシャルワークの事例に対し、実践の意義と課題を指摘できる。

3 傷病者の治療や療養に伴う多様な⽣活課題を理解し、福祉的視点による⽀援のあり⽅について討議できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
授業の構成と各回で扱う内容について

2
保健医療の課題をもつ⼈の理解 
病者の理解

3
保健医療の課題をもつ⼈の理解 
家族の理解

4
保健医療の課題をもつ⼈の理解 
患者の権利

5
医療倫理 
患者の意思決定をめぐる課題

6
保健医療の動向 
疾病構造の変化 ほか

7
保健医療における福祉的課題 
ターミナルケア ほか

8 保健医療領域における専⾨職と院内連携

9 地域の関係機関との連携の実際

10
医療機関における所属部⾨の位置づけ 
情報共有の仕組みと記録

11 医療ソーシャルワーカーの業務指針

12 保健医療分野におけるソーシャルワーク実践の歴史と動向

13
保健医療領域における⽀援の実際① 
事例

14
保健医療領域における⽀援の実際② 
事例

15
まとめ  
授業の振り返りとレポート課題(書き⽅)

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬
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姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深
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テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院におけるソーシャルワーカーの実務経験をもとに、ソーシャルワークの実践と理論について講義する。

授業概要

保健医療領域において主に傷病者の相談に対応するソーシャルワーカーが、⼈々の望む⽣活の質の維持・向上に貢献できるよう、ソーシャルワーカーの基本的

姿勢や視点に関する基礎的な知識の習得を⽬指す。保健医療領域におけるソーシャルワークの基盤となる考え⽅を理解するために、歴史、制度的背景、実践課題

を理解するとともに、専⾨職としての倫理観と⾏動基準に基づく具体的な⽀援のあり⽅について事例を通して学ぶ。ソーシャルワーカーの専⾨職性の理解を深

めるとともに、学⽣の⾃⼰覚知・適性の⾃⼰理解を促す⼀助とする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

予習：授業の前にmanabaに掲載する資料を読み疑問点を整理してくる(30分)   
復習：参考⽂献や配布資料をもとに授業内容をノートに整理する(60分)

テキスト・参考書・参考⽂献
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佐久⼤学

テキスト：「５最新 社会福祉⼠養成講座 保健医療と福祉」 2021年 中央法規 

参考⽂献 
・岡村重夫⼀1975年「社会福祉学(各論)」 
・⽇本医療社会福祉協会 ⽇本社会福祉⼠会[編集]   2016年「保健医療ソーシャルワーク アドバンスト実践のために」  
・佐藤俊⼀ほか編著2018年「新・医療福祉学概論」        
・稲沢公⼀2017年「援助関係論⼊⾨『⼈と⼈との』関係性」 ほか、適宜授業内で紹介する

成績評価の⽅法・基準

レポート（60％）授業への参加状況（40％）

課題に対するフィードバック

レポートに採点とコメントを付して返却する

オフィスアワー

授業の初回で⽰す。

その他履修上の留意事項等

医療ソーシャルワーカーを志望する学⽣とソーシャルワーク実習で病院を予定している学⽣には、本科⽬の履修を勧めます。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010691 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P02Z

担当教員 野坂 洋⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

急性期病院においての実務経験を活かし、実践で活⽤できる⽅法について学ぶ科⽬とする。

授業概要

現代の医療においては、医学的な視点に加えて⼼理社会的な側⾯にも配慮した患者サービスが求められており、多職種の連携・協働は必要不可⽋な状況となっ

ている。本講義では、保健医療サービスにおける専⾨職の連携と実践について、多職種連携の基礎知識を理解するとともに、チーム医療において福祉の専⾨職

が求められる知識や技術を学ぶ、多職種連携場⾯を想定した事例の検証や保健医療分野における多職種連携場⾯を想定した模擬カンファレンスを通して、各職

種の理解とともに、他職種との連携場⾯において求められるより実践的な知識と技術の習得を⽬指す。

到達⽬標

1 ・病院内における多職種連携チームの構築と協働に必要なソーシャルワーカーの知識・技術について説明できる。

2 ・地域の社会資源との連携における医療ソーシャルワーカーの役割について説明できる。

3 ・多職種連携場⾯において必要な技術を習得する。
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授業計画

授業外学習時間

各回の［準備］内容について毎回30分取り組む。
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佐久⼤学

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。
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お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。
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テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。
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テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。
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テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準
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お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
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お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
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テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。教員が資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート[ 70 %]，授業参加状況[ 30 %]

課題に対するフィードバック

課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

お昼休み、もしくは⽔曜⽇5時限⽬。 
教員が不在の場合はy-nosaka＠saku.ac.jpまでメールにて相談の上、予約を取るようにしてください。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010692 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P03Z

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

1
認知症の⽅は⽣活には不便な⾯はあるが、多様性に富む⼈間のなかの⼀⼈の⽣活者であり社会のなかで⽣きる存在であり、認知症の⼈へのケアとは、

個別性に注⽬し、⼈⽣に伴⾛することであることを理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
認知症ケア問題の顕在化とケアの歴史 
新聞記事の記述から、認知症が社会問題化してきた過程を理解する

演習

2
認知症の医学的側⾯１ 
認知症が医学的にどう捉えられているのか、理解する

演習

3
認知症の医学的側⾯２ 
認知症が医学的にどう捉えられているのか、理解する

演習

4
認知症の⼈の認知機能とこころの働き１ 
認知症の⼈の⽣活の中で、注意、感覚・知覚、記憶、⾔語等の認知機能が低下することによ

る影響について理解する

演習

5
認知症の⼈の認知機能とこころの働き２ 
認知症の⼈の⽣活の中で、注意、感覚・知覚、記憶、⾔語等の認知機能が低下することによ

る影響について理解する

演習

6
認知症の経過とそれに伴う本⼈と家族の思いとケア１ 
事例を通じて、進⾏に伴い変化する本⼈や家族の思いと、それに沿ったケア内容について考

える

演習

7
認知症の経過とそれに伴う本⼈と家族の思いとケア２ 
事例を通じて、進⾏に伴い変化する本⼈や家族の思いと、それに沿ったケア内容について考

える

演習

8
認知症の経過とそれに伴う本⼈と家族の思いとケア３ 
事例を通じて、進⾏に伴い変化する本⼈や家族の思いと、それに沿ったケア内容について考

える

演習

9
認知症施策とサービスの実態及び課題１ 
事例を通じて、充⾜しているサービス、不⾜するサービスを検討し、必要な施策について検

討する

演習

10
認知症施策とサービスの実態及び課題２ 
事例を通じて、充⾜しているサービス、不⾜するサービスを検討し、必要な施策について検

討する

演習

11
認知症ケアに関連する活動の理解１ 
地域で実施されている共⽣社会をめざした認知症ケア活動を調べ、共有する

演習

12
認知症ケアに関連する活動の理解２ 
地域で実施されている共⽣社会をめざした認知症ケア活動に実際に参加し、経験する（１回

⽬）

演習・実習

13
認知症ケアに関連する活動の理解３ 
地域で実施されている共⽣社会をめざした認知症ケア活動に実際に参加し、経験する（２回

⽬）

演習・実習

14 認知症ケアに関連する活動の理解４ 演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標
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実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標
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実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
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実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。
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する⼒が不可⽋であると⾔える。 
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な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。
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する⼒が不可⽋であると⾔える。 
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到達⽬標
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所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要

我が国において、超⾼齢社会を⽣きる⼈の⼤半が認知症であることになる。このことは、社会福祉に携わるであろうすべての⼈に、認知症に関する知識と対応

する⼒が不可⽋であると⾔える。 
認知症の⼈に関する新聞記事、著作、学術論⽂等をとりあげ、記述された内容から、認知症に対する社会的認識を批判的に読み取り、共⽣社会に向けてどのよう

な活動があり得るか、ディスカッションとプレゼンテーションを通じて検討する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

所⻑代理として特別養護⽼⼈ホームに勤務し、認知症ケアの実践経験がある。

授業概要
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佐久⼤学

地域で実施されている共⽣社会をめざした認知症ケア活動に参加した経験をまとめ、発表し

て共有する

15
認知症の⼈との共⽣社会に向けて 
これまでの講義と演習を通じて、認知症の⼈との共⽣社会を⽬指す上で必要な⽀援とは何

か、考える

講義

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
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課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）
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授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）
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その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業に関連する新聞記事や著作などあらかじめ資料には⽬を通しておく（30分）、授業後、授業の中で⽣じた疑問点について調べ、⾃分なりに整理する（30
分）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

グループワークなど議論への参加（20％）、リアクションペーパーの提出（40%）、期末レポート（40％）

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーの内容について、授業内でフィードバックします。

オフィスアワー

授業内で提⽰します

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010693 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P04Z

担当教員 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

1 ⼈⽣の最終段階にある⼈の状態を理解できる

2 ⼈⽣の最終段階にある⼈への⽀援について理解できる

3 ⼈⽣の最終段階にある⼈の意思を⽀えるケアを理解できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ターミナルケアとは何か 
ターミナルケアを学ぶ意義、ヒューマンケアにおけるターミナルケアの位置づけ

2
ターミナルケアにおける意思決定⽀援１ 
ターミナルケアにおける意思決定⽀援の重要性と本⼈の意思不在になりやすいターミナルケ

アの特徴と本⼈の意思を尊重する⽀援とは何かを考える

3
ターミナルケアにおける意思決定⽀援２ 
ターミナルケアにおける意思決定⽀援の重要性と本⼈の意思不在になりやすいターミナルケ

アの特徴と本⼈の意思を尊重する⽀援とは何かを考える

4
ターミナルケアチームにおける多職種連携 
ターミナルケアにおいて求められるより良い多職種連携の在り⽅を考え、チームにおける福

祉職の役割を考える

5
ターミナルケアの事例１ 
ターミナルケアにおける訪問看護師の役割を理解し、事例を通じて、地域で最期を迎える⼈

へのケアチームのあり⽅を理解する。

6
ターミナルケアの事例２ 
ターミナルケアにおける訪問看護師の役割を理解し、事例を通じて、地域で最期を迎える⼈

へのケアチームのあり⽅を理解する。

7
ターミナルケアの事例３ 
ターミナルケアにおけるケアマネジャーの役割を理解し、事例を通じて、地域で最期を迎え

る⼈へのケアチームのあり⽅を理解する。

8
ターミナルケアの事例４ 
ターミナルケアにおけるケアマネジャーの役割を理解し、事例を通じて、地域で最期を迎え

る⼈へのケアチームのあり⽅を理解する。

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た
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ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

終末期に関する考え⽅を、本⼈、家族、専⾨職といった⽴場から、これまでの⽂献を活⽤しながら、専⾨職としての⾃分の⽴場を考察し理解を深める。また、

医療や看護職の実践、ターミナル期の観察、具体的なケア、家族への⼼の⽀援等の在り⽅、さらに、看取り後の家族や親族、友⼈をはじめ、病院や施設において

ターミナルケアを⾏った専⾨職等への⽀援、相互の⼼のサポートの在り⽅について考察し、理解する。ターミナル期の保健・医療・福祉においては、その⽅た

ちの意思の把握とともに、⾃⼰決定⽀援の課題が多い。それらの課題についても学習する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前後に予習・復習を60分ずつ確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト使⽤なし。 
資料を適宜配付する。

成績評価の⽅法・基準

リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対するフィードバック

提出課題に対して、授業内でフィードバックします。

ターミナルケア論
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010694 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P02M

担当教員 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

・精神保健福祉⼠として、総合相談センターの精神障がい者コーディネーター（１０年）やグループホームのサービス管理責任者（３年）、相談⽀援専⾨員

（５年）として精神障害を持つ⽅に対する相談⽀援業務の経験から学んだことを伝える。

授業概要

「精神保健学とは？」という問からはじめるこの講義では精神保健の定義（広義・狭義）を探索しながら精神⾯での保健を幅広い視点から捉え、⼈々の⼼⾝の
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参考書・参考⽂献：授業の中で紹介する。

成績評価の⽅法・基準
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課題に対するフィードバック

毎回提出していただくリアクションペーパーに書かれた質問、要望に対して次の講義の時間に回答していく。

オフィスアワー

・随時、メールで質問を受け付ける。（tubo.suji@gmail.com）

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010695 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P03M

担当教員 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

・精神保健福祉⼠として、総合相談センターの精神障がい者コーディネーター（１０年）やグループホームのサービス管理責任者（３年）、相談⽀援専⾨員

（５年）として精神障害を持つ⽅に対する相談⽀援業務の経験から学んだことを伝える。

授業概要

現代の⽇本における精神保健に関する様々な個別課題（DV、児童虐待、社会的ひきこもり、いじめなど）への取り組みや地域における精神保健福祉活動の実践
に関する知識を深め、精神保健福祉⼠の活動内容を理解することを⽬的とする。また、精神保健に係る専⾨職（保健師等）や⾏政機関の役割について知り、地

域で精神保健福祉活動における他職種・他機関との連携について学ぶ。最後に世界の精神保健の実情やWHOの活動、先進的な精神保健医療について知識を広め
る。
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5 ⑤ 国際連合の精神保健活動や他の国々における精神保健の現状と対策について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
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10
精神保健に関する専⾨職種と国、都道府県、市町村、団体等の役割および連携① 
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実務経験のある教員等による授業科⽬
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佐久⼤学

12
精神保健に関する専⾨職種と国、都道府県、市町村、団体等の役割および連携③ 
・学会や啓発団体 
・セルフヘルプグループと地域精神保健を課題とした市⺠団体

13
諸外国の精神保健活動の現状および対策① 
・世界の精神保健の実情 
・WHOなどの国際機関の活動

14
諸外国の精神保健活動の現状および対策② 
・諸外国の精神保健医療の実情

15
後期授業のまとめ 
・後期授業のまとめ① 
・授業全体のまとめ②

授業外学習時間
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毎回提出していただくリアクションペーパーに書かれた質問、要望に対して次の講義の時間に回答していく。

オフィスアワー
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テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 精神保健福祉⼠養成講座 現代の精神保健の課題と⽀援』中央法規 ISBN978-4-8058-8253-5 
参考⽂献・推薦図書等は随時紹介する

成績評価の⽅法・基準

・期末試験（40％） 
・学習理解度（リアクションペーパー及び課題レポート等の提出内容）（60％）

課題に対するフィードバック

毎回提出していただくリアクションペーパーに書かれた質問、要望に対して次の講義の時間に回答していく。

オフィスアワー

・随時、メールで質問を受け付ける。（tubo.suji@gmail.com）
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授業外学習時間

・事前学習：テキストに添い今⽇学ぶ範囲を読んでおく。（15分） 
・事後学習：授業で学んだことを基に、事前学習で記載した⾃分の解釈や理解、新たに気付いたこと等をメモしておく。（10分）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 精神保健福祉⼠養成講座 現代の精神保健の課題と⽀援』中央法規 ISBN978-4-8058-8253-5 
参考⽂献・推薦図書等は随時紹介する

成績評価の⽅法・基準

・期末試験（40％） 
・学習理解度（リアクションペーパー及び課題レポート等の提出内容）（60％）

課題に対するフィードバック

毎回提出していただくリアクションペーパーに書かれた質問、要望に対して次の講義の時間に回答していく。

オフィスアワー

・随時、メールで質問を受け付ける。（tubo.suji@gmail.com）

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010696 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P04M

担当教員 佐藤 園美

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

1 １）障害者福祉の理念を説明できる。

2 ２）精神障害、精神障害者について説明できる。

3 ３）精神障害者福祉の歴史的経緯を理解した上で、現在置かれている状況について説明できる。

4 ４）精神保健福祉分野の課題について情報を収集し、⾃分の考えを述べることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

障害者をどう捉えるか 
本授業の⽬的と内容の説明 
グループプレゼンテーションの説明 
障害者の捉え⽅の変化について知り、改めて「障害」について考える。

講義

2

障害者福祉の理念 
障害者を排除する思想（優性思想）と障害者を包摂する理念について知る。 
優性思想の何が問題なのかについて「相模原障害者殺傷事件」を題材に考える。 
（グループディスカッション）

講義 
演習

3
我が国における精神障害者福祉の歴史的展開① 
精神障害者に係る施策と影響を与えた事件等について知る。 
・明治期から第⼆次世界⼤戦までの精神障害者福祉の状況

講義

4
我が国における精神障害者福祉の歴史的展開② 
・精神衛⽣法から精神保健福祉法成⽴まで 
・ライシャワー事件、宇都宮病院事件

講義

5
我が国における精神障害者福祉の歴史的展開③ 
・精神保健福祉法成⽴以降の変化 
・⼤和川病院事件、神出病院事件

講義

6

我が国における精神障害者福祉の歴史的展開④ 
・池⽥⼩学校事件と医療観察制度 
・⽇本の法制度が精神障害者に対して排除や社会的障壁を⽣み出してきたことについて考え

る。 
（グループワーク）

講義 
演習

7

⽇本における社会的障壁をめぐる課題 
精神障害者の権利を制限してきた⽋格条項 
⾃分の中にある差別・偏⾒（アンコンシャスバイアス） 
（グループディスカッション）

講義 
演習

8
法制度における精神障害者の定義 
精神保健福祉法、障害者基本法、障害者総合⽀援法、障害者雇⽤促進法における障害者の定

義について知る。

講義

9

国際⽣活機能分類（ICF）と精神障害 
ICFの概要を理解し、統合モデルについて学ぶ。 
ICFに基づき精神障害者⽀援を考える。 
（グループワーク）

講義 
演習

10 精神障害の障害特性 講義

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画
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精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

現代の⽇本で精神障害者が置かれている現状を理解するために、精神保健福祉法成⽴までの経緯（⽇本の精神保健福祉の歴史）と意義について学ぶ。また、精

神保健福祉法の⽬的や具体的内容を学び、精神保健福祉法で期待される精神保健福祉⼠の役割について考える。さらに障害者基本法、障害者総合⽀援法を学

び、⽇本の精神障害者施策について理解を深める。最後に⼊院偏重や多剤多量問題等を抱える⽇本の精神医療の現状に対して、精神科病院を廃⽌したイタリア

について学び、⽇本の精神保健福祉の現状と課題について考える。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

精神保健福祉⼠の視点（エンパワメント、リカバリー視点） 
ピアサポーター、ピアサポート

11
精神障害者の障害特性 
精神障害の当事者から、精神障害について、精神障害者を取り巻く環境について話を聞く

（特別講師：精神障害の当事者）

講義

12
諸外国における精神障害者福祉の歴史的展開① 
アメリカ、イギリス、フィンランドの精神保健福祉制度の歴史的展開

講義

13
諸外国における精神障害者福祉の歴史的展開② 
精神科病院を廃⽌したイタリアの取組み

講義

14
精神保健福祉の課題 
グループ毎に、⾃分たちで決めた精神保健福祉の課題について発表する。 
（グループプレゼンテーション）
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プレゼン
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⽇本の精神障害者を取り巻く環境 
前期授業を振り返り、⽇本の精神障害者が置かれている状況についてまとめる。 
（グループディスカッション）

講義 
演習

授業外学習時間

授業の復習（リアクションペーパーに書いた質問事項を調べる）60分と次回授業の予習（授業の最後に説明する）60分。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 精神保健福祉⼠養成講座 精神保健福祉の原理』中央法規 
参考書・参考⽂献：授業の中で紹介する。
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リアクションペーパー、レポートは次の授業中にフィードバック（コメント）を⾏う。 
プレゼンテーションについてはその場でフィードバック（コメント）する。 
試験については返却し解説する。

オフィスアワー

授業終了後に教室または研究室で質問を受け付ける。 
また、メール（s-sato●saku.ac.jp)では随時質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

この授業では、精神保健福祉に関する新しい知識の習得と共に、学⽣⾃⾝がどう感じ、考えたかを⼤切にします。興味を待った課題について考えを深め、その内

容を授業で共有していきましょう。 
この科⽬は精神保健福祉⼠国家試験専⾨科⽬「精神保健福祉の原理」に該当します。
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学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神保健福祉⼠として精神科病院、地域⽣活⽀援センターで勤務した経験を基に、具体的事例等を交えて授業を⾏う。

授業概要

精神障害者に対する福祉制度の概要と福祉サービスについて学ぶ。特に精神障害者を⽀援する上で重要となる社会保障制度として医療保険制度、介護保険制

度、経済的⽀援に関する諸制度（⽣活保護、障害年⾦、障害者に係る各種⼿当、税⾦控除など）について理解する。また、精神保健福祉相談援助に係る組織、

団体、関係機関・施設、そこで働く専⾨職の役割について知り、インフォーマルな社会資源（セルフヘルプグループ、ピアサポーターなど）や地域住⺠との協

働について考え、理解を深める。さらに更⽣保護制度と精神障害者福祉との関係についての学びを踏まえ、精神疾患によって他害等の重⼤な犯罪⾏為をおこな

った精神障害者に対する法律である医療観察法と社会復帰調整官の役割について学び、理解を深める。

到達⽬標

1 精神障害者の⽣活特性について説明できる。

2 精神保健福祉⼠による実践の視点、価値・原理について分かりやすく説明できる。

3 精神保健福祉⼠の役割と機能について説明できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーション 
精神保健福祉論Ⅰの振返り 
本授業の⽬的と内容の説明 
我が国の精神科医療の特異性と⽣活への影響

講義

2
精神障害者の⽣活特性① 
精神障害者の⽣活特性と⽀援の展開 
やどかりの⾥、べてるの家

講義

3
精神障害者の⽣活特性② 
精神保健福祉施策における家族の位置づけ（保護者制度）

講義

4
精神障害者の⽣活特性③ 
精神障害者の家族が置かれている状況（特別講師：精神障害者のご家族） 
（グループディスカッション）

講義 
演習

5
精神障害者の⽣活特性④ 
メンタルヘルスをめぐる新たな課題（学校、職場他） 
（グループディスカッション）

講義 
演習

6

精神保健福祉の原理が培われた⾜跡・過程精神保健福祉⼠による実践の価値・原理① 
精神医学ソーシャルワーカーの歴史と意義 
Y問題について考える 
（グループディスカッション） 
（講義・プレゼンテーション）

講義 
演習

7
精神保健福祉⼠による実践の価値・原理① 
権利擁護・社会正義 
（グループワーク）

講義 
演習

8

精神保健福祉⼠による実践の価値・原理② 
⾃⼰決定・当事者主体 
ごく当たり前の⽣活 
（グループワーク）

講義 
演習

9
精神保健福祉⼠による実践の視野や視点① 
⽣活者の視点 
（グループワーク）

講義 
演習

10
精神保健福祉⼠による実践の視野や視点② 
エンパワメント・リカバリーの視点 
（グループワーク）

講義 
演習

11 援助における関係性① 講義 
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働について考え、理解を深める。さらに更⽣保護制度と精神障害者福祉との関係についての学びを踏まえ、精神疾患によって他害等の重⼤な犯罪⾏為をおこな

った精神障害者に対する法律である医療観察法と社会復帰調整官の役割について学び、理解を深める。
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この授業では、精神保健福祉に関する新しい知識の習得と共に、学⽣⾃⾝がどう感じ、考えたかを⼤切にします。興味を持った課題について考えを深め、その内

容を授業で共有していきましょう。 
この科⽬は精神保健福祉⼠国家試験専⾨科⽬「精神保健福祉の原理」に該当します。

授業外学習時間

授業の復習（リアクションペーパーに書いた⾃⾝の質問事項を調べる）60分。次回授業の予習（授業の最後に説明する）60分。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 精神保健福祉⼠養成講座 精神保健福祉の原理』中央法規（精神保健福祉論Ⅰで使⽤したテキス
ト） 
参考書・参考⽂献：授業の中で紹介する

成績評価の⽅法・基準

筆記試験40％ 
レポート40％（特別講師レポート、リアクションペーパーほか） 
グループワーク（プレゼンテーション）20％

課題に対するフィードバック

リアクションペーパー、レポートのフィードバック（コメント）は次の授業で⾏う。 
プレゼンテーションはその場でフィードバック（コメント）する。 
筆記試験は授業中に解説を⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室または研究室で質問を受ける。 
メール（s-sato@saku.ac.jp）では随時質問を受け付ける。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010698 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2P05Z

担当教員 倉⽥ 郁也

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

1 カウンセリングに関する基礎的・基本的な知識を説明できる。

2 対⼈援助職者に必要なカウンセリングの理論と実践について理解を深め、気づきを説明できる。

3 多職種と連携するためのコーディネーションとコンサルテーションの知識とスキルを説明できる。

4 対⼈援助職者として、指導や相談におけるカウセリングの⽅法を理解し説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

第1回 ガイダンス：授業のテーマや到達⽬標及び授業の⽅法等について。 
演習：傾聴（１）⾃⼰紹介と他⼰紹介 
                 
第２回 講義：カウンセリングの歴史と変遷、傾聴（受容・共感・⾃⼰⼀致）について 
 
第３回 演習：ラポール（１）ペアワーク（⼀本鉛筆のワーク） 
 
第４回 演習：傾聴（２）ペアワーク（テーマ：過去のこと） 
 
第５回 講義：チーム援助と多職種連携（コーディネーションとコンサルテーション、リエゾ
ン）、スーパービジョン、ラポール、カウンセリングの枠について 
  
第６回 演習：ラポール（２）ペアワーク（⼀本Treeのワーク） 
 
第７回 演習：傾聴（３）ペアワーク（テーマ：現在のこと） 
  
第8回 演習：傾聴（３）ペアワーク（テーマ：未来のこと）

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬
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実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法
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カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
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成績評価の⽅法・基準
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変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。
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変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法
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これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。
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実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。
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カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。
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テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂
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若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要
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る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法
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テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
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到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
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オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。

オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬

児童相談所にて、児童虐待相談業務を７年間。 
⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂

成績評価の⽅法・基準

授業の振返りレポート８回分（100％）。

課題に対するフィードバック

課題に対するフィードバックは、次回の授業で返却する。最終授業のフィードバックは、⼀週間後から、カウンセリングルームにて、個別に対応する。
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⼤学のカウンセリングルームにて、カウンセリング業務を７年間。 
若者総合相談「若ナビ」にて、電話相談・メール相談を３年間。 
これらの実務経験をもとに、カウンセリングについて講義・演習を⾏う。

授業概要

実際の福祉現場におけるカウンセリング実践という視点に⽴ち、福祉活動を⾒つめ直すことができるよう、以下の内容の修得を⽬指す。カウンセリングの歴史と

変遷をたどり、代表的技法の基本的な問題のとらえ⽅と援助⽅法を理解する。また、福祉現場に必要なカウンセリングの理論と実践における認識・理解を深め

る。さらに、カウンセリングの意義と課題について認識・理解するとともに、福祉現場におけるカウセリングの実践のあり⽅を理解し、カウンセリングの⽅法

を⾝につける。加えて、演習を通して、チーム援助や他職種と連携する⼒量を⾝につける。そして、⾃らのカウンセリング観を内省し、実践⼒を⾼める。
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授業外学習時間

カウンセリングについてテキスト等で調べ、概要を理解しておくこと。予習時間は、90分以上確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし。授業中に適宜資料を配布する。 
参考書：⼭蔦圭輔『メディカルスタッフのための基礎からわかるカウンセリングと⼼理療法』2022、南⼭堂
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オフィスアワー

カウンセリングルーム（⽕曜⽇14：00〜18：00）

実務経験のある教員等による授業科⽬
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⼼療内科などへ通院・服薬中の学⽣は、主治医に要相談の上で受講すること（症状を悪化させる場合があるため）。
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開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010700 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q01Z

担当教員 狩野 徹

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

居住空間、公共空間、交通施設等幅広く社会環境を取り上げ、⾝近な事例や先進的事例をもとにケアの視点からその課題等を明らかにし社会環境の提案ができる

ような技術を⾝に着ける。社会全体の環境のあり⽅の中で、各空間のあり⽅を事例を通して学ぶ。良い社会環境は住み慣れた地域で済み続けるための重要な条

件であり、建築や住宅、都市計画の分野に対してもケアを学ぶ者が対等に議論、提案ができる考え⽅を修得する。持続可能な社会の市⺠として必須課題である

地球環境問題を総合的に俯瞰した後、各論として地球温暖化・⼤気汚染と酸性化・ゴミ問題・エネルギー問題などを取り上げ、その学習の中で⼈と⼈との関わ

り、ケアの視点を重視して展開する。

到達⽬標

1 １．社会環境を計画する専⾨⼈材と共通の議論や討論ができる技術を⾝につける。

2 ２．環境計画の視点でケアを考えることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ユニバーサルデザインの概念・基礎知識  
ユニバーサルデザインについて、基本的な考え⽅を理解する。バリアフリーなど関連する基

礎的知識を理解する。［狩野徹］

2
障がい者とケア環境 
社会環境の視点から⾒た障がい者の特性を理解し環境の在り⽅を学ぶ。［狩野徹］

3
⾼齢者とケア環境 
社会環境の視点から⾒た⾼齢者の特性を理解し環境の在り⽅を学ぶ。［狩野徹］

4
⼦供とケア環境 
社会環境の視点から⾒た⼦どもや家族連れの特性を理解し環境の在り⽅を学ぶ。［狩野徹］

5
道具とケア環境 
社会環境の視点から福祉⽤具をはじめとする機器や道具のあり⽅を学ぶ。［狩野徹］

6
住まいとケア環境 
住宅改修など福祉住環境の視点から住まいのあり⽅を学ぶ。［狩野徹］

7
公共施設とケア環境 
バリアフリー、ユニバーサルデザインの視点から公共施設のあり⽅を学ぶ。［狩野徹］

8
交通施設とケア環境 
バリアフリー、ユニバーサルデザインの視点から交通施設のあり⽅を学ぶ。［狩野徹］

9
福祉施設のケア環境 
⽣活者およびケア提供者の視点から⾼齢者の⼊居施設のあり⽅を学ぶ。［狩野徹］

10
まちづくりの動向 
まちづくりの視点で多様な⼈たちが⽣活する地域のあり⽅を事例から学ぶ。［狩野徹］

11
地球環境総論 
持続可能な社会の市⺠として必須課題である地球環境問題の基礎的事項を学び、絡み合う

様々な環境問題を総合的に俯瞰する。［桜井達夫］

12
地球環境各論１ 地球温暖化 
地球温暖化とその影響を科学的に捉え、気候変動問題を考察するに必要な基礎知識を学ぶ。

［桜井達夫］

13
地球環境各論２ ⼤気汚染と酸性化 
⼤気汚染や⼤気・海洋の酸性化を科学的に捉え、⼈類を含めて地球⽣態系に与える影響を考

察する。［桜井達夫］

14
地球環境各論３ プラスチックとゴミ問題 
⾝近なプラスチックゴミを事例として、ゴミ問題を環境汚染と物質循環の観点で科学的に考

察する。［桜井達夫］

15 地球環境各論４ 環境とエネルギー 
エネルギー資源問題を地球環境問題との関わりで考察するために必要な科学的基礎知識を学

実務経験のある教員等による授業科⽬
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ような技術を⾝に着ける。社会全体の環境のあり⽅の中で、各空間のあり⽅を事例を通して学ぶ。良い社会環境は住み慣れた地域で済み続けるための重要な条
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狩野：各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間：合計10時間） 
  ⾝近にある環境をユニバーサルデザインの視点で点検、評価する（2〜6回⽬の間で計5時間程度） 
  レポート作成の前段として、実際の事例を選び、事例全体の評価を試みる（7〜10回⽬の間で計5時間） 
  1〜10回合計20時間 
桜井：特になし

テキスト・参考書・参考⽂献
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レポートについては採点とコメントを付して返却する。
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  1〜10回合計20時間 
桜井：特になし

テキスト・参考書・参考⽂献
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オフィスアワー

狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
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  レポート作成の前段として、実際の事例を選び、事例全体の評価を試みる（7〜10回⽬の間で計5時間） 
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狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
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その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

狩野：各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間：合計10時間） 
  ⾝近にある環境をユニバーサルデザインの視点で点検、評価する（2〜6回⽬の間で計5時間程度） 
  レポート作成の前段として、実際の事例を選び、事例全体の評価を試みる（7〜10回⽬の間で計5時間） 
  1〜10回合計20時間 
桜井：特になし

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし。必要に応じて資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

レポート80％、授業参加状況20％

課題に対するフィードバック

レポートについては採点とコメントを付して返却する。

オフィスアワー

狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
桜井：各回の授業終了時に提出するレポートに質問等の欄を設ける。次回の授業で共有する

その他履修上の留意事項等
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オフィスアワー

狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
桜井：各回の授業終了時に提出するレポートに質問等の欄を設ける。次回の授業で共有する

その他履修上の留意事項等
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狩野：各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間：合計10時間） 
  ⾝近にある環境をユニバーサルデザインの視点で点検、評価する（2〜6回⽬の間で計5時間程度） 
  レポート作成の前段として、実際の事例を選び、事例全体の評価を試みる（7〜10回⽬の間で計5時間） 
  1〜10回合計20時間 
桜井：特になし

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし。必要に応じて資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

レポート80％、授業参加状況20％

課題に対するフィードバック

レポートについては採点とコメントを付して返却する。

オフィスアワー

狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
桜井：各回の授業終了時に提出するレポートに質問等の欄を設ける。次回の授業で共有する

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

狩野：各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間：合計10時間） 
  ⾝近にある環境をユニバーサルデザインの視点で点検、評価する（2〜6回⽬の間で計5時間程度） 
  レポート作成の前段として、実際の事例を選び、事例全体の評価を試みる（7〜10回⽬の間で計5時間） 
  1〜10回合計20時間 
桜井：特になし

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし。必要に応じて資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

レポート80％、授業参加状況20％

課題に対するフィードバック

レポートについては採点とコメントを付して返却する。

オフィスアワー

狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
桜井：各回の授業終了時に提出するレポートに質問等の欄を設ける。次回の授業で共有する

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

狩野：各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間：合計10時間） 
  ⾝近にある環境をユニバーサルデザインの視点で点検、評価する（2〜6回⽬の間で計5時間程度） 
  レポート作成の前段として、実際の事例を選び、事例全体の評価を試みる（7〜10回⽬の間で計5時間） 
  1〜10回合計20時間 
桜井：特になし

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし。必要に応じて資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

レポート80％、授業参加状況20％

課題に対するフィードバック

レポートについては採点とコメントを付して返却する。

オフィスアワー

狩野：随時、メールで質問を受け付ける。 
桜井：各回の授業終了時に提出するレポートに質問等の欄を設ける。次回の授業で共有する

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010701 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q02Z

担当教員 狩野 徹

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

1 ⽣活の基本である住環境についてケアの視点で学ぶ。

2 地域社会とのつながり、⽣活の連続性の重要性を理解する。

3 住環境をケアの視点で評価でき、必要な改善⽅法を提案ができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
住環境の基礎的知識 
住環境、特に福祉住環境についての基本的考え⽅、仕様、性能について学ぶ。

2
住環境に求められる機能 
⽣活の拠点となる住まいに求められる機能（安全性、快適性、利便性など）を理解する。

3
物理的環境（温熱環境、光環境）について 
暖かさなどの温熱環境、明るさなどの光環境などが⽇常⽣活にどのような影響があるか学

ぶ。

4
住環境整備の実際（概論） 
住まいをつくるプロセスについて提案、計画、設計段階でどのような関わりをもつか学ぶ。

5
住環境整備の実際（空間別） 
浴室、トイレ、居室、寝室など空間別にどのように住環境を整備するべきか学ぶ。

6
福祉⽤具について 
福祉住環境整備における福祉⽤具の活⽤⽅法について学ぶ。

7
住環境のニーズ把握について 
住環境整備におけるニーズ把握のプロセスについて実例から学ぶ。

8
住環境の改善計画の考え⽅ 
実際の事例を通して住環境整備計画の考え⽅を整理する。

9
住環境の改善計画の提案の仕⽅ 
実際の事例を通して住環境整備の提案のプロセスを学ぶ。

10
建築・住宅図⾯の読み⽅、描き⽅１ 
建築や住宅の図⾯の読み⽅を理解する。⼨法、広さの感覚を理解する。

11
建築・住宅図⾯の読み⽅、描き⽅２ 
建築や住宅の図⾯の描き⽅をシミュレーションソフトを利⽤し体験する。

12
住宅改修の事例検討１ 
実際の事例を通して、住宅改修の提案をグループを作り検討する。最初は⽅針を決定する。

13
住宅改修の事例検討２ 
実際の事例を通して、住宅改修の提案をグループで検討する。空間別に提案を検討する。

14
住宅改修の事例検討３ 
実際の事例を通して、住宅改修の提案をグループで検討する。検討した内容をまとめ提案に

結びつける。

15
住環境とケア（討論、まとめ） 
これまで学んだ住環境のあり⽅についてケアの視点から討論する。

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく

ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効
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であるか検討する技術を⾝につける。
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ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効

であるか検討する技術を⾝につける。
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であるか検討する技術を⾝につける。
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机上での話に終始せず、実際のケアや⽣活場⾯の使われ⽅を⾒て、ケアの視点で住環境とは何かという問題を共に考えながら授業をすすめる。環境⾯だけでなく
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ソフト⾯の福祉サービス等と関連づけて実際の住環境整備のプロセスを学ぶ。また、建築図⾯などから実際の設備や機器をどのようにデザインすれば最も有効
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佐久⼤学

各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間） 
事例検討の際、実際の改修⽅法について情報を収集する（グループワーク回各１時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし。必要に応じて配布する。

成績評価の⽅法・基準

レポート80％、事例検討における参加状況20％

課題に対するフィードバック

グループワークは発表についてコメントし、レポートは採点とコメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

各授業で出てきた専⾨⽤語を理解、確認する（各回１時間） 
事例検討の際、実際の改修⽅法について情報を収集する（グループワーク回各１時間）

テキスト・参考書・参考⽂献
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成績評価の⽅法・基準

レポート80％、事例検討における参加状況20％

課題に対するフィードバック

グループワークは発表についてコメントし、レポートは採点とコメントを付して返却する。
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事例検討の際、実際の改修⽅法について情報を収集する（グループワーク回各１時間）

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし。必要に応じて配布する。

成績評価の⽅法・基準

レポート80％、事例検討における参加状況20％
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010702 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q03Z

担当教員 佐藤 徹, 中林 鉄太郎

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

佐藤徹：⽇本⼤学芸術学部デザイン学科教授（https://kenkyu-web.cin.nihon-u.ac.jp/Profiles/37/0003677/profile.html）、中林鉄太郎：東京造形⼤学デザイン学科
教授（https://www.zokei.ac.jp/academics/faculty/profile/?id=514&blng=7）

授業概要

「ケア環境デザイン学」は、より良いヒューマンケアの実現に向けて必要となる環境的な要素を、「デザイン」という観点から捉え直すための基礎的なデザイ

ン知識について学ぶことを⽬的とする。科学技術と⼯業化の進展にともない発展してきた⼈⼯物のデザインは、⽣活のさまざまな場⾯において重要な役割を果

たしてきた。しかしながら個々の⼈⼯物をデザインするだけでは解決できない問題も少なくない。そして、機能や性能を追い求めるデザインの世界は、あらゆ

る事物や環境を創造してきたが、21世紀のデザイン世界はそれらを前提としながらも、⼈⼯物の意味や価値創造をより考慮せねばならなくなってきている。 こ
の授業では、⼈間らしく⽣きたいとする願望に応えるためのヒューマンケアを、⼈⼯物の側から問い直す尺度としてのデザインについて考えていく。

到達⽬標

1
ケア環境を実現している様々な⼈⼯物と、その意味を理解していくための基礎的なデザイン概念につ

いて学ぶ。

プロダクトデザインについて他者に説明できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
授業ガイダンス 
「ケア環境デザイン学」の授業の進め⽅やポイントなどの概要説明（担当教員：佐藤徹、中

林鉄太郎）

佐藤・中林

2
プロダクトデザインの背景 
1.プロダクトデザインとは 2.プロダクトデザイナーとは 3.プロダクトデザインの領域 4.
プロダクトデザインの歴史と事例（担当教員：佐藤徹）

佐藤

3
社会とプロダクトデザイン（１） 
1.社会とプロダクトデザインの概要 2.ユニバーサルデザイン 3.エコデザイン（担当教員：
佐藤徹）

佐藤

4
社会とプロダクトデザイン（２） 
4.地域とデザイン 5.デザイン思考（担当教員：佐藤徹）

佐藤

5
プロダクトデザインとビジネス 
1.デザインマネジメント 2.ブランド 3.知的財産 4.コンプライアンスと法令（担当教員：
佐藤徹）

佐藤

6
デザインプロセス 
1.デザインプロセスの概要 2.デザイン企画（担当教員：佐藤徹）

佐藤

7
ユーザー調査のための⼿法 
1.ユーザー調査の概要 2.様々な調査（担当教員：佐藤徹）

佐藤

8
授業のまとめ 
前半の講義内容についてのリフレクションとまとめ（担当教員：佐藤徹）

佐藤

9
コンセプト作成のための⼿法 
1.デザインコンセプト作成のための⼿法について 2.コンセプト起案法 3.要求仕様（担当教
員：中林鉄太郎）

中林

10
視覚化のための⼿法 
1.視覚化のための⼿法の概要 2.プロトタイピング（担当教員：中林鉄太郎）

中林

11
デザイン評価と科学的研究 
1. デザイン評価と科学的研究の概要 2.ユーザー評価とデザインレビュー（担当教員：中林
鉄太郎）

中林

12
マーケティングとデザイン 
1.マーケティングとデザインの概要 2.マーケティングミックス 3.商品企画のプロセス（担
当教員：中林鉄太郎）

中林

13
技術とデザイン 
1.技術とデザインの概要 2.構造・機構とデザイン（担当教員：中林鉄太郎）

中林

14 ⽂化とデザイン 中林

実務経験のある教員等による授業科⽬
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「ケア環境デザイン学」は、より良いヒューマンケアの実現に向けて必要となる環境的な要素を、「デザイン」という観点から捉え直すための基礎的なデザイ

ン知識について学ぶことを⽬的とする。科学技術と⼯業化の進展にともない発展してきた⼈⼯物のデザインは、⽣活のさまざまな場⾯において重要な役割を果

たしてきた。しかしながら個々の⼈⼯物をデザインするだけでは解決できない問題も少なくない。そして、機能や性能を追い求めるデザインの世界は、あらゆ

る事物や環境を創造してきたが、21世紀のデザイン世界はそれらを前提としながらも、⼈⼯物の意味や価値創造をより考慮せねばならなくなってきている。 こ
の授業では、⼈間らしく⽣きたいとする願望に応えるためのヒューマンケアを、⼈⼯物の側から問い直す尺度としてのデザインについて考えていく。
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佐藤徹：⽇本⼤学芸術学部デザイン学科教授（https://kenkyu-web.cin.nihon-u.ac.jp/Profiles/37/0003677/profile.html）、中林鉄太郎：東京造形⼤学デザイン学科
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佐久⼤学

1.⽂化の多様性と普遍性 2.価値観や⾏動とデザインの関係性について（担当教員：中林鉄太
郎）

15
授業のまとめ 
後半講義内容についてのリフレクションとまとめ（担当教員：中林鉄太郎）

中林

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション

成績評価の⽅法・基準

レポート 50%（前後半計2回）、プレゼンテーション 20%、授業参加状況 30%から総合的に評価する。

課題に対するフィードバック

レポートや課題には、採点コメントを付して返却する。

オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。(佐藤徹： sato.toru●nihon-u.ac.jp、中林鉄太郎： nakabayashi●zokei.ac.jp )

その他履修上の留意事項等

授業に積極的に参加し、活発な意⾒交換をすることを⼼がけてください。

授業外学習時間

各回毎のリフレクションシート記⼊のため、毎回20分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

JIDA「プロダクトデザインの基礎」編集委員会（2014），『プロダクトデザインの基礎 スマートな⽣活を実現する71の知識』，ワークスコーポレーション
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q04Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽣活を送る上でデザインによる不⾃由を感じることがある。できないことをできるようにするためには専⾨的な技術が必要になるが、多少の不⾃由があること

を楽に楽しくできるようにすることはそれほど難しいことではない。環境や道具などのデザインによる⽣活⽀援のノウハウを⽣活場⾯ごとに整理し、デザイン

のこつを学ぶ。

到達⽬標

1 1．⽣活を⽀援する福祉の⽴場でデザインのプロセスを理解する。

2 2．デザイナーの役割を理解する。

3 3．⾝近な道具のデザインを提案する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
⽣活⽀援とデザイン（概論） 
⽣活⽀援に結びつくデザインすることの基本的考え⽅を学ぶ。

2
⽣活⽀援デザインに向けた事例紹介１ 
⽣活⽀援の事例を紹介する。

3
⽣活⽀援デザインに向けた事例紹介２ 
⽣活⽀援の事例からデザインの考え⽅を理解する。

4
⽣活者の特性１（⾝体機能） 
⾝体機能からみたデザインのあり⽅を学ぶ。

5
⽣活者の特性２（認知機能） 
認知機能から⾒たデザインのあり⽅を学ぶ。

6
⽣活者の特性３（⼼理・⽣理的側⾯） 
⼼理的側⾯や⽣理的な⾯からデザインのあり⽅を学ぶ。

7
デザインの視点から⾒た⽣活上の不⾃由（道具・機器） 
道具、機器を対象に不⾃由を解消するデザインの⽅向性を学ぶ。

8
デザインの視点から⾒た⽣活上の不⾃由（住宅・建築） 
住宅を対象に不⾃由を解消するデザインの⽅向性を学ぶ。

9
デザインの視点から⾒た⽣活上の不⾃由（まち・交通） 
まちづくりを対象に不⾃由を解消するデザインの⽅向性を学ぶ。

10
⽇常⽣活⾏動とデザイン 
⽇常的な⽣活⾏動・⾏為を⽀援するデザインのあり⽅を学ぶ。

11
⾮⽇常とデザイン 
災害時や⾮常時の⾏動・⾏為を⽀援するデザインのあり⽅を学ぶ。

12
デザインの実践１ 
学んだことを踏まえ、デザインをしてみる。

13
デザインの実践２ 
デザインしてみたことを評価し、改善の提案を試みる。

14
デザインの実践３ 
デザインのプロセスを理解する。

15
デザインの評価 
実際にデザインしたものを多様な視点から評価してみる。

授業外学習時間

各授業で出てきた専⾨⽤語、考え⽅を理解、確認する（各回１時間） 
⾝近にあるデザインを⽣活⽀援の視点で点検、評価する（２時間） 
実際のデザインを⾏うため、各⾃提案のためのデータを収集し（４時間）、デザインの提案まとめる（２時間）。合計６時間
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オフィスアワー

随時、メールで質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010704 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q05Z

担当教員 伊藤 英⼀

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

リハビリテーションセンターにて福祉⽤具の研究開発に従事して１７年間。その後、社会福祉⼠養成系⼤学の教員として１８年間。現場と教育の双⽅の経験を

有しており、理論から具体的な事例（主に視聴覚教材等）を包含した内容により授業を進める。

授業概要

福祉機器の利⽤・開発や⽣活環境整備をする上での問題点を考えながら福祉⼯学を取り巻く周辺分野と共に基礎的な関連知識を深めるものである。⼈にやさし

い福祉機器・⽣活環境とは何かという視点で授業をすすめる。福祉機器をはじめ健康や介護に関係する機器を、提供側と使⽤側両⽅からのアプローチのミスマ

ッチを含め、考察を⾏う。

到達⽬標

1 福祉機器、福祉⽤具に関する法的根拠を把握し、説明できる。

2 ⽬的に応じた福祉機器、福祉⽤具の種類や機能を理解し、選択できる。

3 具体的事例から利⽤者本位の⽤具提供サービスの重要性を理解し、価値を⾒出せる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
本講義の概要ならびに授業の進め⽅について説明し、学修に必要な基礎知識を理解する。

講義 伊藤英⼀

2
福祉⽤具の定義と制度 
福祉⽤具の定義について説明し、⽇本の制度や国際⽣活機能分類を⽤いた概要を理解する。

講義 伊藤英⼀

3
補装具と義肢（ハンズオンあり） 
補装具の定義について説明し、補装具としての義肢の種類とその機能を理解する。

講義と演習 伊藤英⼀

4
装具、歩⾏補助具（杖、歩⾏器） 
装具、歩⾏補助具の種類とその機能を理解する。

講義 伊藤英⼀

5
⾞いす（ハンズオンあり） 
⾞いすの種類とその機能を理解する。

講義と演習 伊藤英⼀

6
電動⾞いすと電動カート、リフトと吊り具 
電動⾞いすと電動カート、およびリフトと吊り具の種類とその機能を理解する。

講義 伊藤英⼀

7
⾃動⾞運転補助装置、および障害者スポーツ 
障害者が⾞を運転する補助装置や移送⽤福祉⾞両、および障害者スポーツ⽤具を理解する。

講義 伊藤英⼀

8
意思伝達装置（ハンズオンあり） 
意思伝達・表出に必要な⽂字盤やコミュニケーションエイドとその機能を理解する。

講義と演習 伊藤英⼀

9
スイッチ操作と環境制御（ハンズオンあり） 
⽣活家電の利⽤に必要なスイッチの選択⽅法と、家電制御に必要な装置について理解する。

講義と演習 伊藤英⼀

10
コンピュータアクセシビリティ（実習あり） 
障害者のＩＣＴ利活⽤に必要な技術、特に基本ソフトに付属する補助機能について理解す

る。

講義と演習（パソコン持

参）
伊藤英⼀

11
情報保障への取り組み（実習あり） 
視覚障害、聴覚障害などに対する情報保障について説明し、具体的な実例を理解する。

講義と演習（スマホ持参） 伊藤英⼀

12
進⾏性疾患に対する福祉⽤具導⼊事例 
進⾏性筋ジストロフィー症や筋萎縮性側索硬化症に対する福祉⽤具導⼊事例、特に主体的な

暮らしへの⽀援について理解する。

講義 伊藤英⼀

13
脳⾎管障害に対する福祉⽤具導⼊事例 
脳⾎管障害後遺症（主に⽚⿇痺）に対する福祉⽤具導⼊事例、特に住宅改修など⽇常⽣活へ

の⽀援について理解する。

講義 伊藤英⼀

14
頸髄損傷に対する福祉⽤具導⼊事例 
頸髄損傷などによる四肢⿇痺者に対する福祉⽤具導⼊事例、特に⾃⽴⽣活や社会参加などへ

の⽀援について理解する。

講義 伊藤英⼀

15 福祉機器、⽀援技術の普及活動（実習あり） 
福祉専⾨職として必要となる福祉⽤具等の情報をいかに獲得すれば良いのかについて理解す

講義と演習（パソコン持

参）

伊藤英⼀

実務経験のある教員等による授業科⽬

リハビリテーションセンターにて福祉⽤具の研究開発に従事して１７年間。その後、社会福祉⼠養成系⼤学の教員として１８年間。現場と教育の双⽅の経験を

有しており、理論から具体的な事例（主に視聴覚教材等）を包含した内容により授業を進める。

授業概要

福祉機器の利⽤・開発や⽣活環境整備をする上での問題点を考えながら福祉⼯学を取り巻く周辺分野と共に基礎的な関連知識を深めるものである。⼈にやさし

い福祉機器・⽣活環境とは何かという視点で授業をすすめる。福祉機器をはじめ健康や介護に関係する機器を、提供側と使⽤側両⽅からのアプローチのミスマ

ッチを含め、考察を⾏う。
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成績評価の⽅法・基準

正当な理由のない限り、⽋席が1/3を越えるものは単位を認定しない。 
定期試験（資料やノートの持込不可）が50%、授業ごとのリアクションペーパーが30%、受講態度（発⾔や質問などを含む）が20%として、総合的に評価す
る。

課題に対するフィードバック

授業ごとに提出してもらうリアクションペーパーに対するコメント等は次回授業冒頭にてフィードバックする。ハンズオンなどの授業では、その場で意⾒を聴

取しながら個別に対応する。

オフィスアワー
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実務経験のある教員等による授業科⽬
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今⽇、ケアは地域住⺠の助け合いや互助活動を巻き込んだ、⼤きな社会課題としてわれわれに突きつけられている。そこで、本講義では、ケアが地域住⺠の中

で、どのような形、姿をとって存在し機能しているかを、具体的な事例などを通して理解を深める。さらに、そのようなケアの機能が、社会的機能としてのソ

ーシャルケアとどのような関連性を有しているか考察を深め、多様なケアがコミュニティの中で、どのように発展していくのかについて考える。

到達⽬標

1 現代コミュニティの理論・政策・実践・技術を体系的に説明できる。

2 個⼈⽀援と地域⽀援の連動を説明できる。

3 多様な援助資源を説明できる。

4 ⽣活困窮者および社会的脆弱層等への包括的な⽀援体制について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 コミュニティと地域福祉

2 コミュニティと地域社会

3 コミュニティにおけるケアの理念

4 コミュニティにおけるケアの歴史（１）イギリス、アメリカ

5 コミュニティにおけるケアの歴史（２）⽇本

6 コミュニティにおけるケアを⽀える法制度

7 コミュニティにおけるケアの対象

8 コミュニティにおけるケアの推進主体（１）フォーマル

9 コミュニティにおけるケアの推進主体（２）インフォーマル

10 コミュニティにおけるケアの推進主体（３）専⾨職

11 コミュニティにおけるケアの推進⽅法（１）理論

12 コミュニティにおけるケアの推進⽅法（２）実践

13 コミュニティにおけるケアのサービス

14 住⺠主体のまちづくり・活動

15 援助関係としてのネットワーク

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

◆テキスト 
使⽤しません。インターネット上に資料を掲載しますので印刷物は配布しません。各⾃PC等を持参するか印刷して持参することを推奨します。 
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講義内で提⽰します。
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各回レポートについては、次の回の講義で取り上げ、コメントします。 
レポート課題については要望があれば個別に点数をお知らせします。
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開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010706 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q07Z

担当教員 福島 忍

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

1 ボランティアの機能や実施⽅法について説明できる。

2 住⺠の主体形成を⽀援するソーシャルワークの視点と⽅法について説明できる。

3 災害に関する法制度や⽀援⽅法について説明できる。

4 ニーズ把握の量的な⽅法および質的な⽅法について説明できる。

5 社会福祉に関する国、都道府県、市町村の役割および専⾨職の役割について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス 
地域福祉に関する動向

講義

2
ボランティア 
ボランティアの活動原則、ボランティアのもつアドボカシー機能、社会福祉協議会のボラン

ティアセンター、企業の社会的責任について学ぶ。

講義

3
福祉教育 
福祉教育の概念と⽬的、対象者、実践の場、実施⽅法、実践のポイントについて学ぶ。

講義

4
地域を基盤としたコミュニティソーシャルワークの⽅法 
地域を基盤としたソーシャルワークの概念、地域共⽣社会に向けたアプローチの⽅法につい

て学ぶ。

講義

5
住⺠の主体形成に向けたアプローチ 
地域福祉における住⺠の主体形成の意義、住⺠が地域福祉に参加する形態について学ぶ。

講義

6

⾮常時や災害時における法制度 
災害対策基本法（災害の定義、避難⾏動要⽀援者、避難所運営ガイドライン、福祉避難所）、

災害救助法、災害弔慰⾦の⽀給等に関する法律、被災者⽣活再建⽀援法、⽣活福祉資⾦、災

害義援⾦について学ぶ。

講義

7
災害時における総合的かつ包括的な⽀援 
災害時における⽀援の実際について学ぶ。

講義

8
福祉計画におけるニーズ把握の⽅法・技術、評価① 
ニーズの概念、ニーズの類型、福祉計画における評価について学ぶ。

講義

9
福祉計画におけるニーズ把握の⽅法・技術、評価② 
福祉計画におけるニーズ把握の量的な⽅法・技術について学ぶ。

講義

10
福祉計画におけるニーズ把握の⽅法・技術、評価③ 
福祉計画におけるニーズ把握の質的な⽅法・技術について学ぶ。

講義

11

国と都道府県の役割 
国の福祉⾏政体制とその役割、厚⽣労働省、社会保障審議会、国⽴社会福祉施設、法定受託

事務と⾃治事務、地⽅公共団体、都道府県の福祉⾏政体制と組織、福祉⾏政における都道府

県の役割について学ぶ。

講義

12
市町村の役割 
市町村の設⽴要件、平成の市町村合併、市町村の福祉⾏政体制と組織、福祉⾏政における市

町村の役割について学ぶ。

講義

13 国と地⽅の関係 講義

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー

シャルワークの考え⽅やそれが必要になった背景を学びコミュニティソーシャルワークが地域共⽣社会の実現に向けて重要な役割を果たすこと、住⺠の主体形

成を⽀援するソーシャルワークの視点や⽅法、災害時における法制度および災害によって⽣じる課題に対する⽀援、福祉計画の策定過程と⽅法・ニーズ把握お

よび評価の⽅法、福祉⾏政体制やその専⾨職について理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会に従事した経験や地域福祉計画等の策定委員などの経験をもとに、地域福祉を推進するうえでの重要なポイントについて講義する。

授業概要

現代の福祉問題の多くは地域コミュニティにおいて解決することが求められている。本講義では、地域を基盤としたソーシャルワークであるコミュニティソー
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010707 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q08Z

担当教員 関⾕ ⿓⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

少⼦化・⼈⼝減少により地域社会の役割が低下し、地域に暮らす⼈々の⽣活が脅かされる状態になっている昨今、地域社会の機能を維持したり、活⼒をもたら

す取り組みが必要となっている。その取り組みは、⾃治体、住⺠、地域のネットワークなど、様々な主体によって⾏われており、表⾯的には何ら変哲もない地

域に⾒えながら、詳細にみるとユニークな取り組みも少なくない。 
この講義では、そのような各地の取り組み事例を紹介しながら、これからの地域社会でのまちづくりのヒントを学んでいく。取り組み事例は、福祉・健康の領

域にとどまらず、今⽇各地域が直⾯する課題と、その解決の取り組みを広く紹介する。

到達⽬標

1 ・地域の機能を維持したり、活⼒をもたらす地域の取り組みについて、正しく理解する。

2 ・そのような地域の取り組みは、どのような⼈々が主体となっているのか、またそれを推進するための⼯夫はどのようなものか。

3 ・講義を通して得た知⾒は、⾃⼰や、⾃⼰の活動する地域で、どのように⽣かしていったらよいか。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者
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15 まとめと課題

授業外学習時間
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テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤せず、講義ごとに資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

講義への参加状況30％、提出物30％、期末レポート40％。

課題に対するフィードバック

毎回、授業の振り返りと質問を提出してもらい、質問には次の時間に回答する。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬
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少⼦化・⼈⼝減少により地域社会の役割が低下し、地域に暮らす⼈々の⽣活が脅かされる状態になっている昨今、地域社会の機能を維持したり、活⼒をもたら

す取り組みが必要となっている。その取り組みは、⾃治体、住⺠、地域のネットワークなど、様々な主体によって⾏われており、表⾯的には何ら変哲もない地

域に⾒えながら、詳細にみるとユニークな取り組みも少なくない。 
この講義では、そのような各地の取り組み事例を紹介しながら、これからの地域社会でのまちづくりのヒントを学んでいく。取り組み事例は、福祉・健康の領

域にとどまらず、今⽇各地域が直⾯する課題と、その解決の取り組みを広く紹介する。
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授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要
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この講義では、そのような各地の取り組み事例を紹介しながら、これからの地域社会でのまちづくりのヒントを学んでいく。取り組み事例は、福祉・健康の領

域にとどまらず、今⽇各地域が直⾯する課題と、その解決の取り組みを広く紹介する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

講義終了後に、講義資料をアップロードするので、それを参照して30分程度復習をすること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤せず、講義ごとに資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

講義への参加状況30％、提出物30％、期末レポート40％。

課題に対するフィードバック

毎回、授業の振り返りと質問を提出してもらい、質問には次の時間に回答する。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

少⼦化・⼈⼝減少により地域社会の役割が低下し、地域に暮らす⼈々の⽣活が脅かされる状態になっている昨今、地域社会の機能を維持したり、活⼒をもたら

す取り組みが必要となっている。その取り組みは、⾃治体、住⺠、地域のネットワークなど、様々な主体によって⾏われており、表⾯的には何ら変哲もない地

域に⾒えながら、詳細にみるとユニークな取り組みも少なくない。 
この講義では、そのような各地の取り組み事例を紹介しながら、これからの地域社会でのまちづくりのヒントを学んでいく。取り組み事例は、福祉・健康の領

域にとどまらず、今⽇各地域が直⾯する課題と、その解決の取り組みを広く紹介する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

講義終了後に、講義資料をアップロードするので、それを参照して30分程度復習をすること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤せず、講義ごとに資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

講義への参加状況30％、提出物30％、期末レポート40％。

課題に対するフィードバック

毎回、授業の振り返りと質問を提出してもらい、質問には次の時間に回答する。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

少⼦化・⼈⼝減少により地域社会の役割が低下し、地域に暮らす⼈々の⽣活が脅かされる状態になっている昨今、地域社会の機能を維持したり、活⼒をもたら

す取り組みが必要となっている。その取り組みは、⾃治体、住⺠、地域のネットワークなど、様々な主体によって⾏われており、表⾯的には何ら変哲もない地

域に⾒えながら、詳細にみるとユニークな取り組みも少なくない。 
この講義では、そのような各地の取り組み事例を紹介しながら、これからの地域社会でのまちづくりのヒントを学んでいく。取り組み事例は、福祉・健康の領

域にとどまらず、今⽇各地域が直⾯する課題と、その解決の取り組みを広く紹介する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

講義終了後に、講義資料をアップロードするので、それを参照して30分程度復習をすること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤せず、講義ごとに資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

講義への参加状況30％、提出物30％、期末レポート40％。

課題に対するフィードバック

毎回、授業の振り返りと質問を提出してもらい、質問には次の時間に回答する。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

少⼦化・⼈⼝減少により地域社会の役割が低下し、地域に暮らす⼈々の⽣活が脅かされる状態になっている昨今、地域社会の機能を維持したり、活⼒をもたら

す取り組みが必要となっている。その取り組みは、⾃治体、住⺠、地域のネットワークなど、様々な主体によって⾏われており、表⾯的には何ら変哲もない地

域に⾒えながら、詳細にみるとユニークな取り組みも少なくない。 
この講義では、そのような各地の取り組み事例を紹介しながら、これからの地域社会でのまちづくりのヒントを学んでいく。取り組み事例は、福祉・健康の領

域にとどまらず、今⽇各地域が直⾯する課題と、その解決の取り組みを広く紹介する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

講義終了後に、講義資料をアップロードするので、それを参照して30分程度復習をすること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤せず、講義ごとに資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

講義への参加状況30％、提出物30％、期末レポート40％。

課題に対するフィードバック

毎回、授業の振り返りと質問を提出してもらい、質問には次の時間に回答する。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

健康まちづくり論
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開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010710 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R01Z

担当教員 ⼩池 隆⽣

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

1
受講⽣は社会保障・社会福祉政策が現実のものとなる諸条件について、歴史的経緯や現状と課題の実際から学ぶことを通して、社会保障・社会福祉政

策のありうべき形について構想する姿勢を涵養することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

本講義は、貧困認識と福祉政策の関係について考えます。全体を4部に分け、貧困認識と対応
する福祉政策の関係について考える。 
 
第Ⅰ部 導⼊：⾃⼰責任論、セルフヘルプ、通俗道徳 
 1 講義計画および講義の進め⽅ 
 2 命の沙汰も⾃⼰責任〜新⾃由主義とは何か 
   ：福祉政策の本来的機能の破壊 
 3 税の再分配としての福祉政策にみる 
    個⼈、家族依存の構造 
 
第Ⅱ部 世代間対⽴論〜⼈⼝減少社会の必然？ 
 4  ?間は１?では?きられない  
   ⼈⼝減少時代の個?・家族 
 5  年⾦と世代間対⽴論 
 6  医療と世代間対⽴論 
 7  福祉公共政策と住⺠意識 
 
第Ⅲ部 ⾝を⽴てることは⾃⼰責任〜新⾃由主義的社会経済再編下の労働改⾰と⽣活の実態 
 8 労働⼒の「窮迫販売」の⼆様  
    不安定就業化、⻑時間労働化 
 9 ?活時間??活時間と労働時間のバランス 
 10  ⽣活費は地域で異なる？ 
     ?活?準?暮らし? ?地域?活様式 
 
第Ⅳ部 誰が「再⽣産」を担うのか？ 
 11 ナショナルミニマムとは何か？ 
 12 最低賃⾦、年⾦ 
 13 スウェーデンの公的福祉政策とミニマム保障 
 14 居住のミニマムと⼈間の再⽣産 
  
 15    まとめ  最終課題

オンライン ⼩池隆⽣

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
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毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック

実務経験のある教員等による授業科⽬
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本講義では福祉政策が現実のもとなる諸条件について、住⺠意識としての貧困観、貧困認識との関わりについて考察する。「⾃⼰責任論」「世代間対⽴」な

ど、福祉政策が実施されるに際し、対象となる⼈々の「甲斐性」に焦点を合わせる考え⽅が、メディア、SNS等を通じて、⼈々の間に広がっています。そのこと
が福祉政策の実現にどのような影響を与えるのか、歴史的経緯や、地域の実情などを事例に検討します。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

毎回の講義に関わるニュースをメディアをつうじて触れておくこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは無し。参考書は講義時に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

毎回の講義時にコメントを提出します。また授業のまとめ時にまとめとなるフィードバックを授業内課題として提出します。それぞれを合わせて100％としま
す。

課題に対するフィードバック
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毎回のコメントについて、次の講義時に⾔及することがあります。

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

毎回のコメントについて、次の講義時に⾔及することがあります。

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等
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オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

毎回のコメントについて、次の講義時に⾔及することがあります。
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毎回のコメントについて、次の講義時に⾔及することがあります。
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その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R02Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会保障給付費の総額は110兆円に達し、国家財政の規模を上回るまでになっている。その背景には⼈⼝の⾼齢化の急速な進⾏があり、年⾦給付費、⾼齢
者医療給付費、⽼⼈福祉サービス給付費が増え続けているという事情がある。これ以上社会保障給付を拡充するには、財源難という壁が⽴ちはだかっている。

しかし、社会保障の受け⼿である⾼齢者・障がい者等の⽣活の視点から⾒ると、困窮している⼈は依然として多い。社会保障給付のあり⽅と負担のあり⽅を検

討する必要がある。また、消費税が現実に果たしている役割や今後の税収のあり⽅を考える。

到達⽬標

1 ① 政治とは「政治算術」であり、統計を分析すれば真実が判明することを理解できるようになる。

2 ② 政府統計の分析⽅法の⼊⾨編を習得できる。

3 ③ ⽼⼈福祉サービス給付費の現状を理解し、問題点を把握できるようになる。

4 ④ 介護保険財政の状況を理解し、これからの介護保険制度のあり⽅について意⾒を持てるようになる。

5 ⑤ 要介護⾼齢者に関する費⽤は誰がどの程度負担すべきか、意⾒を持てるようになる。

6 ⑥ 消費税の逆進性について理解できるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
社会保障給付費総額の推移と現状 
社会保障給付費（ILO基準）と社会⽀出（OECD基準）の相違、社会保障給付費総額の推移か
らみた戦後⽇本の社会保障の発展とその意味

2
⾼齢者関連社会保障給付費の推移と現状 
⾼齢者関係社会保障給付費の増加とその背景、⾼齢⼈⼝の増⼤、⾼齢者のみ世帯の増加、単

⾝世帯化の進⾏

3
年⾦給付費の推移と現状 
年⾦給付費の増⼤とその背景、極端な年⾦給付格差の存在、最低保障年⾦の必要性と財源問

題、⽣活保護制度の限界

4
⾼齢者医療給付費の推移と現状 
⾼齢者医療給付費の増⼤とその背景、慢性疾患（成⼈病）の増⼤と感染症の復活、保健所が

抱える問題

5
⽼⼈福祉サービス給付費の推移と現状 
⽼⼈福祉サービス給付費の増⼤とその背景、65歳以上⼈⼝に占める介護保険利⽤者⽐率の上
昇、⾃助・互助・共助は可能か

6
介護保険財政の推移と現状 
介護保険制度の給付と負担、介護保険財政に占める国の負担と地⽅⾃治体の負担

7
⾼齢者の負担状況と現役世代の負担状況 
⾼齢者の受給と負担、現役世代の受給と負担、65歳で変わる経済⽣活、世代間不公平論から
の脱却

8
消費税率引き上げの庶⺠⽣活への影響 
消費税とは何か、間接税と直接税、租税⺠主主義と消費税、⾼齢者と勤労者の実質公租公課

負担の状況

9
OECD先進６ヵ国間社会⽀出の国際⽐較（9分野別） 
スウェーデン、フランス、ドイツ、イギリス、アメリカ、⽇本の6カ国の社会⽀出の状況、⽇
本の特徴（貧困関連社会⽀出の極端な低位性）

10
⾼齢者優遇型社会保障から全世代型社会保障へ 
⽇本の社会⽀出の特徴、本当に⾼齢者優遇型なのか、全世代型社会保障への転換が意味する

もの

11
⾼齢無職世帯の公租公課負担状況 
⾼齢無職世帯（単⾝・夫婦のみ）の直接税負担、社会保険料負担、消費税負担の推移

12
勤労者世帯第Ⅰ10分位（低所得層）の公租公課負担状況 
勤労者世帯第Ⅰ10分位の直接税負担、社会保険料負担、消費税負担の推移

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⽇本の社会保障給付費の総額は110兆円に達し、国家財政の規模を上回るまでになっている。その背景には⼈⼝の⾼齢化の急速な進⾏があり、年⾦給付費、⾼齢
者医療給付費、⽼⼈福祉サービス給付費が増え続けているという事情がある。これ以上社会保障給付を拡充するには、財源難という壁が⽴ちはだかっている。

しかし、社会保障の受け⼿である⾼齢者・障がい者等の⽣活の視点から⾒ると、困窮している⼈は依然として多い。社会保障給付のあり⽅と負担のあり⽅を検

討する必要がある。また、消費税が現実に果たしている役割や今後の税収のあり⽅を考える。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

13 勤労者世代第Ⅹ10分位（⾼所得層）の公租公課負担状況 
勤労者世帯第Ⅹ10分位の直接税負担、社会保険料負担、消費税負担の推移

14
⽇本企業の内部保留６６０兆円（内、⼤企業の内部留保４７０兆円）の使われ⽅ 
デフレ経済下でなぜ企業の内部留保が増⼤し続けるのか、なぜ⽇本の労働者の賃⾦は上がら

ないのか

15
貧困化する⾼齢者 
「⾼齢者のいる世帯」に占める貧困世帯の割合、⾼齢単⾝⼥性の貧困、⾼齢単⾝男性の貧

困、単親＋未婚⼦世帯の貧困

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。
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オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。
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授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。
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終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。
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授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。

授業外学習時間

シラバスに沿って授業展開するので、事前に参考書等を読んで予習してくることが望まれる。 
授業後は、参考書等に書かれている内容を含めて、ノートの整理等の復習をすることが望ましい。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。その代わりに毎回、講義レジュメ（A4版2~3枚程度）のプリントを配布する。 
参考書・参考⽂献等は未定。初回の講義時に紹介する。

成績評価の⽅法・基準

期末試験を実施する。その成績を全体の80％として評価する。授業の終わりに提出してもらうコミュニケーション・ペーパーの提出状況（全部で4回程度）とそ
の内容を全体の10％として評価する。 
毎回の授業時の積極的参加状況を全体の10％として評価する。

課題に対するフィードバック

終業時に提出してもらった「コミュニケーション・ペーパー」に記載された質問・意⾒・感相当に対して、次週の授業の冒頭で回答する。

オフィスアワー

授業内容に関する質問は、授業の後に聞きに来ること。時間割が未定なので、オフィスアワーは時間割が決まり次第周知する。 
連絡⽅法はメールで事前予約をお願いする。

その他履修上の留意事項等

講義中に寝ないように気をつけて欲しい。授業に集中して欲しい。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010712 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ C1I1F02T

担当教員 福島 忍

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

1 ⾃治体福祉の政策・施策・事業について説明できる。

2 ⾃治体の福祉財政の仕組みと実際を説明できる。

3 ⾃治体の福祉サービスおよび社会的弱者への包括的な⽀援体制について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス 
授業の内容や進め⽅について学ぶ。

2
介護サービス① 
介護保険成⽴の背景、介護保険制度と財政について学ぶ。

3
介護サービス② 
介護提供体制、介護マンパワーについて学ぶ。

4
社会福祉サービス① 
現在の社会福祉、⽣活保護について学ぶ。

5
社会福祉サービス② 
低所得者⽀援について学ぶ。

6
社会福祉サービス③ 
⾼齢者福祉について学ぶ。

7
社会福祉サービス④ 
障害者福祉について学ぶ。

8
社会福祉サービス⑤ 
⼦ども家庭福祉について学ぶ。

9
社会福祉サービス⑥ 
地域福祉について学ぶ。

10
福祉財政① 
⽇本の社会保障財源の規模、国の保健医療福祉予算、地⽅財政について学ぶ。

11
福祉財政② 
福祉財政、利⽤者負担、⺠間社会福祉事業について学ぶ。

12
佐久市の福祉⾏財政 
本講では、佐久市の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ。

13
福祉の計画と評価① 
地⽅⾃治体の保健医療福祉計画について学ぶ。

14
福祉の計画と評価② 
計画策定のプロセス、計画の推進と評価⽅法について学ぶ。

15
福祉⾏政の今後の展望 
欧州5か国との対⽐でみる⽇本の介護の状況、今後求められる福祉⾏政について学ぶ。

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬
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体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国では、少⼦⾼齢化が進展し、国⺠のニーズの⾼まりと多様化の中、都道府県から市町村への権限委譲、社会福祉基礎構造改⾰、各種福祉計画の策定、介

護保険制度の創設、各種福祉サービスの措置から契約への移⾏、地⽅分権の推進などが進められ、福祉政策主体及び福祉サービス提供主体としての地⽅⾃治

体、特に、市町村の福祉⾏政の役割は⼤きく変化し、重要となっている。本授業では、市町村を中⼼に、地⽅福祉⾏政の基本的事項を理解し、市町村の福祉⾏

政の実際を多⾯的に学ぶ。地⽅⾃治体の職員をゲスト講師として招き、⾃治体福祉の実際を学ぶ機会も設ける。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（1時間程度） 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）

⾃治体福祉論
更新⽇：2025/03/31 10:22:38



佐久⼤学

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。
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テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：府川哲夫・磯部⽂雄『保健医療福祉⾏政論 [第3版] 』ミネルヴァ書房，2025年   
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp) 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを主軸に授業を進めていくので、テキストを必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R04Z

担当教員 ⼩⼭ 秀夫

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国には、8千以上の病院があり、10万を超える⼀般診療所があり、⻭科診療所も6万を超える。また、介護保険が適応される施設・事業所は20万か所程度あ
る。さらに、保育所をはじめとする児童福祉施設や障がい福祉関係の施設や事業所がある。これらの病院・施設はそれぞれの⽬的があり、制度によって規定さ

れ、その運営は租税や保険料等の公的⽀出で賄われている。そのため、公平で公正なマネジメントが⾏われる必要がある。そこで、病院や施設のヒト・モノ・

カネ・情報のマネジメントに焦点をあて、その現状と課題を明らかにするとともに、それぞれの場で働く⼈々の側から⾒た総合的な仕組みを理解する。

到達⽬標

1 1.病院・施設体設置主体別マネジメントの基本について、初学者に概要を平易に説明できる。

2 2.病院の機能と役割を⼗分に理解し、ヒト・モノ・カネ・情報等の病院管理について現状を説明できる。

3 3.わが国の病院・施設及び各種事業所おいてのマネジメント上の課題について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 わが国の病院・施設体系のヒト・モノ・カネの概要

2 社会福祉実践からみた病院・施設体系の現状と課題

3 病院・施設の設置主体別役割別の体系化と国際⽐較

4 病院・施設体設置主体別マネジメントの基本

5 カネのマネジメントと財務

6 カネのマネジメントと会計実務の現状

7 モノのマネジメントと施設設備の頑丈について

8 ヒトのマネジメントと⼈的資源管理

9 公定価格と擬似市場におけるマネジメントの特徴

10 病院情報システムの仕組み現状

11 マネジメントとリーダーシップの関係性

12 医療費、介護保険費、⼦ども⼦育ておよび社会福祉費と財政のマネジメント

13 マネジメントと診療報酬や介護報酬との関連性

14 経営問題の発⽣とその対応

15 学習の到達点の確認の残された課題の確認

授業外学習時間

・資料は基本的にwebを活⽤するので、インターネット環境を確保すること。 
・授業の時間外学習時間は、１講義に対して平均２時間程度の予習および資料の事前・事後の読み込みを求める。

テキスト・参考書・参考⽂献

必携テキストはない。 
参考書、参考⽂献・参考URL等授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート 50％、プレゼンテーション 30％、授業参加状況 20％

課題に対するフィードバック

提出物については、全て添削したものを返却する。

オフィスアワー

⽔・⽊曜⽇ 12:10-13:00 ⼩⼭研究室 (1318)

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国には、8千以上の病院があり、10万を超える⼀般診療所があり、⻭科診療所も6万を超える。また、介護保険が適応される施設・事業所は20万か所程度あ
る。さらに、保育所をはじめとする児童福祉施設や障がい福祉関係の施設や事業所がある。これらの病院・施設はそれぞれの⽬的があり、制度によって規定さ

れ、その運営は租税や保険料等の公的⽀出で賄われている。そのため、公平で公正なマネジメントが⾏われる必要がある。そこで、病院や施設のヒト・モノ・

カネ・情報のマネジメントに焦点をあて、その現状と課題を明らかにするとともに、それぞれの場で働く⼈々の側から⾒た総合的な仕組みを理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・資料は基本的にwebを活⽤するので、インターネット環境を確保すること。 
・授業の時間外学習時間は、１講義に対して平均２時間程度の予習および資料の事前・事後の読み込みを求める。

テキスト・参考書・参考⽂献

必携テキストはない。 
参考書、参考⽂献・参考URL等授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート 50％、プレゼンテーション 30％、授業参加状況 20％

課題に対するフィードバック

提出物については、全て添削したものを返却する。

オフィスアワー

⽔・⽊曜⽇ 12:10-13:00 ⼩⼭研究室 (1318)

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国には、8千以上の病院があり、10万を超える⼀般診療所があり、⻭科診療所も6万を超える。また、介護保険が適応される施設・事業所は20万か所程度あ
る。さらに、保育所をはじめとする児童福祉施設や障がい福祉関係の施設や事業所がある。これらの病院・施設はそれぞれの⽬的があり、制度によって規定さ

れ、その運営は租税や保険料等の公的⽀出で賄われている。そのため、公平で公正なマネジメントが⾏われる必要がある。そこで、病院や施設のヒト・モノ・

カネ・情報のマネジメントに焦点をあて、その現状と課題を明らかにするとともに、それぞれの場で働く⼈々の側から⾒た総合的な仕組みを理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・資料は基本的にwebを活⽤するので、インターネット環境を確保すること。 
・授業の時間外学習時間は、１講義に対して平均２時間程度の予習および資料の事前・事後の読み込みを求める。

テキスト・参考書・参考⽂献

必携テキストはない。 
参考書、参考⽂献・参考URL等授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート 50％、プレゼンテーション 30％、授業参加状況 20％

課題に対するフィードバック

提出物については、全て添削したものを返却する。

オフィスアワー

⽔・⽊曜⽇ 12:10-13:00 ⼩⼭研究室 (1318)

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国には、8千以上の病院があり、10万を超える⼀般診療所があり、⻭科診療所も6万を超える。また、介護保険が適応される施設・事業所は20万か所程度あ
る。さらに、保育所をはじめとする児童福祉施設や障がい福祉関係の施設や事業所がある。これらの病院・施設はそれぞれの⽬的があり、制度によって規定さ
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・資料は基本的にwebを活⽤するので、インターネット環境を確保すること。 
・授業の時間外学習時間は、１講義に対して平均２時間程度の予習および資料の事前・事後の読み込みを求める。

テキスト・参考書・参考⽂献

必携テキストはない。 
参考書、参考⽂献・参考URL等授業中に指⽰する。

成績評価の⽅法・基準

レポート 50％、プレゼンテーション 30％、授業参加状況 20％

課題に対するフィードバック

提出物については、全て添削したものを返却する。

オフィスアワー

⽔・⽊曜⽇ 12:10-13:00 ⼩⼭研究室 (1318)

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

わが国には、8千以上の病院があり、10万を超える⼀般診療所があり、⻭科診療所も6万を超える。また、介護保険が適応される施設・事業所は20万か所程度あ
る。さらに、保育所をはじめとする児童福祉施設や障がい福祉関係の施設や事業所がある。これらの病院・施設はそれぞれの⽬的があり、制度によって規定さ

れ、その運営は租税や保険料等の公的⽀出で賄われている。そのため、公平で公正なマネジメントが⾏われる必要がある。そこで、病院や施設のヒト・モノ・
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その他履修上の留意事項等

この科⽬は、⼀般的なマネジメントを基盤として保健医療・福祉分野に特化したマネジメントシステムを対象に学習を進めるものであるが、アドミニストレー

ションやインテグレーションとの関係およびリーダーシップの位相についても幅広く探求したいと考えています。
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よって⾼く評価・⽀持され発展していくと思われる。本講義では「社会福祉と経営の関係」をテーマとして考察をすすめます。具体的には、福祉各分野の事例や
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及し、福祉分野における経営についての基礎的な理解を深める。
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14
固定費，取引費⽤ 
固定費の⽐率が⼤きな事業をどのように経営するか。上下分離，SPA，企業間連携。地⽅公
共団体との連携。

15
公益企業・事業経営 
公益企業の特徴，課題，経営⽅法を学ぶ。⺠間活⼒の利⽤，⺠間企業的⼿法の活⽤のやり⽅

から，福祉事業に適⽤できるものを⾒つける。
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（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
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授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。
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（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
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テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
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オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。
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授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。
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質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。

授業外学習時間

（予習）配布資料を読んで質問を考える。30分?１時間。（復習）毎回の授業で取り上げた事柄に関する参考⽂献をいくつか検索し読んでみて，メモを書いてお
く。30分?１時間。

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤しない。

成績評価の⽅法・基準

最終レポート70％，授業への参加活動等30％。

課題に対するフィードバック

課題へのフィードバックをLMSで⾏う。 
質問や感想などへのフィードバックを授業で⾏う。

オフィスアワー

授業開始前や授業終了後に質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

授業に出てきた新しい⽤語や紹介した事例などを，スマートフォン等で授業中に検索してみよう。他業種・業界での取り組みの中で，福祉分野に取り⼊れること

ができそうなものがないか，探してみよう。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R06Z

担当教員 ⽶本 清

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

1 地域産業の実態およびそれを把握するための（主に地域経済学分野の）理論を学ぶ。

2 地域産業⼀般の実態、とくに⻑野県内における昨今の状況を知る。

3 プレメディカル産業の特徴や動向を知る。

4 議論などを通じて、プレメディカル産業に関連する政策や経営に活かすための基礎知識や考え⽅を習得する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
データで読み解く地域の実態 
全国的な地域経済の実態について知る。

2
地域経済の⾒⽅・学び⽅ 
地域経済の決定要因や成⻑・衰退に関する基本的な理論・現状を学ぶ。

3
地⽅経済の構造問題 
いわゆる地⽅の経済の問題について学び、⻑野県やプレメディカル産業と関連付ける。

4
地域経済の成⻑と衰退のメカニズム 
需要主導型・供給主導型の成⻑・衰退メカニズムを⼀般的に学習する。

5
地域経済成⻑戦略の展開 
地域（経済）政策の歴史に関して学ぶ。

6
都市構造の変化とそのメカニズム・再開発 
とくに、都市における問題や現状に関して⼀般的に学ぶ。

7
地域政策効果 
配分・⽣産の効率性と便益の計測・評価⽅法に関して学ぶ。

8
産業連関（１） 
産業連関表・分析の基礎理論を学ぶ。

9
産業連関（２） 
産業連関表・分析を応⽤し、⻑野県の現状について知る。

10
産業連関（３） 
産業連関表・分析を応⽤し、医療産業・プレメディカル産業などの現状について知る。⼩テ

ストへのフィードバックなどを通してアクティブなリアクションを⾏う。

11
医療関連産業の事例（１） 
医療機器産業クラスターなどの実例を紹介する。

12
医療関連産業の事例（２） 
医療機器産業における産学官連携などの実例を紹介する。

13
医療関連産業の事例（３） 
知識創造やイノベーション政策との関連を論じる。⼩テストへのフィードバックなどを通し

てアクティブなリアクションを⾏う。

14
プレメディカル産業の展開 
これまでの授業内容を踏まえて、⻑野県におけるプレメディカル産業への応⽤可能性に関し

て論じる。

15
まとめ 
授業全体のまとめと、将来に向けた応⽤可能性の議論をする。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ケアの基盤となる地域産業の考え⽅、とりわけ産業基盤の弱い地域における産業連関の視点から地域産業の実態について学ぶ。具体的には、①産業の構成から

みた⻑野県およびブロック（とりわけ東信・佐久）の特徴②地域産業と住⺠の暮らし③地域産業政策④医療、保健・健康、福祉関連産業（プレメディカル産

業）の動向の4つの視点から学びを深め、ケアのニーズが産業や企業の持つニーズと結びつく可能性について理解を深める。

到達⽬標

授業計画

地域・プレメディカル産業論
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佐久⼤学

授業外学習時間

毎回30分程度を確保して、次回の予習を⾏ってください。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない。 
参考書： 
⼭﨑朗（編）『地域産業のイノベーションシステム』学芸出版社 
林宜嗣ほか『地域政策の経済学』⽇本評論社 
その他、適宜資料を配布する。

成績評価の⽅法・基準

⼩テスト20点×2回および期末レポート60点。

課題に対するフィードバック

⼩テストは採点とコメントを付して返却する。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付ける。

その他履修上の留意事項等

経済学・経営学⼀般などと関連するので、関連科⽬を履修したり経済・経営関連の⼀般教養を⾝に着けてから履修することが望ましい。
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佐久⼤学
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担当教員 李 省翰

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 講義 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

NPO は地域社会のニーズに応える社会サービスの担い⼿として、社会的課題の解決と⾃ら掲げたミッション（使命）の実現に向けて⼤きな役割を果たすことが
期待されている。しかし、現状は「⼈材・資⾦・事業・情報等」のマネジメントに問題を抱えているNPO は多い。本講義ではNPO 活動を発展させるために重要
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010717 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R08Z

担当教員 李 省翰

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

1
① ソーシャルビジネスの概念を理解し、運営とマネジメント技術を活⽤できる。②地域の問題を解決するためにソーシャルビジネスがいかに必要な
のかを説明できる。③医療・福祉・教育など多くの分野においてソーシャルビジネスの可能性を提⽰する考え⽅を⾼めることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 オリエンテーション、ソーシャルビジネスを理解するための学びの紹介

2 ソーシャルビジネスの概念と特徴①：社会的経済と社会起業

3 ソーシャルビジネスの概念と特徴②：国際動向

4 ソーシャルビジネスの概念と特徴③：NPO運営と企業の社会的貢献（CSR）

5 社会起業と共⽣社会①：社会福祉と社会起業の運営

6 社会起業と共⽣社会②：雇⽤創出と地域⽣活⾃⽴⽀援

7 社会起業と共⽣社会③：地域再⽣とまちづくり

8 社会起業家①：社会起業家の機能と役割

9 社会起業家②：社会起業家の戦略と実践

10 ケーススタディ①：国内の社会起業の事例検討

11 ケーススタディ②：⻑野県内の社会起業の事例検討

12 社会起業の運営ロールプレー①：市場調査及び資源開発

13 社会起業の運営ロールプレー②：運営実務（１）事業計画

14 社会起業の運営ロールプレー③：運営実務（２）財政・運営

15 ソーシャルビジネスを構想してみる

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等
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⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャル・ビジネスは、社会問題の解決、地域再⽣といった社会的ミッションをビジネス活動を通して達成する⼿法である。近年、経済学や福祉学などのさ

まざまな分野で、ソーシャルビジネスの機能と可能性について注⽬されている。本講義では、ソーシャル・ビジネスの概念とその有効性について、国際的動向

などを踏まえて概説し、国内外の多様な活動事例（社会起業、NPO法⼈、協同組合など）を通して、そのマネジメントや実践技術などを習得する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の事前学習、及び事後学習を⾏うこと。（4時間程度）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキストは使⽤しない。授業ごとにレジメを配布する 
＜参考⽂献＞ 
⼭本 隆（2014）社会的企業論−もうひとつの経済− 法律⽂化社 
⾕本寛治（2015）ソーシャルビジネス・ケース 中央経済社

成績評価の⽅法・基準

中間レポート30％、期末テスト30％、グルプワーク30％、その他10％ 
*中間レポートはmanaba（繰り返りコメント機能など）、もしくは授業のなかでフィードバックを⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

毎回の授業終了後、もしくはメールで質問を受け付ける。 
1号館1333号室（s-lee@saku.ac.jp)

その他履修上の留意事項等

ソーシャル・ビジネス論
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佐久⼤学



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010718 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R09Z

担当教員 坪井 明彦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

1
・テレビや新聞、雑誌記事などで⽬にする企業や製品について、ターゲットは誰か、どのようなマーケティング・ミックスが⽤いられているかなどを

⾃⾝で考えることができる。

2
・⾃⾝が商品やサービスを企画する⽴場になった時に、市場細分化、標的市場の選定、ポジショニングなどを考えるための基礎的な知識や思考⼒を⾝

につける。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
イントロダクション 
講義概要、スケジュール、評価⽅法等を説明する。

2
マーケティングの基本 
マーケティング・ミックス、マーケティング・コンセプトといったマーケティングの基本的

な考え⽅や概念について学習

3
マーケティング・ミックス（１）製品 
組織が顧客に対して提供・提⽰するマーケティング・ミックスの構成要素の中で、中⼼とな

る提供物である製品についての考え⽅を学習

4
マーケティング・ミックス（２）価格 
マーケティング・ミックスの構成要素である価格について、基本的な考え⽅について学習

5
マーケティング・ミックス（３）流通 
マーケティング・ミックスの構成要素である流通チャネルについて、基礎的な考え⽅につい

て学習

6
マーケティング・ミックス（４）プロモーション 
マーケティング・ミックスの構成要素であるプロモーションについて、基礎的な考え⽅につ

いて学習

7
標的市場の選定 
組織側が⾃⾝の製品・サービスを提供すべき顧客をどのように選択すべきかについて、基本

的な考え⽅について学習

8
製品ライフサイクル 
製品にも⼈間と同じようにライフサイクルがあり、その時期ごとにふさわしい戦略定⽯があ

る。そのライフサイクルごとの戦略定⽯についての基本的な考え⽅について学習

9

市場地位別マーケティング戦略（１） 
組織が属する業界の中で、その組織が競争相⼿と⽐べてどのような地位にあるのか、その地

位によってふさわしい戦略は異なるはずである。その最強の地位のリーダーの戦略定⽯につ

いて学習

10
市場地位別マーケティング戦略（２） 
チャレンジャー、ニッチャー、フォロワーの地位の戦略定⽯について学習

11
業界の構造分析 
業界の利益の上げやすさは、どのような要因に影響を受けるのかを学習（既存企業間の対抗

度、新規参⼊の脅威、買い⼿の交渉⼒、売り⼿の交渉⼒、代替品の脅威）

12
成⻑戦略と全社戦略 
複数の製品や事業を持つ場合に、始める、やめる、続ける、強化するなどを決めていくの

か、基本的な考え⽅について学習

13 事業の定義 
⾃⾝の組織が、事業として何をすべきなのか、何をすべきでないのかをどのように決めるの

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

市場⾏動であるマーケティングは、今⽇様々な事業体において展開を⽰している。⾔うまでもなく、その代表的なものは、企業のマーケティングである。企業

マーケティングは単に商品やサービスを売るというだけではなく様々な要素が複雑に関係している。我々は、年間を通してマーケティングの「基礎」を学び、

また、様々な「展開」について検討、学修することにより、マーケティングの知識を獲得し、またマーケティングの素養を⾝につけるべく検討、学習する。
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佐久⼤学

かについての基本的な考え⽅について学習

14
サービス・マーケティング（１） 
サービスは製品と⽐べてどのような特徴があるか、そして、製品と⽐べて、サービスのマー

ケティングはどのような課題や特徴があるかを学習
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サービス・マーケティング（２） 
顧客がサービスを受ける環境の構成要素や役割、スタッフ・マネジメントの特徴や課題につ

いて学習

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等
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での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。
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課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

授業後は必ず提⽰した資料に⽬を通し、学習内容の定着を図ること。毎回30分は確保すること。

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

定期試験（レポート試験）70％、平常点30％（授業への貢献15％、⼩レポート15％）で評価する。評価基準は、達成⽬標にあげた項⽬と照らし合わせ、授業内
での質問の内容、期末試験（レポート試験）での具体例を挙げた論述ができるかどうかを評価基準とする。

課題に対するフィードバック

課題に対しては授業内でフィードバックを⾏う。

オフィスアワー

授業終了後に教室で質問を受け付けるほか、メールでも受け付ける（tsuboaki●tcue.ac.jp）。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010720 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S01Q

担当教員 脇⼭ 園恵

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験を通して確認した経験的事実
を踏まえ、理論と実践の往来の観点から「社会福祉の原理と政策」をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

「社会福祉論」で概観した社会福祉に関する基本的理解を前提に、学部の専⾨科⽬、社会福祉の各分野の講義等で学んだ社会福祉問題とそれらへの対応⽅法、

実習で得た経験的事実などについて、理論的に検討し、社会福祉の専⾨課程の学習の総合化を図る。基本的な講義内容の形式的分割を⾏わずに「社会福祉論」

の補⾜、詳説、新動向の解説、研究的視点への⽅向づけなどに重点をおく。そのなかで、社会福祉の理念・価値に関して実践と理論の両⾯から吟味し、福祉へ

の卒業後のかかわりについて考えを深めることを⽬指す。

到達⽬標

1 ・社会福祉を原理的に捉えなおすことの重要性について説明できる。

2 ・社会福祉の「原理」を構成する8つの要素を書き出すことができる。

3 ・⾃分が学修した実習や講義内容と結び付けて社会福祉の原理を説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 社会福祉の定⽴ 講義

2 社会福祉を原理的に構成する要素 講義

3 社会福祉の法制度原理１ 講義

4 社会福祉の法制度原理２ 講義

5 社会福祉と⽣存権の構造 講義

6 現代福祉の思想と論理 講義

7 現代福祉の運営・管理にかかわる原理１（⺠間・市場原理） 講義

8 現代福祉の運営・管理にかかわる原理２（公的管理と責任） 講義

9 社会福祉のモデル原理１（北欧、ドイツ、⽶国を例に） 講義

10 社会福祉のモデル原理２（北欧、ドイツ、⽶国を例に） 講義

11 「対象」への省察１（まなざし） 講義

12 「対象」への省察２（現代の福祉ニーズ論） 講義

13 「対象」への省察３（労働・援助⽅法） 講義

14 現代⽇本の福祉論 講義

15 ヒューマンケアと社会福祉の可能性 講義

授業外学習時間

・新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（⽬安として１時間）。 
・授業で⽤いた資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

福祉臨床シリーズ編集委員会編（2025）『社会福祉の原理と政策〔第２版〕』弘⽂堂．

成績評価の⽅法・基準

レポート 20％、最終レポート 80％ 
リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

課題に対するフィードバック

授業内でコメントします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験を通して確認した経験的事実
を踏まえ、理論と実践の往来の観点から「社会福祉の原理と政策」をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

「社会福祉論」で概観した社会福祉に関する基本的理解を前提に、学部の専⾨科⽬、社会福祉の各分野の講義等で学んだ社会福祉問題とそれらへの対応⽅法、

実習で得た経験的事実などについて、理論的に検討し、社会福祉の専⾨課程の学習の総合化を図る。基本的な講義内容の形式的分割を⾏わずに「社会福祉論」

の補⾜、詳説、新動向の解説、研究的視点への⽅向づけなどに重点をおく。そのなかで、社会福祉の理念・価値に関して実践と理論の両⾯から吟味し、福祉へ

の卒業後のかかわりについて考えを深めることを⽬指す。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（⽬安として１時間）。 
・授業で⽤いた資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。

テキスト・参考書・参考⽂献

福祉臨床シリーズ編集委員会編（2025）『社会福祉の原理と政策〔第２版〕』弘⽂堂．

成績評価の⽅法・基準

レポート 20％、最終レポート 80％ 
リアクションペーパーなどの内容は、次回講義の冒頭で紹介し、受講⽣全体で共有する。

課題に対するフィードバック

授業内でコメントします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験を通して確認した経験的事実
を踏まえ、理論と実践の往来の観点から「社会福祉の原理と政策」をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

「社会福祉論」で概観した社会福祉に関する基本的理解を前提に、学部の専⾨科⽬、社会福祉の各分野の講義等で学んだ社会福祉問題とそれらへの対応⽅法、
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課題に対するフィードバック

授業内でコメントします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

在宅介護⽀援センター、居宅介護⽀援事業所、⽣活困窮者⾃⽴⽀援機関などで相談援助業務を10年以上⾏ってきました。実務経験を通して確認した経験的事実
を踏まえ、理論と実践の往来の観点から「社会福祉の原理と政策」をできるだけわかりやすく講義します。

授業概要

「社会福祉論」で概観した社会福祉に関する基本的理解を前提に、学部の専⾨科⽬、社会福祉の各分野の講義等で学んだ社会福祉問題とそれらへの対応⽅法、

実習で得た経験的事実などについて、理論的に検討し、社会福祉の専⾨課程の学習の総合化を図る。基本的な講義内容の形式的分割を⾏わずに「社会福祉論」

の補⾜、詳説、新動向の解説、研究的視点への⽅向づけなどに重点をおく。そのなかで、社会福祉の理念・価値に関して実践と理論の両⾯から吟味し、福祉へ

の卒業後のかかわりについて考えを深めることを⽬指す。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

・新聞、雑誌、webメディアなどの⽇々の報道に⽬を通しておく（⽬安として１時間）。 
・授業で⽤いた資料をよく復習しておく。また、授業内で指⽰する参考資料などを読んでくる。
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佐久⼤学

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。

随時、メール（s-wakiyama＠saku.ac.jp）にて質問等を受け付けますが、研究室を訪問する場合は、事前にメールからアポイントメントを取ってください。

その他履修上の留意事項等

・社会福祉⼠資格科⽬です。10回（２∕３）以上の出席は必須です。15回⽬の授業終了時に出席回数が10回に満たない場合は、期末試験の受験資格の喪失及び
成績評価対象外となります。 
・遅刻はしないようにしてください。3回の遅刻で1回の⽋席とします。なお、30分以上の遅刻・早退は出席とみなしません。 
・福祉の機能や役割がどのような法制度に依拠しているのか考えてみましょう。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010721 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S01Z

担当教員 福島 忍

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

東⽇本⼤震災時における社会福祉⼠としてのボランティア活動や、被災地の社会福祉協議会における調査の実施などの経験をもとに、災害福祉に求められるこ

とについて講義する。

授業概要

災害はそれが⽣じることによって、当該地域の住⺠の⽣活基盤・⽣産基盤の破壊・崩壊をもたらすことに加え、その後の復興に向かう過程においても様々な影

響もたらすものである。この災害による被害に対して、社会福祉の様々な観点から災害時における社会福祉の⽀援⽅法について学ぶとともに、避難⾏動要⽀援

者の⽣命、⽣活、尊厳を守るための災害⽀援のあり⽅についても学ぶ。

到達⽬標

1 災害⽀援に関する制度について説明できる。

2 災害時における避難⾏動要⽀援者への⽀援について説明できる。

3 社会福祉協議会やNPOなどの団体の、災害時における役割について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
ガイダンス：災害福祉とは何か 
災害福祉の概念について学ぶ。

講義

2
災害と救援の歴史 
これまで発⽣した災害と救援の歴史について学ぶ。

講義

3
災害⽀援の制度と⾏政 
災害救助法、被災者⽣活再建⽀援法などの災害関連制度について学ぶ。

講義

4
⼦ども家庭福祉分野における⽀援 
⼦ども家庭福祉分野における災害⽀援の視点を学ぶ。

講義

5
障害福祉分野における⽀援① 
障害福祉分野における災害⽀援の視点を学ぶ。

講義

6
障害福祉分野における⽀援② 
視覚教材により、障害がある⽅の災害時の⽣活課題について学ぶ。

講義

7
⾼齢者福祉分野における⽀援 
⾼齢者福祉分野における災害⽀援の視点を学ぶ。

講義

8
医療福祉分野における⽀援 
医療福祉分野における災害⽀援の視点を学ぶ。

講義

9
社会福祉施設における⽀援 
社会福祉施設が災害時に果たす役割について学ぶ。

講義

10
社会福祉協議会等の⺠間組織の役割① 
災害ボランティアセンターの機能について学ぶ。

講義

11
社会福祉協議会等の⺠間組織の役割② 
災害ボランティアセンターの実際の取り組みについて学ぶ。

講義

12
NPO・ボランティアの役割 
災害時のNPOとボランティアの役割について学ぶ。

講義

13
消防団等の役割 
消防団が防災や災害時に果たす役割について学ぶ。

講義

14
防災教育の現状と課題 
防災教育の重要性やその現状と課題について学ぶ。

講義

15
災害に強い地域づくり 
災害の被害を防ぐために必要な地域における取り組みについて学ぶ。

講義
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・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを使⽤するので、必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（30分程度）。 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⻑⾕川洋昭編著「社会福祉・医療従事者のための災害福祉論」学⽂社 
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを使⽤するので、必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（30分程度）。 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⻑⾕川洋昭編著「社会福祉・医療従事者のための災害福祉論」学⽂社 
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。

その他履修上の留意事項等

・テキストを使⽤するので、必ず⽤意してください。 
・授業の進捗状況により、授業内容が変更になることがあります。

授業前：事前に講義内容についてテキストを読み、分からない⽤語はインターネットなどで調べ、事前学習を⾏う。（30分程度）。 
授業後：テキストおよび配布資料の内容を復習し、整理してまとめる。（1時間程度）。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：⻑⾕川洋昭編著「社会福祉・医療従事者のための災害福祉論」学⽂社 
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％

課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。
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テキスト：⻑⾕川洋昭編著「社会福祉・医療従事者のための災害福祉論」学⽂社 
参考資料：適宜配布する。

成績評価の⽅法・基準

・毎回のリアクションペーパーの提出 40％ 
・定期試験 60％
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・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。

オフィスアワー

・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。
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・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。
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・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
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・テキストを使⽤するので、必ず⽤意してください。 
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課題に対するフィードバック

・提出されたリアクションペーパーの内容については、授業時に紹介し、受講⽣全体で共有する。
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・授業終了後、教室で質問を受け付けるほか、メールでの連絡も受け付けます。（s-fukushima●saku.ac.jp） 
・詳細は授業内でお知らせします。
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・テキストを使⽤するので、必ず⽤意してください。 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010722 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S02Z

担当教員 髙松 誠

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

1 将来、具体的に専⾨職等として何らかの現場に就いたときに、専⾨的な職業倫理観から職務を追⾏する⼒を持つことができる。

2 職場の中での同僚や他機関の専⾨職等との関係を意識したとき、必要な基本的姿勢と臨機応変的な対応ができる。

3 社会福祉におけるケアの重要性について理解を深めることができる。

4 福祉サービスの基盤とその運営⽅法やマネジメントについての知識を応⽤していくことができる。

5 ソーシャルワークの技法を⽤いながら専⾨職としての職務を遂⾏できるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
福祉サービスの組織と運営：社会福祉法⼈やNPO法⼈の組織やその運営・経営について理解
し、福祉⼈材のマネジメントに関する⽤語の理解を問題演習を通じて深める

講義形式・問題演習

2
ソーシャルワークの理論と⽅法：ソーシャルワークの理論および⽀援⽅法について事例問題

等も踏まえながら確認し、語彙及び理解を⾼める
講義形式・問題演習

3
社会学と社会システム∕社会調査の基礎：社会学に関する基礎的な理解を、理論と調査⽅法

の両⾯から理解することを⽬指す
講義形式・問題演習

4
ソーシャルワークの基盤と専⾨職：ソーシャルワークの基盤となる種々の法律についての理

解や、ソーシャルワークの定義、倫理などについて学修し、問題演習を通じて理解を深める
講義形式・問題演習

5
⼼理学と⼼理的⽀援：「学習」「記憶」「⾏動科学」「⼼理検査」「⼼理療法」などの⼼理

学における基礎的知識を確認しつつ、社会福祉における⽀援
講義形式・問題演習

6
医学概論：「⾝体構造と⼼⾝機能」「疾病、障害」「国際⽣活機能分類（ICF）」等の基本事
項を確認し問題演習を通じて理解を深める

講義形式・問題演習

7
社会福祉の原理と政策：社会福祉の歴史と理論について、その概要を理解し、福祉政策の概

要について整理を⾏う。また問題演習を通じてこれらの理解の到達度を確認する。
講義形式・問題演習

8
社会保障：年⾦や医療保険などの社会保障サービスに関する知識について確認し、諸外国の

制度にも注⽬しながら、社会保障制度についての包括的理解を⽬指す。
講義形式・問題演習

9
権利擁護を⽀える法制度∕刑事司法と福祉：社会福祉全般にも関連する法制度について確認

し、刑法、刑事司法や少年司法、更⽣保護制度や医療観察制度に関する知識や理解を深める
講義形式・問題演習

10
地域福祉と包括⽀援体制：地域福祉の基本的な考え⽅や、福祉⾏財政システムについて、さ

らに福祉計画、地域共⽣社会、災害福祉、重層的⽀援整備体制等の動向について確認する。
講義形式・問題演習

11
障害者福祉：障害者総合⽀援法に関する諸制度をはじめ、就労⽀援等、⾃⽴に向けた⽀援体

制や理論についても学びを深め、制度の活⽤のための知識を習得していく
講義形式・問題演習

12
貧困に対する⽀援：貧困や公的扶助の概念を踏まえ、貧困状態にある⼈の⽣活実態とその社

会環境についての理解を⽬指す。貧困に係る法制度と⽀援の仕組みについても理解する
講義形式・問題演習

13
保健医療と福祉：保健医療についての政策、制度、サービスについて理解し、保健医療領域

における社会福祉⼠の役割と、連携や協働について理解する。
講義形式・問題演習

14
⾼齢者福祉：⾼齢者の定義と特性を踏まえ、⾼齢者とその家族の⽣活と社会環境について理

解し、⾼齢者福祉の歴史と⾼齢者観の変遷、制度の発展過程について学修する
講義形式・問題演習

15
児童・家庭福祉：児童が権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭及び妊産婦の⽣活とそ

れを取り巻く社会環境について問題演習等を通じて理解を深める
講義形式・問題演習

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの

理解には社会福祉学全般の知識を包括的に理解することが重要である。このため本科⽬においては、学部学⽣の多くが課程登録をする社会福祉⼠課程の諸科⽬

を網羅する。具体的には社会福祉⼠国家試験で取り上げる試験範囲を扱い、国家試験対策も意識しながら授業と問題演習を進めていく。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

授業の表記タイトルを意識しながら、特に、社会福祉⼠国家試験対策の側⾯も意識しながら授業は展開される。社会福祉専⾨職の職業としての価値観やケアの
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佐久⼤学

講義で学んだ知識を⽣かし社会福祉専⾨職として必要とされる知識を包括的に⽤いていくため、積極的に国家試験等の問題演習にも取り組む時間を持つ。後期

開始の授業ではあるが、前期から早期対策として社会福祉⼠国家試験の学習を進めておくことを強く希望する。

テキスト・参考書・参考⽂献

サブテキスト：わかる!受かる!社会福祉⼠国家試験合格テキスト2025 中央法規社会福祉⼠受験対策研究会

成績評価の⽅法・基準

講義及び集団討論参加状況（50％）、受講後の問題演習への取り組み状況（50％）を基準とする。

課題に対するフィードバック

授業内で前時の質問等のフィードバックを⾏う

オフィスアワー

当⽇の授業内・授業後における質疑以外は、必要であれば、学内メールでも構わない。 
m-takamatsu〇saku.ac.jp ※〇を＠に変えて送信してください

その他履修上の留意事項等
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010723 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S03Z

担当教員 狩野 徹, 関⾕ ⿓⼦, 島⽥ 千穂, 根本 貴⼦, 佐藤 園美, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 阿部 友⾹, 上⻄ ⼀貴

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この専⾨演習は、受講⽣が、主体的かつ総合的な学びを深め、四年間の学修の総仕上げとしての卒業課題研究につながっていくためのものである。演習Ⅰで

は、ヒューマンケアの研究に必要な基礎知識・技術を習得し、基礎的な学術経験を積むことを⽬的とする。⽂献購読、討論等をクラスごとに設定し、演習形式

で専⾨研究への準備能⼒を養う。クラスの編成をし、担当教員に割り当てる。

到達⽬標

1 ・論⽂等の研究テーマを⾃分で⽴てることができる。

2 ・研究⽂献の収集や読み⽅、引⽤のしかたが分る。⼤学で学ぶための基本的な学習技術の重要性と必要性に気付く。

3 ・デベートが出来、他⼈と⽣産的な熟議ができる。

4 ・⾃分なりの研究テーマを⽴ててプレゼンテーションができる。

5 ・⽂検等を批判的に読解できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ガイダンス：⼤学での学修のまとめ・総合化

2 ⽂献講読・解題とデベート１

3 ⽂献講読・解題とデベート２

4 ⽂献講読・解題とデベート３

5 ⽂献講読・解題とデベート４

6 ⽂献講読・解題とデベート５

7 ⽂献講読・解題とデベート６

8 受講者の中間発表・プレゼンテーション

9 ⽂献講読・解題とデベート７

10 ⽂献講読・解題とデベート８

11 ⽂献講読・解題とデベート９

12 ⽂献講読・解題とデベート10

13 研究課題・テーマ・⽅法等のプレゼンテーション

14 研究課題・テーマ・⽅法等のプレゼンテーション

15 まとめ

授業外学習時間

・基本⽂献の事前学習（要点のまとめ、論点整理、感想）各回3-4時間 
・デベートのための各⾃の論点整理２時間とプレゼンテーション準備4時間

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

成績評価の⽅法・基準 
デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。
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授業時に指⽰する。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この専⾨演習は、受講⽣が、主体的かつ総合的な学びを深め、四年間の学修の総仕上げとしての卒業課題研究につながっていくためのものである。演習Ⅰで

は、ヒューマンケアの研究に必要な基礎知識・技術を習得し、基礎的な学術経験を積むことを⽬的とする。⽂献購読、討論等をクラスごとに設定し、演習形式

で専⾨研究への準備能⼒を養う。クラスの編成をし、担当教員に割り当てる。
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・デベートのための各⾃の論点整理２時間とプレゼンテーション準備4時間

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知
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授業概要

この専⾨演習は、受講⽣が、主体的かつ総合的な学びを深め、四年間の学修の総仕上げとしての卒業課題研究につながっていくためのものである。演習Ⅰで

は、ヒューマンケアの研究に必要な基礎知識・技術を習得し、基礎的な学術経験を積むことを⽬的とする。⽂献購読、討論等をクラスごとに設定し、演習形式

で専⾨研究への準備能⼒を養う。クラスの編成をし、担当教員に割り当てる。
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授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準
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開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010724 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S04Z

担当教員 狩野 徹, 関⾕ ⿓⼦, 島⽥ 千穂, 根本 貴⼦, 佐藤 園美, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 阿部 友⾹, 上⻄ ⼀貴

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

1 ・レポートの作成やプレゼンテーションに⾃信がもてる。

2 ・どんなテーマでも、デベートに積極的に参加して⾃分の意⾒をいうことができる。

3 ・⾃分のやりたいテーマを、３年次までの学習体験、実習体験や先⾏研究を踏まえて、導き出すことができる。

4 ・４年次に取り組む卒業課題研究のテーマ・⽅向がだせる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

学修のテーマや、共同討議、現場体験・フィールド探索、研究講読、受講⽣の学習発表な

ど、演習（ゼミ）の組⽴て⽅は、教員とゼミ⽣の⾃主的な判断にゆだねられている。演習は

基本には15回⾏われるが、フィールドワークや集中などを適宜、折り合わせていくことも認
める。 
第１回 オリエンテーション 
第２回 各⾃の研究計画、テーマ発表 
第３回 ゼミ員テーマに共通するテーマおよび⽂献の購読とデベート 
第４回 ゼミ員テーマに共通するテーマおよび⽂献の購読とデベート 
第５回 研究⽅法の優れたユニークな⽂献の解読 
第６回 研究⽅法についての講義（教員） 
第７回 各⼈の研究計画のプレゼンテーション 
第８回 各⼈の研究計画のプレゼンテーション 
第９回 各⼈の研究計画のプレゼンテーション 
第10回 研究計画に沿ったミニ発表（レポート）とデベート 
第11回 研究計画に沿ったミニ発表（レポート）とデベート 
第12回 研究法がユニークで際⽴っている研究⽂献の講読 
第13回 研究法がユニークで際⽴っている研究⽂献の講読 
第14回 研究計画のブラッシュアップと研究上の課題についてのデベート 
第15回 卒業課題研究のテーマの発表

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要
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深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画
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テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本演習は、ヒューマンケア専⾨演習Ⅰでの学修を⼟台に、受講者⼀⼈⼀⼈がゼミ単位で論議を深めながら、個別の関⼼と動機に基づいてテーマを決めて研究を

深め、卒業課題研究につなげる。ディベートやグループ中でのプレゼンテーションの他、個⼈毎のリポート作成などを⾏い研究⼒を養う。ゼミは受講⽣が⾃らの

関⼼と研究テーマに基づいて選ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

基本的には演習全体が、アクティブ・ラーニングなので、特段の指定はしないが、常に事前・事後学習が求められる。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし

成績評価の⽅法・基準

ゼミでの参加・発⾔度20％、課題報告・プレゼンテーション３0％、最終レポート50％を標準とする。

課題に対するフィードバック

演習のレポートを通して個別にコメントする。

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

専⾨ゼミですので主体的な学びに⼤いに取り組んでください。

ヒューマンケア専⾨演習Ⅱ
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 通年 授業コード 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S05Z

担当教員 狩野 徹, 島⽥ 千穂

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

1 実習で得られたデータ・成果が、卒業課題研究等に活⽤できる内容と質（レベル）が担保出来るものであること。

2 実習が、ディプロマ・ポリシーの達成に適っているものであること。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

第１回〜第15回 
上記、授業の概要に従って、実習を基本としながら、適宜演習・実習指導を組み込みながら

実施していく。演習・実習指導は12時間、実習は18時間を最低基準とし、全体として、それ
を超えるものとする。 
授業⽅法：実習・演習 
担当教員：各教員

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間
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デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

3年次の後半からの、出⼝を意識した学修の総合化、統合化と卒業課題研究遂⾏に向けて必要なフィールド、臨床現場での量的・質的調査データ、実践記録、観
察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等
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察記録・データなどを、受講者の⾃主的な選択で⾏うものである。それゆえ、「実習」の形態や内容、場所、期間などや、その準備等も、担当教員の指導の下

で、受講者が柔軟に企画することができる。実習によって得られたデータ等は、指導教員の検証・指導を受けながら、研究等に活⽤できるものに仕上げていく

こととする。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

授業の内容が、受講者の⾃主的、主体的なものであるので、計画、準備、まとめ等の学修は、すべて、授業時間外学修となり、その時間も、最低基準(30時間)の
2倍以上になる。

テキスト・参考書・参考⽂献

授業で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

デベートの発⾔20％、リアクションペーパーやワークシートの提出30％、プレゼンテーション20％、⼩レポート30％ 
実習中の記録やレポートには、適時に個別に⾯談しながらコメントする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

授業時に指⽰する。

その他履修上の留意事項等

地域との関わりを継続的に⾏いながらそれまでの知⾒を基に実習によって統合が図れるようにしましょう。

CBL総合演習・実習
更新⽇：2025/03/31 10:22:46



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 通年 授業コード 2025010726 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2S06Z

担当教員 狩野 徹, 関⾕ ⿓⼦, 島⽥ 千穂, 根本 貴⼦, 佐藤 園美, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 阿部 友⾹, 上⻄ ⼀貴

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 4 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

1
各⾃の研究関⼼のテーマ化、研究⽅法の選択、構想の⽴案、各種データの収集と分析、理論的考察、論⽂等の執筆・制作等のプロセスを、担当教員の

指導を受けつつ、学⽣が⾃分の⼒で遂⾏することで、⾃⽴した専⾨家としての能⼒および⾼度な教養を涵養する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
研究に関する取り組みは、担当教員の指導（他学⽣との共同作業も含む）を受けつつ、研究

計画を⽴て遂⾏する。指導は、学⽣の計画に基づき、変則的、集中的に⾏う。

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準

提出された研究を、それぞれの研究⽬的や、表現されている学識等との関連で評価する。70％は担当指導教員が⾏い、30％はプレゼンテーションの際に、教員
が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

事前・事後学習、課外活動等はゼミ単位、ゼミ⽣毎に設定される。 
各⾃指定された課題に積極的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

課題研究で使⽤する⽂献を事前配布または周知

成績評価の⽅法・基準
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が評価し、その平均値を換算して加える。

課題に対するフィードバック

課題についてのグループディスカッションごとにコメントを⽰す。

オフィスアワー

ゼミ毎に周知する。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼤学における学習の集⼤成として、個⼈ごとにテーマを定めた研究を、１年間を通して遂⾏する。基本的には、学⽣が、⾃分の研究テーマに沿って指導教員を

選んで、研究計画を⽴てて、個別指導を受けながらすすめる。必要に応じ、CBL総合演習・実習を並⾏履修する。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010730 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U01S

担当教員 島⽥ 千穂, 髙松 誠, 脇⼭ 園恵, 野坂 洋⼦, 根本 貴⼦, 林 宏⼆

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得するととも

に、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげ、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程を想定して、アウトリーチ、チームアプローチ 、ネットワー
キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野

に⼊れつつ、集団指導並びに個別指導による実技指導を⾏う。

到達⽬標

1 ・ソーシャルワークが取り組む社会問題や対象者の多様性を説明できる。

2 ・社会資源の活⽤・調整・開発やネットワーキング、チームアプローチを取り⼊れた本⼈主体の⽀援の⽅針を考えることができる。

3 ・実習での学びを事例の検討に活かし、グループでの活動に貢献することができる。

4 ・様々なコミュニケーション技法を⽤いて、グループ討議や実技において建設的な⼈間関係を構築することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 
科⽬の到達⽬標、進め⽅、演習を進めるにあたってのルールなどを確認する。

2 スーパービジョンについて実習⽇誌やロールプレイによって体験的に学ぶ

3 社会的排除に関する相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

4 サービスの評価に関する相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

5 ホームレスに関する相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

6 就労⽀援（⺟⼦）に関する相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

7 家庭内暴⼒（DV）に関する相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

8 虐待（児童）への相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

9 虐待（⾼齢者）への相談援助について、アウトリーチを含め、事例を通して体験的に学ぶ。

10 災害時の相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

11 低所得者への相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

12 難病患者への相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

13 ⾼齢者（要介護）とその家族への相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

14 犯罪者への相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

15 在住外国⼈への相談援助について、事例を通して体験的に学ぶ。

授業外学習時間

各回の資料の読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は授業内で配布します。

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得するととも

に、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげ、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程を想定して、アウトリーチ、チームアプローチ 、ネットワー
キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野

に⼊れつつ、集団指導並びに個別指導による実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の資料の読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は授業内で配布します。

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している
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相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得するととも

に、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげ、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程を想定して、アウトリーチ、チームアプローチ 、ネットワー
キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野

に⼊れつつ、集団指導並びに個別指導による実技指導を⾏う。
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テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は授業内で配布します。

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している
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に、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげ、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程を想定して、アウトリーチ、チームアプローチ 、ネットワー
キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野
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各回の資料の読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は授業内で配布します。

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している
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相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得するととも

に、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげ、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程を想定して、アウトリーチ、チームアプローチ 、ネットワー
キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野

に⼊れつつ、集団指導並びに個別指導による実技指導を⾏う。
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各回の資料の読み込み：９０分 
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成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得するととも

に、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。この科⽬では、総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげ、具体的な相談援助場⾯及び相談援助の過程を想定して、アウトリーチ、チームアプローチ 、ネットワー
キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野

に⼊れつつ、集団指導並びに個別指導による実技指導を⾏う。
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野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
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キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助
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キング、社会資源の活⽤・調整・開発の実技指導（ロールプレーイング等）を、個別指導並びに集団指導を通して⾏う。ソーシャルワーク実習後には、相談援助

に係る知識と技術について個別的な体験を⼀般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、ソーシャルワーク実習における⽣徒の個別的な体験も視野

に⼊れつつ、集団指導並びに個別指導による実技指導を⾏う。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

各回の資料の読み込み：９０分 
各回の課題への取り組み：４５分 
SW実践に関連するニュース・雑誌・新聞記事等からの情報収集：４５分

テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は授業内で配布します。

成績評価の⽅法・基準

実務経験のある教員等による授業科⽬

本科⽬の担当教員は国家資格を有し、福祉施設等での実務経験を活かして、理論と実践をつなぐ授業を展開する 
野坂洋⼦：社会福祉⼠を有し、児童相談所や病院等での実務を経験している 
島⽥千穂：社会福祉⼠を有し、⾼齢者施設等での実務を経験している 
髙松誠：社会福祉⼠を有し、スクールソーシャルワーカーとしての実務を経験している

授業概要

相談援助の知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得するととも
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佐久⼤学

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。
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各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。

毎回のグループワークへの主体的参加状況：50％ 
レポート評価：50％

課題に対するフィードバック

質問事項については、適宜受け付けて対応します。 
課した課題には次回授業時にフィードバックを⾏います。

オフィスアワー

授業内で周知します。

その他履修上の留意事項等

これまでのソーシャルワーク演習・実習での学びや経験を元に演習を展開していきます。 
各⾃の学びの経験や思い・考えを積極的にグループワークで活⽤してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010731 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U02S

担当教員 根本 貴⼦, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 上⻄ ⼀貴, ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 2 授業の⽅法 演習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 必修

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

1 ・実習施設機関の設置根拠や機能を説明することができる。

2 ・実習施設機関が設置されている地域の特性について説明することができる。

3 ・実習場⾯で関わる多様な⼈について理解し、説明することができる。

4 ・実習施設機関の利⽤者のサービス等利⽤に⾄る背景を例⽰し、説明することができる。

5 ・ソーシャルワーク実習の⽬的と、そこで⾏う活動について、説明することができる。

6 ・実習記録作成において、求められる内容に合わせた記録⽅法を理解し、説明することができる。

7 ・実習中のスーパービジョンの役割について理解し、説明することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

オリエンテーション(実習及び実習指導の意義の理解) 
科⽬の⽬的、スケジュール、ソーシャルワーク実習に臨む⼼構えを確認する。 
SW実習および実習指導の意義と位置づけ、実習⽣として必要な個⼈情報保護について理解す
る。

2
実習の⽬的理解、事前学習報告書の作成 
SW実習の⽅法を理解する。また、事前学習報告書の作成⽅法を理解し、必要な学習を進める
ことができるようにする。

3

教育評価と実習構造およびスーパービジョン理解 
SW実習における評価の意義・⽬的・⽅法、実習評価ガイドライン、実習構造・プロセスを理
解する。また、スーパービジョンの⽬的・機能・⽅法、スーパーバイジーの権利について理

解する。

4
記録の作成①、実習計画書の作成① 
SW実習における記録の意義・書き⽅・留意点を理解する。実習計画書の作成の意義・内容・
作成⽅法を理解する。

5
領域・種別ごとの情報収集① 
実習⽣および専⾨職として求められるコミュニケーションや⼈間関係形成⽅法に関する知

識・技術を整理し把握する。

6

領域・種別ごとの情報収集② 
実習施設機関に関する情報収集として、実習施設機関の特徴および地域特性、地域社会との

かかわり場⾯で求められる価値・知識・技術、関連する社会資源を整理し、事前学習に活⽤

する。

7
記録の作成② 
作成した記録についてクラス内で評価を⾏い、記録の作成⽅法や、「よい記録」とはどのよ

うなものかについて考え、推敲する。

8
実習計画書の作成② 
担当教員やクラス内での相談の上、実習計画書の作成を進める。

9
実習計画書の作成③ 
担当教員やクラス内での相談の上、実習計画書の作成を進める。

10
実習計画書の作成④、実習調整会準備 
実習調整会議での実習指導者との顔合わせに向けた準備を⾏う。

11 実習調整会議の振り返り、事前訪問の理解 
実習調整会議での打ち合わせ結果をふまえ、実習計画書および事前学習報告の修正点を確認

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習が⾏われる実習機関やその利⽤者についての理解を深め、ソーシャルワーク実習の意義、ソーシャルワーク実習とソーシャルワーク実習

指導における個別指導及び集団指導の意義について理解する。現場体験学習及び⾒学実習（実際の介護サービスの理 
解や各種サービスの利⽤体験等を含む。）と個別指導及び集団指導により、実際に実習を⾏う実習分野（利⽤者理解含む。）と施設・事業者・機関・団体・地

域社会等に関する基本的な理解、実習先で⾏われる介護や保育等の関連業務に関する基本的な理解を進める。

到達⽬標

授業計画

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ
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佐久⼤学

する。事前訪問の意義や⽅法について理解する。

12
事前学習成果の確認① 
作成した実習計画書および事前学習報告書をクラス内で報告し、修正点や不⾜点を確認す

る。

13
事前訪問成果の確認② 
作成した実習計画書および事前学習報告書をクラス内で報告し、修正点や不⾜点を確認す

る。

14
実習指導のまとめ① 
授業全体を振り返り、実習への動機、⽬的、狙いを明確にする。また実習をしたい⾃分⾃⾝

の⻑所、短所、興味・関⼼、将来の希望を整理する。

15
実習指導のまとめ② 
事前訪問の実施報告をクラス内で⾏い、実習開始までの課題や準備について確認する。

授業外学習時間

授業内容の振り返りと予習を⾏い、実習に向けての準備を主体的に進めてること。そのほか各回で様々な課題を提⽰するため、期限までに⾃⼰学習（時間外学

修）として計画的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆使⽤テキスト 
「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（授業内配布） 
◆参考⽂献 
⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021 

その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習準備に向けた各グループワークへの参加：25％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：25％ 
事前学習成果報告書：25％ 
実習計画書作成：25％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

担当教員毎に異なるため、授業内で説明する。

その他履修上の留意事項等

⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。能動的な取り組みを⼼掛けてください。 
『佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項』に⽰される「実習指導科⽬及び実習科⽬遵守事項」が守られない場合は、本科⽬の履修継続が不可となります。

授業外学習時間

授業内容の振り返りと予習を⾏い、実習に向けての準備を主体的に進めてること。そのほか各回で様々な課題を提⽰するため、期限までに⾃⼰学習（時間外学

修）として計画的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆使⽤テキスト 
「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（授業内配布） 
◆参考⽂献 
⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021 

その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習準備に向けた各グループワークへの参加：25％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：25％ 
事前学習成果報告書：25％ 
実習計画書作成：25％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

担当教員毎に異なるため、授業内で説明する。

その他履修上の留意事項等

⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。能動的な取り組みを⼼掛けてください。 
『佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項』に⽰される「実習指導科⽬及び実習科⽬遵守事項」が守られない場合は、本科⽬の履修継続が不可となります。

授業外学習時間

授業内容の振り返りと予習を⾏い、実習に向けての準備を主体的に進めてること。そのほか各回で様々な課題を提⽰するため、期限までに⾃⼰学習（時間外学

修）として計画的に取り組むこと。

テキスト・参考書・参考⽂献

◆使⽤テキスト 
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⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021 

その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習準備に向けた各グループワークへの参加：25％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：25％ 
事前学習成果報告書：25％ 
実習計画書作成：25％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

担当教員毎に異なるため、授業内で説明する。

その他履修上の留意事項等

⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。能動的な取り組みを⼼掛けてください。 
『佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項』に⽰される「実習指導科⽬及び実習科⽬遵守事項」が守られない場合は、本科⽬の履修継続が不可となります。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010732 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U03S

担当教員 根本 貴⼦, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 上⻄ ⼀貴, ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

1 実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確に記述することができる。

2 実習⽣、実習担当教員、実習先の実習指導者との三者協議を踏まえ、実⾏可能で具体的な実習計画を作成できる。

3 利⽤者・家族のプライバシー保護と守秘義務の意義と⽅法、留意点について説明できる。

4 実習記録の⽬的、記載すべき事柄について説明できる。

5 実習において利⽤者や関係者と適切な関係を築くために、基礎的な⾯接技法を⽤いることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション等 
実習指導の進め⽅：①実習指導Ⅱの科⽬⽬的・課題、スケジュール及び評価⽅法等の確認。 
②2年次春（60時間）実習をふり返り、各⾃の到達点と課題を整理する。

演習

2

実習事前学習Ⅰ･･･実習課題の⾒直し 
①第1回の各⾃の「到達点と課題」をグループメンバーと共有する。 
②他のメンバー、特に領域の異なる実習体験者の報告から⾃分の新たな課題を発⾒、設定す

る。 
③「相談援助実習ガイドライン」の確認。

演習

3

実習事前学習Ⅱ･･･到達⽬標の設定 
①3年次夏（180時間）実習での実習施設・機関等の法的根拠、経営理念等及びそこで働く専
⾨職種の業務内容について理解する。 
②当該実習施設・機関等と関連する地域の社会資源（役割・機能）について調べる 
③市町村地域福祉計画等⾏政による各種福祉計画を調べ、特徴を把握する。 
②60時間実習の経験を踏まえた「実習⽣個⼈票」の作成。

演習

4

実習事前学習Ⅲ･･･実習課題の調整等 
①配属予定の実習施設・機関等で⽀援を必要としている⼈や地域の状況を理解し、その⽣活

上の課題（ニーズ）を把握する。 
②実習⽬的を設定する。

演習

5
実習事前学習Ⅳ･･･⽀援計画について① 
①⽀援を必要とする⼈・家族への適切な社会資源について理解する。 
②⽀援を必要とする⼈・家族への最適なネットワーキングについて理解する。

演習

6
実習事前学習Ⅳ･･･⽀援計画について? 
①多職種連携・チームアプローチについて理解する。 
?分野横断的な包括⽀援体制を理解する。

演習

7

実習計画書に関する指導Ⅰ 
①実習計画書（Version1）の提出による実習指導 
②実習計画書（Version1）をグループメンバー内で報告することで、プレゼンテーションの仕
⽅を実践的に理解し、計画内容を修正・加筆する。

演習

8
実習計画書に関する指導Ⅱ 
「相談援助実習ガイドライン」を踏まえて、取り組み可能な実習計画書の作成を具体的に⾏

う。

演習

9

実習計画書に関する指導Ⅲ 
①実習計画書第2回⽬（Version2）の提出による実習指導 
②実習計画書（Version2）をグループメンバー内で報告することで、プレゼンテーションの仕
⽅を実践的に理解し、計画内容を修正・加筆する。

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団

指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

実習先で必要とされる相談援助に係る知識と技術に関する理解を深め、実習に向けての⾃分⾃⾝のねらいや⽬的を明確にし、実習⽣、実習担当教員、実習先の

実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画を作成する。実習における個⼈のプライバシーの保護と守秘義務等の理解（個⼈情報保護法の理解を含む。）、

「実習記録ノート」への記録内容及び記録⽅法に関する理解を深める。巡回指導もしくは帰校⽇指導により、ソーシャルワーク実習に係る個別指導並びに集団
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佐久⼤学

10 実習計画書に関する指導Ⅳ 
①実習施設・機関等への事前訪問等による実習計画書（Version2）の具体化に向けた指導者と
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演習
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②「ソーシャルワーク実習ノート」の記録内容及び記録⽅法に関する理解

演習

14
「ソーシャルワーク実習ノート」の記録Ⅱ 
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ーバイジー）の役割及び指導内容について 
③その他： 
 実習に向けた不安の解消、実習中の態度・⾏動に関する留意点、個⼈情報保護、緊急時の
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演習

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
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参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。

授業外学習時間

・授業計画に則して、その準備学習をし、まとめておいてください。（60分） 
・毎回の授業で得た他者からの意⾒については、⾃分の考えと⽐較しながら相違点とその有効性について整理しておいてください。（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

使⽤テキスト： 
①「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要領」（事業内配布） 
②「社会福祉⼩六法2024［令和６年版］」ミネルヴァ書房2024年4⽉ 
参考⽂献：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集「ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専⾨）」中央法規2021  
その他必要な資料については授業内で配布する。

成績評価の⽅法・基準

実習の振り返り：40％ 
実習準備に向けた個⼈の取り組み：20％ 
実習計画書作成：40％

課題に対するフィードバック

各担当教員から随時，質問，疑問等に応える。

オフィスアワー

各担当教員が授業内で案内する。

その他履修上の留意事項等

・⾃らのソーシャルワーク実践に関する知識・技術を主体的に⾼めていくための実習準備がこの科⽬の⽬的です。指導は個⼈ごとになることもありますので、能

動的な学修を⼼がけてください。 
・講義中、重要な事項はメモをとるようにしてください。 
・授業の遅刻は厳禁です。 
・実習計画書等の提出期限は必ず順守してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010733 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U04S

担当教員 根本 貴⼦, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 上⻄ ⼀貴, ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

1 ・実習で学んだことがらを的確に整理し、記述することができる。

2 ・実習で学んだこと、⼾惑ったこと、失敗したこと等について振り返り、できたことと今後の課題とに整理して記述することができる。

3 ・⾃⼰を客観視し、社会福祉専⾨職となるために必要とされる課題を明確に説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

巡回指導 
週に1回以上の巡回指導、もしくは帰校⽇指導を⾏う。実習指導者との綿密な連携の下、実習
⽣が社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的

に対応できる能⼒を習得しつつあるかを確認し、能⼒を引き出し⾼められるよう指導・援助

する。

2

帰校⽇指導 
週に1回以上の巡回指導、もしくは帰校⽇指導を⾏う。実習指導者との綿密な連携の下、実習
⽣が社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的

に対応できる能⼒を習得しつつあるかを確認し、能⼒を引き出し⾼められるよう指導・援助

する。

3

巡回指導 
週に1回以上の巡回指導、もしくは帰校⽇指導を⾏う。実習指導者との綿密な連携の下、実習
⽣が社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的

に対応できる能⼒を習得しつつあるかを確認し、能⼒を引き出し⾼められるよう指導・援助

する。

4
実習後の指導 
「実習を終えて」をまとめる。実習先にお礼状を作成し、発送する。

5
実習体験の共有 
授業において、実習体験や感じたこと、考えたことを報告し合い共有する。

6

実習の振り返り 
実習記録をもとに、実習計画であげていた実習課題の達成状況を確認する。実習前には予測

できなかった体験、記憶に残る出来事を整理し、⾃⾝の変化を振り返り、グループで共有す

る。

7
実習報告書の作成① 
振り返りを踏まえ、実習報告レポートを作成する。

8
実習報告書の作成② 
学んだこと、⾃⾝の変化、今後の課題を整理し、わかりやすく記述する。実習報告会のため

のレジュメを作成する。

9
実習報告会準備 
実習報告会での発表の練習を⾏う。

10
⽀援計画書の作成① 
実習で作成した⽀援計画書を整理する。

11
⽀援計画書の作成② 
実習で作成した⽀援計画書をグループで発表し合い、⽀援計画を検討する。

12
実習前の学⽣との交流 
来年度実習を履修予定の学⽣に、実習前や実習中に⼼掛けたこと、困ったこととその対処法

など実習に向けての準備や⼯夫を伝える。

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

個別指導及び集団指導により、ソーシャルワーク実習を振り返り、分かち合い、学び合う。実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作

成、実習報告会を⾏うことを通して、社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握等、総合的に対応できる能⼒を習得する。具

体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養し、解の⾒えない課題であっても真摯に向きあい主

体的に学ぶ態度と能⼒を⾼める。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

13 実習報告会の実施 
実習で学んだこと、⼾惑ったこと、失敗したこと等について振り返り、達成できたことと今

後の課題を実習報告レポートとして発表する。実習報告会を踏まえ、実習報告レポートを推

敲する。

14
⽀援計画書の作成③ 
実習で作成した⽀援計画書をグループで発表し合い、⽀援計画を検討する。

15
まとめ 
ソーシャルワーク実習全体を振り返り、⾃⾝の成⻑、今後取り組みたい課題とその⽅法を確

認する。

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％
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・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等

授業外学習時間

・各回に臨むにあたって必要な事前準備(実習記録等の確認)：30分 
・各回の課題対応：60分

テキスト・参考書・参考⽂献

(参考書) 
最新社会福祉⼠養成講座 8 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習 社会専⾨ ⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟/編集 

その他、参考⽂献については適宜講義内で配付する。

成績評価の⽅法・基準

グループワークへの参加状況：30％ 
実習報告集作成に関する取り組み及び内容：30％ 
実習報告会準備に関する取り組み及び発表内容：20％ 
⽀援計画作成に関する取り組み及び内容：20％

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

初回授業時に各教員から周知する。

その他履修上の留意事項等



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010734 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U05S

担当教員 根本 貴⼦, 髙松 誠, 林 宏⼆, 脇⼭ 園恵, 上⻄ ⼀貴, ⽊下 愛加⾥

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 2年

単位 6 授業の⽅法 実習 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

1 2年次春期休暇期間中の60時間実習及び、3年次休暇期間中の180時間の2回の実習を通して、以下の⽬標に到達できることを科⽬の狙いとする。

2 ①ソーシャルワークの実践に必要な各科⽬の知識と技術を統合し、社会福祉⼠としての価値と倫理に基づき⽀援を⾏うための実践能⼒を養う。

3 ②⽀援を必要とする⼈や地域の状況を理解し、その⽣活上の課題（ニーズ）について把握する。

4
③⽣活上の課題（ニーズ）に対応するため、⽀援を必要とする⼈の内的資源やフォーマル・インフォーマルな社会資源を活⽤した⽀援計画の作成、実

施及びその評価を⾏う。

5 ④施設・機関等が地域社会の中で果たす役割を実践的に理解する。

6 ⑤総合的かつ包括的な⽀援における多職種・多機関、地域住⺠等との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

厚⽣労働省通知により指定された⽅法に基づき、配属機関・施設の定めた実習プログラムにそ

って実習を⾏う。実習先の実習指導者による指導を受ける。実習は240時間である。前述した
ように、2年次春期休暇期間中の60時間実習、3年次夏季休暇期間中の180時間実習の2回に分
けて実習を⾏う。２回の実習では、以下の項⽬を学ぶための実習プログラムが設定される。 
 
①ソーシャルワークの対象となる当事者・利⽤者とその家族・世帯の⽣活・地域の実態や、

ソーシャルワーカーが活動する地域の実態を学ぶ。 
②ソーシャルワーカーとしての価値や倫理が実践現場でどのように具現化されているか、ま

たソーシャルワーカーがそれらをどのように⾏動化しているか、ソーシャルワーク専⾨職で

ある社会福祉⼠としての態度や姿勢を学ぶ。 
③ケースの発⾒からアセスメント、⽀援計画策定から実施に⾄るソーシャルワークの過程に

ついて具体的かつ経験的に学ぶ。 
④ソーシャルワークの役割としての総合的・包括的な⽀援や多職種・多機関や地域住⺠等と

の連携・協働の実際を具体的かつ経験的に学ぶ。 
⑤社会福祉⼠・ソーシャルワーカーとしての⾃分を知る（⾃⼰覚知）の機会とする。 
 
  それぞれの実習での具体的な学びの⽬的については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ及びⅡ
の授業内で説明する。

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担

当教員による指導を通して、実習⽣は社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握 
等、総合的に対応できる能⼒を習得する。また、関連分野の専⾨職との連携のあり⽅及びその具体的内容を実践的に理解する。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

実習期間中は毎⽇の学びを整理する実習⽇誌のほか、実習プログラムに沿って複数の作成物が実習時間外の課題として設定される。実習中における気づきや疑

問点は、適時まとめるなどして、実習時間外における学びの整理に活⽤できるようにすること。（60分）

テキスト・参考書・参考⽂献

・「佐久⼤学ソーシャルワーク実習要項」（ソーシャルワーク実習指導Ⅰ内で配布）

成績評価の⽅法・基準

⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟による実習評価表に準じた評価表を⽤い、学⽣の⾃⼰評価表を参考にしながら実習指導者の評価も総合評価に加味する。  
具体的な評価⽅法については、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの授業内で説明する。

課題に対するフィードバック

・実習巡回指導や帰校⽇指導、あるいは実習に対する姿勢に関して課題が発⽣した場合には適宜指導することにします。

オフィスアワー

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

ソーシャルワーク実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。実習⽣は実習機関の実習指導者に

よる指導を受けるが、ソーシャルワーク実習指導担当教員が巡回指導等を通して、実習⽣及び実習指導者との連絡調整 
を密に⾏い、実習⽣の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を⼗分に⾏う。具体的な体験と実習機関の実習指導者及びソーシャルワーク実習指導担
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010735 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U01M

担当教員 岡村 毅

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では精神疾患に関する基礎知識を学びます。とはいえ、精神医学は幅広く、深いので、2024年度の授業の経験も踏まえて、まずは学部学⽣が楽しく全体
を学べるように⼯夫するつもりです。具体的には、動画を多⽤する、共に考える時間を作る、なるべく楽しく進める（楽しいことばかりではない世界なので）と

いったことです。 
通年で授業を受けることで、精神疾患の全体が分かり、ソーシャルワーカーになる場合には必要な知識が⾝につきます。また⽣きていくうえで、精神疾患はいろ

いろなところに顔を出しますので、ソーシャルワーカーにならない⼈にとっても、この授業によって⾃分の⼈⽣においても役に⽴つ知識も得られると思います。

到達⽬標

1 ①主な精神疾患の症状、経過、治療⽅法などをざっくりと理解する。

2 ②精神保健福祉法などについて理解し、精神保健福祉⼠として今後学び続けるための基礎的な知識と態度を⾝に着ける。

3 ③⾃分で考える強さと、⾏動する勇気を⾝につける。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

講師は東京から⾏きますので、基本的に第1週・第3週・（第5週）の午前に2コマずつ⾏いま
す。開始は10⽉第5週です。 
本講義は通年で⾏います。 
前期は疾患について学び、後期は社会における様々な実践について学びます。 
 
後期  
10⽉29⽇（２）⾃分を知る：認知⾏動療法・エゴグラムをやってみよう 
11⽉5⽇（２） 精神疾患と貧困：ホームレス⽀援の現場から 
11⽉19⽇（２）認知症と共⽣社会：ケアファーム、寺院、その他 
12⽉3⽇（２）⼤都市の精神医学：⼤規模団地の研究から 
12⽉17⽇（２）外来と⼊院におけるケースワーク 
1⽉7⽇（２）精神医学総復習：様々な疾患を薬物治療と共に⼀気に振り返る 
1⽉21⽇（３）実習：いくつかシナリオを⽤意しますので、こういう時はどう考えるのがよい
か、みんなでディスカッションしましょう。質問も受け付けます。

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
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成績評価の⽅法・基準

期末にレポートを課します。レポートは800字の⼩論⽂で、正確な知識を持っているかどうかを判定します。レポートの課題は授業中に指⽰します。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰します。

オフィスアワー

授業内で提⽰します。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では精神疾患に関する基礎知識を学びます。とはいえ、精神医学は幅広く、深いので、2024年度の授業の経験も踏まえて、まずは学部学⽣が楽しく全体
を学べるように⼯夫するつもりです。具体的には、動画を多⽤する、共に考える時間を作る、なるべく楽しく進める（楽しいことばかりではない世界なので）と

いったことです。 
通年で授業を受けることで、精神疾患の全体が分かり、ソーシャルワーカーになる場合には必要な知識が⾝につきます。また⽣きていくうえで、精神疾患はいろ

いろなところに顔を出しますので、ソーシャルワーカーにならない⼈にとっても、この授業によって⾃分の⼈⽣においても役に⽴つ知識も得られると思います。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
最新 精神保健福祉⼠養成講座１「精神医学と精神医療」 ⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集  中央法規出版

成績評価の⽅法・基準

期末にレポートを課します。レポートは800字の⼩論⽂で、正確な知識を持っているかどうかを判定します。レポートの課題は授業中に指⽰します。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰します。

オフィスアワー

授業内で提⽰します。

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では精神疾患に関する基礎知識を学びます。とはいえ、精神医学は幅広く、深いので、2024年度の授業の経験も踏まえて、まずは学部学⽣が楽しく全体
を学べるように⼯夫するつもりです。具体的には、動画を多⽤する、共に考える時間を作る、なるべく楽しく進める（楽しいことばかりではない世界なので）と

いったことです。 
通年で授業を受けることで、精神疾患の全体が分かり、ソーシャルワーカーになる場合には必要な知識が⾝につきます。また⽣きていくうえで、精神疾患はいろ

いろなところに顔を出しますので、ソーシャルワーカーにならない⼈にとっても、この授業によって⾃分の⼈⽣においても役に⽴つ知識も得られると思います。

到達⽬標

授業計画

授業外学習時間

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
最新 精神保健福祉⼠養成講座１「精神医学と精神医療」 ⼀般社団法⼈⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編集  中央法規出版

成績評価の⽅法・基準

期末にレポートを課します。レポートは800字の⼩論⽂で、正確な知識を持っているかどうかを判定します。レポートの課題は授業中に指⽰します。

課題に対するフィードバック

授業内で提⽰します。

オフィスアワー

授業内で提⽰します。

その他履修上の留意事項等

精神医学Ⅱ
更新⽇：2025/03/31 10:23:31



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010736 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U02M

担当教員 江間 由紀夫

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

1 精神障害者に関する法制度の歴史と体系を説明できる

2 精神保健福祉法、医療観察法等の医療に関する制度の概要を説明できる

3 ⽣活⽀援に関する制度を理解し、事例を⽤いて精神保健福祉⼠の役割を考えることができる

4 ⽣活保護制度や⽣活困窮者⾃⽴⽀援法などを理解し、経済的⽀援の⽅法を考えることができる

5 障害者に関する法律や制度を理解し、法制度の適切な活⽤と限界を考えることができる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション 授業の進め⽅と概要 
授業の進め⽅や評価⽅法等の説明と精神保健福 祉に関わる法制度の概要を学びます。 オンラ
インを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

2
精神保健福祉法1:歴史と概要 
精神病者監護法から精神保健福祉法に⾄る法制 度の歴史と概要を学びます。 オンラインを⽤
いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

3
精神保健福祉法2:⼊院と退院 
精神保健福祉法における⼊院形態と⼊院中の処 遇、退院に関する内容を学びます。 オンライ
ンを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

4
精神保健福祉法3:精神保健福祉⼠の役割 
精神保健福祉法に関わる精神保健福祉⼠の役割 について、権利擁護や地域移⾏⽀援を中⼼に
学び ます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

5
医療観察法1:歴史と概要 
医療観察法の成⽴に⾄る歴史と法律の概要、⽬的 と課題について学びます。 オンラインを⽤
いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

6

医療観察法2:精神保健福祉⼠の役割 
医療観察法に関わる精神保健福祉⼠として、社会 復帰調整官、精神保健参与員、医療機関・
社会復 帰施設の精神保健福祉⼠などの役割について学び ます。 オンラインを⽤いて理解度を
測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

7

精神障害者の医療に関する課題 
精神保健福祉⼠が関わる精神障害者の医療の課 題として、権利擁護、アウトリーチ、精神科
救 急、地域移⾏等について学びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合
ったりします。

講義 江間

8

精神障害者の⽣活⽀援に関する制度1:歴史と概 要 
障害者基本法、精神保健福祉法、障害者⾃⽴⽀援 法など、精神障害者の⽣活⽀援に関わる法
制度の 歴史と概要について学びます。 オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合
ったりします。

講義 江間

9
精神障害者の⽣活⽀援に関する制度2:障害者総 合⽀援法 
障害者総合⽀援法の全体像と精神障害者に関わ る障害福祉サービスのしくみについて学びま
す。オンラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

10 精神障害者の⽣活⽀援に関する制度3:相談・居 住・就労 
障害者総合⽀援法に基づく、相談⽀援、居住⽀ 援、就労⽀援について学びます。 オンライン

講義 江間

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に

ついて考える。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

精神科病院（12年）ならびに地域⽣活⽀援センター（現地域活動⽀援センターI型：5年）での実務経験を基に精神保健福祉⼠としての実践的な技術や業務の実
際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。

授業概要

「障害の福祉学」で学ぶ障害の概念や国際⽣活機能分類（ICF）を踏まえて、疾病と傷害を併せ持つ精神障害者の特性を学ぶ。また、精神障害者の⽣活実態とニ
ーズを知り、精神障害者の住むところと働くことへの⽀援（制度やサービス、そこに係る専⾨職など）について学び、具体的な⽀援について理解を深める。以

上のことを踏まえ、精神障害者が地域で⽣活する上での⼈権の問題や精神障害者の⾃⽴と社会参加、それらを促進する地域⽣活⽀援システムのあり⽅と課題に
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際を説明します。精神保健福祉⼠としての苦労、やりがいなどについても伝えられたらと思います。
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佐久⼤学

を⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

11
精神障害者の経済的⽀援に関する制度1:⽣活保 護法 
⽣活保護法に関する知識の復習と精神障害者にと っての⽣活保護法について学びます。 オン
ラインを⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

12
精神障害者の経済的⽀援に関する制度2:⽣活困 窮者⾃⽴⽀援制度 
⽣活困窮者⾃⽴⽀援法の概要と精神障害者の⽀ 援の実際について学びます。オンラインを⽤
いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

13
精神障害者の経済的⽀援に関する制度3:障害年 ⾦ 
障害年⾦の基本的な知識と精神障害に対する障 害年⾦の実際について学びます。オンライン
を⽤いて理解度を測った り、意⾒を出し合ったりします。

講義 江間

14
事例研究1:制度を使った⽀援を考える(グルー プ学習) 
グループごとに事例を⽤いて⽀援⽅法を考えても らいます。⽀援の内容について次回発表で
きるよ うに準備を進めます。 少⼈数のグループによるディスカッションを実施 します。

講義 
演習

江間

15
事例研究2:制度を使った⽀援を考える(発表) 
第14回で検討した⽀援の内容をグループごとに発 表してもらいます。発表後、それぞれのグ
ループ の⽀援内容について相互に評価を⾏います。 グループ毎に発表を⾏います。

講義 
演習

江間

授業外学習時間

・毎回の授業内容に対する復習としてノートを作成（60分） 
・次回の授業内容箇所のテキストを読む（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

１）「最新 精神保健福祉⼠講座４ 精神保健福祉制度論（第⼆版）」⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 編 中央法規出版 
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010737 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U03M

担当教員 江間 由紀夫, 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

1 精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈の状況や 困難、希望を的確に聞くことができる。

2 精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈を取り巻 く状況や環境を含めて理解し、ソーシャルワークの展開を 考えることができる。

3 精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈のための 諸制度、サービスの概念と利⽤⽅法を知り、援助に活⽤で きる。

4 精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈のための 関係機関や職種の役割を理解し、チームによる本⼈を中⼼ とした⽀援を考えることができる。

5
精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈に対する 差別や偏⾒を除去するための政策や制度、関係機関や地域 住⺠に働きかける⽅法を考えること
ができる。

6 精神保健福祉⼠としての専⾨性と職業的なアイデンティ ティを理解することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
オリエンテーション、知識の確認  
演習の授業に関する説明とこれまでに学んできた 知識について確認を⾏います。

講義演習

2
当事者理解1(医療機関) 
精神科医療機関とはどういうところなのか、受診 から⼊院、退院までにはどのような過程が
あるの かを学びます。

演習

3
当事者理解2(地域) 
精神障害のある⼈や精神保健の課題のある⼈の地 域⽣活について学びます。

演習

4
当事者理解3(依存症) 
アルコール依存症や薬物依存症など依存症の実際 とその⽀援過程を学びます。

演習

5
家族の理解と⽀援 
精神障害のある⼈や精神保健の課題のある⼈の家 族の⽴場の理解と必要な⽀援について学び
ます。

演習

6
個別⽀援の技術 
精神保健福祉⼠に必要な個別⽀援の技術(個別援 助技術)について学びます。

演習

7
集団⽀援の技術 
精神保健福祉⼠に必要な集団⽀援の技術(集団援 助技術)について学びます。

演習

8
⽀援の現場1(精神科医療機関:⼀般精神科) 
精神科医療機関における統合失調症やうつ病等の ⼈に対する受診相談から⼊院?退院までの⽀
援を 学びます。

演習

9
⽀援の現場2(精神科医療機関:専⾨治療) 
依存症等の専⾨治療を⾏っている精神科病院にお ける受診相談から⼊院?退院までの⽀援を学
びま す。

演習

10
⽀援の現場3(精神科デイケア等) 
精神科デイケア等における退院後のリハビリテー ションやリワーク等の⽀援について学びま
す。

演習

11
⽀援の現場4(障害福祉サービス事業所:⾃⽴⽣ 活⽀援) 
障害福祉サービス事業所における⾃⽴⽣活⽀援に ついて学びます。

演習

12
⽀援の現場5(障害福祉サービス事業所:就労⽀ 援) 
障害福祉サービス事業所における就労⽀援につい て学びます。

演習
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包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握し、事例を基に総合的かつ

包括的な相談援助、医療と福祉の協働と連携について考え理解を深める。特に精神障害者を⽀援する上で重要な課題として、権利擁護（社会的排除）、当事者

活動（ピアサポート、⾃助グループなど）危機介⼊、薬物・アルコール依存等を取り上げ、グループワーク、アウトリーチ、ケアマネジメント、ネットワーキン

グなどの⼿法を⽤いた具体的な⽀援⽅法について学ぶ。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

13 ⽀援の現場6(相談機関:地域移⾏⽀援) 
相談⽀援事業所による精神科病院等からの地域移⾏ ⽀援について学びます。

演習

14
⽀援の現場7(相談機関:ひきこもり等の精神保 健の課題) 
保健所や精神保健福祉センター等の機関における ひきこもり等の精神保健の課題に対する相
談⽀援について学びま す。

演習

15
⽀援の現場8(⾼齢者) 
認知症⾼齢者や⾼齢となった精神障害者の⽀援に ついて学びます。

演習

16
⽀援の現場9(学校) 
学校におけるスクールソーシャルワーカーとして の精神保健福祉⼠の⽀援について学びま
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演習

18
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演習
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つけて返送します。

課題に対するフィードバック

提出された課題やレポートに対しては、コメントをつけて後⽇返却する
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す。

授業外学習時間

・演習ノートの作成（60分） 
・グループ学習のための予習（30分）

テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。 
・提出されたレポートや課題に関しては、後⽇コメントを 
つけて返送します。

課題に対するフィードバック

提出された課題やレポートに対しては、コメントをつけて後⽇返却する

オフィスアワー

研究室在室時は随時。 
メールでの連絡も可です。y-ema●saku.ac.jp、s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

・⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣の み受講できます。それ以外の学⽣は履修できませんので注 意して下さい。(本登録対象者は後期の履修
登録までに決定 します)  
・精神保健福祉⼠国家試験を受験するために必要な科⽬(ソ ーシャルワーク演習(専⾨)に該当)です。 
・演習科⽬のため、毎回の授業では講義よりも事例を⽤い たグループワーク、ロールプレイなどグループでの学習が 中⼼となります。 
・精神保健ソーシャルワーク実習指導と連動するため、シラバスの順番とは異なる順序で授業が⾏われます。授業スケジュールは、最初の授業の際に配布しま

す。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010738 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U04M

担当教員 江間 由紀夫, 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

1
精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈の状況や困難、希望をとりまく状況や環境を含めて理解し、ソーシャルワークを展開するための精神保

健福祉⼠の専⾨性（知識、技術、価（知識、技術、価 値）の基礎を獲得する。

2 精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈のための諸制度、サービスを理解し、援助に活⽤できるようになる。

3
精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈のための関係機関や職種の役割を理解し、本⼈を中⼼とした援助を展開するチームが連携する際のコー

ディネート役を担えるようになる。

4
精神疾患や精神障害、精神保健の課題のある⼈を取巻く環境や社会の差別や偏⾒を除去し共⽣社会を実現するための政策や制度、関係⾏政や地域住⺠

にはたらきかける⽅法をイメージできるようになる。

5 精神保健福祉⼠として考え、⾏動するための基盤を獲得し、職業アイデンティティを構築する意義を理解できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
全体オリエンテーション（授業概要） 
授業に関するオリエンテーションと授業概要の説明を⾏います。 
精神保健ソーシャルワーク演習Ⅰから引き続いて深めるテーマについて解説します。

講義 
演習

2
援助技術１：個別⾯接 
個別⾯接における⾯接技術についてロールプレイを⽤いて具体的に学びます。

演習

3
援助技術２：家族⾯接 
事例を⽤いた家族⾯接をロールプレイで実施し、家族のアセスメントや介⼊について学びま

す。

演習

4
援助技術３：グループワークの計画 
グループに分かれて事例を基にグループワークの計画を作成します。グループの⽬的、回数、

実施に必要な事柄などを具体的に学びます。

演習

5
援助技術４：グループワークの展開過程 
第4回の授業で作成したグループワークの計画に基づき、実際にグループワークを⾏い、グル
ープにおける展開過程について学びます。

演習

6
援助技術５：リハビリテーションプログラム 
精神障害リハビリテーションのプログラムについてロールプレイを⽤いて体験的に学びます。

演習

7
援助技術６：チームアプローチ 
チームアプローチについて事例を⽤いたロールプレイで学びます。

演習

8
領域・課題別援助事例１：就労⽀援（福祉的就労） 
精神障害者の就労⽀援（障害者総合⽀援法による福祉的就労の⽀援）について事例を⽤いて

検討します。

演習

9
領域・課題別援助事例２：就労⽀援（⼀般就労） 
精神障害者の就労⽀援（ハローワーク等を⽤いた⼀般就労の⽀援、福祉的就労からの移⾏と

アフターケアなど）について事例を⽤いて検討します。

演習

10
領域・課題別援助事例３：地域社会（⾃⽴⽀援協議会） 
地域社会における精神保健福祉⼠の役割について⾃⽴⽀援協議会での活動例を基に検討しま

す。

演習

11 領域・課題別援助事例４：地域社会（精神障害にも対応した地域包括ケアシステム） 
地域社会における精神保健福祉⼠の役割について「精神障害にも対応した地域包括ケアシス

テム」の実践例を基に検討します。

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要
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即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー
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授業計画
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即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー
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即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬
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即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー
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到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。
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即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標
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実務経験のある教員等による授業科⽬
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について伝えることができます。
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即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー
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について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉分野におけるソーシャルワーカーとしての専⾨的援助技術およびリハビリテーション技法の基本的な知識・理論を把握した上で、具体的な事例に

即してそれを実施できるようになることが⽬的である。精神保健ソーシャルワーク実習での体験をもとにして、グループで事例を作成し、⾯接・グループワー

ク・SST・⼼理教育などの実技指導（ロールプレイ等）を⾏う。
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佐久⼤学
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必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準
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活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートや課題に関しては、後⽇コメントをつけて返送します。

オフィスアワー

研究室在室時は随時。 
メールでの連絡も可です。y-ema●saku.ac.jp、s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

・⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
・この科⽬は、精神保健福祉⼠国家試験受験資格取得のための「ソーシャルワーク演習［専⾨］」に該当します。 
・精神保健ソーシャルワーク実習指導と連動して⾏うため、実際の授業の順序はシラバスと異なります。実際のスケジュールについては、初回の授業の際に配布
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必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円
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提出されたレポートや課題に関しては、後⽇コメントをつけて返送します。
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研究室在室時は随時。 
メールでの連絡も可です。y-ema●saku.ac.jp、s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

・⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
・この科⽬は、精神保健福祉⼠国家試験受験資格取得のための「ソーシャルワーク演習［専⾨］」に該当します。 
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必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートや課題に関しては、後⽇コメントをつけて返送します。

オフィスアワー

研究室在室時は随時。 
メールでの連絡も可です。y-ema●saku.ac.jp、s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

・⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
・この科⽬は、精神保健福祉⼠国家試験受験資格取得のための「ソーシャルワーク演習［専⾨］」に該当します。 
・精神保健ソーシャルワーク実習指導と連動して⾏うため、実際の授業の順序はシラバスと異なります。実際のスケジュールについては、初回の授業の際に配布

します。
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復習：授業で学んだことを演習ワークシートに記録（60分） 
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テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円
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活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートや課題に関しては、後⽇コメントをつけて返送します。

オフィスアワー

研究室在室時は随時。 
メールでの連絡も可です。y-ema●saku.ac.jp、s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

・⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
・この科⽬は、精神保健福祉⼠国家試験受験資格取得のための「ソーシャルワーク演習［専⾨］」に該当します。 
・精神保健ソーシャルワーク実習指導と連動して⾏うため、実際の授業の順序はシラバスと異なります。実際のスケジュールについては、初回の授業の際に配布
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テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円
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・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
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提出されたレポートや課題に関しては、後⽇コメントをつけて返送します。
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その他履修上の留意事項等

・⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
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「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。
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必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。
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テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。

課題に対するフィードバック
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テキスト・参考書・参考⽂献

必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
「最新精神 保健福祉⼠講座7 ソーシャルワーク演習[精神専⾨]」中 央法規 3000円

成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。

課題に対するフィードバック
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成績評価の⽅法・基準

・基礎知識を問う⼩テスト(30%)、演習におけるグループ 
活動の内容(30%)、レポート課題(演習ノートを含む) (40%)を基準に総合的に判断します。
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必要な資料は、授業の際に配布します。また指定テキスト はありませんが、以下の書籍を参考書として⽤います。 参考書:⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟編
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010739 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U05M

担当教員 佐藤 園美, 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 3年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

1 精神保健ソーシャルワーク実習の意義と概要を説明できる

2 精神障害者の置かれている現状を理解し、その⽣活の実態や⽣活上の困難について説明できる。

3 精神保健ソーシャルワーク実習を⾏う医療機関、施設、事業者等について理解し、それらの地域社会における器量や役割について説明できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
授業の⽬的と内容（オリエンテーション） 
授業の⽬的と内容に関する説明、実習に関するスケジュールの説明 
精神保健ソーシャルワーク実習における個別指導と集団指導の意義

演習

2
精神疾患と精神障害についての理解① 
主な精神疾患について⽣活上の特徴を学ぶ

演習

3
精神疾患と精神障害についての理解② 
精神障害者の⽣活のしづらさについて考える

演習

4
精神疾患と精神障害の理解③ 
当事者の語り：特別講師（ピアサポーター） 
ピアサポーターの役割について理解する

演習

5
精神疾患と精神障害の理解④ 
当事者が期待する精神保健福祉⼠の役割を理解する 
特別講師（ピアサポーター）

演習

6
精神保健福祉援助に係る専⾨的知識と技術の理解① 
医療機関で働く精神保健福祉⼠の実践について学ぶ

演習

7
精神保健福祉援助に係る専⾨的知識と技術の理解② 
⾃治体などの公的な機関で働く精神保健福祉⼠の実践 
精神保健福祉⼠に求められる職業倫理と責務を学ぶ

演習

8
精神保健ソーシャルワーク実習先（医療機関）の理解① 
⾒学実習を⾏う医療機関についての事前学習 
根拠法、医療機関の特徴等について学ぶ

演習

9
精神保健ソーシャルワーク実習先（医療機関）の理解② 
⾒学実習を⾏う医療機関がある地域の理解（地域研究）

演習

10
現場体験学習及び⾒学実習（医療機関）① 
医療機関での⾒学実習

体験学習

11
現場体験学習及び⾒学実習（医療機関）② 
医療機関での⾒学実習

体験学習

12
現場体験学習及び⾒学実習（医療機関）③ 
医療機関での⾒学実習

体験学習

13
精神保健ソーシャルワーク実習先（医療機関）の理解③ 
医療機関での⾒学実習の振り返り

演習

14
精神保健ソーシャルワーク実習先（地域事業所等）の理解① 
⾒学実習を⾏う地域事業所についての事前学習 
根拠法、地域事業所の特徴（理念、利⽤者、職員等）について学ぶ

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習と実習指導における個別指導と集団指導の意義について理解する。精神障害者の⽣活のしづらさ（⼼情、⽣活の実態、⽣活上の

困難）や、精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理などについて、機関・施設⾒学や当事者や現場の専⾨職から直接話を聴くことによって学ぶ。ま

た実習指導Ⅰでは実際に実習に⾏くための準備として、実習を⾏う機関・施設の根拠法、概要及びその施設がある地域の特徴等を調べ、理解した上で、どのよ

うな実習を⾏うかについての実習計画を作成する。実習中は担当教員の巡回訪問指導や帰校⽇指導を通して、実習のスーパービジョンを受け学びを深める。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

15 精神保健ソーシャルワーク実習先（地域事業所等）の理解② 
⾒学実習を⾏う地域事業所がある地域の理解（地域研究）

演習

16
現場体験学習及び⾒学実習（地域事業所等）① 
現場体験学習 
利⽤者の作業（活動）に参加し関わり⽅について学ぶ

体験学習
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現場体験学習及び⾒学実習（地域事業所等）② 
現場体験学習 
利⽤者の作業（活動）に参加し関わり⽅について学ぶ

体験学習

18
現場体験学習及び⾒学実習（地域事業所等）③ 
現場体験学習 
利⽤者の作業（活動）に参加し関わり⽅について学ぶ

体験学習

19
精神保健ソーシャルワーク実習先（地域事業所等）の理解③ 
現場体験学習の振り返り

演習

20
実習におけるスーパービジョンの⽬的、機能① 
プロセスレコードを使っての実習の振り返りと記録

演習

21
実習におけるスーパービジョンの⽬的、機能② 
プロセスレコードの発表 
スーパービジョンの⽬的、機能についてディスカッション

演習

22
実習前学習 
4年⽣の実習報告を聞き、実習を⾏う上で必要な知識・技術・態度について学ぶ

講義

23
実習先決定後の準備 
実習計画書作成に向けた準備 
春休み中に取り組むべき課題

演習

授業外学習時間

実習の⼿引き「ワークシート」、課題レポートの作成、体験学習の準備（毎回1時間程度確保）

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：使⽤しない 
参考書：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 編集 『最新 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習［精神専⾨］』

成績評価の⽅法・基準

課題レポート20％（特別講師） 
体験学習レポート40％ 
実習の⼿引き「ワークシート」40％

課題に対するフィードバック

レポート、ワークシートのフィードバック（コメント）は授業中に⾏います。

オフィスアワー

研究室在室時は随時受け付けます。 
メールでの連絡も可です。s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
この科⽬は、精神保健福祉⼠国家試験受験資格取得のための「ソーシャルワーク実習指導［精神専⾨］」に該当します。

授業外学習時間
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課題に対するフィードバック
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テキスト：使⽤しない 
参考書：⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 編集 『最新 精神保健福祉⼠養成講座 ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習［精神専⾨］』
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課題レポート20％（特別講師） 
体験学習レポート40％ 
実習の⼿引き「ワークシート」40％

課題に対するフィードバック

レポート、ワークシートのフィードバック（コメント）は授業中に⾏います。

オフィスアワー

研究室在室時は随時受け付けます。 
メールでの連絡も可です。s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 通年 授業コード 2025010740 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U06M

担当教員 佐藤 園美, 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

1 １）⾃分⾃⾝の実習の⽬的を明確にし、実⾏可能な実習計画書を作成できる。

2 ２）精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理等について説明できる。

3 ３）実習中の体験や実習ノートから実習での学びを整理し、今後の課題を含め実習報告書としてまとめることができる。

4 ２）具体的な体験や援助活動を専⾨的知識及び技術として概念化・理論化し、体系⽴てて考えることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
全体オリエンテーション 
実習に向けてのスケジュール、授業の進め⽅について説明する。 
実習⽣個⼈票の説明と記⼊

演習

2

事前学習（実習先に関する理解①） 
実習先医療機関の法的位置づけ（根拠法）と特徴（理念、事業内容等） 
精神保健福祉⼠の役割、他職種の業務内容 
演習：グループディスカッション、発表

演習

3

事前学習（実習先に関する理解②） 
実習先である地域の障害者サービス事業所の位置づけ（根拠法）と特徴（理念、事業内容、

利⽤者、専⾨職種等） 
精神保健福祉⼠の役割 
演習：グループディスカッション、発表

演習

4

事前学習（実習先に関する理解③） 
実習先がある地域についての理解（地域研究） 
地理的特徴、関係する社会資源、地域福祉計画の内容等 
演習：グループディスカッション、発表

演習

5

事前学習（利⽤者との関わり⽅） 
実習中の態度・姿勢 
利⽤者との関わり⽅（個別研究） 
演習：グループディスカッション、発表

演習

6
事前学習（実習中の記録） 
実習ノート、プロセスレコードの書き⽅ 
演習：グループワーク、発表

演習

7
事前学習 
ピアサポーターから当事者スタッフとしてのジレンマ、実習⽣への期待等について話を聞く

（特別講師）

講義、演習

8
実習計画書の作成① 
事前学習、現場⾒学、体験学習、特別講師の話等を踏まえ、実習計画書を作成する

演習

9
実習計画書の作成② 
事前学習、現場⾒学、体験学習、特別講師の話等を踏まえ、実習計画書を作成する

演習

10
実習計画書の作成③ 
事前学習、現場⾒学、体験学習、特別講師の話等を踏まえ、実習計画書を作成する

演習

11 実習計画書の作成④ 
実習計画書の共有し、お互いに意⾒を出し合い内容の修正等を⾏う 

演習

実務経験のある教員等による授業科⽬
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理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）等での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀援⽅法
について伝えることができます。

授業概要

精神保健ソーシャルワーク実習（配属実習）のための中間・事後学修として、⼩グループに分かれて、実習の振り返りと、新たに⽣まれた課題について整理

し、実習報告書にまとめる。精神保健ソーシャルワーク実習は、精神保健福祉⼠として必要な資質・能⼒・技術を総合的に⾝につけるとともに、それらを理論

化し実践活動に応⽤できるようになることを⽬標とする。そのための中間・事後学習として、学⽣は実習課題の作成、実習の振り返り、新たに⽣じた課題の整

理と展開、実習報告書の作成、実習報告会での発表などを⾏うことで、実習の成果を確実なものとする。

到達⽬標

授業計画
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佐久⼤学

実習計画書の提出

12

実習打合せ会の実施 
実習先の施設・機関の実習指導者と⼤学の実習担当教員による実習の打合せ 
実習計画書を提出し、実習⽣と実習指導者で実習内容、時間、交通機関等、必要な諸事項に
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実習先評価と⾃⼰評価のすり合わせ 
演習：プレゼンテーション

演習

18

実習報告書作成① 
精神保健ソーシャルワーク実習全体の振り返りを⾏い、実習内容、利⽤者との関わり、実習
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事前学習、実習計画書作成、報告書作成、報告会の準備（毎回1時間程度確保）

テキスト・参考書・参考⽂献

教科書：使⽤しない 
参考書：その都度紹介する
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グループ学習（発⾔、プロセスレコード、授業態度等）20％ 
実習計画書40％ 
実習報告書40％

課題に対するフィードバック

実習記録は授業中にフィードバックし、コメントを付けて返却 
実習報告書はコメントを付けて返却 
実習報告会はその場でフィードバックを⾏う

オフィスアワー

研究室在室時は随時。 
メールでの連絡も可です。s-sato●saku.ac.jp

その他履修上の留意事項等

⼈間福祉学部の精神保健福祉⼠過程を本登録した学⽣のみ受講できます。 
この科⽬は、精神保健福祉⼠国家試験受験資格取得のための「ソーシャルワーク実習指導［精神専⾨］」に該当します。
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実習報告会はその場でフィードバックを⾏う
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 通年 授業コード 2025010741 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3U07M

担当教員 佐藤 園美, 三井 克幸

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○ ○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 4年

単位 5 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ○

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。

授業概要

精神保健福祉領域のソーシャルワーカー（精神保健福祉⼠）としての価値や態度、必要な知識、援助技術等について、実習の体験を通して具体的かつ実践的に

学ぶ。  
精神科病院等の医療機関では、そこで⾏われている患者への個別⽀援（⼊・退院の⽀援、家族⽀援、チームアプローチ）やグループワーク（SSTなど）につい
て学ぶ。  
さらに地域の障害福祉サービス事業等では、地域における機関・施設の役割、提供するサービス、精神障害者が地域⽣活を送るために必要な具体的な⽀援につ

いて理解する。

到達⽬標

1 1 精神保健福祉⼠としのてソーシャルワークに係る専⾨的知識と技術の理解に基づいて実習での体験と省察を通して実践的な技術等を体得する。

2 2 精神疾患や精神障害、メンタルヘルスの課題を持つ⼈々が置かれている状況に対する知識を基に⽣活実態や課題について具体的に把握する。

3
3 実習指導者からのスーパービジョンを受け、精神保健福祉⼠としての資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題の把握等、総合的に対応できる能⼒
を習得する。

4 4 総合的かつ包括的な地域⽣活⽀援と関連分野の専⾨職との連携のあり⽅と具体的内容を実践的に理解する

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 実習で学⽣は、患者・利⽤者、家族との基本的なコミュニケーションを通して⽀援関係を形

成する。また、実習指導者の指導によりソーシャルワーカーとしての基本的知識、技術・技

能の習得に努める。  
  
具体的には下記の事項を体験し、実習指導者の指導を受けて学ぶ。  
 
１ 実習全体を通して学ぶ基本的な事項  
・患者・利⽤者、家族、関係者等との基本的なコミュニケーションや付き合い⽅、および⼈

間関係の形成 
・利⽤者理解と利⽤者のニーズ把握  
・ニーズに基づいた相談⽀援計画の作成  
・患者・利⽤者及びその家族の⽀援計画に基づいた個別⽀援（アウトリーチ等）の実際  
・患者・利⽤者及びその家族の権利擁護 
  
２ 精神科医療機関（精神科病院、診療所等）の実習  
・受診前や⼊院時⼜は急性期、治療中の患者・家族への相談援助 
・退院、地域移⾏・地域定着向けた患者・家族に対する相談援助  
・⽇常⽣活や社会⽣活上の問題に関する患者・家族に対する相談援助 
・⼊院患者や外来通院中の患者・家族への多職種連携（チームアプローチ）による⽀援 
・地域の関係機関・団体及び地域住⺠との連携（ネットワーキング）を通じた⽀援 
  
３ 障害福祉サービス事業所・⾏政機関等での実習  
・利⽤者理解と相談⽀援ニーズの把握及び相談⽀援計画の作成 
・利⽤者やその関係者（家族、友⼈等）との相談⽀援関係の形成 
・利⽤者やその関係者（家族、友⼈等）への権利擁護及びエンパワメント、相談⽀援と評価 
・施設・機関・事業者・団体等の経営やサービス管理運営の理解 
・実習機関が地域社会で果たす役割の考察と地域社会への働きかけの実際の理解 
・精神医療・保健・福祉に係る他職種連携に基づくチームアプローチへの参加 
 
４ 実習スーパービジョンと実習経験の考察と記述、プレゼンテーション 
・学⽣は実習体験と考察を毎⽇記録し、実習指導者のスーパービジョン及び実習担当教員に

よる巡回指導及び帰校指導を通して個別指導や集団指導を受ける 
・実習総括と精神保健福祉⼠としての学習課題の明確化、研鑽に向けた計画を⽴案し、プレ
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精神科病院等の医療機関では、そこで⾏われている患者への個別⽀援（⼊・退院の⽀援、家族⽀援、チームアプローチ）やグループワーク（SSTなど）につい
て学ぶ。  
さらに地域の障害福祉サービス事業等では、地域における機関・施設の役割、提供するサービス、精神障害者が地域⽣活を送るために必要な具体的な⽀援につ

いて理解する。

到達⽬標

授業計画

実務経験のある教員等による授業科⽬

担当教員は⼆⼈とも精神科病院、地域⽣活⽀援センター（障害者地域活動⽀援センターI型）での実務経験を持ち、精神保健福祉⼠としての理念や援助技術、⽀
援⽅法について伝えることができます。
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010743 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1A01Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この科⽬は「⽣物学」なので，「⽣物とは何か?」という問いを起点とする。それに対して，ミクロとマクロの視点から答えるために，遺伝学，⽣化学，細胞⽣
物学，進化学，分類・系統学，⽣態学の各分野にわたって⾼校「⽣物基礎」の内容を踏まえつつ解説する。

到達⽬標

1 学⼠の称号にふさわしい，⽣物学に関わる基礎的学⼒が⾝についていることを実感できるようになる。

2 信州の豊かな⾃然の中で観察される ⽣き物の関わりを，分⼦から個体間 の相互作⽤として，⾃分の⾔葉で表 現できるようになる。

3
信州の豊かな⾃然の中で観察される ⽣き物の関わりについて，過去から現在，将来にわたる姿の理解を前提として，課題を発⾒，解決策を提⽰できる
ようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ⽣物の定義

2 メンデルの遺伝学

3 遺伝⼦としての DNA と構造

4 セントラルドグマ
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14 ⽣物群集

15 ⽣態系

授業外学習時間

事前学習：ShinXia-LMS に準備されている資料に⽬を通し，理解できない点はShinXia-LMS のフォーラム機能で質問すること。 
事後学習：テストの得点を踏まえ，講義動画を再視聴する等によって，学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。

テキスト・参考書・参考⽂献

指定しない。 
準教科書等は ShinXia-LMS のガイダンス資料に記している。

成績評価の⽅法・基準

動画視聴後に⾏うテストによって⾏う。 
各回の講義は 3 つのセクションから構成されるが，それぞれのセクションのテストを 2 点満点とし，90 点 (15 回 x3 セクション x2 点)を 100 点に換算し，素点
とする。その得点にもとづき不可から秀の判定を⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

ShinXia-LMS のフォーラム機能を使⽤する

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この科⽬は「⽣物学」なので，「⽣物とは何か?」という問いを起点とする。それに対して，ミクロとマクロの視点から答えるために，遺伝学，⽣化学，細胞⽣
物学，進化学，分類・系統学，⽣態学の各分野にわたって⾼校「⽣物基礎」の内容を踏まえつつ解説する。

到達⽬標

授業計画
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事前学習：ShinXia-LMS に準備されている資料に⽬を通し，理解できない点はShinXia-LMS のフォーラム機能で質問すること。 
事後学習：テストの得点を踏まえ，講義動画を再視聴する等によって，学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。

テキスト・参考書・参考⽂献

指定しない。 
準教科書等は ShinXia-LMS のガイダンス資料に記している。

成績評価の⽅法・基準

動画視聴後に⾏うテストによって⾏う。 
各回の講義は 3 つのセクションから構成されるが，それぞれのセクションのテストを 2 点満点とし，90 点 (15 回 x3 セクション x2 点)を 100 点に換算し，素点
とする。その得点にもとづき不可から秀の判定を⾏う。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

ShinXia-LMS のフォーラム機能を使⽤する

その他履修上の留意事項等

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この科⽬は「⽣物学」なので，「⽣物とは何か?」という問いを起点とする。それに対して，ミクロとマクロの視点から答えるために，遺伝学，⽣化学，細胞⽣
物学，進化学，分類・系統学，⽣態学の各分野にわたって⾼校「⽣物基礎」の内容を踏まえつつ解説する。
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事後学習：テストの得点を踏まえ，講義動画を再視聴する等によって，学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。
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指定しない。 
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動画視聴後に⾏うテストによって⾏う。 
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指定しない。 
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動画視聴後に⾏うテストによって⾏う。 
各回の講義は 3 つのセクションから構成されるが，それぞれのセクションのテストを 2 点満点とし，90 点 (15 回 x3 セクション x2 点)を 100 点に換算し，素点
とする。その得点にもとづき不可から秀の判定を⾏う。
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テキスト・参考書・参考⽂献
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テキスト・参考書・参考⽂献

指定しない。 
準教科書等は ShinXia-LMS のガイダンス資料に記している。

成績評価の⽅法・基準

動画視聴後に⾏うテストによって⾏う。 
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動画視聴後に⾏うテストによって⾏う。 
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詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。詳細については ShinXia-LMS に準備されているガイダンス資料を参照すること。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010744 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1A02Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本講義では，学⽣に⼯学の基本概念と原則を紹介し，⼯学の異なる分野への⼊⾨を提供する。⼯学分野を横断的に把握し，イノベーション創出の基礎となる幅

広い⼯学分野の基礎知識の修得を⽬指す。具体的には，⼯学の定義，歴史，主要な分野，および⼯学の役割について学ぶ。さらに，実際の⼯学プロジェクトや応

⽤事例を通じて，⼯学の実践的な側⾯を理解する。また，オリオン機械株式会社の取組を例に，酪農と産業機械の視点から，「問題と課題」の抽出と「具体的な

アクション」ついて学ぶ。

到達⽬標

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 学⼠の称号にふさわしい基礎学⼒と専⾨的学⼒

2 持続可能な社会を実現するための課題に取り組む⼒

授業外学習時間

⼯学⼊⾨」は，地政学，機械⼯学，⽔⼯学，⼟⽊⼯学，建築学，応⽤化学(繊維学)など，様々な学際領域を扱う。授業で扱うトピックに関連するトピックに即し
て，インターネットだけではなく本や新聞も駆使して理解を深め，⾃⾝の考えをまとめる作業を⾏い，授業内で使⽤された⽤語や概念を定着させること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：指定しない 
参考書 
第1, 2回 
野嶋剛『台湾の本⾳』光⽂社新書 2023年 
黒川裕次『物語 ウクライナの歴史』中公新書 2002年 
第7, 8回 
⽔環境⼯学 松尾友矩(編) オーム社 
江⼾上⽔道の歴史 伊藤好⼀ 吉川弘⽂館 
第9, 10回 
新建築（新建築社，⽉刊） 
散歩の達⼈（⼯津新聞社，⽉刊） 
第11, 12回 
繊維科学の基礎（丸善雄松堂）

成績評価の⽅法・基準

授業時に課される講義内容の理解度をチェックするために出される問いや，⼩レポートの合計点を100点満点に換算して評価する。課題の解答から講義内容の理
解度を判定し評価する。⼩レポートは，①課題の求めている要素を含んでいることを判定し，②論理的に⽂章が構成・展開されているか，③⾃分なりの視点を持

ち，課題を考察しているか，という観点から評価する。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

基礎知識は必要ない。数式も極⼒使わない。講義内容を包括する教科書はありませんが，⽂・理系問わず，⼯学に興味のある学⽣の履修を歓迎する。

⼯学⼊⾨（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:41



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010745 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1A03Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

STEAM教育のねらいや構成などを学んだ後に，STEAM教育と各教科および情報活⽤能⼒などの関連教育について，各コースや担当教員による講義により学ぶ。
オンデマンド授業により，効率的かつ効果的に学習を進める。

到達⽬標

1 教育活動を⽀え、実現する上で不可⽋なSTEAM教育と各教科等との関連に関する専⾨的知識・技能を⾝に付けることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 STEAM教育の概要および情報活⽤能⼒との関連

2 STEMA教育とサイエンスコミュニケーション

3 STEAM教育と理科・数学・技術

4 STEAM教育と家庭科・美術・⾳楽

5 STEAM教育と国語・英語・社会

6 STEAM教育と保体・野外・特別⽀援

7
STEAM教育と現代教育Ⅰ・Ⅱ・⼼理 
※授業アンケート含む

授業外学習時間

ShinXia-LMS上に事前に参考資料を提⽰しておく。事後学習については，適宜指⽰をする。 
各回の授業で話題になったことについて，事後に⾃分で調べて考察を深めること。また，適宜⼩テストを課すので，授業前後の学習に努めること。 
各１回の講義あたり事前・事後の学習時間は少なくとも合計４時間は確保すること。事前と事後の学習時間の配分は個々の学⽣の判断に任せる。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：なし 
参考書：講義毎に必要に応じて指⽰する 
⾚堀侃司 (2022). STEAM教育と俯瞰⼒. ジャムハウス. 1,870円

成績評価の⽅法・基準

試験（100%）で総合して評価。 

試験は，第３回から第７回の講義毎にShinXia-LMS上の⼩テストを実施し，講義毎の評価とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

STEAM教育概論（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:41



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010747 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1C01Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⻑野県を中⼼に活躍する多様な⼈材が、⾃らの志をどう⽴て、実現してきたかについて、事前課題と⼤学、学部を超えた多様な学⽣とのグループワークを通じ

て深く理解するとともに、他者との違いや⾃分が⼤事にしている価値観などを確かめ、⾃分が将来に向かって何に関わっていきたいか、在学中にどんな問いを

深めたいかを考える。その内容をスライドショー（ナレーション付き）にまとめる。

到達⽬標

1 ⼈によって講話のとらえるポイントが異なることを理解する。

2 多様な意⾒から独⾃の考えを組み⽴てることができる。

3 ⾃分の考えを明確に伝えることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 オリエンテーション

2 第３回のゲスト講師（A）に関するグループワーク

3 ゲスト講師（A）の講義と質疑応答

4 第５回のゲスト講師（B）に関するグループワーク

5 ゲスト講師（B）の講義と質疑応答

6 第７回のゲスト講師（C）に関するグループワーク

7 ゲスト講師（C）の講義と質疑応答

8 最終課題に関するピアレビューとまとめ

授業外学習時間

事前課題：第２、４，６回は指定するテキスト等を精読し、指定のフォーマットを作成し、提出する。第８回は、最終課題のシナリオの原案を作成し、提出す

る。 
事後学習：授業の内容を振り返り、翌週の⽉曜⽇までに提出する。

テキスト・参考書・参考⽂献

指定しない。専⽤の動画やプレゼンテーション、必要に応じて資料の配布を⾏う。

成績評価の⽅法・基準

講義を踏まえたふりかえりシート、グループワークへの貢献、プレゼンテーション、事前課題の内容を総合的に評価し、合∕否を判定する。 
（１）最終課題があり、56点を配点する。 
▽最終課題の内容 
プレゼンテーションアプリ（Microsoft POWERPOINT、Googleスライド等）を活⽤し、授業を通じて考えた在学中に深めたい「問い」について、なぜその問い
に⾄ったか、その考えや思いをスライド５枚にまとめるとともに、本⼈のナレーションをつけた動画を100秒以上120秒以内の動画ファイルを提出する。 
（２）第１回を除く各授業回ごとの事前課題（４回）及びふりかえりシート（７回）の提出を求め、その記⼊内容により採点（４点、２点、０点）し、44点を
配点する。作成フォーマットは別途指定する。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

本授業では、グループでの話し合いに多くの時間を割く。安⼼・安全の場として運営するため、参加者全員が話し合いにあたって以下のルールを常に意識する

こと。 
・多様な意⾒を歓迎する。 
・否定せず、よく聴く。 
・守秘義務がある。

⽴志学（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:42



佐久⼤学



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010748 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1C02Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

この授業では，マクロ経済学の基本的な知識について，教科書に基づきながら次のとおり説明します。 第⼀に，⼀国における経済活動の規模を把握するうえで
重要となる経済統計について説明します。第⼆に，経済統計に現れる⼀国経済の特徴を⻑期的に決定づける要因について解説します。第三に，⼀国経済において

経済活動の規模が短期的に変動する現象や，⾦融財政政策の短期的な効果についての解説を⾏います。なお，この授業は全ての授業をe-Learningで⾏うオンデマ
ンド授業となります。動画はポー タルサイトに掲載します。

到達⽬標

1 マクロ経済学の基本的な知識を理解できるようになる。

2 マクロ経済学の基本的な知識を獲得して，現実で観測される経済現象を解釈することができるようになる。

3 マクロ経済学の基本的な知識に基づいて，社会の課題を主体的に発⾒できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ⽇本経済の現況

2 国⺠所得の測定−マクロ経済統計

3 ⽣計費の測定−物価指数

4 ⽣産と成⻑

5 貯蓄・投資と⾦融システム

6 失業

7 貨幣システム

8 貨幣量の成⻑とインフレーション

9 開放経済のマクロ経済理論

10 経済の総需要と総供給

11 経済活動の短期的変動

12 総需要に対する⾦融政策の影響

13 総需要に対する財政政策の影響

14 インフレ率と失業率の関係

15 マクロ経済政策に関する論争

授業外学習時間

授業の内容を理解し，単位を取得するためには，授業資料や教科書の内容を暗記するだけでは不⼗分です。授業に対応する教科書中の例題を実際に解いてみるな

どの練習を繰り返すことが，授業内容を習得する上で役に⽴つはずです。授業動画を全部まとめて視聴すると⼤変ですので，毎週，決まった時間に授業動画を視

聴することをお勧めします。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
N・グレゴリー・マンキュー(著), ⽚桐 満/篠 潤之介/溝⼝ 哲郎(訳),マンキュー経済学II マ クロ編, 第5版, ISBN:9784807918133, 東京化学同⼈, 2025年, 4500円+ 税 
ただし，授業資料と授業動画は以下の「第4版」に基づいています。 
N・グレゴリー・マンキュー(著), ⾜⽴ 英之/⽯川 城太/⼩川 英治/地主 敏樹/中⾺ 宏之/柳川  隆(訳),マンキュー経済学II マクロ編, 第4版, ISBN:9784492315200, 東
洋経済新報社, 2019年, 4000円+税 
参考書 
必要に応じて，随時紹介します。

成績評価の⽅法・基準

⼩テストを3回実施し，学期末に期末テストを実施します。⼩テストは，ポータルサイト上で実施し，選択問題もしくは計算問題が出題されます。また学期末の
期末試験についても，同様の形式で実施します。 ⼩テスト，期末試験の受験⽅法の詳細は，ポータルサイトに掲載しますので，必ず確認するようにしてくださ

マクロ経済学⼊⾨（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:43



佐久⼤学

い。成績評価は，⼩テスト(30%)と期末試験(70%)を⽬安に総合して⾏います。授業で⽰した例題と同レベルの問題が解ければ「合格⽔準にある」，応⽤問題が
解ければ「やや上にある」，やや難しい応⽤問題が解ければ「かなり上にある」，例題からは難しい応⽤問題が解ければ「卓越している」と判断します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

復習の過程で不明な点や理解できない点が出てきた場合，担当教員に質問するよう⼼掛けてください。授業動画を視聴したら，学習した内容をすぐに確認し，

理解するように努めてください。⼩テストは，理解の度合いを試す機会と位置付けられます。⼩テストに関する情報はポータルサイトに掲載しますので，毎週必

ずポータルサイトを確認してください。授業の内容については，毎回資料を掲載するほか，必要に応じて参考⽂献を紹介するので，それらを活⽤してください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010749 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1D04Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本授業は、地域の問題や課題に対し、⾃分の学びや専⾨性を活かした解決策を考えることを⽬的としています。ポートフォリオ（⼤学での学びや経験を整理し、

将来の⽬標を考える記録）を作成し、関⼼や強みを可視化します。さらに、デジタルトランスフォーメーション（DX）やゼロカーボンに関する問題の基礎を学
び、地域課題への応⽤を考察します。これらを通じて次年度以降に開講する地域課題PBLへの積極的な参加の準備を進めます。

到達⽬標

1 信州の社会背景を基に課題を特定し、データや現地調査を活⽤して課題の原因や影響を説明できる。

2 地域課題に対する現実的で実⾏可能な解決策を考案し、具体的な計画として提⽰できる。

3 ⾃分の考えや解決策を、視覚資料やプレゼンテーションを使って説得⼒を持って説明できる。

4 ⾃⾝の専⾨分野や興味を地域課題と関連付け、その解決策を主体的に考えることができる。

5 他者との対話や議論を通じて、課題を深く理解し、解決策を具体化できる。

6 地域活性化のプロセスを通じて、⾃分が果たせる役割を発⾒し、⾏動に移す意欲を持てるようになる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1

ポートフォリオ作成① ? ⾃分の学びを整理する 
⼤学での学びや経験を振り返り、⾃分の関⼼や強みを可視化する。ポートフォリオ（⾃⾝の

成⻑や⽬標を整理する記録）を作成し、これまでに⾝につけたスキルや今後の⽬標を明確に

する。

2
地域課題を知る ? 社会とのつながりを考える 
地域社会が直⾯する課題（少⼦⾼齢化、過疎化、環境問題など）を学び、⾃分の関⼼と結び

つける。地域おこし協⼒隊の事例を参考にし、地域との関わり⽅を考察する。

3
DXの基礎 ? デジタル技術で地域課題を解決する 
デジタルトランスフォーメーション（DX）の基本概念を学び、地域課題への応⽤⽅法を考え
る。地域におけるデジタル化などの事例をもとに、DXの可能性を探る。

4
DXの応⽤ ? ⾃分のアイデアを具体化する 
DXを活⽤した地域課題解決のアイデアを具体化するステップを学び、⾃分のアイデアを整理
し、実現可能性を考える。

5
ゼロカーボン推進の基礎 ? 環境と地域社会の未来を考える 
ゼロカーボン推進の基礎を学び、環境問題への対応策を探る。地域における事例を通じて、

ゼロカーボン推進の重要性を理解する。

6

ゼロカーボン推進策の⽴案 ? 持続可能な地域づくりのアイデアを考える 
ゼロカーボン推進に効果的な⽅法・⼿段を考察し、⼀⼈でできることではなく、具体的な他

者との協働する取組みを設計する。課題の整理や実⾏計画を⽴て、⾃分のアイデアを実現可

能な形にまとめる。

7
専⾨性を活かす ? ⾃分の学びを社会にどうつなげるか 
⾃分の専⾨分野と地域課題の関係を考え、具体的な活⽤⽅法を検討する。他分野との連携の

可能性も探りながら、実践的なアイデアを深める。

8
ポートフォリオ作成② ? 学びを統合し、次のステップへ 
これまでの学びを統合し、ポートフォリオを完成させる。次年度の地域課題PBLに向け、どん
なテーマに取り組み、⾃分の専⾨性を活かしたいか、を明確にする。

授業外学習時間

事前学習では、各回のテーマに関連する資料や動画を視聴し、課題に関する基礎知識を⾝につけます。事後学習では、授業内で学んだ内容をもとに、ポートフォ

リオへの反映や、地域課題解決のアイデアを具体化する課題に取り組みます。特に、DXの活⽤、ゼロカーボン推進施策の理解、専⾨性の応⽤については、学習
内容を深めるための調査や考察を⾏い、次回の授業で活かせるようにします。 
◆掲⽰板での活動◆ 
授業ごとに、学んだ内容に関する意⾒やアイデアを掲⽰板に投稿します。また、他の学⽣の投稿に対してコメントし、互いに考えを深めることで学びを深めま

す。投稿数とコメント数を評価対象とし、主体的な学習を促します。

地域課題解析講座（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:44



佐久⼤学

テキスト・参考書・参考⽂献

特になし

成績評価の⽅法・基準

本授業の評価は、「ポートフォリオの完成度（40点）」、「掲⽰板での活動（30点）」、事前・事後課題の提出状況（30点）」を基に⾏います。ポートフォリ
オは、各回の学びを反映し、最終的に提出されたものを評価します。掲⽰板では、授業内容に関する投稿や他者へのコメント回数を評価対象とします。事前・事

後課題は、指定された課題を期⽇までに提出することで加点されます。定量評価を重視し、学⽣の主体的な学びを促進する仕組みとします。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

−掲⽰板での活動が成績評価に含まれる 
掲⽰板への投稿やコメントが評価対象となります。他の学⽣の意⾒を尊重し、積極的に議論に参加してください。 
−事前・事後学習の取り組みが求められる



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010751 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1D06Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本科⽬は、「アントレプレナーシップ（起業家精神）」について、理論と実践の両⾯から理解し、実際に地域の現場で発揮するための⼟台を⾝につけることを

⽬的とする。 
そのため、①アントレプレナーシップとは何か（概念論）、②アントレプレナーシップと地域イノベーション（歴史と事例）、③アントレプレナーシップの

基礎となる考え⽅（⾃分⾃⾝について知る）、④アントレプレナーシップを持って地域に関わること（実践⽅法）などを学習する。特に今後のPBL活動に役⽴つ
ような知識や技能を、初学者にも分かるように講義や演習、事例分析等を通じて⾝に付けていく。

到達⽬標

1 アントレプレナーシップという概念の基礎を理解し、アントレプレナーシップが地域に与える影響について、事例などを通じて理解する

2 ⾃分の中にあるアントレプレナーシップの軸となる想いに気づき、それを⼟台として事業案を検討することができる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
【ガイダンスと概念説明】本授業の概要を説明し、講師の⾃⼰紹介を通じて、講師が体験し

た”アントレプレナーシップ”を講師の⽴ち位置を理解してもらう意味で紹介する。

2
【歴史と事例】地域イノベーションにおけるアントレプレナーシップの重要性について、歴

史や事例を通じて理解をする。

3
【概念理解と実践】多様なアントレプレナーシップの発揮の仕⽅について概念と事例を通じ

て理解する。

4
【⾃分⾃⾝について知る】アントレプレナーシップの⼟台となる⾃分⾃⾝についてワークを

通じて知る、⾒つめる。

5
【アントレプレナーシップとコミュニティ】プロジェクトを動かす時に意識すべき、ステーク

ホルダーやコミュニティについて、講義とワークを通じて理解する。

6
【アントレプレナーシップとお⾦】プロジェクトを動かす時に意識すべき、お⾦（必要となる

経費なども含めて）について、講義とワークを通じて理解する。

7
【アントレプレナーシップと成果/Theory of Change】プロジェクトを動かす時に意識すべ
き、成果やインパクトの考え⽅について、講義とワークを通じて理解する。

8
【まとめ】講義全体のまとめとして、アントレプレナーシップとは何か、それを持って地域

と関わるとはどういうことなのかについて検討する。受講⼈数によって検討するが、基本的

には学⽣からの発表を想定しており、リアルタイムでのオンライン講義を実施予定。

授業外学習時間

事前事後学習を、特に指定はしていません。 
ただし、講義の内容を理解して単位を取得するためには、動画を視聴するだけでなく、⾃分ごととして内容を落とし込んで考える練習が重要です。 
また、動画を全部まとめて視聴すると⼤変ですので、毎週決まった時間に視聴することをお勧めします。

テキスト・参考書・参考⽂献

教科書は、特に指定しません。 
参考書：随時、講義の中で紹介します。

成績評価の⽅法・基準

〇講義後ショートレポート：40点＝毎回講義後に2-3つの質問項⽬から成るショートレポート（フィードバックシート）の記載をお願いしますので、そちらを記
載して提出ください。 
〇講義の中でのワーク：30点＝講義の中で紹介するワークを実施した後に、ワークシートを提出してください。必要に応じて、コメントを⼊れてお返ししなが
ら講義を進めていきたいと思います。 
○レポート：30点＝初回の講義でも詳しく説明しますが、最終講義終了後にレポート（形式も含めて講義の中で説明）を提出してください。  
※定期試験は実施しません。

課題に対するフィードバック

アントレプレナーシップ⼊⾨(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:45



佐久⼤学

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

特に履修制限はありません。 
皆さんが普段⽣活する中で、どんなことを意識しているか、どんなことに興味を持っているのかという視点から、皆さんの中にあるアントレプレナーシップに

ついて考えますので、⾃分⾃⾝の⼼⾝に⽿を傾けてみてください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010753 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z1E01Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

AI（⼈⼯知能）技術の急速な普及を背景にビッグデータの処理と活⽤が可能となり，データサイエンスの必要性が急速に増したことで，我が国はデータサイエン
スを2025年に⼤学⽣全員が⾝につけるべき素養として位置づけており（参考：⽂部科学省「AI戦略2019」），データサイエンス教育コンソーシアムにより学習
すべきリテラシーレベルのカリキュラムも公表されました． 
本授業ではそのリテラシーレベルの学習を進めます．データサイエンスの必要性については，これからの社会のあり⽅を考え，そこで⽣活する個⼈の⽴場を

念頭においた理解を図ります．また，データサイエンスの基礎を築いていくために不可⽋な統計学，情報科学，数学の位置づけを理解します． 
そのために，こうした問題を密接なものとしてとらえやすいよう，オープンデータとして提供されている実データ，とくに信州⼤学のある⻑野県の実情を明ら

かにするものを取り⼊れた多くのデータ処理結果を基本材料に進めます．

到達⽬標

1
データサイエンスの⾒⽅に沿って情報を捉えることができる．モデルカリキュラム「基礎」においては，データの図⽰の中に代表値や散布度などの統

計量を読み取れる．

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 導⼊）データ駆動型社会とSociety5.0

2 （導⼊，⼼得）データの増⼤する社会とAIの必要性

3 （導⼊，⼼得）オープンデータの活⽤と個⼈情報管理

4 （基礎，導⼊）１変量データから情報を得る⽅法の概説

5 （基礎，導⼊）２変量以上のデータから情報を得る⽅法の概説

6 （基礎，導⼊）図⽰による表現

7 （基礎，導⼊）数値による⽐較

8 （導⼊，基礎，⼼得）総括

授業外学習時間

・毎回の授業においては，ShinXia-LMS上に指⽰のある復習すべき内容をもとに確認問題が提供されるので，それを参考に学習を進めてください． 
・授業に相応しい良い質問に対して加点があるので，提供資料を批判的に⾒ることを⼼がけてください． 

※本科⽬では45時間の学修を必要とします．

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：指定しない 
参考書 
・北川源四郎，⽵村彰通編「教養としてのデータサイエンス 改訂第2版」講談社 
・久野遼平他「⼤学4年間のデータサイエンスが10時間でざっと学べる」KADOKAWA 
・倉⽥博史「⼤学4年間の統計学が10時間でざっと学べる」KADOKAWA 
・我妻幸⻑「Google Colaboratoryで学ぶ！ あたらしい⼈⼯知能の教科書」翔泳社 
・⽮沢久雄他「コンピュータはなぜ動くのか」⽇経BP 
・⽮沢久雄他「プログラムはなぜ動くのか 第2版」⽇経BP 
・中井悦司「ITエンジニアのための機械学習理論⼊⾨」技術評論社 
・浅野正彦他「はじめてのRStudio」オーム社 
・⾼橋秀⼀郎「e-Statと仲良くする本」NextPublishing 
・⻄⽥典充「Rでらくらくデータ分析⼊⾨」技術評論社

成績評価の⽅法・基準

・第1回から第7回まで毎回の課題（各回10点満点の⼩テスト）で合計70点． 
・第8回の総合問題で20点． 
・授業に相応しい良い質問に対して最⼤20点の加点．  

データサイエンスリテラシー（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:45
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※全体で100点は超えない． 
※いずれもShinXia-LMS上に課題を掲⽰し，ShinXia-LMS上で課題を提出．

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

・ShinXia-LMSに掲載した⽅法にしたがって，課題（レポート提出または⼩テストの受験）を毎回提⽰します． 
・本科⽬はShinXia科⽬スケジュールに★従いません★．各回の開始・終了⽇や課題の締切⽇については授業ガイダンス（授業開始⽇より前にShinXia-LMSに説
明動画を掲載予定）で説明しますので，期⽇までに提出または受験してください． 
・質問に対する加点となるような良い質問を期待しています． 
・授業で提供した材料で説明のあるデータ処理において，各⾃が実習を⾏う課題はありませんが，多くの課題は実⾏できるプログラムとして提供してあります．

興味のある⼈は⾃習を進めてみてください．質問にも対応します．



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010754 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T01Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

まず記述統計を扱い，表やグラフ，平均や標準偏差を⽤いてどのようにデータを整理して情報を引き出すかについて学習する。次に確率論の基本的な考え⽅に

ついて学び，⼤数の法則と中⼼極限定理について学ぶ。重要な確率分布として正規分布とt分布，カイ⼆乗分布も学ぶ。その後，推測統計について習熟する。す
なわち，知りたい対象の⼀部分のデータしか得られない場合に，どのように対象全体の性質について推測するかという問題を，区間推定を理解することにより

学ぶ。

到達⽬標

1 確率・統計のごく基本的な概念について理解できる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 度数分布表とヒストグラム

2 代表値（1）

3 代表値（2）

4 データの加⼯

5 2次元のデータ

6 確率変数（1）

7 確率変数（2）

8 期待値と⼤数の法則

9 確率変数の分散

10 連続型の確率変数

11 中⼼極限定理

12 その他の連続型確率分布

13 推測統計（1）

14 推測統計（2）

15 推測統計（3）

授業外学習時間

・事前学習：講義動画で表⽰されるスライドや補⾜資料（いずれもShinXia-LMS上で提供）の内容を⼀通り確認する。 
・事後学習：演習課題に取り組み，必要に応じて講義動画を再視聴するなどにより，学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。 

※本科⽬では90時間の学修を必要とする。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：指定しない 
参考書：⼩島寛之, 『完全独習 統計学⼊⾨』, ダイヤモンド社, ISBN4-478-82009-0

成績評価の⽅法・基準

全15回の中で10回の⼩テストを実施し，その合計点で評価する。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

各回の講義動画で表⽰するスライドをShinXia-LMS上で提供するが，スライドに書かれていない解説を聞き逃さないこと。必要に応じてスライドを印刷し，解説
をよく聴いてメモを取り，理解を確かめながら授業に臨むこと。分からないところは授業後に質問すること。

統計リテラシー(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:48
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010755 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3TO2Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

物理学の基礎知識を習得し，いくつかの応⽤を通して物理的なものの考え⽅や⾒⽅を⾝につけると同時に，初歩的な数学を活⽤することにより，様々な物理現象

が説明できることを学ぶ．講義の後に簡単な演習を⾏い，基礎的な内容の理解を図る．

到達⽬標

1 物理学の基礎について，簡単な数学 の考え⽅を⽤い，暗記に頼らずいろ いろな現象を理解することができる ようになること

2 論理的な思考⼒を 養い，様々な物理現象を理解できる ようになること

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 運動をとらえる数学

2 ニュートンの運動の法則

3 重⼒下の運動

4 円運動と万有引⼒

5 エネルギー

6 熱

7 熱⼒学の基礎

8 波の性質

9 ⾳

10 光

11 電気と電流

12 直列・並列回路と電⼒

13 電流と磁場

14 電磁誘導と発電

15 電気の利⽤

授業外学習時間

・事前学習：講義動画で表⽰されるスライドや補⾜資料（いずれもShinXia-LMS上で提供）の内容を⼀通り確認する． 
・事後学習：各回の演習課題に取り組み，必要に応じて講義動画を再視聴するなどして，学習内容を確認し，理解を深める． 
授業で取り上げた内容が⾃分の⽣活とどのようにかかわっているのか，もっと詳しく知りたい場合，図書館で関連書籍を調べるなどして⾃主的に学ぶ姿勢を⾝に

つけてほしい． 
※この授業は90時間の学習を必要とする内容である．従って，60時間以上の時間外学習が必要となる．

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：指定しない 
参考書 
第1 〜5 回：安達弘通『リベラルアーツ相対性理論』学術研究出版，\1,650 
第6 〜15 回：『視覚でとらえるフォトサイエンス物理図録』数研出版，\968 
第6 〜10 回：潮秀樹他『ビジュアルアプローチ基礎物理 下 熱・電磁気・ 
原⼦』森北出版，\2.310 
その他，必要に応じて指定する．

成績評価の⽅法・基準

⼩テストの合計点（計100点，各回の配点は問題量と内容で変わる）で評価する．

課題に対するフィードバック

物理学の世界(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:49



佐久⼤学

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

授業時間内で内容のすべてを理解することはできない．必ず授業時間外学修で確認すること．また，様々なメディアで物理学に関するトピックが取り上げられ

ることが少なくない．そのような報道や記事に関⼼を持ち，もっと詳しく知りたい場合，図書館で関連書籍を調べるなどして⾃主的に学ぶ姿勢を⾝につけてほ

しい．



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010756 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T03Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⾝近な題材をとりあげた基礎化学の教科書に沿って進める．化学（科学）の基本の知識から始まり，⾝の回りの化学まで扱う．本来，化学の基礎知識なしで環境

問題やエネルギー問題のような複合的な問題を扱うべきではない（真偽を問うことができない）．このような問題についても考えるきっかけとなるように進め

る．

到達⽬標

1 ⾝の回りの化学について理解することができるようになる．

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ガイダンス

2 化学のおはなし

3 原⼦

4 すべてのもの

5 化学結合

6 炭素

7 気体

8 化学反応

9 ⽔

10 塩と⽔溶液

11 pHと酸性⾬

12 原⼦⼒

13 エネルギー・電⼒・気候変動

14 持続可能性とリサイクル

15 ⾷べ物

授業外学習時間

・事前学習：教科書に沿って進⾏するので，該当する章の内容を⼀通り確認すること． 
・事後学習：各回の⼩テストに取り組み，必要に応じて講義動画を再視聴するなどにより，学習内容の定着を確認し，理解を確実にする． 
また，様々なメディアで化学に関するトピックが取り上げられることが多くなっている．そのような報道や記事に関⼼を持つようにしてほしい．記事の内容，

あるいは授業で取り上げた化学が⾃分の⽣活とどのようにかかわっているのか，もっと詳しく知りたい場合，図書館で関連書籍を⾒つけるなどして⾃主的に学ぶ

姿勢を⾝につけてほしい． 
※この授業は90時間の学習を必要とする内容である．従って，60時間以上の時間外学習が必要となる．

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：キンバリー・ウォルドロン著，⽵内敬⼈訳，教養としての化学⼊⾨（第2版），化学同⼈，ISBN 9784759820782，2,500円（税別）． 
参考書：指定しない

成績評価の⽅法・基準

⼩テストの合計点（計100点，各回の配点は問題量と内容で変わる）で評価する．

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

化学の世界(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:50



佐久⼤学

1回の講義で教科書1章分進める予定であるが，授業時間内ですべてを網羅することはできない．授業で触れられなかった部分も重要なので，必ず授業時間外学
修で確認すること． 
また，様々なメディアで化学に関するトピックが取り上げられることが多くなっている．そのような報道や記事に関⼼を持つようにしてほしい．記事の内容，

あるいは授業で取り上げた化学が⾃分の⽣活とどのようにかかわっているのか，もっと詳しく知りたい場合，図書館で関連書籍を⾒つけるなどして⾃主的に学ぶ

姿勢を⾝につけてほしい．



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010757 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T04Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

まず地球全体における地学現象の概説を⾏い，プレートテクトニクスや地震，⽕⼭について学習する。次に⼤気と海洋循環，気象災害について学ぶ。更に，地

学現象による証拠に基づいて，地球の歴史を学び，過去に⽣じた⽣物進化や環境変動について理解する。その後，惑星や恒星，銀河などの宇宙について学ぶこと

で，地球全体から宇宙までを対象として地学現象の基礎を学ぶ。最後に⾃然の恵みを理解し，将来に向けて⾃然との共⽣の考え⽅を学ぶ。

到達⽬標

1 地球科学のごく基本的な概念について理解することができる。

2 信州を取り巻く地学的環境について理解することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 地球の概観

2 地球のダイナミクス

3 地震と⽕⼭

4 地震・⽕⼭災害と防災

5 ⼤気の構造

6 太陽放射と⼤気の運動

7 ⼤気と海洋の循環

8 ⽇本の気象と災害

9 地球史の読み⽅

10 地球と⽣命の進化

11 ⻑野県の地学

12 惑星の世界

13 恒星の世界

14 銀河の世界

15 ⾃然との共⽣

授業外学習時間

・事前学習：講義動画で表⽰されるスライドや補⾜資料（いずれもShinXia-LMS上で提供） の内容を⼀通り確認する。  
・事後学習：演習課題に取り組み，必要に応じて講義動画を再視聴するなどによ り，学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。  
※この授業は 90 時間の学習を必要とする内容である。従って，60 時間以上の時 間外学習が必要となる。

テキスト・参考書・参考⽂献

指定しない

成績評価の⽅法・基準

全 15 回の講義中で実施する⼩テスト（各回6 点満点）の合計点（90点満点）を100点満点に換算して評価する。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

各回の講義動画で表⽰するスライドをShinXia-LMS上で提供するが，スライドに書かれていない解説を聞き逃さないこと。必要に応じてスライドを印刷し，解説
をよく聴いてメモを取り，理解を確かめながら授業に臨むこと。分からないところは授業後に質問すること。

地学の世界(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:51
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010758 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T05Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

まず，経済学的な考え⽅に関する基礎知識を解説し，その上で，経済学の考え⽅の基本である，需要と供給の理論について考えてみます．その上で，価格変化

への消費者の反応など，市場取引の特徴について理解を深めることとします．その後，需要と供給の理論に基づいて，現実に⾏われた政府の政策の効果を分析し

ます．なお，講義は，下記の授業計画の通り，トピックス毎に，三上，広瀬（要），⾇⽥，増原，本多の5⼈によって⾏われます．なお，この授業は全ての授業
をe-Learningで⾏うオンデマンド授業となります．動画はポータルサイトに掲載します．

到達⽬標

1 経済学の基礎をなすミクロ経済学の基本的な考え⽅を理解できるようになる

2 ミクロ経済学の基本的な考え⽅を⽤いて，経済現象を理論的に解釈できるようになる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 イントロダクション，経済学の⼗⼤原理

2 経済学者らしく考える

3 相互依存と貿易（取引）からの利益

4 需要と供給

5 均衡と需要曲線・供給曲線のシフト

6 需要の弾⼒性：基礎

7 需要の弾⼒性：発展

8 供給の弾⼒性

9 消費者余剰と⽣産者余剰

10 市場の効率性と余剰の計算

11 税⾦

12 応⽤：課税の費⽤

13 応⽤：国際貿易

14 外部性と市場の効率性

15 外部性に対する公共政策

授業外学習時間

講義の内容を理解し，単位を取得するためには，講義資料や教科書の内容を暗記するだけでは不⼗分です．講義に対応する教科書中の例題を実際に解いてみる

などの練習を繰り返すことが，講義内容を習得する上で役に⽴つはずです．動画を全部をまとめて視聴すると⼤変ですので，毎週，決まった時間に視聴すること

をお勧めします．

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト 
マンキュー経済学Ⅰ ミクロ編（第5版） 
N・グレゴリー・マンキュー (著), ⽚桐満, 篠潤之介, 溝⼝哲郎 (翻訳)，センゲージ・ラーニング株式会社，4,950円 
ISBN-13: 978-4807918126 
ただし，講義資料と講義動画は，以下の「第4版」に基づいています． 
マンキュー経済学I ミクロ編 (第4版) 
N・グレゴリー・マンキュー (著), ⾜⽴英之, 柳川隆, ⽯川城太, ⼩川英治, 地主敏樹, 中⾺宏之 (翻訳), 東洋経済新報社, 4,400円 
ISBN-13: 978-4492315194 
参考書：必要に応じて，授業中に随時紹介します

成績評価の⽅法・基準

各教員の授業終了後もしくは授業中に⼩テストを⾏い，学期末に期末テストを実施します．⼩テストは，ポータルサイト上で実施し，選択問題もしくは計算問

題が出題されます．また学期末の期末試験についても，同様の形式で実施します．⼩テスト，期末試験の受験⽅法の詳細は，ポータルサイトに掲載しますの

ミクロ経済学⼊⾨(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:52



佐久⼤学

で，必ず確認するようにしてください．授業動画では，⼩テストに向けた練習問題等も説明します．成績評価は，⼩テスト(50%．各教員10%．ただし第14回と
15回は期末試験で評価するため，⼩テストは⾏わない)と期末試験(50%)を⽬安に総合して⾏います． 
授業で⽰した例題と同レベルの問題が解ければ「⽔準にある」，応⽤問題が解ければ「やや上にある」，やや難しい応⽤問題が解ければ「かなり上にある」，

例題から難しい応⽤問題が解ければ「卓越している」，と判断します．

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

復習の過程で不明な点や理解できない点が出てきた場合，必ず担当教員に質問するよう⼼掛けること．経済学の分析による帰結は，普段，直観的にイメージし

ていることとは異なることが少なくありません．学習した内容をすぐに確認し，理解するように努めて下さい．⼩テストは，理解の度合いを試す機会と位置付

けられます．⼩テストに関する情報はポータルサイトに掲載しますので，毎週必ずポータルサイトを確認してください．講義の内容については，毎回資料を掲

載するほか，必要に応じて参考⽂献を紹介するので，それらを活⽤すること．



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010759 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T06Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

情報を活⽤したビジネスの⾰新について学ぶ。データ駆動型社会における情報の重要性を理解し、具体的な事例やツールを通じて、情報活⽤のスキルと戦略を

探求する。また、情報を基盤としたイノベーションや意思決定プロセスの改善に焦点を当て、実践的な課題解決能⼒を涵養する。

到達⽬標

1 様々な事例を⾒ることにより、どのように情報を活⽤していけばよいか理解出来るようになる

2 様々な事例をベースに、事業の興し⽅、トラブルの解決の仕⽅が分かるようになる

3 事業の捉え⽅から、強み・弱みを⾒極め、協⼒し合いながら解決できるようになる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 情報によるイノベーション（担当講師：⼭本学＠⽇本IBM）

2 AIスタートアップのリアル（担当講師：⼭本⼀輝＠Alice）

3 農業の課題とスマート農業（担当講師：休坂健＠Optim）

4 DXを推進する意味とは（担当講師：松⼭科⼦＠東京エレクトロン）

5
新規事業を発注者側・受注者側の両側⾯から⾒る（担当講師：村上英治＠アズビル⾦⾨、⼤

熊元気＠⽇本ノーベル）

6
時流から技術⾰新をビジネスにする PR 思考（担当講師：⾼井志保＠クオンタムリーブベン
チャーズ）

7 FinTech とユーザーイノベーション（担当講師：菊地剛正＠三菱UFJ信託銀⾏）

8
イノベーション体質になるための越境思考・共創思考（担当講師：沢渡あまね＠あまねキャ

リア）

9
イノベーション体質になるための越境思考・共創思考（担当講師：藤⼭祐⼦、廣岡信⾏＠NVI
DIA）

10 ⼈の意思決定に関する知⾒のビジネス活⽤（担当講師：松⽊⼀永＠サイバーエージェント）

11 財産的価値を情報に創造する（担当講師：⽥中泰彦＠弁理⼠法⼈むつきパートナーズ）

12 既得権益の打破から事業化へ！（担当講師：頭本頼数＠SoBrain）

13 起業の⼀⼿段としての事業承継 M&A（担当講師：⽵内健太＠ことぶき）

14
事業継続へのビジネス変⾰：まち・みらい・ひとづくり（担当講師：庄司秀樹＠東洋システ

ム）

15 VC のスタートアップ投資について（澤崎萌、⽟岡靖弘＠ディープコア）

授業外学習時間

事前学習は特に必要ないが、事後においては、⾝近な事例を⾒つけ、学んだ視点で適⽤することを創造してみること。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：特にない 
参考書：第8回に指定があります。沢渡あまね「新時代を⽣き抜く越境思考 ~組織、肩書、場所、時間から⾃由になって成⻑する」技術評論社、2022

成績評価の⽅法・基準

毎回各セクション毎に、受ける⼩テストがある。その⼩テストの総合点を100点に換算し直して評点とする。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

情報活⽤型ビジネスソリューション(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:53



佐久⼤学

事例を覚えるのではなく、常に何かに適⽤することをイメージしながら学ぶこと。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010762 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T09Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

私たちはなぜ、⾃⼰の幸福のみならず、⾒ず知らずの他者の幸福の促進にも関与すべきなのでしょうか。家族や地域、国境の枠組みすら超えた、⼈びとの社会福

祉の増進に寄与すべきなのでしょうか。「福祉（welfare）」という⾔葉は「幸福」「安寧」という〈ある状態〉を意味しています。そこには〈そうした状態を
⾃他において実現・確保しようとする努⼒〉という意味が込められ⽤いられています。「幸福」とは誰にとってもその実現が望まれる状態のことであり、「福

祉」という概念はこうした「幸福」な状態を実現するための⽅向づけをおこなうものです。ただし、「福祉」は「⼈々を援助してそのような状態を実現させる社

会的努⼒」とあるとおり、個々⼈にとっての〈⾃⼰の幸福〉にとどまらず〈他者の幸福〉もそこに含まれています。つまり、〈社会性〉をもった努⼒が求められ

ているのが「福祉」です。 
この授業では「福祉」とは何かについて、多⾓的かつ複合的に各授業を通じて考え、学んでいきます。 
受講⽣が、「福祉（welfare）」について関⼼をもち、その⼤切さについて思考する契機となることを⽬指しています。

到達⽬標

1 社会福祉の基礎知識を理解する

2 社会福祉学の概要について理解する

3 社会福祉学の特徴と概要について説明することができる

4 ⾝近な社会問題に関⼼をもち、福祉課題を発⾒することができるようになる

5 社会福祉が私達の社会になぜ必要なのかを考え、説明することができるようになる

6 福祉課題解決の⽅向性について構想することができるようになる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 社会福祉概論：福祉って何（担当 中村英三）

2 ⼼の健康福祉：メンタルヘルス（担当 ⽚⼭優美⼦）

3 障害とはなにか（担当 相⾺⼤祐）

4 学校教育現場と社会福祉（担当 飯塚秀彦）

5
「個⼈の尊厳」と「⾃⽴」∕「⾃律」−貧困に対する⽀援を通して考える−（担当 鈴⽊忠
義）

6 福祉と⼈権（担当 新⽥さやか）

7 発達障害の理解と発達障害児に対する⽀援（担当 丹野傑史）

8 SDGsとソーシャルワーク（担当 羅珉京）

9 福祉政策⼊⾨（担当 ⽮野亮）

10 ⼦ども虐待を考える（担当 井上景）

11 福祉⽤具 ⾼齢者・障害者に対する⽀援技術（担当 繁成剛）

12 ⼼理学とは何か（担当 遠藤忠）

13 児童⽣徒の問題⾏動を考える（担当 ⽚岡通有）

14 ⼼を理解するための研究と⽀援（担当 ⻲倉⼤地）

15 ソーシャルワーク専⾨職を⽀える知識と技術（担当 鈴⽊由美⼦）

授業外学習時間

SPARC LMSにアップロードしている資料を読み予習復習を⾏うこと。 
※この授業は60時間以上の授業外学習が必要となります。

テキスト・参考書・参考⽂献

教科書は指定しません。毎回SPARC LMSに資料を掲載します。

成績評価の⽅法・基準

各回に実施する⼩テスト（全15回）の点数により、評点を付ける。（第1回〜第10回までの⼩テストは各7点、第11回〜第15回は各6点の配点とする。）

社会福祉の考え⽅(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:54



佐久⼤学

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

質問への対応、①チャットボットを利⽤する、②授業内容にかかる専⾨的な内容であればSPARC LMSのフォーラム機能を⽤いて質問する。

その他履修上の留意事項等

SPARC LMSにおいて、講義動画を視聴し、⼩テストを受講すること。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010763 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T10Z

担当教員 根本 貴⼦

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 ー 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施 ×

実務経験のある教員等による授業科⽬

社会福祉協議会や病院等で実働している専⾨職のほか、司法機関等での実務経験者らがそれぞれの経験を踏まえ実践的な講義を⾏う。

授業概要

今⽇の地域社会には多様な福祉課題が存在する。本授業では各福祉課題を概観し、その発⽣背景や解決⽅法等について学ぶ。また、福祉課題の解決は福祉の専

⾨職だけで対応する訳ではない。地域内に存在する多様な関係者との連携や協働により対応される。課題解決に向けた⼈々の関り⽅についても学んでいく。

到達⽬標

1 各福祉課題発⽣の背景や要因について説明することができる。

2 今⽇の地域社会において存在する福祉課題とその解決および対応の現状について理解することができる。

3 福祉課題に関わる各専⾨職の役割について理解することができる。

4 福祉課題の解決に向けた対応⽅法について説明することができる。

5 福祉課題の解決に携わる各専⾨職と連携および協⼒⽅法を説明することができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 地域福祉という視点 講義
旭川市⽴⼤学保健福祉学部

 ⻑⾕川 武史

2 災害時のボランティア・福祉⽀援と地域福祉 講義
⻑野県社会福祉協議会  
⼭﨑 博之

3 貧困問題の現状と⼦どもの貧困に対する実践活動 講義
⻑野⼤学地域共⽣福祉研究

所 佐藤 もも⼦

4 貧困と⽣活困窮者問題 講義
佐久⼤学⼈間福祉学部  
下村 幸仁

5 更⽣保護 講義
佐久⼤学⼈間福祉学部  
林 宏⼆

6 矯正施設の現状と福祉的⽀援 講義
府中刑務所  
桑原 ⾏恵

7 ⽣活を⽀える住環境デザイン 講義
佐久⼤学⼈間福祉学部  
狩野 徹

8 地域⽣活と住環境 講義
レストラン⽵とんぼ  
⽵内 次男

9 社会福祉と社会的企業 講義
佐久⼤学⼈間福祉学部  
李 省翰

10 ワーカーズコープの理念と実践 講義
⻑野県⾼齢者⽣活協同組

合 ⽥中 夏⼦

11 地域における保健師の活動 講義
佐久⼤学看護学部 ⼩林 恵
⼦

12 佐久市における保健師活動の現状と実践活動 講義
佐久市⾼齢者福祉課  
柏⽊ 美紀⼦

13 医療福祉 講義
佐久⼤学⼈間福祉学部  
根本 貴⼦

14 医療ソーシャルワーカーの実践 講義

佐久総合病院佐久医療セン

ター  
渡邉 剛史

15 地域と福祉 講義
佐久⼤学⼈間福祉学部  
佐藤 嘉夫

授業外学習時間

地域と福祉(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:39



佐久⼤学

（事前学習）授業タイトルと関連するキーワードをインターネットや⽂献で調べ、事前に情報収集を⾏う。  

（事後学習）各回の⼩テストに取り組むほか、授業動画と資料を元に＜育成すべき能⼒＞の視点と関連付けて学 
     びを整理する。

テキスト・参考書・参考⽂献

指定しない。必要資料は授業毎に配信する。

成績評価の⽅法・基準

各回に実施する⼩テスト(全 15 回)の点数により、評点を付ける。⼩テストはShinXia-LMS 上で実施する（多肢選択問題を基本）。  

各回のテストは7点満点とし、その累計点を総合評価とする。ただし100点は超えない。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

現代の地域社会で発⽣する様々な福祉課題に関するトピックについて、⽇頃から関⼼を持って情報収集するように⼼がけてください。本授業で伝える事柄が⾝

近な地域とどのように関連するのか、主体的に考えるようにしてください。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010764 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z3T11Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

健康⻑寿県として有名な信州において⼤学⽣活を健康的に送ることは、その後の学業だけでなく卒業後の⼈⽣にも⼤きな影響を与える。⼤学への進学と共には

じめての⼀⼈暮らしなどによりライフスタイルが⼤きく変わるため、これまでの⽣活習慣に変化が⽣じやすく、⼤学⽣が⾃分⾃⾝で健康管理を実践していく必

要がある。 
本科⽬では⼤学⽣活や社会⽣活を健康的に暮らすための基本的な健康に関する知識を学び、⾃らがこころとからだの情報を得て理解し、使える⼒を習得するこ

とを⽬的とする。

到達⽬標

1 信州において健康的な⼤学⽣活を送るための基礎的知識を習得できる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ⾃分の健康を考えよう 健康とは何か ⾝近な感染症

2 ⾷⽣活と健康

3 アルコール タバコ カフェインと健康

4 ⽣活リズムの重要性 睡眠 ネット依存

5 性と健康 デートDV

6 ストレスへの理解と対応

7 メンタルケアの実践

8 多様な⼈と共に⽣きる社会

授業外学習時間

講義の中で関⼼を持った点や疑問点について、⾃ら調べることを通して理解を深めた上で次回の授業に臨むことを推奨する。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：指定しない 
参考書：からだBOOK

成績評価の⽅法・基準

各回⼩テストを実施する。⼩テストの配点は以下の通りとし、第1回から第8回の合計点を最終の評価点とする。 
10点：第1回・第4回・第5回・第7回 
15点：第2回・第3回・第6回・第8回

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

こころとからだの健康(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:55



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010765 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2N01Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 ⾃由

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼼理学は⼈間の⾏動や⼼の働きを探ろうとする学問であり、私達の⽇常⽣活に深く関連しています。本講義では、実験⼼理学、認知⼼理学、学習⼼理学、発達⼼

理学、教育⼼理学、臨床⼼理学等、⼼理学の主要分野を概観しながら、私達の⾝近な事象を⼼理学的観点から考え、⼼理学の基本的理論や⼈間理解の⽅法につ

いて学びます。

到達⽬標

1 ⼼理学ではどのような問題が扱われているのか説明できる。

2 ⽇常⽣活のさまざまな出来事や問題を、⼼理学の観点から考えて説明できる。

3 ⼈間を理解するための科学的な姿勢を⾝につけることができる。

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 ⼼理学とは

2 感覚と知覚

3 記憶

4 欲求と動機づけ

5 学習と⾏動

6 パーソナリティ

7 感じる⼼

8 ⼈の⼀⽣と⼼の発達

9 ⻘年期の⼼

10 ⼈付き合いの⼼理

11 集団の⼼理

12 思い込みの⼼理

13 恋愛の⼼理学

14 家族の⼼理学

15 ⼼の不適応

授業外学習時間

配布資料を事前・事後に読み、内容の予習復習を⾏う。

テキスト・参考書・参考⽂献

なし（配布資料のみ）

成績評価の⽅法・基準

各回に設定された３回ごとの⼩テストにより内容理解の到達度を評価する。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

本講義では、⾝近にある事柄や事象について、⼼理学の観点から取り上げ、楽しい・ためになる・役⽴つ⼼理学を学んでいきたいと思います。⽇頃から、新聞や

ニュースで取り上げられている話題に関⼼を持つようにしてください。

⼼理学(ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:56
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佐久⼤学

開講年度 2025 学期 前期 授業コード 2025010766 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2Q09Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 2 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

⼈間の活動により⾃然環境の改変・破壊が進み，地球の温暖化をはじめとする数々の環境問題を⽣じさせる⼀⽅で，社会⽣活が多様化，複雑化することにより，

社会環境も複雑化・不透明化しています。本講義では，⾃然及び社会の両⾯にわたる環境諸問題を環境学の視点から学びます。環境という包括的なキーワードに

より複合的に眺め，安全で安⼼，かつ⽂化的に豊かで持続可能な地球・都市・社会について考えることを⽬的とします。また，セイコーエプソン株式会社が取り

組む「循環型経済」を⽀える環境技術開発を通して，⾃然環境の尊重と企業活動の両⽴のための具体的アクションについて学ぶ。

到達⽬標

1 学⼠の称号にふさわしい基礎学⼒と専⾨的学⼒

2 持続可能な社会を実現するための課題に取り組む⼒

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1 「地球環境学」⼊⾨

2 地球の物質循環

3 地球上の資源

4 化学と環境

5 海洋を考える

6 極限環境

7 ジオエンジニアリング

8 「⾃然地理学」⼊⾨

9 ⼤学周辺の⾃然環境を知る

10 ⾃然災害に備える

11 「環境デザイン学」⼊⾨

12 都市と⾃然環境

13 ⼈⼝減少社会のまちづくり

14 地域理解と⾒える化から将来を描こう

15 エプソンの環境経営〜⼈と地球を豊かに彩る〜

授業外学習時間

「環境学⼊⾨」は，環境システム、環境デザイン学、および地理学の三つの主要なトピックに沿って，様々な学際領域を扱います。授業で扱うトピックに関連す

るトピックに即して，インターネットだけではなく本や新聞も駆使して理解を深め，⾃⾝の考えをまとめる作業を⾏い，授業内で使⽤された⽤語や概念を定着さ

せます。

テキスト・参考書・参考⽂献

テキスト：指定しなし 
参考書：地球環境学⼊⾨（講談社サイエンティフィク，⼭﨑友紀 著）

成績評価の⽅法・基準

授業時に課される講義内容の理解度をチェックするために出される問いや，⼩レポートの合計点を100点満点に換算して評価します。課題の解答から講義内容の
理解度を判定し評価します。⼩レポートは，①課題の求めている要素を含んでいることを判定し，②論理的に⽂章が構成・展開されているか，③⾃分なりの視点

を持ち，課題を考察しているか，という観点から評価します。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

環境学⼊⾨（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:46



佐久⼤学

基礎知識は必要ありません。数式も極⼒使いません。講義内容を包括する教科書はありませんが，⽂・理系問わず，⼯学に興味のある学⽣の履修を歓迎します。



佐久⼤学

開講年度 2025 学期 後期 授業コード 2025010767 科⽬ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ H0Z2R10Z

担当教員

⼈間福祉学科：学位授与⽅針（ディプロマポリシー：DP）との関連

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

○ ○ ○

配当

学部/学科 ⼤学 ⼈間福祉学部 配当時期 ー

単位 1 授業の⽅法 曜⽇/時限 ー 必修・選択 選択

備考

アクティブラーニングの実施

実務経験のある教員等による授業科⽬

授業概要

本科⽬は、我々の⽣活から切り離すことのできない組織について知識、なかでも少⼈数グループでの活動を実施するうえで参考になる基本的知識や技能を習得

することを主⽬的としている。さらに、こうした知識や技能を活⽤し、組織やグループをマネジメントする実践的能⼒を養成することも⽬的の⼀つである。 
そのため、①組織の概要、②組織と環境との関係、③組織における意思決定、③組織内の⼈間⾏動、④組織における知識創造、⑤組織学習と組織変⾰などを

学習する。特に今後のPBL活動に役⽴つような知識や技能を、初学者にも分かるように講義や演習、事例分析等を通じて⾝に付けていく。いわば、経営組織論の
⼊⾨科⽬に位置づけられるものである。

到達⽬標

1 経営学の基礎をなす経営組織論の基本的な考え⽅を理解できるようになる

2 経営組織論の基本的な考え⽅を⽤いて、組織（グループ）活動による問題解決を理論的に解釈できるようになる

授業計画

授業内容 授業形態 授業担当者

1
【ガイダンスと組織の概要】本授業（経営組織論）の概要を説明し、経営組織論の全体像を

把握します。

2
【組織の特⻑】「分業と調整の仕組み」や「協働システム」を理解し、実践への応⽤を考え

ます。

3
【組織と環境】組織を取り巻く環境とは何か、また環境と組織との関係とはどのようなもの

かを理解します。

4
【組織における意思決定】組織における意思決定の理論を理解し、優れた意思決定をするた

めの実践⽅法を考察します。

5
【組織の中の⼈間⾏動】組織内での⼈間⾏動を理解し、特にモチベーションやコミットメン

トについて深く検討します。

6
【組織的知識創造】組織の中での「知識創造」に関する理論を学習し、実践に⽣かせるよう

に演習します。

7
【組織学習と組織変⾰】組織が成⻑するために不可⽋である組織学習と組織変⾰について、

理論と実践の両⾯から考えます。

8
【まとめ】本授業のまとめとして、経営組織論がPBL活動にどう役⽴つか、またどう役⽴てる
べきかを検討します。

授業外学習時間

毎回⼩テストがあるので予習は必須です、また、授業動画内で予習ならびに復習すべき内容を伝えている回があります。

テキスト・参考書・参考⽂献

教科書は、特に指定しません。 
参考書 
・⾺塲杉夫他著（2015）『マネジメントの航海図』中央経済社 
・佐々⽊利廣・福原康司編著（2022）『⾃分事化の組織論』学⽂社 
※その他、随時授業時に紹介します。

成績評価の⽅法・基準

○⼩テスト：100点 
各回に実施。第1回および第8回は各5点、第2〜7回は各15点の配点。当⽇の授業内容についての選択問題が中⼼。 
※レポート課題、定期試験は実施しません。

課題に対するフィードバック

オフィスアワー

その他履修上の留意事項等

経営組織論（ShinXia)
更新⽇：2025/03/31 10:23:47



佐久⼤学

特に履修制限はありません。また、皆さんの⾝近な組織を意識しながら⽣活するように⼼がけてください。


